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事 項 記 入 欄

大 学 の 目 的
　本学は、人道に根ざした深い教養をもつ有能な人材を養成すると同時に、高度の学問技術を研究
教授することにより、人類社会の福祉に貢献することをもって目的とする。

新 設 学 部 等 の 目 的

　本学部は、建学の精神及びそれらを具現化した４つの力を踏まえ、文系・理系に区分される各学
科の専門的知識・技術の垣根を超え、多領域的な問題を発見するための複眼的な視点を身に付ける
ことを目的とし、現代社会に生じている問題、未来への課題を解決するために、専門性と様々な考
え方を融合し、継続的に実践していく力をもった人材を養成することを目的とする。

フ リ ガ ナ ﾄｳｶｲﾀﾞｲｶﾞｸ

大 学 の 名 称 東海大学（Tokai University）

大 学 本 部 の 位 置 神奈川県平塚市北金目4-1-1

計 画 の 区 分 学部の設置

フ リ ガ ナ ｶﾞｯｺｳﾎｳｼﾞﾝ　ﾄｳｶｲﾀﾞｲｶﾞｸ

別紙のとおり

新
設
学
部
等
の
概
要

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

文理融合学部
[Undergraduate School
of Humanities and
Science]

年

経営学科
[Department of
Business
Administration]

4

― 1200

69科目 10科目 5科目 84科目 124単位

計

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

開設時期及
び開設年次

所　在　地

人 年次
人

人 　　年　月
  第　年次

熊本県熊本市
東区渡鹿9-1-1

学士（経営学）
[Bachelor of
Business
Administration]

130 ― 520 令和４年４月
第１年次

300

280 学士（工学）
[Bachelor of
Engineering]

令和４年４月
第１年次

熊本県熊本市
東区渡鹿9-1-1

地域社会学科
[Department of
Community and Social
studies]

4 100 ― 400 学士（社会学）
[Bachelor of
Social Studies]

令和４年４月
第１年次

熊本県熊本市
東区渡鹿9-1-1

文理融合学部人間情報工
学科

84科目 16科目 12科目 112科目 124単位

文理融合学部地域社会学
科

59科目 22科目 5科目 86科目 124単位

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義 演習 実験・実習 計

文理融合学部経営学科
教育
課程

人間情報工学科
[Department of Human
Information
Engineering]

4 70 ―
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令和３年３月認可申請

令和３年４月届出予定

令和３年４月届出予定

令和３年４月届出予定

令和３年４月届出予定

令和３年４月届出予定

令和３年４月届出予定

令和３年４月届出予定

令和３年４月届出予定

令和３年４月届出予定

令和３年４月届出予定

令和３年４月届出予定

令和３年４月届出予定

令和３年４月届出予定

令和３年４月届出予定

体育学部スポーツ・レジャーマネジメント学
科

法学部法律学科

政治経済学部政治学科

政治経済学部経済学科

(2)

人 人 人 人

児童教育学部児童教育学科
9 5

教養学部人間環境学科

教養学部芸術学科

体育学部体育学科

体育学部競技スポーツ学科

体育学部武道学科

体育学部生涯スポーツ学科

文化社会学部文芸創作学科

文化社会学部広報メディア学科

文化社会学部心理・社会学科

文化社会学部アジア学科

文化社会学部ヨーロッパ・アメリカ学科

文化社会学部北欧学科

(3) (0) (7)
文学部文明学科

文学部歴史学科

文学部日本文学科

3

7 3

助手

(125) (63) (42) (7)

人

(9)

―

―

農学部食生命科学科
6

8

学　部　等　の　名　称
専任教員等

教授 准教授 講師

(8)

127 63 43 7

文学部英語文化コミュニケーション学科

計

(1)

(0) (2) (0)

文理融合学部地域社会学科

6 1 0 22

文理融合学部経営学科

8

(1) (9)

経営学部経営学科
9

0 8

海洋学部海洋理工学科

(5) (0) (2) (15)

9

(1) (11)

国際学部国際学科
7 3 4

新

設

分

兼任
教員等

14

農学部農学科
4 1

0

(7) (5) (5) (1) (18) (0)

0

文理融合学部人間情報工学科

人 人

農学部動物科学科

助教 計

3 1 0 7

0 2 0

(14)(3)

(22)

13

(3) (4) (0) (14)

16

(8) (0) (16)

(0) (13)

240 0

(237) (0)

6 1 21

0

9 4 1

4

(6) (0)

4 0

14

8

0

(4) (0) (4) (0)

3 1 2 0 6 0

0

(0)

0

3 0

(4) (1) (3) (0) (8) (0)

14 0

(9) (4) (1) (0) (14) (0)

15 0

16

(23)(8) (5) (2) (0) (15) (0)

8 5 2 0 15 0 23

(16)

7 1 0 0 8 0 8

(3) (1) (2) (0) (6) (0)

(8)

5 2 2 0 9 0 20

(7) (1) (0) (0) (8) (0)

(20)

5 4 0 0 9 0 12

(5) (2) (2) (0) (9) (0)

(12)

3 1 2 0 6 0 7

(5) (4) (0) (0) (9) (0)

(7)

4 1 1 0 6 0 3

(3) (1) (2) (0) (6) (0)

(3)

6 1 3 0 10 0 2

(4) (1) (1) (0) (6) (0)

(0) (14) (0)

1 0 11 0 13

(6) (1) (3) (0) (10) (0)

(13)

10 2 2 0 14 0 5

(7) (3) (1) (0) (11) (0)

88

(9) (3) (3) (0) (15) (0)

(5)

8 2 4 0 14 0 11

(10) (2) (2) (0) (14) (0)

(11)

12 5 3 0 20 0 2

(8) (2) (4)

2 0 11 0 11

(10) (1) (0) (0) (11) (0)

(2)

9 3 3 0 15 0 27

(12) (5) (3)

7 3 3 0 13 0

(4) (3) (2) (0) (9) (0)

(11)

6 4 0 0 10 0

11 0 5

(7)

10

(6)

9 0 1

(5) (3) (1) (1) (10) (0)

(1)

1 1 10 0 6

7 3 4 0

(3) (2) (0) (11) (0)

(10)

5 3

(0) (20) (0)

(27)

(3) (3) (0) (13) (0)

(5)

6 3

(6)

4 3 2 0

20

(15) (6) (1) (0) (22) (0) (20)

(3) (0) (14)

(6) (4) (0) (0) (10) (0)

(88)

10

22

1 0 0

(0) (7)(8)

14

0

(7)

人文学部人文学科
6 4 5 0 15 0 11

(6) (4) (5) (0) (15) (0) (11)

20

工学部機械システム工学科
5 2 3 1 11 0 18

(5) (2) (3)

建築都市学部建築学科
8 2 15 0 7

工学部医工学科
5 2 0

(5) (2) (0) (1) (8)

情報通信学部情報通信学科
10 7 6 1 24 0 10

(10) (7) (6) (1) (24) (0) (10)

情報理工学部情報メディア学科

(18)

0 12

(7) (4)

7

(0) (12)

4 3 0

0 14 0 11

(7) (3) (4) (0) (14) (0) (11)

5 1 0 15 0 12

(9) (5) (1) (0) (15) (0) (12)

1 0 21

(5) (3) (0) (0) (15)

(0) (21)

6 3

(3)(6) (0) (0) (9) (0) (6)

0 9 0 60

0 15

5 0

工学部生物工学科
5 6 0 0 11 0 20

(5) (6) (0) (0) (11) (0) (20)

建築都市学部土木工学科
5

(13)

3 0 1

(0)

(17)

13

17

教

員

組

織

の

概

要

既

設

分
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理学部

　基礎教育研究室

海洋学部

　海洋フロンティア教育センター

現代教養センター

国際教育センター

情報教育センター

課程資格教育センター

先進生命科学研究所

教育開発研究センター

スポーツ医科学研究所

総合科学技術研究所

情報技術センター

総合社会科学研究所

高輪教養教育センター

清水教養教育センター

海洋研究所

総合医学研究所

九州教養教育センター

総合農学研究所

札幌教養教育センター

(0)

1 0 0 0 1 0 0

(1) (0)

4 3 1 0

医学部看護学科

海洋学部水産学科

計

理学部数学科

理学部情報数理学科

理学部物理学科

理学部化学科

海洋学部海洋生物学科

8 0 43

1 0 1

1 0 0

(0) (0) (1) (0) (1) (0)

医学部医学科

(3)(4) (5)

情報理工学部コンピュータ応用工学科

工学部応用化学科

工学部電気電子工学科

工学部機械工学科

工学部航空宇宙学科

情報理工学部情報科学科

観光学部観光学科

6 4 5 0 15 0 3

0 2

(0) (15) (0)

(11)

11 1 3 1 16 0 12

(7) (5) (0) (0) (12) (0)

7 5 0 0 12 0 11

(6)

(12)

9 4 2 0 15 0 0

(11) (1) (3) (1) (16) (0)

(0)

6 1 2 1 10 0 8

(9) (4) (2) (0) (15) (0)

4 0 0

(2)

(8)

5 3 1 1 10 0 11

(6) (1) (2) (1) (10) (0)

(11)(5) (3) (1) (1) (10) (0)

6 1 1 1 9 0 3

(3)

7 3 3 0 13 0 5

(6) (1) (1) (1) (9) (0)

(5)

8 4 4 0 16 0 13

(7) (3) (3) (0) (13) (0)

(13)

12 3 2 1 18 0 5

(7) (4) (0) (0) (11) (0)

16 0 5

(7) (4) (3) (0) (14) (0)

(5)(12) (3) (2) (1) (18) (0)

7 5 2 0 14 0 10

8 8 14 4 34 0 47

(127) (106) (205) (396) (834) (0)

(10)

7 4 3 0 14 0 11

(7) (5) (2) (0) (14) (0)

(11)

8 7 0 1

計
403 231 296 411 1341 0 ―

(402) (231) (292) (411) (1336) (0)

―

(47)(8) (8) (14) (4) (34) (0)

―

国際文化学部地域創造学科
9 1 3 1 14 0 14

(9)

―

594

(591) (360) (381) (426) (1758) (0)

360 386 426 1766 0

(10)
健康学部健康マネジメント学科

10 6 6 2 24

(6) (6) (2) (24) (0) (2)

(1) (16) (0)

(131)

(1) (3) (1) (14) (0) (14)

(0) (9)

4 0 0 12 0 14

(8) (4) (0) (0) (12) (0) (14)

2 2 0 0

(5)

127 106 205 396 834 0 131

(8) (7) (0)

生物学部海洋生物科学科
5 5 2 0 12 0 1

(5) (5) (2) (0) (12) (0) (1)

生物学部生物学科
8

国際文化学部国際コミュニケーション学科
6 1 3 1 11 0 9

(6) (1) (3) (1) (11)

(66) (47) (8) (185) (0) ―

2 0 1 0 3 0

(2) (0) (1) (0) (3) (0)

(0) (0) (0) (7) (0) (33)

64 66 47 8 185 0 ―

(64)

5 1 22 0 20

(4) (12) (5) (1) (22) (0) (20)

17 20 20 3 60 0 160

(3) (60) (0) (160)

2 3 4 0 9 0 19

(2) (3) (4) (0) (9) (0) (19)

(0) (1) (0)

1 0 0 0 1 0 0

(0)

6 7 3 1 17 0 46

(6) (7) (3) (1) (17) (0) (46)

0

4 1 1 0 6 0 0

(4) (1) (1) (0) (6) (0) (0)

0 1 1 1 3 0 0

(43)

9 10 5

0

(0) (1) (1) (1) (3) (0) (0)

0 24 0 55

0 0 1 0 1 0 0

(0) (0) (1) (0) (1) (0) (0)

0 1

(0)

(1) (4) (0)

2

(9) (10) (5) (0) (24) (0) (55)

1 0 0 1 2 0 0

(1) (0) (0) (1) (2) (0) (0)

(4) (3) (1) (0) (8) (0)

0 7 0 33

(7)

(4) (8) (4) (0) (16) (0) (23)

0

(0)

0

(0)

4 8 4 0 16 0 23

4 0

(2)

(1) (0) (0) (0) (1) (0)

教

員

組

織

の

概

要

既

設

分

(2) (0) (0) (4) (0) (0)

1 2 1 0 4 0 7

(1) (2) (1) (0) (4) (0) (7)

7 0 0

合　　　　計

(1) (0) (0)

(17) (20) (20)

4 12
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東海大学付属望星高等学校と
共用

名称：東海大学付属望星高等
学校（通信制）
収容定員：3,000名
校地面積基準：なし

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ 内借用地：55,045.86㎡

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ 内借用地：47,282.12㎡

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ 内借用地：153,717.23㎡

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ 借用期間：2～30年

 

㎡ ㎡

㎡ 席 冊

㎡

373
0〔0〕
(0〔0〕)

0〔0〕
(0〔0〕)

(83,978〔9,560〕) (3,094〔2,731〕) (2,740〔2,671〕) (385)

経費の
見積り
及び維
持方法
の概要

84,900〔9,700〕 3,181〔2,811〕 2,820〔2,750〕 373
0〔0〕
(0〔0〕)

0〔0〕
(0〔0〕)

(83,978〔9,560〕) (3,094〔2,731〕) (2,740〔2,671〕) (385)

21,687.00 3,734 2,318,166

66

(44) (22) (66)

(779) (269) (1048)

57 2 59

(57) (2) (59)

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

職　　　種 専　　任 兼　　任 計

合 計 2,378,664.14 2,052.88 0.00 2,380,717.02

事 務 職 員
779 269 1048

計
888 293 1181

(888) (293) (1181)

そ の 他 の 職 員
8 0 8

(8) (0) (8)

図 書 館 専 門 職 員
44 22

校
　
　
地
　
　
等

区　　　分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

そ の 他 211,174.76 0.00 0.00 211,174.76

1,772,744.29

運 動 場 用 地 396,797.97 0.00 0.00 396,797.97

小 計 2,167,489.38 2,052.88 0.00 2,169,542.26

校 舎 敷 地 1,770,691.41 2,052.88 0.00

大学全体
480 室 328 室 1,260 室

79 室
（補助職員 20 人）

6 室
（補助職員 0 人）

教室等

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

新設学部等の名称 室　　　数

532,456.15 0.00 ㎡ 0.00 ㎡ 532,456.15

（ 532,456.15 ㎡） （0.00 ㎡） （0.00 ㎡） （ 532,456.15 ㎡）

校　　　舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

面積 体育館以外のスポーツ施設の概要

点 点

― 千円

私立大学等経常経費補助金、手数料等

大学全体
24,060.79 トレーニングセンター 25mプール

面積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数
大学全体

図書 学術雑誌
視聴覚資料

点

機械・器具 標本
〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 種 〔うち外国書〕

大学全体での共用として、
電子データベースは37種[うち国
外16種]
学術雑誌（電子ジャーナル含
む）は約45,000種［うち国外約
42,200種］
電子ブックは約12,700点
［うち国外約7,000点］
が利用可能。

84,900〔9,700〕 3,181〔2,811〕 2,820〔2,750〕

14 室

文理融合学部地域社会学科 14 室

文理融合学部人間情報工学科 14 室

第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

教員１人当り研究費等 242千円 242千円 242千円 242千円 ― 千円 ― 千円

3,125千円 3,125千円 3,125千円 3,125千円 ― 千円 ― 千円

第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

1,150千円 950千円 950千円 950千円 ― 千円

共 同 研 究 費 等 3,080千円 3,080千円 3,080千円 3,080千円 ― 千円 ― 千円

図 書 購 入 費 200千円 500千円 800千円 1,100千円 1,400千円 ― 千円 ― 千円 図書購入費には電子ジャーナ
ル・データベースの整備費（運
用コスト含む）を含む。設 備 購 入 費 3,125千円

技 術 職 員

専任教員研究室

新設学部等の名称

図
書
・
設
備

文理融合学部

計

図書館

体育館

経費
の見
積り

学生１人当り
納付金

学生納付金以外の維持方法の概要

第１年次 第２年次

区　分 開設前年度 第１年次

文理融合学部経営学科
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大 学 の 名 称

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地 備　　考

年 人 年次 人 倍

人

文学部 370 － 1,480 1.02 昭和25年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　文明学科 4 60 － 240 学士(文学) 1.03 平成13年 〃

　ｱｼﾞｱ文明学科 4 － － － 学士(文学) － 平成13年 〃 平成30年度より学生募集停止

　ﾖｰﾛｯﾊﾟ文明学科 4 － － － 学士(文学) － 平成13年 〃 平成30年度より学生募集停止

　ｱﾒﾘｶ文明学科 4 － － － 学士(文学) － 平成13年 〃 平成30年度より学生募集停止

　北欧学科 4 － － － 学士(文学) － 昭和42年 〃 平成30年度より学生募集停止

　歴史学科 130 － 520 1.02 昭和35年 〃

　　日本史専攻 4 50 － 200 学士(文学) 1.07 昭和58年 〃

　　東洋史専攻 4 － － － 学士(文学) － 昭和58年 〃 平成30年度より学生募集停止

　　西洋史専攻 4 50 － 200 学士(文学) 0.99 昭和58年 〃

　　考古学専攻 4 30 － 120 学士(文学) 0.99 昭和58年 〃

　日本文学科 4 90 － 360 学士(文学) 1.01 平成13年 〃

　文芸創作学科 4 － － － 学士(文学) － 平成13年 〃 平成30年度より学生募集停止

　英語文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 4 90 － 360 学士(文学) 1.00 昭和35年 〃

　広報ﾒﾃﾞｨｱ学科 4 － － － 学士(文学) － 平成13年 〃 平成30年度より学生募集停止

　心理・社会学科 4 － － － 学士(文学) － 平成13年 〃 平成30年度より学生募集停止

文化社会学部 450 － 1,800 1.01 平成30年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　ｱｼﾞｱ学科 4 70 － 280 学士(文化社会学) 1.03 平成30年 〃

　ﾖｰﾛｯﾊﾟ・ｱﾒﾘｶ学科 4 70 － 280 学士(文化社会学) 0.99 平成30年 〃

　北欧学科 4 60 － 240 学士(文化社会学) 1.02 平成30年 〃

　文芸創作学科 4 60 － 240 学士(文化社会学) 1.01 平成30年 〃

　広報ﾒﾃﾞｨｱ学科 4 100 － 400 学士(文化社会学) 1.01 平成30年 〃

　心理・社会学科 4 90 － 360 学士(文化社会学) 0.99 平成30年 〃

政治経済学部 480 － 1,920 1.00 昭和41年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　政治学科 4 160 － 640 学士(政治学) 1.03 昭和41年 〃

　経済学科 4 160 － 640 学士(経済学) 0.99 昭和41年 〃

　経営学科 4 160 － 640 学士(経営学) 0.99 昭和49年 〃

法学部 300 － 1,200 1.01 昭和61年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　法律学科 4 300 － 1,200 学士(法学) 1.01 昭和61年 〃

教養学部 330 － 1,320 1.03 昭和43年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　人間環境学科 160 － 640 1.01 昭和43年 〃

    自然環境課程 4 65 － 260 学士(教養学) 0.97 昭和43年 〃

    社会環境課程 4 95 － 380 学士(教養学) 1.01 昭和43年 〃

　芸術学科 90 － 360 1.03 昭和43年 〃

    音楽学課程 4 32 － 128 学士(教養学) 1.04 昭和43年 〃

    美術学課程 4 20 － 80 学士(教養学) 1.08 昭和43年 〃

    ﾃﾞｻﾞｲﾝ学課程 4 38 － 152 学士(教養学) 1.04 昭和43年 〃

　国際学科 4 80 － 320 学士(教養学) 1.09 昭和47年 〃

体育学部 480 － 1,920 1.01 昭和42年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　体育学科 4 110 － 440 学士(体育学) 0.97 昭和42年 〃

　競技ｽﾎﾟｰﾂ学科 4 140 － 560 学士(体育学) 1.03 平成16年 〃

　武道学科 4 60 － 240 学士(体育学) 1.02 昭和43年 〃

　生涯ｽﾎﾟｰﾂ学科 4 110 － 440 学士(体育学) 0.99 昭和46年 〃

　ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｼﾞｬｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科 4 60 － 240 学士(体育学) 1.03 平成16年 〃

健康学部 200 － 800 1.02 平成30年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　健康ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科 4 200 － 800 学士（健康ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学） 1.02 平成30年 〃

理学部 320 － 1,280 0.98 昭和39年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　数学科 4 80 － 320 学士(理学) 0.99 昭和39年 〃

　情報数理学科 4 80 － 320 学士(理学) 0.99 昭和49年 〃

　物理学科 4 80 － 320 学士(理学) 0.98 昭和39年 〃

　化学科 4 80 － 320 学士(理学) 0.98 昭和39年 〃

情報理工学部 200 － 800 1.03 平成13年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　情報科学科 4 100 － 400 学士(工学) 1.04 平成13年 〃

  ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ応用工学科 4 100 － 400 学士(工学) 1.03 平成13年 〃
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工学部 1,390 － 5,560 1.01 昭和25年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　生命化学科 4 100 － 400 学士(工学) 0.99 平成13年 〃

　応用化学科 4 80 － 320 学士(工学) 1.00 平成13年 〃

　光・画像工学科 4 60 － 240 学士(工学) 1.02 平成18年 〃

　原子力工学科 4 40 － 160 学士(工学) 0.89 平成18年 〃

　電気電子工学科 4 140 － 560 学士(工学) 1.04 平成18年 〃

　材料科学科 4 80 － 320 学士(工学) 0.98 昭和41年 〃

　建築学科 4 200 － 800 学士(工学) 1.07 昭和41年 〃

　土木工学科 4 120 － 480 学士(工学) 1.05 昭和41年 〃

　精密工学科 4 80 － 320 学士(工学) 1.06 昭和46年 〃

　機械工学科 4 140 － 560 学士(工学) 0.99 昭和46年 〃

　動力機械工学科 4 150 － 600 学士(工学) 0.99 昭和46年 〃

　航空宇宙学科 140 － 560 0.99 昭和42年 〃

　　航空宇宙学専攻 4 90 － 360 学士(工学) 1.03 昭和42年 〃

　　航空操縦学専攻 4 50 － 200 学士(工学) 0.93 昭和42年 〃

　医用生体工学科 4 60 － 240 学士(工学) 1.04 平成22年
神奈川県平塚市北金目4-1-1
神奈川県伊勢原市下糟屋143

観光学部 200 － 800 1.03 平成22年
神奈川県平塚市北金目4-1-1
東京都渋谷区富ヶ谷2-28-4

　観光学科 4 200 － 800 学士(観光学) 1.03 平成22年 〃

情報通信学部 320 － 1,280 1.02 平成20年 東京都港区高輪2-3-23

　情報ﾒﾃﾞｨｱ学科 4 80 － 320 学士(工学) 1.00 平成20年 〃

　組込みｿﾌﾄｳｪｱ工学科 4 80 － 320 学士(工学) 1.07 平成20年 〃

　経営ｼｽﾃﾑ工学科 4 80 － 320 学士(工学) 1.00 平成20年 〃

　通信ﾈｯﾄﾜｰｸ工学科 4 80 － 320 学士(工学) 1.04 平成20年 〃

海洋学部 530 － 2,120 1.00 昭和37年 静岡県静岡市清水区折戸3-20-1

　海洋文明学科 4 80 － 320 学士(海洋学) 1.00 平成16年 〃

　環境社会学科 4 80 － 320 学士(海洋学) 1.06 平成23年 〃

　海洋地球科学科 4 80 － 320 学士(海洋学) 1.01 平成23年 〃

　水産学科 4 120 － 480 学士(海洋学) 1.04 平成18年 〃

　海洋生物学科 4 90 － 360 学士(海洋学) 1.03 平成18年 〃

　航海工学科 80 － 320 0.83 平成23年 〃

　　航海学専攻 4 20 － 80 学士(海洋学) 0.96 平成23年 〃

　　海洋機械工学専攻 4 60 － 240 学士(海洋学) 0.78 平成23年 〃

医学部 203 － 1,048 0.90 昭和49年
神奈川県平塚市北金目4-1-1
神奈川県伊勢原市下糟屋143

　医学科 6 118 － 708 学士(医学) 0.88 昭和49年 〃

　看護学科 4 85 － 340 学士(看護学) 0.97 平成30年 〃

健康科学部 平成7年 神奈川県伊勢原市下糟屋143 平成30年度より学生募集停止

　看護学科 4 － － － 学士(看護学) － 平成7年 〃 平成30年度より学生募集停止

　社会福祉学科 4 － － － 学士(社会福祉学) － 平成7年 〃 平成30年度より学生募集停止

経営学部 230 － 920 0.99 平成25年 熊本県熊本市東区渡鹿9-1-1

　経営学科 4 150 － 600 学士(経営学) 1.04 平成25年 〃

　観光ﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 4 80 － 320 学士(経営学) 0.92 平成25年 〃

基盤工学部 140 － 560 0.74 平成25年 熊本県熊本市東区渡鹿9-1-1

　電気電子情報工学科 4 80 － 320 学士(工学) 0.73 平成25年 〃

　医療福祉工学科 4 60 － 240 学士(工学) 0.77 平成25年 〃

農学部 230 － 920 0.89 平成20年 熊本県阿蘇郡南阿蘇村河陽

　応用植物科学科 4 80 － 320 学士(農学) 0.95 平成20年 〃

　応用動物科学科 4 80 － 320 学士(農学) 0.88 平成20年 〃

　ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ学科 4 70 － 280 学士(農学) 0.86 平成20年 〃

国際文化学部 260 － 1,040 1.01 平成20年 北海道札幌市南区南沢5条1-1-1

　地域創造学科 4 110 － 440 学士(教養学) 1.05 平成20年 〃

　国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 4 80 － 320 学士(教養学) 1.05 平成20年 〃

　ﾃﾞｻﾞｲﾝ文化学科 4 70 － 280 学士(教養学) 0.89 平成24年 〃

生物学部 140 － 560 1.02 平成24年 北海道札幌市南区南沢5条1-1-1

　生物学科 4 70 － 280 学士(理学) 0.99 平成24年 〃

　海洋生物科学科 4 70 － 280 学士(理学) 1.05 平成24年 〃
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≪大学院≫

総合理工学研究科 平成17年 神奈川県平塚市北金目4-1-1　等

　総合理工学専攻　  博士課程 3 35 － 105 博士(理学)・博士(工学) 0.47 平成17年 〃

地球環境科学研究科 平成17年 神奈川県平塚市北金目4-1-1　等 令和3年度より学生募集停止

　地球環境科学専攻　博士課程 3 － － － 博士(理学)・博士(工学) － 平成17年 〃 令和3年度より学生募集停止

生物科学研究科 平成17年 神奈川県平塚市北金目4-1-1　等

　生物科学専攻　    博士課程 3 10 － 30 博士(理学)・博士(農学)

博士(水産学) 0.10 平成17年 〃

文学研究科 昭和44年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　文明研究専攻　博士課程前期 2 8 － 16 修士(文学) 0.31 昭和49年 〃

　文明研究専攻　博士課程後期 3 4 － 12 博士(文学) 0.41 昭和51年 〃

　史学専攻　    博士課程前期 2 8 － 16 修士(文学) 0.06 昭和44年 〃

　史学専攻　    博士課程後期 3 4 － 12 博士(文学) 0.00 昭和46年 〃

　日本文学専攻　博士課程前期 2 8 － 16 修士(文学) 0.81 昭和49年 〃

　日本文学専攻　博士課程後期 3 4 － 12 博士(文学) 0.50 昭和51年 〃

　英文学専攻　  博士課程前期 2 4 － 8 修士(文学) 0.12 昭和44年 〃

　英文学専攻　  博士課程後期 3 2 － 6 博士(文学) 0.00 昭和46年 〃

　ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学専攻　博士課程前期 2 8 － 16 修士(文学) 0.43 昭和49年 〃

　ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学専攻　博士課程後期 3 4 － 12 博士(文学) 0.00 昭和51年 〃

　観光学専攻　　修士課程 2 8 － 16 修士(観光学) 0.43 平成26年 〃

政治学研究科 昭和46年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　政治学専攻　  博士課程前期 2 10 － 20 修士(政治学) 0.05 昭和46年 〃

　政治学専攻　  博士課程後期 3 5 － 15 博士(政治学) 0.00 昭和48年 〃

経済学研究科 昭和54年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　応用経済学専攻　　博士課程前期 2 10 － 20 修士(経済学) 0.10 昭和54年 〃

　応用経済学専攻　　博士課程後期 3 5 － 15 博士(経済学) 0.00 昭和56年 〃

法学研究科 平成2年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　法律学専攻　  博士課程前期 2 10 － 20 修士(法学) 0.00 平成16年 〃

　法律学専攻　  博士課程後期 3 5 － 15 博士(法学) 0.00 平成5年 〃

人間環境学研究科 　 平成19年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　人間環境学専攻　  修士課程 2 10 － 20 修士(学術) 0.45 平成19年 〃

芸術学研究科 昭和48年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　音響芸術専攻　    修士課程 2 4 － 8 修士(芸術学) 0.37 昭和48年 〃

　造型芸術専攻　    修士課程 2 4 － 8 修士(芸術学) 0.37 昭和48年 〃

体育学研究科 昭和51年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　体育学専攻　      博士課程前期 2 20 － 35 修士(体育学) 1.36 昭和51年 〃

　体育学専攻　      博士課程後期 3 3 － 3 博士(体育学) - 令和3年 〃

理学研究科 　 昭和43年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　数理科学専攻　    修士課程 2 8 － 16 修士(理学) 0.56 昭和43年 〃

　物理学専攻　      修士課程 2 12 － 24 修士(理学) 1.37 昭和43年 〃

　化学専攻　        修士課程 2 12 － 24 修士(理学) 0.49 昭和43年 〃

工学研究科 昭和38年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　電気電子工学専攻　修士課程 2 50 － 100 修士(工学) 1.03 平成28年 〃

　応用理化学専攻　  修士課程 2 45 － 90 修士(工学) 1.24 平成28年 〃

　建築土木工学専攻  修士課程 2 25 － 50 修士(工学) 1.16 平成28年 〃

　機械工学専攻　    修士課程 2 75 － 150 修士(工学) 1.21 平成28年 〃

　医用生体工学専攻　修士課程 2 8 － 16 修士(工学) 0.37 平成26年 神奈川県伊勢原市下糟屋143

情報通信学研究科 平成24年 東京都港区高輪2-3-23

　情報通信学専攻　　修士課程 2 30 － 60 修士(情報通信学) 0.99 平成24年 〃

海洋学研究科 昭和42年 静岡県静岡市清水区折戸3-20-1

　海洋学専攻　　　　修士課程 2 20 － 40 修士(海洋学) 0.65 平成27年 〃
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医学研究科 昭和55年 神奈川県伊勢原市下糟屋143

　医科学専攻　　　　修士課程 2 10 － 20 修士(医科学) 0.80 平成7年 〃

　先端医科学専攻　　博士課程 4 35 － 140 博士(医学) 0.49 平成17年 〃

健康科学研究科 平成11年 神奈川県伊勢原市下糟屋143

　看護学専攻　　　　修士課程 2 10 － 20 修士(看護学) 0.85 平成11年 〃

　保健福祉学専攻　　修士課程 2 10 － 20 修士(保健福祉学) 0.15 平成11年 〃

農学研究科 平成20年 熊本県阿蘇郡南阿蘇村河陽

　農学専攻　　　　　修士課程 2 12 － 24 修士(農学) 0.87 平成20年 〃

生物学研究科 令和2年 北海道札幌市南区南沢5条1-1-1

　生物学専攻　　　　修士課程 2 8 － 16 修士（理学） 0.25 令和2年 〃
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食物栄養学科 2 － － － 短期大学士(食物栄養学) － 昭和41年 静岡県静岡市葵区宮前町101 令和2年度より学生募集停止

児童教育学科 2 － － － 短期大学士(児童教育学) － 昭和44年 〃 令和2年度より学生募集停止

大 学 の 名 称

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

定　員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

看護学科 3 － － －
短期大学士(看護

学) － 昭和49年 神奈川県平塚市北金目4-1-2 令和2年度より学生募集停止

　東海大学短期大学部

　東海大学医療技術短期大学

既

設

大

学

等

の

状

況
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名　　称：東海大学医学部付属病院
目　　的：医療機関
所 在 地：神奈川県伊勢原市下糟屋143
設置年月：昭和50年２月
規 模 等：土地 116,282.91㎡、建物 83,850.19㎡

名　　称：東海大学医学部付属東京病院
目　　的：医療機関
所 在 地：東京都渋谷区代々木１－２－５
設置年月：昭和58年12月
規 模 等：土地 2,498.45㎡、建物 7,550.91㎡

名　　称：東海大学医学部付属大磯病院
目　　的：医療機関
所 在 地：神奈川県中郡大磯町月京21－１
設置年月：昭和59年４月
規 模 等：土地 23,286.72㎡、建物 19,752.88㎡

名　　称：東海大学医学部付属八王子病院
目　　的：医療機関
所 在 地：東京都八王子市石川町1838
設置年月：平成14年３月
規 模 等：土地 47,708.39㎡、建物 44,334.88㎡

名　　称：望星丸
目　　的：海洋調査研修
所 在 地：東京都（船籍港）
設置年月：平成５年３月（進水の年月）
規 模 等：総トン数1,777トン、国際総トン数2,174トン
　　　　　全長全長87.98m、型幅12.80m、型深さ8.10m

附属施設の概要
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【別紙】同一設置者内における変更状況

政治経済学部経営学科（廃止）（△１６０）　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
教養学部国際学科（廃止）（△　８０）　　　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
工学部生命化学科（廃止）（△１００）　　　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
工学部光・画像工学科（廃止）（△　６０）　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
工学部原子力工学科（廃止）（△　４０）　　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
工学部材料科学科（廃止）（△　８０）　　　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
工学部建築学科（廃止）（△２００）　　　　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
工学部土木工学科（廃止）（△１２０）　　　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
工学部精密工学科（廃止）（△　８０）　　　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
工学部動力機械工学科（廃止）（△１５０）　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
工学部医用生体工学科（廃止）（△　６０）　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
情報通信学部情報メディア学科（廃止）（△　８０）　　　　※令和４年４月学生募集停止
情報通信学部組込みソフトウェア工学科（廃止）（△　８０）※令和４年４月学生募集停止
情報通信学部経営システム工学科（廃止）（△　８０）　　　※令和４年４月学生募集停止
情報通信学部通信ネットワーク工学科（廃止）（△　８０）　※令和４年４月学生募集停止
海洋学部海洋文明学科（廃止）（△　８０）　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
海洋学部環境社会学科（廃止）（△　８０）　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
海洋学部海洋地球科学科（廃止）（△　８０）　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
海洋学部航海工学科航海学専攻（廃止）（△　２０）　　　　※令和４年４月学生募集停止
海洋学部航海工学科海洋機械工学専攻（廃止）（△　６０）　※令和４年４月学生募集停止
経営学部（廃止）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
　経営学科（廃止）（△１５０）　　　　　　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
　観光ビジネス学科（廃止）（△　８０）　　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
基盤工学部（廃止）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
　電気電子情報工学科（廃止）（△　８０）　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
　医療福祉工学科（廃止）（△　６０）　　　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
農学部応用植物科学科（廃止）（△　８０）　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
農学部応用動物科学科（廃止）（△　８０）　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
農学部バイオサイエンス学科（廃止）（△　７０）　　　　　※令和４年４月学生募集停止
国際文化学部デザイン文化学科（廃止）（△　７０）　　　　※令和４年４月学生募集停止

児童教育学部（令和３年３月認可申請）
　児童教育学科（１５０）
経営学部（令和３年４月届出予定）
　経営学科（２３０）
国際学部（令和３年４月届出予定）
　国際学科（２００）
情報理工学部情報メディア学科（１００）（令和３年４月届出予定）
工学部生物工学科（１００）（令和３年４月届出予定）
工学部機械システム工学科（１４０）（令和３年４月届出予定）
工学部医工学科（８０）（令和３年４月届出予定）
建築都市学部（令和３年４月届出予定）
　建築学科（２４０）
　土木工学科（１００）
情報通信学部情報通信学科（２４０）（令和３年４月届出予定）
人文学部（令和３年４月届出予定）
　人文学科（１８０）
海洋学部海洋理工学科海洋理工学専攻（１３０）（令和３年４月届出予定）
海洋学部海洋理工学科航海学専攻（２０）（令和３年４月届出予定）
農学部農学科（８０）（令和３年４月届出予定）
農学部動物科学科（８０）（令和３年４月届出予定）
農学部食生命科学科（７０）（令和３年４月届出予定）

政治経済学部
　政治学科〔定員増〕（４０）（令和４年４月）
　経済学科〔定員増〕（４０）（令和４年４月）
教養学部
　人間環境学科〔定員減〕（△４０）（令和４年４月）
　芸術学科〔定員減〕（△２０）（令和４年４月）
体育学部
　体育学科〔定員増〕（１０）（令和４年４月）
　競技スポーツ学科〔定員増〕（３０）（令和４年４月）
　生涯スポーツ学科〔定員増〕（１０）（令和４年４月）
　スポーツ･レジャーマネジメント学科〔定員増〕（１０）（令和４年４月）
工学部
　応用化学科〔定員増〕（２０）（令和４年４月）
　電気電子工学科〔定員減〕（△２０）（令和４年４月）
海洋学部
　海洋生物学科〔定員減〕（△１０）（令和４年４月）
医学部
　看護学科〔定員増〕（１０）（令和４年４月）
生物学部
　生物学科〔定員増〕（５）（令和４年４月）
　海洋生物科学科〔定員増〕（５）（令和４年４月）
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学　部 入学定員 編入学定員 収容定員 備考 学　部 入学定員 編入学定員 収容定員 備考 変更の事由

60 ― 240 60 ― 240
日本史専攻 50 ― 200 日本史専攻 50 ― 200
西洋史専攻 50 ― 200 西洋史専攻 50 ― 200
考古学専攻 30 ― 120 考古学専攻 30 ― 120

90 ― 360 90 ― 360

90 ― 360 90 ― 360

70 ― 280 70 ― 280

70 ― 280 70 ― 280

60 ― 240 60 ― 240

60 ― 240 60 ― 240

100 ― 400 100 ― 400

90 ― 360 90 ― 360

160 ― 640 200 ― 800 定員変更（40）

160 ― 640 200 ― 800 定員変更（40）

160 ― 640 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

経営学部 230 ― 920 学部の設置（届出）

法学部 300 ― 1200 法学部 300 ― 1200
自然環境課程 65 ― 260
社会環境課程 95 ― 380
音楽学課程 32 ― 128
美術学課程 20 ― 80
ﾃﾞｻﾞｲﾝ学課程 38 ― 152

80 ― 320 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

国際学部 200 ― 800 学部の設置（届出）

児童教育学部 150 ― 600 学部の設置（認可申請）

110 ― 440 120 ― 480 定員変更（10）

140 ― 560 170 ― 680 定員変更（30）

60 ― 240 60 ― 240

110 ― 440 120 ― 480 定員変更（10）

60 ― 240 70 ― 280 定員変更（10）

健康学部 200 ― 800 健康学部 200 ― 800

80 ― 320 80 ― 320

80 ― 320 80 ― 320

80 ― 320 80 ― 320

80 ― 320 80 ― 320

100 ― 400 100 ― 400

100 ― 400 100 ― 400

100 ― 400 学部の学科の設置（届出）

100 ― 400 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

100 ― 400 学部の学科の設置（届出）

80 ― 320 100 ― 400 定員変更（20）

60 ― 240 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

40 ― 160 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

140 ― 560 120 ― 480 定員変更（△20）

80 ― 320 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

200 ― 800 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

120 ― 480 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

80 ― 320 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

140 ― 560 学部の学科の設置（届出）

140 ― 560 140 ― 560

150 ― 600 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

航空宇宙学専攻 90 ― 360 航空宇宙学専攻 90 ― 360
航空操縦学専攻 50 ― 200 航空操縦学専攻 50 ― 200

60 ― 240 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

80 ― 320 学部の学科の設置（届出）

240 ― 960

100 ― 400
観光学部 200 ― 800 観光学部 200 ― 800

80 ― 320 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

80 ― 320 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

80 ― 320 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

80 ― 320 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

240 ― 960 学部の学科の設置（届出）

人文学部 180 ― 720 学部の設置（届出）

80 ― 320 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

80 ― 320 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

80 ― 320 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

120 ― 480 120 ― 480

90 ― 360 80 ― 320 定員変更（△10）

航海学専攻 20 ― 80 0 ― 0
海洋機械工学専攻 60 ― 240 0 ― 0

海洋理工学専攻 130 ― 520
航海学専攻 20 ― 80

118 ― 708 118名は令和３年
度入学生まで 110 ― 660 臨時定員増（8）は令和3年度まで

85 ― 340 95 ― 380 定員変更（10）

150 ― 600 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

80 ― 320 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

80 ― 320 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

60 ― 240 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

130 ― 520

100 ― 400

70 ― 280

文理融合学部

経営学科

人間情報工学科

地域社会学科 学部の設置（届出）

海洋地球科学科

水産学科 水産学科

海洋生物学科 海洋生物学科

建築都市学部
建築学科

土木工学科
学部の設置（届出）

学部の学科の設置（届出）

航海工学科 令和4年4月学生募集停止

海洋理工学科

人文学科

定員変更（△40）

70 ― 280 定員変更（△20）

国際学科

児童教育学科

機械工学科 機械工学科

動力機械工学科

土木工学科

航空宇宙学科

医用生体工学科

政治経済学部

経営学科

人間環境学科

芸術学科

120 480―

情報理工学部

情報ﾒﾃﾞｨｱ学科

情報通信学部

情報通信学科

生物工学科

機械システム工学科

医工学科

文化社会学部

医学部

文化社会学部

ﾖｰﾛｯﾊﾟ・ｱﾒﾘｶ学科

北欧学科

文芸創作学科

ﾖｰﾛｯﾊﾟ・ｱﾒﾘｶ学科

北欧学科

文芸創作学科

広報ﾒﾃﾞｨｱ学科

心理・社会学科

航空宇宙学科

ｱｼﾞｱ学科

広報ﾒﾃﾞｨｱ学科

心理・社会学科

政治経済学部

政治学科 政治学科

経済学科

令和３年度 令和４年度
東海大学 東海大学

学科・専攻・課程 学科・専攻・課程

ｱｼﾞｱ学科

英語文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 英語文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

日本文学科 日本文学科

文明学科文明学科

経済学科

経営学科

法律学科

教養学部

人間環境学科

教養学部

法律学科

芸術学科

国際学科

体育学部

体育学科

体育学部

体育学科

競技ｽﾎﾟｰﾂ学科 競技ｽﾎﾟｰﾂ学科

武道学科 武道学科

生涯ｽﾎﾟｰﾂ学科 生涯ｽﾎﾟｰﾂ学科

ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｼﾞｬｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科 ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｼﾞｬｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科

理学部

数学科

理学部

数学科

情報数理学科 情報数理学科

物理学科 物理学科

化学科 化学科

情報理工学部
情報科学科 情報科学科

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ応用工学科 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ応用工学科

工学部

生命化学科

応用化学科 応用化学科

光・画像工学科

原子力工学科

電気電子工学科 電気電子工学科

材料科学科

建築学科

精密工学科

工学部

情報通信学部

情報ﾒﾃﾞｨｱ学科

組込みｿﾌﾄｳｪｱ工学科

経営ｼｽﾃﾑ工学科

通信ﾈｯﾄﾜｰｸ工学科

経営学部
経営学科

観光ﾋﾞｼﾞﾈｽ学科　

学校法人東海大学　設置認可等に関わる組織の移行表

文学部
歴史学科

文学部
歴史学科

看護学科 看護学科

医療福祉工学科　

医学科 医学科
医学部

健康ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科

海洋学部

海洋文明学科

海洋学部

環境社会学科

健康ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科

観光学科 観光学科

基盤工学部
電気電子情報工学科
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令和３年度 令和４年度

80 ― 320 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

80 ― 320 学部の学科の設置（届出）

80 ― 320 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

80 ― 320 学部の学科の設置（届出）

70 ― 280 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

70 ― 280 学部の学科の設置（届出）

110 ― 440 110 ― 440

80 ― 320 80 ― 320

70 ― 280 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

70 ― 280 75 ― 300 定員変更（5）

70 ― 280 75 ― 300 定員変更（5）

6773 ― 27328 6855 ― 27640

研究科 入学定員 編入学定員 収容定員 備考 研究科 入学定員 編入学定員 収容定員 備考 変更の事由

総合理工学研究科 総合理工学専攻 （Ｄ） 35 ― 105 総合理工学研究科 総合理工学専攻 （Ｄ） 35 ― 105
生物科学研究科 生物科学専攻 （Ｄ） 10 ― 30 生物科学研究科 生物科学専攻 （Ｄ） 10 ― 30

（Ｍ） 8 ― 16 （Ｍ） 8 ― 16
（Ｄ） 4 ― 12 （Ｄ） 4 ― 12
（Ｍ） 8 ― 16 （Ｍ） 8 ― 16
（Ｄ） 4 ― 12 （Ｄ） 4 ― 12
（Ｍ） 8 ― 16 （Ｍ） 8 ― 16
（Ｄ） 4 ― 12 （Ｄ） 4 ― 12
（Ｍ） 4 ― 8 （Ｍ） 4 ― 8
（Ｄ） 2 ― 6 （Ｄ） 2 ― 6
（Ｍ） 8 ― 16 （Ｍ） 8 ― 16
（Ｄ） 4 ― 12 （Ｄ） 4 ― 12

観光学専攻 （Ｍ） 8 ― 16 観光学専攻 （Ｍ） 8 ― 16
（Ｍ） 10 ― 20 （Ｍ） 10 ― 20
（Ｄ） 5 ― 15 （Ｄ） 5 ― 15
（Ｍ） 10 ― 20 （Ｍ） 10 ― 20
（Ｄ） 5 ― 15 （Ｄ） 5 ― 15
（Ｍ） 10 ― 20 （Ｍ） 10 ― 20
（Ｄ） 5 ― 15 （Ｄ） 5 ― 15

人間環境学研究科 人間環境学専攻 （Ｍ） 10 ― 20 人間環境学研究科 人間環境学専攻 （Ｍ） 10 ― 20
音響芸術専攻 （Ｍ） 4 ― 8 音響芸術専攻 （Ｍ） 4 ― 8
造型芸術専攻 （Ｍ） 4 ― 8 造型芸術専攻 （Ｍ） 4 ― 8

（Ｍ） 20 ― 40 （Ｍ） 20 ― 40
（Ｄ） 3 ― 9 （Ｄ） 3 ― 9

数理科学専攻 （Ｍ） 8 ― 16 数理科学専攻 （Ｍ） 8 ― 16
物理学専攻 （Ｍ） 12 ― 24 物理学専攻 （Ｍ） 12 ― 24
化学専攻 （Ｍ） 12 ― 24 化学専攻 （Ｍ） 12 ― 24
電気電子工学専攻 （Ｍ） 50 ― 100 電気電子工学専攻 （Ｍ） 50 ― 100
応用理化学専攻 （Ｍ） 45 ― 90 応用理化学専攻 （Ｍ） 45 ― 90
建築土木工学専攻 （Ｍ） 25 ― 50 建築土木工学専攻 （Ｍ） 25 ― 50
機械工学専攻 （Ｍ） 75 ― 150 機械工学専攻 （Ｍ） 75 ― 150
医用生体工学専攻 （Ｍ） 8 ― 16 医用生体工学専攻 （Ｍ） 8 ― 16

情報通信学研究科 情報通信学専攻 （Ｍ） 30 ― 60 情報通信学研究科 情報通信学専攻 （Ｍ） 30 ― 60
海洋学研究科 海洋学専攻 （Ｍ） 20 ― 40 海洋学研究科 海洋学専攻 （Ｍ） 20 ― 40

医科学専攻 （Ｍ） 10 ― 20 医科学専攻 （Ｍ） 10 ― 20
先端医科学専攻（４年制Ｄ） （Ｄ） 35 ― 140 先端医科学専攻（４年制Ｄ） （Ｄ） 35 ― 140
看護学専攻 （Ｍ） 10 ― 20 看護学専攻 （Ｍ） 10 ― 20
保健福祉学専攻 （Ｍ） 10 ― 20 保健福祉学専攻 （Ｍ） 10 ― 20

農学研究科 農学専攻 （Ｍ） 12 ― 24 農学研究科 農学専攻 （Ｍ） 12 ― 24
生物学研究科 生物学専攻 （Ｍ） 8 ― 16 生物学研究科 生物学専攻 （Ｍ） 8 ― 16

563 ― 1277 563 ― 1277

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学専攻

文明研究専攻

専攻

東海大学大学院

専攻

東海大学大学院

文学研究科

史学専攻

海洋生物科学科 海洋生物科学科

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学専攻

健康科学研究科

計

健康科学研究科

計

芸術学研究科 芸術学研究科

農学部

応用植物科学科

国際文化学部

地域創造学科

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

ﾃﾞｻﾞｲﾝ文化学科

理学研究科 理学研究科

工学研究科

医学研究科 医学研究科

工学研究科

体育学研究科 体育学専攻

史学専攻

日本文学専攻

英文学専攻

体育学研究科 体育学専攻

文明研究専攻

法律学専攻

政治学研究科 政治学専攻

応用経済学専攻

法律学専攻

日本文学専攻

英文学専攻

経済学研究科

文学研究科

経済学研究科

法学研究科

政治学専攻政治学研究科

法学研究科

応用経済学専攻

生物学部
生物学科

生物学部

計 計

応用動物科学科

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ学科

生物学科

国際文化学部

地域創造学科

農学科

動物科学科

食生命科学科

農学部

基本計画書―12



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

現代文明論 2前 2 〇 兼1

小計（1科目） ― 2 0 0 兼1

入門ゼミナールＡ 1前 2 〇 7 4 3

入門ゼミナールＢ 1後 2 〇 7 4 3

小計（2科目） ― 4 0 0 7 4 3 0 0

シティズンシップ 1前 2 〇 1

地域・国際理解 1後 2 〇 1

現代教養講義 2後 2 〇 兼1

小計（3科目） ― 6 0 0 1 0 0 0 0 兼1

健康・フィットネス理論実習 1前・後 1 〇 1 2 1

生涯スポーツ理論実習 1前・後 1 〇 1 2 1

小計（2科目） ― 2 0 0 1 2 1 0 0

英語リスニング＆スピーキング 1前・後 2 〇 兼1

英語リーディング＆ライティング 1前・後 2 〇 兼1

小計（2科目） ― 4 0 0 0 0 0 0 0 兼2

情報リテラシー 1前 2 ○ 兼1

情報処理入門 1後 2 ○ 兼1

データ解析 2前 2 ○ 兼1

人工知能概論 2後 2 ○ 兼1

阿蘇の自然と農業 1後 2 ○ 1

九州の文化と観光 1後 2 ○ 兼1

自然災害と暮らし 2後 2 ○ 兼1

小計（7科目） － 0 14 0 1 0 0 0 0 兼5

Ⅲ
英
語
科
目

英
語
コ
ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
科
目 ―

Ⅳ
主
専
攻
科
目

文
理
融
合
科
目
群

地
域
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ

ン
科
目

－

―

Ⅱ
現
代
教
養
科
目

基
礎
教
養
科
目

―

発
展
教
養
科
目

―

健
康
ス
ポ
ー

ツ
科

目

―

Ⅰ
現
代
文
明

論

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（文理融合学部　経営学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

授業形態 専任教員等の配置

備考

単位数

基本計画書―13



必
　
修

選
　
択

自
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講
　
義
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手

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（文理融合学部　経営学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

授業形態 専任教員等の配置

備考

単位数

コンピュータ概論 1後 2 ○ 兼1

プログラミング入門 1後 2 ○ 兼1

工学概論 2前 2 ○ 兼1

生命科学概論 2後 2 ○ 兼1

微積分学 1後 2 ○ 兼1

線形代数 1後 2 ○ 兼1

応用数学 2後 2 ○ 兼1

小計（7科目） － 0 14 0 0 0 0 0 0 兼5

社会学概論 1後 2 ○ 兼1

心理学概論 1後 2 ○ 兼1

経営学概論 1前 2 ○ 1

経済学概論 1前 2 ○ 1

会計学概論 2前 2 ○ 1

政治学概論 2後 2 ○ 1

倫理学概論 1前 2 ○ 1

小計（7科目） － 4 10 0 3 0 1 0 0 兼2

ミクロ経済学 2後 2 〇 1

マクロ経済学 3前 2 〇 1

国際政治学 2前 2 〇 1

インターンシップ 3休 2 〇 1 集中

日本経済史 1前 2 〇 1

地域企業家論 1前 2 〇 1

経営管理論 1前 2 〇 1

マーケティング論 1後 2 〇 1

グローバル企業家論 1後 2 〇 1

経営組織論 2前 2 〇 1

ブランド論 2前 2 〇 1

産業組織論 2前 2 〇 1

金融論 2前 2 〇 1

Ⅳ
主
専
攻
科
目

企
業
経
営
科
目

理
工
系
基
礎
科
目

－

人
文
社
会
系
基
礎
科
目

－

Ⅳ
主
専
攻
科
目

文
理
融
合
科
目
群

基本計画書―14



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（文理融合学部　経営学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

授業形態 専任教員等の配置

備考

単位数

サービスマーケティング 2後 2 〇 1

流通論 2後 2 〇 1

コーポレートファイナンス 3後 2 〇 1

管理会計 2後 2 〇 1

経営戦略論 3前 2 〇 1

人的資源管理論 3前 2 〇 1

組織行動論 3前 2 〇 1

ビジネス倫理学 3後 2 〇 1

英語で教えるビジネス講座 4後 2 〇 1

小計（22科目） ― 0 44 0 4 1 1 0 0

スポーツ学入門 1前 2 〇 1

スポーツ健康ビジネス論Ａ 1後 2 〇 1

スポーツ健康ビジネス論Ｂ 2前 2 〇 1

トレーニング論 2前 2 〇 1

スポーツ組織論 2後 2 〇 1

スポーツ健康ビジネス論Ｃ 2後 2 〇 1

スポーツマネジメント論 3前 2 〇 1

コーチングアシスタント概論 2前 2 〇 1

コーチング法 2後 2 〇 1

スポーツイベント論 3後 2 〇 1

スポーツマーケティング論 3後 2 〇 1

小計（11科目） ― 0 22 0 1 1 1 0 0

アグリビジネスフィールド演習 1休 2 〇 1 集中

農業経済学 3前 2 〇 1

農業環境論 2前 2 〇 1

国際農業経済 3後 2 〇 1

園芸セラピー 2前 2 〇 1

農業政策論 3後 2 〇 1

植物機能論 2後 2 〇 1

―

ス
ポ
ー

ツ
ビ
ジ
ネ
ス
科
目

―

Ⅳ
主
専
攻
科
目

企
業
経
営
科
目

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
科
目
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（文理融合学部　経営学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

授業形態 専任教員等の配置

備考

単位数

アロマセラピー講座 3前 2 〇 1

資源経済学 3後 2 〇 1

環境政策論 3前 2 〇 1

アグリマーケティング論 3前 2 〇 1

先端植物機能論 3前 2 〇 1

地域計画論 3後 2 〇 1

地域農業論 3後 2 〇 1

アグリビジネス論 3後 2 〇 1

地域生物資源論 3後 2 〇 1

小計（16科目） ― 0 32 0 3 1 0 0 0

ゼミナール１ 3前 2 〇 7 3 2

ゼミナール２ 3後 2 〇 7 3 2

卒業研究１ 4前 2 〇 7 3 2

卒業研究２ 4後 2 〇 7 3 2

小計（4科目） ― 8 0 0 7 3 2 0 0

－ 30 136 0 7 4 3 0 0 兼12

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

以下の合計で124単位以上修得する。
（履修科目の登録の上限：20単位（１学期））

□科目区分Ⅰ現代文明論＜必修科目＞       　　　　　    2単位修得
□科目区分Ⅱ現代教養科目
 基礎教養科目　　＜必修科目＞    　　　  　　　　　    4単位修得
 発展教養科目　　＜必修科目＞    　　　  　　　　　    6単位修得
 健康スポーツ科目＜必修科目＞              　　　　　  2単位修得
□科目区分Ⅲ英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ科目 ＜必修科目＞ 　　　　　  4単位修得
□科目区分Ⅳ主専攻科目                     　　　　　 76単位修得
　
　＜必修科目＞
　　■人文社会系基礎科目　　　に設定された科目を4単位修得。
　  ■ゼミナール科目　　　　　に設定された科目を8単位修得。
　　　　　　　　　　　　　　　　                     （計12単位)
　＜選択必修科目＞
　　■地域ソリューション科目　の科目群から6単位以上を修得。
　　■理工系基礎科目　　    　の科目群から6単位以上を修得。
　　　　　　　　　　　　　　　　                   　（計12単位)
　＜選択科目＞
　　■地域ソリューション科目　■理工系基礎科目　■人文社会系基礎科目
　　■企業経営科目　■スポーツビジネス科目　■アグリビジネス科目
　　の６つの区分より、合わせて52単位以上を修得。
　　　　　　　　　　　　　　　　                   　 (計52単位)

□科目区分Ⅳの余剰、他学部・他学科科目を修得した単位
                                        　　　　　    30単位修得
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　   合計 124単位修得

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １４週

１時限の授業時間 １００分

合計（84科目） －

学位又は称号 学士（経営学） 学位又は学科の分野 経済学関係

―

ゼ
ミ
ナ
ー

ル
科
目

―

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
科
目

Ⅳ
主
専
攻
科
目
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必
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自
　
由

講
　
義

演
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実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

現代文明論 2前 2 ○ 兼1

小計（1科目） － 2 0 0 0 0 0 0 0 兼1

入門ゼミナールＡ 1前 2 ○ 7 3 4

入門ゼミナールＢ 1後 2 ○ 7 3 4

小計（2科目） － 4 0 0 7 3 4 0 0

シティズンシップ 1前 2 ○ 1

地域・国際理解 1後 2 ○ 1

現代教養講義 2後 2 ○ 兼1

小計（3科目） － 6 0 0 1 0 0 0 0 兼1

健康・フィットネス理論実習 1前・後 1 ○ 兼1

生涯スポーツ理論実習 1前・後 1 ○ 兼1

小計（2科目） － 2 0 0 0 0 0 0 0 兼2

英語リスニング＆スピーキング 1前・後 2 ○ 1 1

英語リーディング＆ライティング 1前・後 2 ○ 1 1

小計（2科目） － 4 0 0 0 1 1 0 0

情報リテラシー 1前 2 ○ 1

情報処理入門 1後 2 ○ 1

データ解析 2前 2 ○ 兼1

人工知能概論 2後 2 ○ 兼1

阿蘇の自然と農業 1前 2 ○ 兼1

九州の文化と観光 1前 2 ○ 1

自然災害と暮らし 1前 2 ○ 兼1

小計（7科目） － 0 14 0 2 0 0 0 0 兼4

コンピュータ概論 1後 2 ○ 1

プログラミング入門 1後 2 ○ 兼1

工学概論 2前 2 ○ 兼1

生命科学概論 2後 2 ○ 兼1

微積分学 1後 2 ○ 兼1

線形代数 1後 2 ○ 兼1

応用数学 2後 2 ○ 兼1

小計（7科目） － 0 14 0 1 0 0 0 0 兼4

備考

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（文理融合学部　地域社会学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

－

Ⅱ
現
代
教
養
科
目

基
礎
教
養
科
目

－

発
展
教
養
科
目

－

健
康
ス
ポ
ー

ツ
科
目

－

Ⅰ
現
代
文
明

論

Ⅲ
英
語
科
目

英
語
コ
ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
科
目 －

地
域
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ

ン
科
目

－

理
工
系
基
礎
科
目

－

文
理
融
合
科
目
群

Ⅳ
主
専
攻
科
目
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備考

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（文理融合学部　地域社会学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

社会学概論 1前 2 ○ 1

心理学概論 1後 2 ○ 1

経営学概論 1後 2 ○ 兼1

経済学概論 1後 2 ○ 兼1

会計学概論 2後 2 ○ 兼1

政治学概論 2前 2 ○ 兼1

倫理学概論 1前 2 ○ 兼1

小計（7科目） － 4 10 0 1 0 1 0 0 兼2

地域社会学概論 1前 2 ○ 1

現代社会学概論 1後 2 ○ 1

地域デザイン論 2前 2 ○ 1

地域社会学各論 2後 2 ○ 1

社会調査入門 2前 2 ○ 1

社会調査法 2後 2 ○ 1

観光コミュニケーション 3前 2 ○ 2 2

ビジネスコミュニケーション 3後 2 ○ 2 2

インターンシップ 3休 2 ○ 1 集中

小計（9科目） － 4 14 0 5 1 2 0 0

観光研修Ａ 2前 2 ○ 1 1

観光研修Ｂ 3前 2 ○ 2

観光学概論 1前 2 ○ 1

観光マーケティング論 2前 2 ○ 1

観光経営論 2後 2 ○ 1

ツーリズム演習 3前 2 ○ 1

観光政策 2後 2 ○ 1

地域資源管理 3後 2 ○ 1

エアライン・鉄道演習 2後 2 ○ 兼1

ホスピタリティ演習 2前 2 ○ 1

観光地域づくり論 1後 2 ○ 1

観光地理学 2後 2 ○ 1

Ⅳ
主
専
攻
科
目

文
理
融
合
科
目
群

人
文
社
会
系
基
礎
科
目

－

地
域
社
会
基
礎
科
目

－

Ⅳ
主
専
攻
科
目

地
域
観
光
科
目
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（文理融合学部　地域社会学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

都市観光論 3前 2 ○ 1

地域交通論 3後 2 ○ 1

観光地域づくり演習Ａ 2前 2 ○ 1

観光地域づくり演習Ｂ 3前 2 ○ 1

観光地域づくり関連法規 2前 2 ○ 1

エコツーリズム論 2後 2 ○ 1

グリーンツーリズム論 3前 2 ○ 1

レジャー・エンターテイメント論 3後 2 ○ 1

日本の文化と観光 1後 2 ○ 1

世界の文化と観光 3前 2 ○ 1

観光業務演習 1後 2 ○ 1

小計（23科目） － 2 44 0 4 1 2 0 0 兼1

メディア社会論 1前 2 ○ 1

マスメディアコミュニケーション論 2前 2 ○ 1

コンテンツ分析論 3後 2 ○ 1

広報メディア基礎演習 2前 2 ○ 1

プレゼンテーション実践 1後 2 ○ 1

広告・広報論 2後 2 ○ 1

広告・雑誌デザイン技術 3前 2 ○ 1

映像表現論 2前 2 ○ 1

映像作成技術 2後 2 ○ 1

Webメディア論 3前 2 ○ 1

Webクリエイション技術 3後 2 ○ 1

社会心理学 1後 2 ○ 兼1

パーソナリティ論 2前 2 ○ 1

学習心理学 2後 2 ○ 1

認知心理学 3前 2 ○ 兼1

発達心理学 3後 2 ○ 1

組織・産業心理学 3後 2 ○ 兼1

消費者行動論 2後 2 ○ 兼1

心理データ解析法 3前 2 ○ 兼1

小計（19科目） － 2 36 0 2 1 1 0 0 兼1

－

心
理
・
広
報
メ
デ
ィ

ア
科
目

－

Ⅳ
主
専
攻
科
目

地
域
観
光
科
目
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（文理融合学部　地域社会学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

専門ゼミナール１ 3前 2 ○ 7 2 4

専門ゼミナール２ 3後 2 ○ 7 2 4

卒業研究１ 4前 2 ○ 7 2 4

卒業研究２ 4後 2 ○ 7 2 4

小計（4科目） － 8 0 0 7 2 4 0 0

－ 38 132 0 7 3 4 0 0 兼13

Ⅳ
主
専
攻
科
目

ゼ
ミ
ナ
ー

ル
科
目

－

合計（86科目） －

学位又は称号 学士（社会学） 学位又は学科の分野 社会学・社会福祉関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

以下の合計で124単位以上修得する。
（履修科目の登録の上限：20単位（１学期））

□科目区分Ⅰ現代文明論＜必修科目＞        　　　　　　　   2単位修得
□科目区分Ⅱ現代教養科目
 基礎教養科目　　＜必修科目＞    　　　    　　　　　　　  4単位修得
 発展教養科目　　＜必修科目＞    　　　    　　　　　　　  6単位修得
 健康スポーツ科目＜必修科目＞             　　　　　　　   2単位修得
□科目区分Ⅲ英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ科目 ＜必修科目＞　　　　　　　   4単位修得
□科目区分Ⅳ主専攻科目                    　　　　　　　  76単位修得
　＜必修科目＞
　　■人文社会系基礎科目　　　に設定された科目を4単位修得
　  ■地域社会基礎科目 　 　　に設定された科目を4単位修得
　　■地域観光科目　　　　　　に設定された科目を2単位修得
　　■心理・広報メディア科目　に設定された科目を2単位修得
　  ■ゼミナール科目　　　　　に設定された科目を8単位修得
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（計20単位)
　＜選択必修科目＞
　　■地域ソリューション科目　の科目群から6単位以上を修得
　　■理工系基礎科目　　　　　の科目群から6単位以上を修得
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 （計12単位)
　＜選択科目＞
　　■地域ソリューション科目　■理工系基礎科目　■人文社会系基礎科目
　　■地域社会基礎科目　■地域観光科目　■心理・広報メディア科目
　　の６つの区分より、合わせて44単位以上を修得
　　　　　　　　　　　　　　　　                 (計44単位)
□科目区分Ⅳの余剰、他学部・他学科科目を修得した単位
                                           　　　　　　　 30単位修得
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 　　  合計 124単位修得

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １４週

１時限の授業時間 １００分
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現代文明論 2前 2 ○ 1

小計（1科目） − 2 0 0 1 0 0 0 0

入門ゼミナールＡ 1前 2 ○ 9 4 1

入門ゼミナールＢ 1後 2 ○ 9 4 1

小計（2科目） − 4 0 0 9 4 1 0 0

シティズンシップ 1前 2 ○ 1

地域・国際理解 1後 2 ○ 1

現代教養講義 2後 2 ○ 1

小計（3科目） 6 0 0 2 0 0 0 0

健康・フィットネス理論実習 1前・後 1 ○ 兼1

生涯スポーツ理論実習 1前・後 1 ○ 兼1

小計（2科目） − 2 0 0 0 0 0 0 0 兼2

英語リスニング＆スピーキング 1前・後 2 ○ 兼1

英語リーディング＆ライティング 1前・後 2 ○ 兼1

小計（2科目） 4 0 0 0 0 0 0 0 兼2

情報リテラシー 1前 2 ◯ 1

情報処理入門 1前 2 ◯ 1

データ解析 2前 2 ○ 1

人工知能概論 2前 2 ○ 1

阿蘇の自然と農業 1前 2 〇 兼1

九州の文化と観光 1後 2 〇 兼1

自然災害と暮らし 1前 2 ○ 1

小計（7科目） − 0 14 0 3 1 0 0 0 兼2

備考

地
域
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ

ン
科
目

−

−

−

−

−

Ⅰ
現
代
文
明

論

Ⅲ
英
語
科
目

Ⅱ
現
代
教
養
科
目

英
語
コ
ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
科
目

基
礎
教
養
科
目

発
展
教
養
科
目

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（文理融合学部　人間情報工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

健
康
ス
ポ
ー

ツ
科

目

−

Ⅳ
主
専
攻
科
目

文
理
融
合
科
目
群
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（文理融合学部　人間情報工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

コンピュータ概論 1前・後 2 ◯ 兼1

プログラミング入門 1前 2 〇 1

工学概論 2前 2 ○ 1

生命科学概論 2後 2 ○ 1

微積分学 1前・後 2 ○ 1

線形代数 1後 2 ○ 1

応用数学 2後 2 ○ 1

小計（7科目） − 4 10 0 4 0 0 0 0 兼1

社会学概論 1前 2 ○ 兼1

心理学概論 1後 2 ○ 兼1

経営学概論 1後 2 ○ 兼1

経済学概論 1前 2 ○ 兼1

会計学概論 2後 2 ○ 兼1

政治学概論 2前 2 ○ 兼1

倫理学概論 2後 2 ○ 兼1

小計（7科目） − 0 14 0 − 0 0 0 0 0 兼4

職業指導１ 3前 2 ○ 兼1

職業指導２ 3後 2 ○ 兼1

工業科教育法１ 3前 2 ○ 1

工業科教育法２ 3後 2 ○ 1

小計（4科目） − 0 8 0 2 0 0 0 0 兼2

工
業
科
教
育
科
目

−

理
工
系
基
礎
科
目

−

人
文
社
会
系
基
礎
科
目

文
理
融
合
科
目
群

文
理
融
合
科
目
群

Ⅳ
主
専
攻
科
目

Ⅳ
主
専
攻
科
目
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（文理融合学部　人間情報工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

電気・電子工学総論 1前 2 ○ 1

プログラミング 1後 2 ◯ 1 1

情報処理工学 2前 2 ○ 1

電気数学 1前 2 ○ 1

電気回路１ 1後 2 ○ 1

電気回路２ 2前 2 ○ 1

電子回路 2後 2 ○ 1

デジタル回路 2前 2 ○ 1

電気電子計測 2後 2 ○ 1

電気工学実験 2後 2 ○ 2 1

電子工学実験 3前 2 ○ 2 1

インターンシップ 3休 2 ○ 1 集中

小計（12科目） − 4 20 0 5 2 0 0 0

コンピュータアーキテクチャ 2前 2 ○ 1

アルゴリズムとデータ構造 2前 2 ○ 1

データベース 3前 2 ○ 1

プログラミング応用 2前 2 ◯ 1

情報ネットワーク 3前 2 ○ 1

オペレーティングシステム 3前 2 ○ 1

オブジェクト指向言語 2後 2 ○ 1

ソフトコンピューティング 4前 2 ○ 1

データサイエンス 3後 2 ○ 1

画像処理工学 3前 2 ○ 1

信号処理工学 3後 2 ○ 1

集積回路工学 3後 2 ○ 1

制御工学 3後 2 ○ 1

技術英語Ａ 4前 2 ○ 3

技術英語Ｂ 4後 2 ○ 2 1

小計（15科目） − 0 30 0 5 2 0 0 0

電
気
電
子
工
学
系
基
礎
科
目

−

知
能
情
報
系
科
目

−

Ⅳ
主
専
攻
科
目
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（文理融合学部　人間情報工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

バイオメカニクス 3後 2 ○ 1

知能ロボット工学 4前 2 ○ 1

人間工学 3前 2 ○ 1

医療情報システム 2後 2 ○ 1

エコマテリアル 1前 2 ○ 1

リモートセンシング 3後 2 ○ 1

環境情報計測 2前 2 ○ 1

環境・技術者倫理 3後 2 ○ 1

都市環境工学 2後 2 ○ 1

環境生物学 3前 2 ○ 1

環境エネルギー工学 3前 2 ○ 1

小計（11科目） − 0 22 0 5 1 0 0 0

医用生体工学概論 1前 2 ○ 1

医学概論 1前 1 ○ 1

公衆衛生学 1前 1 ○ 1

看護学概論 3前 2 ○ 兼1

解剖学 1前 2 ○ 1

生理学 1後 2 ○ 1

生化学 2前 2 ○ 兼1

病理学概論 2前 2 ○ 1

免疫学 3前 2 ○ 兼1

薬理学 2後 2 ○ 兼1

生体材料工学 3前 2 ○ 1

医用機器学１ 1後 2 ○ 1

医用機器学２ 2前 2 ○ 1

医用機器安全管理学 3後 2 ○ 1

生体物性論 2後 2 ○ 1

医用治療機器学 3前 2 ○ 1

循環機能代行装置学 3後 2 ○ 1

人
間
環
境
系
科
目

−

医
療
工
学
系
科
目

Ⅳ
主
専
攻
科
目
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（文理融合学部　人間情報工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

呼吸機能代行装置学 3前 2 ○ 1

代謝機能代行装置学 3前 2 ○ 1

生体計測装置学 2後 2 ○ 1

放射線工学 1後 2 ○ 1

関係法規 1後 1 ○ 1

臨床医学Ａ 2後 2 ○ 1

臨床医学Ｂ 3前 2 ○ 1

臨床医学Ｃ 3後 2 ○ 兼1

臨床医学Ｄ 4前 2 ○ 1

臨床実習 3後 6 ○ 1 1 1

医用機器学演習 4後 2 ○ 1

生体機能代行装置学演習 4前 2 ○ 1

医用治療機器学演習 4後 2 ○ 1

生体計測装置学演習 4後 2 ○ 1

医用機器安全管理学演習 4前 2 ○ 1

臨床工学実習Ａ 2後 2 ○ 1 1 1

臨床工学実習Ｂ 3前 2 ○ 2 1

臨床工学実習Ｃ 3後 2 ○ 1 1 1

臨床工学実習Ｄ 4前 2 ○ 1 2

小計（36科目） − 0 38 35 2 3 1 0 0 兼5−

医
療
工
学
系
科
目

Ⅳ
主
専
攻
科
目
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（文理融合学部　人間情報工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

ゼミナール 3後 2 ○ 9 4 1

卒業研究１ 4前 2 ○ 9 4 1

卒業研究２ 4後 2 ○ 9 4 1

小計（3科目） − 6 0 0 9 4 1 0 0

－ 32 156 35 9 4 1 0 0 兼17

卒業要件及び履修方法 授業期間等

以下の合計で124単位以上修得する。
（履修科目の登録の上限：20単位（１学期））

□科目区分Ⅰ現代文明論＜必修科目＞         　　　　　　　  2単位修得
□科目区分Ⅱ現代教養科目
 基礎教養科目　　＜必修科目＞    　　　   　　　　　　　   4単位修得
 発展教養科目　　＜必修科目＞    　　　  　　　　　 　　   6単位修得
 健康スポーツ科目＜必修科目＞             　　　　　　　   2単位修得
□科目区分Ⅲ英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ科目 ＜必修科目＞　　　　　　　   4単位修得
□科目区分Ⅳ主専攻科目                    　　　　　　　  76単位修得
　＜必修科目＞
　　■理工系基礎科目　　　　 　に設定された科目を4単位修得。
　　■電気電子工学系基礎科目 　に設定された科目を4単位修得。
　　■ゼミナール科目           に設定された科目を6単位修得。
                                                （計14単位)
　＜選択必修科目＞
　　■地域ソリューション　　  　の科目群から6単位以上を修得。
　　■人文社会系基礎　　　　　　の科目群から6単位以上を修得。
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 （計12単位)
　＜選択科目＞
　　■地域ソリューション科目　■理工系基礎科目　■人文社会系基礎科目
　　■電気電子工学系基礎科目　■知能情報系科目　■人間環境系科目
　　■医療工学系科目　　　　　■工業科教育科目
　　の８つの区分より、合わせて50単位以上を修得。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　    (計50単位)

　＜自由科目＞　資格取得希望者のみ履修。卒業要件に含まない。
　　■医療工学系科目　　　　　　　　　　　　　　（計35単位）

 
□科目区分Ⅳの余剰、他学部・他学科科目を修得した単位
                                           　　　　　　　 30単位修得
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　  合計 124単位修得

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １４週

１時限の授業時間 １００分

合計（112科目） －

学位又は称号 学士（工学） 学位又は学科の分野 工学関係

ゼ
ミ
ナ
ー

ル
科
目

−

Ⅳ
主
専
攻
科
目

基本計画書―26



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

現代文明論 2前 2 ○ 2 兼11

小計（1科目） － 2 0 0 2 0 0 0 0 兼11

人文科学 1前・後 2 ○ 兼2

社会科学 1前・後 2 ○ 兼3

自然科学 1前・後 2 ○ 兼3

小計（3科目） － 6 0 0 0 0 0 0 0 兼8

シティズンシップ 1前・後 1 ○ 1 1 兼7

ボランティア 1前・後 1 ○ 1 1 兼7

地域理解 1前・後 1 ○ 1 1 兼6

国際理解 1前・後 1 ○ 1 1 兼6

小計（4科目） － 4 0 0 0 1 1 0 0 兼7

健康・フィットネス理論実習 1前・後 1 ○ 1 兼2

生涯スポーツ理論実習 1前・後 1 ○ 兼3

小計（2科目） － 2 0 0 0 0 1 0 0 兼4

英語リスニング＆スピーキング 1前・後 2 ○ 兼5

英語リーディング＆ライティング 1前・後 2 ○ 兼5

小計（2科目） － 4 0 0 0 0 0 0 0 兼10

グローバルスキル 2前・後 2 ○ 兼5

アカデミック英語 2前・後 2 ○ 兼5

小計（2科目） － 4 0 0 0 0 0 0 0 兼10

授業科目の名称

Ⅲ
英
語
科
目

Ⅱ
現
代
教
養
科
目

基
礎
教
養
科
目

－

英
語
コ
ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
科
目 －

グ
ロ
ー

バ
ル
人
材

育
成
科
目

－

別記様式第２号（その２の１）

健
康
ス
ポ
ー

ツ
科

目

－

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（経営学部　経営学科）

科目
区分

備考

Ⅰ
現
代
文
明
論

－

授業形態 専任教員等の配置

－

発
展
教
養
科
目

配当年次

単位数
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業科目の名称

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（経営学部　経営学科）

科目
区分

備考

授業形態 専任教員等の配置

配当年次

単位数

情報リテラシー 1前 2 ○ 兼3

アジアと九州の産業 1前 2 ○ 5 1 1 兼7

経営学 1前 2 ○ 兼1

経済学 1後 2 ○ 1

統計学 1後 2 ○ 1

データ処理論 2前 2 ○ 兼1

マーケティング論 1後 2 ○ 1

地域活性化論 2前 2 ○ 兼1

小計（8科目） － 6 10 0 6 2 1 0 0 兼12

ロジカルシンキング 1前 2 ○ 1

経営管理論 1前 2 ○ 兼1

グローバル企業家論 1後 2 ○ 1

経営組織論 1後 2 ○ 兼1

国際政治学 2前 2 ○ 1

金融論 2前 2 ○ 1

ビジネス法務 2後 2 ○ 兼1

財務会計 2前 2 ○ 1

経営戦略論 2前 2 ○ 兼1

多変量解析 2後 2 ○ 1

産業組織論 2後 2 ○ 1

経営学特論 3後 2 ○ 兼1

小計（12科目） － 0 24 0 4 1 0 0 0 兼2

Ⅳ
主
専
攻
科
目

市
場
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
科
目

－

－

学
部
共
通
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業科目の名称

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（経営学部　経営学科）

科目
区分

備考

授業形態 専任教員等の配置

配当年次

単位数

倫理学 1前 2 ○ 1

地域企業家論 1前 2 ○ 1

ガバナンス論 1後 2 ○ 1

ブランド論 2前 2 ○ 1

流通論 2後 2 ○ 1

人的資源管理 2後 2 ○ 兼1

コーポレートファイナンス 2後 2 ○ 1

管理会計 2後 2 ○ 1

組織行動論 2後 2 ○ 兼1

サービスマーケティング 2後 2 ○ 1

CSR1 3前 2 ○ 1

CSR2 3後 2 ○ 1

小計（12科目） － 0 24 0 3 1 0 0 0 兼2

スポーツ学入門 1前 2 ○ 1

スポーツ健康ビジネス論Ａ 1後 2 ○ 1

スポーツ健康ビジネス論Ｂ 2前 2 ○ 1

トレーニング論 2前 2 ○ 1

スポーツ健康ビジネス論Ｃ 2後 2 ○ 1

スポーツ組織論 2後 2 ○ 1

スポーツマネジメント論 3前 2 ○ 1

スポーツマーケティング論 3後 2 ○ 1

スポーツイベント論 3後 2 ○ 1

小計（9科目） － 0 18 0 2 0 1 0 0

ス
ポ
ー

ツ
ビ
ジ
ネ
ス
科
目

Ⅳ
主
専
攻
科
目

リ
レ
ー

シ
ョ

ナ
ル
科
目

－

－
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業科目の名称

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（経営学部　経営学科）

科目
区分

備考

授業形態 専任教員等の配置

配当年次

単位数

アグリビジネスフィールド実習 1前 1 ○ 1

阿蘇の自然と農業 1後 2 ○ 1

農業環境論 2前 2 ○ 1

植物機能論 2後 2 ○ 1

先端植物機能論 3前 2 ○ 1

アグリマーケティング論 3前 2 ○ 1

地域生物資源論 3後 2 ○ 1

地域農業論 3後 2 ○ 1

アグリビジネス論 3後 2 ○ 1

小計（9科目） － 0 17 0 2 0 0 0 0

インターンシップ 3前 2 ○ 1

英語ビジネス書講読Ａ 3前 2 ○ 兼1

戦略・マーケティング事例演習 3前 2 ○ 1

組織行動事例演習 3前 2 ○ 1

スポーツビジネス事例演習 3前 2 ○ 1

チャネル事例演習 3後 2 ○ 1

英語ビジネス書講読Ｂ 3後 2 ○ 兼1

ファイナンス事例演習 3後 2 ○ 1

小計（8科目） － 0 16 0 3 1 1 0 0 兼1

フレッシュマンゼミナール１ 1前 2 ○ 7 1 1

フレッシュマンゼミナール２ 1後 2 ○ 7 1 1

ゼミナール１ 3前 2 ○ 7 1 1

ゼミナール２ 3後 2 ○ 7 1 1

ゼミナール３ 4前 2 ○ 7 1 1

ゼミナール４ 4後 2 ○ 7 1 1

小計（6科目） － 12 0 0 7 1 1 0 0

－ 40 109 0 7 1 2 0 0 兼47

Ⅳ
主
専
攻
科
目

合計（78科目） －

学位又は称号 学士（経営学） 学位又は学科の分野 経済学関係

－

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
科
目

－

企
業
経
営
発
展
科
目

－

ゼ
ミ
ナ
ー

ル
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業科目の名称

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（経営学部　経営学科）

科目
区分

備考

授業形態 専任教員等の配置

配当年次

単位数

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

以下の合計で124単位以上修得する。
（履修科目の登録の上限：24単位（１学期））

□科目区分Ⅰ現代文明論   (必修科目)        　　　        2単位修得
□科目区分Ⅱ現代教養科目（必修科目）          　　　  　12単位修得
□科目区分Ⅲ英語科目　　（必修科目）       　　　        8単位修得
□科目区分Ⅳ主専攻科目　　　　　　        　　　    　　72単位修得
  （必修科目）　　18単位修得
　（選択科目）    54単位修得
□科目区分Ⅳの余剰、他学部・他学科科目を修得した単位　　30単位修得
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　        合計124単位修得

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １４週

１時限の授業時間 １００分
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

現代文明論 2前 2 ○ 3 兼10

小計（1科目） － 2 0 0 3 0 0 0 0 兼10

人文科学 1前・後 2 ○ 兼2

社会科学 1前・後 2 ○ 1 兼2

自然科学 1前・後 2 ○ 兼3

小計（3科目） － 6 0 0 1 0 0 0 0 兼7

シティズンシップ 1前・後 1 ○ 兼9

ボランティア 1前・後 1 ○ 兼9

地域理解 1前・後 1 ○ 兼8

国際理解 1前・後 1 ○ 兼8

小計（4科目） － 4 0 0 0 0 0 0 0 兼9

健康・フィットネス理論実習 1前・後 1 ○ 兼3

生涯スポーツ理論実習 1前・後 1 ○ 兼2

小計（2科目） － 2 0 0 0 0 0 0 0 兼3

英語リスニング＆スピーキング 1前・後 2 ○ 兼3

英語リーディング＆ライティング 1前・後 2 ○ 兼3

小計（2科目） － 4 0 0 0 0 0 0 0 兼6

グローバルスキル 2前・後 2 ○ 兼3

アカデミック英語 2前・後 2 ○ 兼3

小計（2科目） － 4 0 0 0 0 0 0 0 兼6

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（経営学部　観光ビジネス学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

Ⅰ
現
代
文
明
論

－

Ⅱ
現
代
教
養
科
目

基
礎
教
養
科
目

－

発
展
教
養
科
目

－

健
康
ス
ポ
ー

ツ
科

目

－

Ⅲ
英
語
科
目

英
語
コ
ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
科
目 －

グ
ロ
ー

バ
ル
人
材

育
成
科
目

－
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情報リテラシー 1前 2 ○ 1

アジアと九州の産業 1後 2 ○ 4 1 1 兼8

経営学 1前 2 ○ 兼1

経済学 2前 2 ○ 兼1

統計学 1後 2 ○ 兼1

データ処理論 2前 2 ○ 兼1

マーケティング論 1後 2 ○ 兼1

地域活性化論 2前 2 ○ 1

小計（8科目） － 6 10 0 4 1 0 1 0 兼11

グローバルエリア・スタディー入門 1前 2 ○ 1

現代社会論入門 1後 2 ○ 1

観光外書講読 3前 2 ○ 1

中国語初級１ 1前 2 ○ 1

中国語初級２ 1後 2 ○ 1

中国語中級１ 2前 2 ○ 1

中国語中級２ 2後 2 ○ 1

中国語上級１ 3前 2 ○ 1

中国語上級２ 3後 2 ○ 1

韓国語初級１ 1前 2 ○ 1

韓国語初級２ 1後 2 ○ 1

韓国語中級１ 2前 2 ○ 1

韓国語中級２ 2後 2 ○ 1

韓国語上級１ 3前 2 ○ 1

韓国語上級２ 3後 2 ○ 1

ＴＯＥＩＣⓇ対策英語１ 1前 1 ○ 1

ＴＯＥＩＣⓇ対策英語２ 1後 1 ○ 1

観光ビジネス英語１ 3前 2 ○ 1

観光ビジネス英語２ 3後 2 ○ 1

小計（19科目） － 0 36 0 2 2 1 1 0

Ⅳ
主
専
攻
科
目

学
部
共
通
科
目

－

国
際
教
養
・
外
国
語
科
目

－
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海外観光研修１ 2前 2 ○ 1

海外観光研修２ 2後 2 ○ 1

国内観光研修 2後 2 ○ 1

インターンシップ 3前 2 ○ 1

小計（4科目） － 0 8 0 1 2 0 0 0

観光ビジネス概論 1前 2 ○ 1

観光起業論 1前 2 ○ 兼1

アーバンツーリズム論 1後 2 ○ 1

ホスピタリティ演習 1後 2 ○ 1 1

観光経営論 2前 2 ○ 兼1

ホテル経営論 2前 2 ○ 兼1

ホスピタリティ経営論 2前 2 ○ 兼1

エアラインビジネス演習 2前 2 ○ 兼3

観光情報論 2後 2 ○ 1

観光メディア論 2後 2 ○ 兼1

グリーンツーリズム論 2後 2 ○ 1

メディカル・スポーツツーリズム論 2後 2 ○ 1

エコツーリズム論 3前 2 ○ 1

レジャー・エンターテイメント論 3前 2 ○ 1

ツーリズム演習 3前 2 ○ 1

観光マーケティング論 3前 2 ○ 兼1

観光政策と資源管理 3前 2 ○ 1

観光経済論 3後 2 ○ 兼1

イベント・コンベンション論 3後 2 ○ 1

小計（19科目） － 0 38 0 4 1 0 1 0 兼7

Ⅳ
主
専
攻
科
目

観
光
研
修
科
目

－

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
科
目

－
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観光地域づくり論 1後 2 ○ 1

九州の文化と観光 2前 2 ○ 1

日本の文化と観光 2前 2 ○ 1

ヨーロッパ・アメリカの文化と観光 3後 2 ○ 1

着地型観光論 2後 2 ○ 1

観光地域づくり演習１ 2後 2 ○ 2

観光地域づくり演習２ 3前 2 ○ 1 1

ソフト・コンテンツ観光論 3前 2 ○ 1

観光地域づくり関連法規 3前 2 ○ 1

アジア・イスラーム圏の文化と観光 3前 2 ○ 2 1

エリア・スタディー論 3後 2 ○ 1

エリア・スタディー演習 3後 2 ○ 2

小計（12科目） － 0 24 0 5 1 0 1 0

観光関連法規 1前 2 ○ 兼1

観光業務演習 1前 2 ○ 兼1

旅客業務演習 1後 2 ○ 1

旅客サービス論 1後 2 ○ 1

観光地理学 2前 2 ○ 1

旅行業務管理者演習 2後 2 ○ 兼1

小計（6科目） － 0 12 0 1 1 0 0 0 兼1

フレッシュマンセミナー1 1前 2 ○ 5 2 1 1

フレッシュマンセミナー２ 1後 2 ○ 5 2 1 1

ゼミナール１ 3前 2 ○ 6 2 1

ゼミナール２ 3後 2 ○ 6 2 1

卒業研究1 4前 2 ○ 6 2 1 1

卒業研究2 4後 2 ○ 6 2 1 1

小計（6科目） － 12 0 0 6 2 1 1 0

－ 40 128 0 6 2 1 1 0 兼43

ゼ
ミ
ナ
ー

ル
科
目

－

合計（88科目） －

Ⅳ
主
専
攻
科
目

グ
ロ
ー

カ
ル
科
目

－

旅
行
業
務
科
目

－
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学位又は称号 学士（経営学） 学位又は学科の分野 経済学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

以下の合計で124単位以上修得する。
（履修科目の登録の上限：24単位（１学期））

□科目区分Ⅰ現代文明論   (必修科目)    　　　        2単位修得
□科目区分Ⅱ現代教養科目（必修科目）      　　　  　12単位修得
□科目区分Ⅲ英語科目　　（必修科目）   　　　        8単位修得
□科目区分Ⅳ主専攻科目　　　　　　    　　　    　　72単位修得
  （必修科目）　　18単位修得
　（選択科目）    54単位修得
□科目区分Ⅳの余剰、他学部・他学科科目を修得した単位　　30単位修得
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　   　        合計124単位修得

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １４週

１時限の授業時間 １００分

基本計画書―36



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

現代文明論 2前 2 ○ 3

小計（1科目） － 2 0 0 3 0 0 0 0

人文科学 1前 2 ○ 兼1

社会科学 1後 2 ○ 兼1

自然科学 1前 2 ○ 兼1

小計（3科目） － 6 0 0 0 0 0 0 0 兼3

シティズンシップ 1前 1 ○ 兼1

ボランティア 1前 1 ○ 兼1

地域理解 1後 1 ○ 兼1

国際理解 1 ○ 兼1 オムニバス

小計（4科目） － 4 0 0 0 0 0 0 0 兼2

健康・フィットネス理論実習 1後 1 ○ 兼2 共同

生涯スポーツ理論実習 1前 1 ○ 兼2 共同

小計（2科目） － 2 0 0 0 0 0 0 0 兼2

英語リスニング＆スピーキング 1前 2 ○ 兼2

英語リーディング＆ライティング 1後 2 ○ 兼2

小計（2科目） － 4 0 0 0 0 0 0 0 兼2

グローバルスキル 2前 2 ○ 兼2

アカデミック英語 2後 2 ○ 兼2

小計（2科目） － 4 0 0 0 0 0 0 0 兼2

ファーストイヤーセミナー１ 1前 2 ○ 3 2 2

ファーストイヤーセミナー２ 1後 2 ○ 3 2 2

プレセミナー（実習）１ 2前 1 ○ 2 3 1

プレセミナー（実習）２ 2後 1 ○ 2 3 1

小計（4科目） － 6 0 0 4 3 2 0 0

Ⅲ
英
語
科
目

Ⅱ
現
代
教
養
科
目

基
礎
教
養
科
目

Ⅳ
主
専
攻
科
目

英
語
コ
ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
科
目 －

グ
ロ
ー

バ
ル
人
材

育
成
科
目

－

－

導
入
科
目

－

発
展
教
養
科
目

配当年次

単位数

－

授業科目の名称

別記様式第２号（その２の１）

健
康
ス
ポ
ー

ツ
科

目

－

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（観光学部　観光学科）

科目
区分

備考

Ⅰ
現
代
文
明

論

－

授業形態 専任教員等の配置
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

配当年次

単位数

授業科目の名称

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（観光学部　観光学科）

科目
区分

備考

授業形態 専任教員等の配置

英語（観光学）１ 2前 2 〇 兼2

英語（観光学）２ 2後 2 〇 兼2

第２外国語１ 1前 2 〇 兼2

第２外国語２ 1後 2 〇 兼2

小計（4科目） － 8 0 0 0 0 0 0 0 兼4

観光学概論 1前 4 ○ 1 1

観光文化入門 1後 2 ○ 1

サービス・マネジメント入門 1後 2 ○ 1

レジャー・レクリエーション入門 1後 2 ○ 1

地域デザイン入門 1後 2 ○ 1

情報リテラシー 1前 2 ○ 1 1

文化観光資源と世界史 1前 2 ○ 1

自然観光資源と地球環境 1前 2 ○ 1 兼1

観光経営管理総論 2前 4 ○ 兼1

国際観光論 2前 2 ○ 1

観光メディア論 2前 2 ○ 兼1

観光学のための統計学 2後 2 ○ 1

観光関連法概論 2前 2 ○ 1

観光のための経済学 2後 2 ○

観光広告論 2前 2 ○ 1

観光政策論 2前 4 ○ 1

情報社会と知的財産 2前 2 ○ 兼1

ビジネス倫理とリスク・マネジメント 2後 2 ○ 1

コンテンツビジネス論 2前 2 ○ 1

コンテンツビジネス演習 2後 2 〇 1

小計（20科目） － 4 42 0 5 3 1 兼3

外
国
語
科
目

Ⅳ
主
専
攻
科
目

－

共
通
基
礎
科
目

－
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

配当年次

単位数

授業科目の名称

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（観光学部　観光学科）

科目
区分

備考

授業形態 専任教員等の配置

観光人類学 2後 2 ○ 1

観光地理学 2後 4 ○ 1

観光心理学 2前 2 ○ 1

世界遺産論 2前 4 ○ 1

世界無形文化遺産論 2後 2 ○ 1

日本の文化財 2前 2 ○ 兼1

ホスピタリティー論 2後 2 ○ 1

文化とホスピタリティー 2前 2 ○ 1

食と観光 2後 2 ○ 1

観光文化演習 2前 2 〇 1

観光文化総合研究 3後 2 ○ 1

小計（11科目） － 0 26 0 2 0 1 0 0 兼1

サービス産業論 2前 2 ○ 1

観光マーケティング戦略論 2後 2 ○ 1

サービス・マーケティング 2後 4 ○ 兼1

サービス・マネジメント 2前 4 ○

観光組織論 2後 2 ○ 1

観光人的資源管理論 2後 2 ○ 1

観光アカウンティング 2前 2 ○ 1

観光ファイナンス 2前 2 ○ 1

旅行産業論 2後 2 ○ 1

国際交通論 2前 2 ○ 1

サービス・マネジメント総合研究 3後 2 ○ 1

小計（11科目） － 0 26 0 3 0 0 0 0 兼1

観
光
文
化
科
目

Ⅳ
主
専
攻
科
目

サ
ー

ビ
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科
目

－

－
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

配当年次

単位数

授業科目の名称

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（観光学部　観光学科）

科目
区分

備考

授業形態 専任教員等の配置

レジャー・レクリエーション論 2前 2 ○ 1

レジャー・レクリエーションサービス論 2前 2 ○ 1

レジャー・レクリエーションリソース論 2後 2 ○ 1

観光施設論 2後 2 ○ 1

パークス＆リゾート論 2前 2 ○ 1

ネーチャー・レクリエーション論 2前 2 ○ 1

レジャー・レクリエーションマネジメント論 2後 2 ○ 1

レジャー・レクリエーションリーダーシップ論 2後 2 ○ 1

スポーツ・ツーリズム論 2前 2 ○ 1

イベントプラニング論 2前 2 ○ 1

レジャー・レクリエーション総合研究 3後 2 ○ 1

レジャー・レクリエーション実習（夏季） 2前 2 ○ 1

レジャー・レクリエーション実習（冬季） 2後 2 ○ 1

小計（13科目） － 0 26 0 1 1 1 0 0

シティプロモーション論 2前 4 ○ 1

シティプロモーション演習 2後 2 ○ 1

地域政策論 2後 4 ○ 1

観光とＮＰＯ・ＮＧＯ 2後 2 ○ 1

地域価値論 2前 2 ○ 1

ランドスケープ論 2前 4 ○ 1

地域価値デザイン論 2後 2 ○ 1

空間情報処理演習 2後 2 ○ 1

地域デザイン総合研究 3後 2 ○ 1

小計（9科目） － 0 24 0 2 2 0 0 0

Ⅳ
主
専
攻
科
目

－

レ
ジ
ャ
ー

・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ

ン
科
目

－

地
域
デ
ザ
イ
ン
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

配当年次

単位数

授業科目の名称

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（観光学部　観光学科）

科目
区分

備考

授業形態 専任教員等の配置

キャリア開発 2後 2 ○ 3

観光学研修 1前 2 ○ 2 1

観光学実習 1前 2 ○ 1 1 1

フィールドワーク 1後 2 ○ 3

セミナー１ 3前 2 ○ 8 3 2

セミナー２ 3後 2 ○ 8 3 2

セミナー３ 4前 2 ○ 8 4 2

セミナー４ 4後 2 ○ 8 4 2

小計（8科目） － 8 8 0 8 4 2 0 0

－ 48 152 0 8 4 2 0 0 兼10

学位又は称号 学士（観光学） 学位又は学科の分野 社会学・社会福祉学関係

Ⅳ
主
専
攻
科
目

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

以下の合計で124単位以上修得する。
（履修科目の登録の上限：24単位（１学期））

□科目区分Ⅰ現代文明論   (必修科目)        　　　        2単位修得
□科目区分Ⅱ現代教養科目（必修科目）          　　　  　12単位修得
□科目区分Ⅲ英語科目　　（必修科目）       　　　        8単位修得
□科目区分Ⅳ主専攻科目　　　　　　        　　　    　　72単位修得
  （必修科目）　　26単位修得
　（選択科目）    46単位修得
□科目区分Ⅳの余剰、他学部・他学科科目を修得した単位　　30単位修得
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　        合計124単位修得

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １４週

１時限の授業時間 １００分

合計（94科目） －

展
開
科
目

－
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

現代文明論 2前 2 ○ 1 兼12

小計（1科目） － 2 0 0 1 0 0 0 0 兼12

人文科学 1前・後 2 ○ 兼2

社会科学 1前・後 2 ○ 兼3

自然科学 1前・後 2 ○ 兼3

小計（3科目） － 6 0 0 0 0 0 0 0 兼8

シティズンシップ 1前・後 1 ○ 1 兼8

ボランティア 1前・後 1 ○ 1 兼8

地域理解 1前・後 1 ○ 1 兼7

国際理解 1前・後 1 ○ 1 兼7

小計（4科目） － 4 0 0 0 0 1 0 0 兼8

健康・フィットネス理論実習 1前・後 1 ○ 兼3

生涯スポーツ理論実習 1前・後 1 ○ 兼2

小計（2科目） － 2 0 0 0 0 0 0 0 兼4

英語リスニング＆スピーキング 1前・後 2 ○ 兼2

英語リーディング＆ライティング 1前・後 2 ○ 兼2

小計（2科目） － 4 0 0 0 0 0 0 0 兼4

グローバルスキル 2前・後 2 ○ 兼2

アカデミック英語 2前・後 2 ○ 兼2

小計（2科目） － 4 0 0 0 0 0 0 0 兼4

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（基盤工学部　医療福祉工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

Ⅰ
現
代
文
明

論

－

Ⅱ
現
代
教
養
科
目

基
礎
教
養
科
目

－

発
展
教
養
科
目

－

健
康
ス
ポ
ー

ツ
科

目

－

Ⅲ
英
語
科
目

英
語
コ
ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
科
目 －

グ
ロ
ー

バ
ル
人
材

育
成
科
目

－
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（基盤工学部　医療福祉工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

微積分１ 1前 2 ○ 兼2

電気・電子工学総論 1前 2 ○ 1 兼1

基礎数学 1前 2 ○ 兼1

基礎物理学 1前 2 ○ 兼1

線形代数 1後 2 ○ 兼2

微積分２ 1後 2 ○ 兼2

電磁気学 1後 2 ○ 兼1

力学 1後 2 ○ 兼1

放射線工学 2前 2 ○ 1

生物学概論 2前 2 ○ 兼1

社会人のための医学・医療 3後 1 ○ 1

現代産業の動向 3後 2 ○ 2 1 兼7

小計（12科目） － 2 21 0 2 2 0 0 0 兼13

医療福祉ゼミナール１ 1前 2 ○ 3 3 1

医療福祉ゼミナール２ 1後 2 ○ 3 3 1

小計（2科目） － 4 0 0 3 3 1 0 0

情報処理実習 1前 1 ○ 1

医用生体工学概論 1前 2 ○ 1

生体材料工学 1前 2 ○ 兼1

直流電気回路 1後 2 ○ 1

交流電気回路 2前 2 ○ 1

基礎電子回路 2前 2 ○ 1

応用電子回路 2後 2 ○ 1

電気工学実験 2後 2 ○ 3 2

電子工学実験 3前 2 ○ 3 2 兼1

医用機械工学 2後 2 ○ 兼1

小計（10科目） － 1 18 0 3 2 0 0 0 兼2

Ⅳ
主
専
攻
科
目

学
部
共
通
科
目

－

基
礎
科
目

－

工
学
系
基
礎
科
目

－
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講
　
義

演
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験
・
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准
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授

講
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助
　
教

助
　
手

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（基盤工学部　医療福祉工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

解剖学 1前 2 ○ 1

生理学 1後 2 ○ 1

公衆衛生学 1前 1 ○ 1

医学概論 1前 1 ○ 1

基礎医学実習 2前 2 ○ 3 2

小計（5科目） － 4 4 0 3 2 0 0 0

電気数学 1後 2 ○ 1

医用機器学１ 2前 2 ○ 1

医用機器学２ 2後 2 ○ 1

電気電子計測 2前 2 ○ 1

関係法規 3前 1 ○ 1

看護学概論 2前 2 ○ 兼1

病理学概論 1後 2 ○ 兼1

プログラミング実習 1後 1 ○ 1

生化学 2前 2 ○ 兼1

免疫学 3前 2 ○ 兼1

薬理学 2後 2 ○ 兼1

福祉工学 4後 2 ○ 1

生体物性論 2後 2 ○ 1

医療情報システム１ 2前 2 ○ 1

医療情報システム２ 2後 2 ○ 1

応用数学 2後 2 ○ 兼1

システム工学概論 3前 2 ○ 1

生体機能代行装置学１ 3前 2 ○ 1 1

生体機能代行装置学２ 3後 2 ○ 1

生体機能代行装置学３ 3後 2 ○ 1

医用治療機器学 3前 2 ○ 1

生体計測装置学 2後 2 ○ 1

医用機器安全管理学 3後 2 ○ 1

医
学
系
基
礎
科
目

－

Ⅳ
主
専
攻
科
目

主
要
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（基盤工学部　医療福祉工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

臨床工学実習１ 3前 2 ○ 2 2 1

臨床工学実習２ 3前 2 ○ 2 2 1

臨床工学実習３ 3後 2 ○ 3 1 1

臨床工学実習４ 3後 2 ○ 3 1 1

臨床実習 4前 6 ○ 1 2 1

卒業研究１ 4前 2 ○ 3 3 1

卒業研究２ 4後 2 ○ 3 3 1

小計（30科目） － 4 58 0 4 3 1 0 0 兼6

生体機能代行装置学演習 4後 2 ○ 1 1

医用治療機器学演習 4後 2 ○ 1

生体計測装置学演習 4後 2 ○ 1 1

医用機器学演習 4前 2 ○ 2

医用機器安全管理学演習 4後 2 ○ 1

小計（5科目） － 0 10 0 1 3 1 0 0

臨床医学Ａ 2前 2 ○ 1

臨床医学Ｂ 3前 2 ○ 2 1

臨床医学Ｃ 3後 2 ○ 兼3

臨床医学Ｄ 4前 2 ○ 兼1

小計（4科目） － 0 0 8 0 2 1 0 0 兼4

－ 37 111 8 4 3 1 0 0 兼49

資
格
関
連
科
目

－

－

主
専
攻
発
展
科
目

－

合計（82科目） －

学位又は称号 学士（工学） 学位又は学科の分野 工学関係

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １４週

１時限の授業時間 １００分

主
要
科
目

Ⅳ
主
専
攻
科
目

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

以下の合計で124単位以上修得する。
（履修科目の登録の上限：24単位（１学期））

□科目区分Ⅰ現代文明論   (必修科目)        　　　        2単位修得
□科目区分Ⅱ現代教養科目（必修科目）          　　　  　12単位修得
□科目区分Ⅲ英語科目　　（必修科目）       　　　        8単位修得
□科目区分Ⅳ主専攻科目　　　　　　        　　　    　　72単位修得
　（必修科目）　　15単位修得
　（選択科目）    57単位修得
□科目区分Ⅳの余剰、他学部・他学科科目を修得した単位　　30単位修得
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　        合計124単位修得
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

現代文明論

　この科目は東海大学に学ぶすべての学生が、建学の精神を理解し自らの思想を培うために開講され
る。すなわち歴史や世界への見識を高め、人類社会のあり方を見直すことを通じて、地球規模で深刻化
する困難な事態にあっても、時代を開拓しようとする力強い思考や意欲を養うことを目的としている。
理系、文系の枠を超えて、現代の課題の根源を探るために不可欠な歴史的・系譜的な認識を深め、それ
を多様な角度から読み解く思考法を身につけるとともに、人間的価値に基づいた倫理観によって未来を
選択しうることを学ぶ。

入門ゼミナールＡ

　本授業は１年次生を対象とした全学共通のゼミナール形式の初年次教育科目である。「大学での学び
方」を学ぶことを目的とし、４年間の計画的な学習スケジュールを構築しつつ、ノートの取り方や情報
収集の方法、情報リテラシー、図書館の利用方法といった、大学生活を送るうえで必要なアカデミック
スキルの基礎的能力・知識をまずは養っていく。さらに特定のテーマについて個人の関心に応じた調
査・発表といった演習を通じ、学生個別の学問的関心を喚起させ、自分自身が持つ興味や関心を正しく
探求し表現していく方法を学ぶ。

入門ゼミナールＢ

　本授業は１年次生を対象とした全学共通のゼミナール形式の初年次教育科目である。「入門ゼミナー
ルＡ」で培った個人的関心から生じた問いを、より公共的・普遍的な問いへ変換させる能力を養うこと
を目的とする。具体的にはクリティカルリーディング、レポートのまとめ方の学び、グループ演習・発
表を通じて、「スキルの向上」を目指すと同時に、所属学科における専門分野の基礎的知識や問題点に
対しての取り組み方、倫理観などの育成を通じて、本学が育成を目指す、自ら考え、集い、挑み、成し
遂げていく力を身に付けるための学び方と姿勢を醸成していく。

シティズンシップ

　現代社会においては、思想信条、宗教、人種、民族、文化、性別、国籍等の異なる様々な人々が相互
に関わりながら暮らしている。背景の違いはあっても、共同体に参加する人々のことを市民（シティズ
ン）と呼ぶ。この科目では、「シティズンシップ（市民性）」の観点から、多様な人々が民主政治の担
い手である市民として、意見の違いを乗り越え、相互の人権を尊重しあえる社会を形成するにはどうす
ればよいかを考えることを目標とする。参加型授業を通じ、社会の様残な課題について話し合い、周囲
と協同しつつ解決方法を考えることで、社会参加のあり方を学ぶ。

地域・国際理解

　人は日々、ある地域で様々なひと・もの・ことに支えられながら生活している。豊かな生活を営むた
めに、地域で仲間をつくり、議論し、協同し、基盤となる豊かな地域を持続させていく必要がある。一
方、現代の地域社会はグローバル化の波にされされ、遠く離れた地域ともひと・もの・ことを介して緊
密に連動するようになっている。この科目では、自らが暮らす地域社会と国際社会の現実を見つめ、多
様な人々の視点に立ち、地域社会・国際社会の様々な課題を発見し、その解決について考える。さら
に、コミュニティにおける自らの役割を認識することを目標とする。

現代教養講義

　現代教養とは、人々が現在の複雑化した文明社会を生きるために必要な知識である。情報技術の発展
や経済活動のグローバル化など、急激な社会的変化にされされる一方、気候変動や階級格差など、様々
な問題解決を迫られている。こうした現代社会の中でより良く生きるため、高度に専門化した現代の科
学的知識について、その枝葉にとらわれず本質をつかみ、学ぶ必要がある。この科目は教員自身が現在
取り組んでいる研究について講義する。文理融合的な幅広い視野を重視しつつ、現代の新たな研究知見
を学び、幅広い知識と視野を養う。

健康・フィットネス理論実習

　本授業では、生涯を通じて活力あるライフスタイルを形成するための理論と実践方法を講義と実習を
通して学習する。また、健康・体力面だけでなく、仲間とともに身体活動を通しての「友達づくり」や
「仲間との信頼関係づくり」を体験し、コミュニケーション能力の向上をねらいとする。具体的には、
健康的な生活習慣を身につけることに重点を置き、健康に関する理論や重要性を理解するとともに、自
己の体力に応じたフィットネスの実践能力を習得する。

生涯スポーツ理論実習

　本授業では、生涯を通じて活力あるライフスタイルを形成するための理論と実践方法を講義と実習を
通して学習する。また、健康・体力面だけでなく、仲間とともに身体活動を通しての「友達づくり」や
「仲間との信頼関係づくり」を体験し、コミュニケーション能力の向上をねらいとする。具体的には、
生涯を通じたスポーツライフスタイルの獲得に重点を置き、スポーツの”おもしろさ”や”大切さ”な
どを学び、ライフステージに応じたスポーツの楽しみ方と実践能力を習得する。
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（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（文理融合学部　経営学科）

科目
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授 業 科 目 の 概 要
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（文理融合学部　経営学科）

科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

英語リスニング＆スピーキング

　国際化時代の今日、日本国内外を問わず言語や価値観そして文化の異なる人々と英語を使って意思疎
通をはかることの重要性がさらに高まっている。その中での課題に柔軟に対応し、問題を解決するため
の実践的英語コミュニケーション能力の基盤を作ることを目標とする。学習者の英語力に合わせて効率
よく学習できる習熟度別クラス編成で、多様な種類の英語を理解するリスニング力と、自分の意志を適
切に表現するためのスピーキング力を相互に関連させながら、総合的に英語力の向上を図る。

英語リーディング＆ライティング

　国際化時代の今日、日本国内外を問わず言語や価値観そして文化の異なる人々と英語を使って意思疎
通をはかることの重要性がさらに高まっている。その中での課題に柔軟に対応し、問題を解決するため
の実践的英語コミュニケーション能力の基盤を作ることを目標とする。学習者の英語力に合わせて効率
よく学習できる習熟度別クラス編成で、多様な種類の英語を理解するリーディング力と、自分の意志を
適切に表現するためのライティング力を相互に関連させながら、総合的に英語力の向上を図る。

情報リテラシー

　超高度情報化社会においては、社会あるいはネットワーク上に散在する多様な情報の中から必要な情
報を得て、目的に適合するように処理し、活用していく能力は必須である。そのためには、コンピュー
タやネットワークを「道具」として使いこなせる能力が必要不可欠である。
　本科目では、情報処理に必要なソフトウェアの使い方、情報収集におけるインターネットの活用法な
どを演習を通して習得する。また、ネットワークやソフトウェアを利用する際の倫理について理解し、
地域の課題を複合的視点から発見・分析する上での基礎となる情報処理能力の習得を目的とする。

情報処理入門

　コンピュータの使用によって多種多様なデータの処理や解析が容易となっている。それら各種データ
処理は、専門課程での講義、演習、卒業研究時のみならず、社会の様々な分野で活用されており、その
使用法の学習は今日の情報社会において必須である。
　本科目では、単純集計、度数分布、散布度、クロス集計等の統計データやグラフ、それらの計算や作
成方法、質的データの読み方と基本的な整理方法、相関係数など基礎的統計や回帰分析の概念等につい
て、地域に散在する各種データをコンピュータを用いて分析し、複合的視点から問題点を発見できる基
本的な知識とスキルの習得を目的とする。

データ解析

　データ解析は、膨大な量の情報を集約し、様々な角度からその実体を把握する手法である。これは、
情報処理の中でも特に重要な技術で、今日の情報化社会では必要不可欠であり、また、工学系の諸分野
で広く応用されている。実際に行われているデータ解析では、確率分布に基づく統計的推定、各種の検
定の理論がその基礎となっている。本科目では、データ解析に必要な確率統計の初歩について学び、確
率統計に関する数学的な知識を実際のデータ解析で利用するための基礎的な能力を養う。

人工知能概論

　人工知能は、人間のような「知能」をコンピュータを利用して人工的に実現しようとする学問であ
る。本科目では、人工知能とは何かから始め、問題解決、探索、論理、推論、記号論理、意味ネット
ワーク、オントロジー、フレーム理論、オブジェクト指向、知識の不確実性、機械学習、ニューラル
ネットワーク、自然言語処理などの基礎知識について、多くの例題で学ぶ。この科目では、人工知能を
ビッグデータの処理や、言語理解、問題解決、意思決定などに利用するための基礎的な知識と技術を身
に付けることを目的とする。

阿蘇の自然と農業

　阿蘇に自生する植物には氷河時代の生き残りの種が多く見られ、大陸遺存植物といわれている。これ
らの中にはハナシノブ、ヒゴタイを始め園芸的に重要な種が多く、阿蘇の文化とも強く結びついてい
る。また、これらは阿蘇地域特有の農業形態である野焼きによって守られてきたが、近年その園芸的な
価値から乱獲や外国種の導入、畜産の衰退によって阿蘇固有種の存続は極めて困難な状況にある。これ
らの現状と保全、熊本県の農業や観光への有効な活用法について植物生態学、分類学、農学、社会学、
環境保全学的観点から解説する。この科目を通して、阿蘇が抱える地域社会の課題を多面的視点から分
析する能力を育成する。

九州の文化と観光

　全国的に知名度の高い温泉、古代にさかのぼる大陸との交流の歴史、阿蘇に代表される雄大な大自
然、こうした豊富な観光資源を背景として、観光産業は九州経済を支える重要な役割を担っている。九
州の観光においては国内外から旅行者を受入れる着地型観光が鍵を握っている。とりわけ、大陸に近い
という地理的条件を活かし、中国や韓国から旅行者を誘致することが期待されている。
　本科目では、まず九州の歴史を振り返りつつ九州の文化的特徴を理解した上で、この地域の地理的な
特徴がどのように作用して、現在の九州での観光の状況が生み出されているのかを理解する。九州にお
ける観光資源や文化財などの存在を理解し、その特徴や現在における課題を把握する。様々な観光のト
レンドを理解し、九州についてどのような取り組みが実際に行われているかを学ぶ。これらを通じて、
九州の文化と観光の課題を複合的な視点で発見する力を養うことを目的とする。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（文理融合学部　経営学科）

科目
区分

授 業 科 目 の 概 要
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目

自然災害と暮らし

　災害をもたらす自然現象をなくすことはできない。地震や水害など、自然がもたらす災害のリスクに
配慮した地域社会の構築のためには、分野を超えた多角的な考え方と取り組みが必要である。本科目で
は防ぎようのない自然災害からの被害を減じ、レジリエンシーが高く持続的なこれからの暮らし、産
業、まちづくりのあり方について考える。特に、熊本地震や多発する水害などの身近な事例を教材に、
自然災害がもたらす被害の実情、地域における防災や減災などについて考える。その中で、防災・減災
性を高めるための工学技術、柔軟で回復力の高い生産を可能にする農業生産、自助・共助・公助を基盤
にした持続的な社会の仕組みなど、これからの私たちの暮らしに欠かせない視点を養う。

コンピュータ概論

　超高度情報化社会に向けてICT（情報通信技術）の進化スピードは目覚ましく、次々に新しい概念や
技術、キーワードが誕生している。これらは、近年、情報系の専門分野のみならず、様々な分野に関連
してきており、各種専門分野を学んでいく上で必須の知識と言える。また、社会においても様々な活動
を行う中での一般常識となっている。
　本科目では、単にコンピューターに関する知識を学ぶだけでなく、デジタル情報処理の特徴や、その
有効な活用法などICT全般の基礎知識を習得するとともに、最新技術やキーワードあるいは近未来を創
造しながら、これらの知識を専門分野に限らず他分野の各種業務や地域の発展にどのように活用するこ
とができるかを複合的に捉える基礎知識の涵養を目的とする。

プログラミング入門

　コンピュータに仕事をさせるためには、仕事の手順をコンピュータが理解できる言葉で書かなければ
ならない。この言葉がプログラミング言語である。「プログラミング入門」では、プログラミング言語
として、Visual C#を用いる。Visual C#は商用のアプリケーションの開発にも用いられる大変強力なプ
ログラミング言語であるにもかかわらず修得が比較的簡単である。本科目では、変数、演算、制御構
造、配列などプログラミングを学ぶ上で必要な事柄について学ぶ。

工学概論

　工学は科学技術立国を支える基幹的学問の一つであり、特に、工業分野において重要な役割を果たし
ている。本科目では、工業の各分野に関する基礎的・基本的な知識を網羅的に習得し、現代社会におけ
る工業の意義や役割について学ぶ。この科目を通して、環境に配慮しつつ、工業技術の諸問題を主体的
かつ合理的に解決し、社会の発展を図る、創造的な能力と実践的な態度を育てる。

生命科学概論

　工学技術が生命科学の発展を支える現代社会において、生命の基礎的知識は必須である。本科目は生
命科学の発展背景と概念、構造、生物増殖と恒常性、環境相互作用などの解説後、生命現象と遺伝、膜
構造、エネルギー生産について解説、細胞内輸送や細胞骨格、情報伝達、細胞周期、ゲノムと進化など
の生命現象、組換え遺伝子概要、遺伝子診断・治療・再生医療など最新生命科学、先端医薬品開発技
術、生物とエネルギー資源や環境との関わりについても言及する。本科目を通して生命科学に関する基
礎的知識を養う。

微積分学

微積分学は、理工系では、極めて汎用性が高く、専門科目を学ぶ上での重要な数学的ツールとなって
いる。本科目では、微分法、積分法の基礎から発展までの内容を学ぶ。具体的には、指数関数、対数関
数、三角関数等の初等関数、数列と関数の極限等の基本から始まり、微分、不定積分、定積分について
学ぶ。さらに、応用として、関数のグラフの概形、テーラー級数展開、図の面積の計算法を学び、ま
た、発展した内容として、多変数関数に対する微積分である偏微分、多重積分を学ぶ。この科目を通し
て、微積分学の知識を理工系分野で活用するための基礎的能力を養う。

線形代数

線形代数は、理工系学問の基礎であり、また、文理の区別なく、様々な分野で各種データの分析に応
用できる数学的ツールでもある。本科目では、ベクトルと行列の基礎から応用までの一連の内容につい
て学ぶ。具体的には、ベクトルの定義と演算、ベクトル空間、内積・外積、行列の定義と演算、行列式
の定義と性質、連立一次方程式の解法、逆行列の計算、余因子、線形写像、アフィン変換、固有値と固
有ベクトル、行列の対角化などについて、数値例で学ぶ。この科目を通して、線形代数の知識を理工系
分野で活用するための基礎的能力を養う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（文理融合学部　経営学科）

科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

理

工

系

基

礎

科

目

応用数学

自然科学や工学などの分野では、多くのシステムの振る舞いが数学的に表現でき、そのような数学モ
デルをもとに解析が進められる。本科目では、理工系分野で、現象を説明したり、解析したりする時に
必要となる数学の３つの分野、すなわち、（１) 常微分方程式、(２) 複素関数、(３) フーリエ・ラプ
ラス変換について、その基礎から応用までを学ぶ。特に、講義では、数学の理工学への応用に力点を置
き、具体的な例をなるべく多く取り入れる。この科目を通して、応用数学の知識を理工系分野の諸現象
の理解に活用するための基礎的能力を養う。

社会学概論

　社会学は社会の集団を通じて、その仕組みや人々の行動について考える学問であり、現代においてま
すます重要な研究分野となっている。私たちが生きている現在の社会で起きている様々な「社会現象」
を分析し、考察していくためには、十分な道具を備え、利用方法を身に付けておく必要がある。
　本科目は、様々な事象を社会という視点から具体的に捉え、考えるために必要な道具である「社会
学」の用語や概念を修得することを目標とする。これを通じて、我々にとって最も必要とされる社会の
現状に目を向け、理解する能力や客観的に物事を分析する力等を身に付け、社会学の視点から地域の課
題を捉えて発見する力を養うことを目指す。

心理学概論

　心理学に関心を持つ人は多いが、その領域は非常に広く、「ひとの心」という捉えどころのないもの
を扱っている分野である。
　本科目は、心理学を初めて学ぶ学生を対象とし、心理学の基礎的な概念や理論、研究法を学び、心理
学とはいかなる学問であるかを正しく理解することを目的とする。心理学の歴史や代表的な理論、研究
者を紹介し、心理学の諸領域を基礎から応用まで広く概観していく。知覚、認知、学習、発達、社会、
臨床、パーソナリティなど心理学の諸領域の代表的研究を紹介することを通して、その全体像を掴み、
複合的にひとを見る視野を養うとともに、心理学の視点から地域の課題を発見する力を身に付ける。

経営学概論

　本科目は、経営学科における学びの基礎となる必修科目であり、経営学の全体像を掴むための基本的
な経営学から講義を進める。特に、国際的なビジネス感覚、経営管理や経営組織を身に付けるために必
要な経営学の基礎的な知識を身に付けることを目的とし、経営とはなにか、企業とは何か、経営資源と
は何かなど、経営学を学ぶ学生に対しての基本的な概念と、現代社会に生じている実際の問題点につい
て講義し、自ら考えていく姿勢も養っていくことを目的とする。そして、この科目を通じて地域社会か
らグローバル社会に至るまで、社会の課題を多面的な視点でとらえ分析していく力を養成するための基
盤・根幹を育成していく。

経済学概論

　本科目は、経営学科における学びの基礎となる必修科目であり、経済学と国際経済学の基礎を学ぶ。
経済学においては、ミクロな視点から個別の市場の需要と供給について、マクロな視点から国全体の経
済について景気変動を理論的に分析する方法を学ぶ。同様に、国際経済学においても、ミクロの視点と
マクロの視点を通じて身近に生じている経済問題を、経済学的に分析していく力を養っていく。そし
て、理論的な視点・手法を身に付けることにより、現代の経営学の基礎と、社会的課題に対するアプ
ローチの仕方を学び、自分自身で考えて分析していくための基礎力を身に付けていく。

会計学概論

　本科目においては、会計処理を適正に行って企業の社会的責任を果たす視点をもち、適切な会計情報
の提供と効果的な活用について、組織の一員としての役割を果たすことができるようにすることをねら
いとしている。
　本科目は、財務会計について扱う。企業が株主や債権者などの外部の利害関係者に関して経営成績や
財政状態を報告する目的で実施している財務会計について、企業会計原則を中心としつつ商法計算規定
その他の会計法令にも言及して、総合的かつ体系的に解説する。財務会計の学習と研究に際しては、企
業が会計処理と財務諸表の作成・公開にあたって準拠するべきルールとされている会計基準を深く理解
する必要がある。このため、証券取引法や商法の下で企業が財務会計を行う場合に基本となる会計基準
をできる限り包括的に取り上げ、その具体的な内容を説明する。この科目を通して、経営学の基礎を学
び、社会の課題を多面的視点で分析する能力を育成する。

政治学概論

　現代日本における政治の諸課題の探究によって、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で
民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を育成することを、本科目の目
的とする。民主政治の本質とは、公民としての市民による政治と市民のための政治を指す。前者は、合
意形成や社会参画を視野に、より積極的な役割を果たす主体としての公民的資質の養成である。後者
は、現実社会の諸課題を解決して、より良い社会、政治の実現を目標とすることの認識の養成である。
これらの養成のために、本科目では、具体的には政党政治や選挙、国家本質・機能などの観点から、望
ましい政治の在り方及び主権者としての政治参加の在り方について考察する。この考察では、世界の主
な政治体制（アメリカ、イギリス等）と関連させて取り扱うことにする。なお、政治学と関連する範囲
内で、コーポレート・ガバナンスについても取り上げる。この科目を通して、経営学の基礎と社会的課
題の多面的理解を目指す。

倫理学概論

　現代の倫理的諸課題を広く深く探究する活動を通して、人間としての在り方生き方について思索を深
め、平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者として必要な公民としての資質・能力を養うことを目
指している。
　本科目では、代表的な先哲の思想を通して、自分自身で考え、判断できる倫理的能力を身に付けるこ
とに力を入れている。倫理学は、先哲の諸思想を知っているだけでは意味がない。その時の状況に応じ
て、日々の生活のなかで、自分自身の課題として受けとめ思索し、最善の価値判断ができるようになる
必要がある。したがって、講義では、歴史的な主要思想家の理論を説明しながら、抽象的な議論に終始
することなく、具体的な事例を挙げて、多様な視点からともに考えていくように努める。学生諸子の自
己実現に寄与できればと考えている。主要哲学者のなかでは、西欧の思想家の理論に重点を置く。な
お、経営倫理学の領域にも言及する。この科目を通して、経営学の基礎と社会的課題の多面的理解を目
指す。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（文理融合学部　経営学科）

科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

ミクロ経済学

　本講義は、ミクロ経済学分野に関わる諸課題を解決する構想を通して、グローバル化する国際社会に
主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を育成す
る。特に、ミクロ経済分析を中心に消費者行動と企業活動に関する基礎理論の修得を主たる授業目標と
し、企業は、何をどれだけ､どのように生産し､どのようにして利潤を極大化するのか、などについての
理解を深めることも授業目標とする。また、ミクロ経済学は価格理論とも言われる。これは、家計が与
えられた所得内で効用の最大化を行い、企業が利潤の最大化及び費用の最小化を行うが、その時に価格
がどのように決定され、需要量と供給量がどのように決定されるかもミクロ経済学の最大関心事であ
り、これについて学ぶ。この科目を通して、社会・環境面に配慮しながら、専門的視点で、企業経営の
収益の向上を考える能力の育成を目指す。

マクロ経済学

　本講義は、マクロ経済学分野に関わる諸課題を解決する構想を通して、グローバル化する国際社会に
主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を育成す
る。本講義では、分析ツールとして、ケインズ経済学と新古典派経済学を融合した「新古典派総合経済
学」を主に学ぶが、国民所得の決定及び経済政策論等を学問対象とするマクロ経済学（所得分析）も学
ぶ。これらの経済学の基礎理論を用いて、現実の問題を平易に分析し、問題点を解明し、解決策を論ず
る。日本経済で取り上げる問題は、バブル経済、不良債権問題、産業の空洞化、構造改革、円高不況等
である。また、国際経済の分野では、南北問題、ＥＵの市場統合と現状、国際通貨問題等である。この
科目を通して、社会・環境面に配慮しながら、専門的視点で、企業経営の収益の向上を考える能力の育
成を目指す。

国際政治学

　現代の国際政治の諸課題の解決に向けて構想することを通して、グローバル化する国際社会に主体的
に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を育成すること
を、本科目は目的とする。そのためには、他の主要な政治体制との比較対照が重要である。第一世界の
先進国と第二世界の旧社会主義国との間には、第二次大戦後、冷戦という問題が存在した。冷戦終結後
はグローバル化のなかで、第二世界でも市場経済化の効用とその弊害という問題が現出した。第一世界
と第三世界の発展途上国との間には、戦後、南北問題が存在した。冷戦終結後は、第三世界でも市場経
済化の効用とその弊害が現出した。世界的な市場経済化の弊害として、地球環境問題、貧国、格差、過
重労働などの問題があり、その処方箋も検討したい。また、グローバル化のなかで、第二、第三世界で
民主主義が定着したのかどうかも、考察の対象にすえたい

インターンシップ

　インターンシップは、学生が在学中に企業等において自らの専門分野や将来の進路に関連した就業体
験を行う制度である。インターンシップを経験することにより高い就業意識を身に付けることができる
とともに、大学での学習意欲の向上につながる効果がある。さらに、将来の進路選択において自らの適
性や能力について実践的に考える良い機会となる。実習先での担当者は日常業務をしながら、学生への
指導・助言を行う。従って、実習先での業務を妨げないような配慮や、社会人としてのルールを守った
行動が必要である。この科目を通して、社会・環境面に配慮しながら、専門的視点で、企業経営の収益
の向上を考える能力の育成を目指す。

日本経済史

　本講義は、わが国の経済分野に関わる諸課題を解決する構想を通して、グローバル化する国際社会に
主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を育成す
る。本講義では、経済学の基礎理論を用いて、戦後復興後の日本経済の歴史を概観することを通して、
企業経営で活躍するための基礎的知識を修得し、あるべき経済社会を模索するための力を修得すること
を目的とする。具体的には、１９５５年からの高度経済成長、オイルショックと世界同時不況、バブル
景気、バブルの崩壊、失われた２０年間、グローバル資本主義のなかでの今後の日本経済の行方とある
べき姿について講じていくことにしたい。この科目を通して、社会・環境面に配慮しながら、専門的視
点で、企業経営の収益の向上を考える能力の育成を目指す。

地域企業家論

　日本国の地方における人口減少は歯止めがかからず、地方経済の衰退は大きな問題である。地域のあ
らゆる問題の原点について人口減少、少子化、高齢化、教育、医療、産業などあらゆる角度から検証し
て行く。
　地域の現状を理解した上で、地域の中でも創意工夫し力強く業績を伸ばし、地域経済を支えている事
業体は数多くあることを学習する。
　またこれらの事業体を研究分析することから見えてくる地域企業家の特徴や考え方、地域とのつなが
りなどを知ることから、創造的地域再生のできる考え方を身に付ける。この科目を通して、社会・環境
面に配慮しながら、専門的視点で、企業経営の収益の向上を考える能力の育成を目指す。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（文理融合学部　経営学科）

科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

経営管理論

　本科目では企業における管理の問題、特に「他者を通じて物事を成し遂げる」マネジメントの本質
を、多面的に理解することを目指して学習していく。管理という活動は、組織のあらゆる階層、並びに
職能領域で必要とされるが、企業が大規模化すればするほど、あるいは階層の上層ほど、必要性が高ま
る職能である。これらに関する代表的な経営管理の諸理論について、具体例を取り上げながら、理論と
実践とのつながりについての理解を深める。この科目を通して、社会・環境面に配慮しながら、専門的
視点で、企業経営の収益の向上を考える能力の育成を目指す。

マーケティング論

　マーケティングとは、個人・企業あるいはその他の組織が消費者のニーズを具体化し（製品、サービ
ス、そしてアイディアという形をとる）、その具体化したものを消費者に伝達する一連のプロセスを研
究する学問である。そして、それは消費者と企業組織間の情報と製品の流れを考察し、それを効率よく
行うにはどうしたらよいか、という目的意識を強く持った学問である。講義と学習のポイントは、マー
ケティング問題の本質を見抜き、考え抜くベースの提供である。それに加えて、現実のマーケティング
事象の問題把握、問題解明の能力を養う。

グローバル企業家論

　本科目では、グローバル化の進む世界情勢の中で、世界展開を目標に進出している大企業、人手不足
やコストの面から海外進出をする企業など、さまざまな戦略の元に海外展開をする企業の経営者に視点
を当てて学ぶことを目的とする。現在の世界は人、物、金、情報が瞬時に自由に動く時代となり、国際
競争もますます激化している。このような中、宗教、文化、言語、法制度の違う世界でビジネスを成功
させてきた企業家の精神、考え方を学ぶことで、グローバル展開に必要なことをあらゆる角度から検証
し学ぶ。この科目を通して、社会・環境面に配慮しながら、専門的視点で、企業経営の収益の向上を考
える能力の育成を目指す。

経営組織論

　本科目では、社会における組織の重要性とその中で働く人の問題を理解することを目的として講義を
進める。現代は「組織の時代」といわれ、人は様々な組織に属している。本科目では、主として組織構
造等に関するマクロ組織論について学ぶ。これらに関する代表的な経営理論について、社会経験のない
大学生でも理解できるように、具体的実例やトピックを取り上げ、理論と実践とのつながりについての
理解を深めることを目的とする。この科目を通して、社会・環境面に配慮しながら、専門的視点で、企
業経営の収益の向上を考える能力の育成を目指す。

ブランド論

　本科目では、ブランドの機能、その採用と管理、消費者による認知等について検討する。ブランドを
通じて消費者とどのようなコミュニケーションをはかりうるのかを考える。ブランドのマーケティング
論における位置付けは製品戦略の一環である。しかし、本科目では、製品戦略に止まらず、価格戦略、
チャネル戦略、プロモーション戦略を架橋するマーケティング全般に関わものとしてブランドを捉えら
れるようになることを目標にしている。この科目を通して、社会・環境面に配慮しながら、専門的視点
で、企業経営の収益の向上を考える能力の育成を目指す。

産業組織論

　本科目は、産業組織論に関わる諸課題を解決する構想を通して、グローバル化する国際社会に主体的
に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を育成する。
　本科目では、企業行動を理解するために、経済学において提示された概念と構築された理論体系であ
る産業組織論を学習する。産業組織論は、ミクロ経済学を企業行動に適用したものであり、この産業組
織論の概念と理論を用いて、現代の産業政策がどのように産業構造や企業行動に影響を与えているかを
分析する。最終的には、望ましい経済・産業政策について提言できるようになることを目標とする。
この科目を通して、社会・環境面に配慮しながら、専門的視点で、企業経営の収益の向上を考える能力
の育成を目指す。

金融論

　本科目では、金融の働きと仕組みの理解を深めることを目的とする。実体経済を背後で支えるものが
金融であり、金融抜きではいかなる経済体制も成り立たない。金融の基礎を理解するために必要な基礎
的知識について講義する。金融経済を理解するために必要な基礎的知識、すなわち資金循環、貨幣需要
供給、金融制度、金融政策、国際金融為替相場等について検討する。また企業金融に即した基礎的知
識、ファイナンス、証券投資分析、金融システム、デリバティブ等について考えていく。
　金融に関する技術変革と企業経営に関する金融の役割にも触れることは、金融を通した経済活動の活
性化を学ぶためにも必要なことである。この科目を通して、社会・環境面に配慮しながら、専門的視点
で、企業経営の収益の向上を考える能力の育成を目指す。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（文理融合学部　経営学科）

科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

サービスマーケティング

　本科目では、高度知識社会におけるサービス経済化に対応できる能力を涵養することを目的とする。
いまやモノであっても何らかのサービスが付随していたり、ハイブリッド化している。講義では、
「サービス・マーケティング・ミックス」、「サービス・マネジメント・システム」、「サービス・プ
ロフィット・チェーン」などサービスマーケティングの基礎知識について学ぶ。特に、サービス組織の
内部的活動と、組織が対応している外部市場での顧客の行動に焦点を当て、顧客と従業員とのサービ
ス・エンカウンターの重要性を学ぶ。この科目を通して、社会・環境面に配慮しながら、専門的視点
で、企業経営の収益の向上を考える能力の育成を目指す。

流通論

　流通論では、以下の４つの観点から講義目標を構成している。第１に、日本の流通研究に大きく影響
を与えている先行研究の理解である。第２に、日本の流通構造や取引慣行などの分析を踏まえて、現実
的な流通政策やその市場成果について概観する事である。第３に、ＳＮＳを利活用した新しい流通論の
特質や問題点について理解することである。最後に、新しい知識がどのように創造されるか知識創造の
分析枠組についても解説を行ない流通論の理解を深める。この科目を通して、社会・環境面に配慮しな
がら、専門的視点で、企業経営の収益の向上を考える能力の育成を目指す。

コーポレートファイナンス

　本科目では、コーポレートファイナンスの全般を扱う。企業が特定の事業に対し、投資決定すること
を投資政策という。次に投資に要する資金をどのように調達するのかを決める。銀行から借りるのか、
株式を発行して市場から調達するのかの決定であり、これを財務政策という。このうち株式の発行によ
る資本調達した際に、株主に配当して還元するのか、社内に内部留保として再投資に備えるのか等の意
思決定を配当政策という。以上を要素としてコーポレートファイナンスという。企業にとっては企業価
値の最大化が目標であり、この目標達成のため企業金融政策の妥当性を判断できるようになることが、
この授業の目標である。この科目を通して、社会・環境面に配慮しながら、専門的視点で、企業経営の
収益の向上を考える能力の育成を目指す。

管理会計

　この科目においては、経営管理を適切に行って企業の社会的責任を果たす視点をもち、経営管理に有
用な適切な会計情報の提供と効果的な活用について、組織の一員としての役割を果たすことができるよ
うにすることをねらいとしている。企業会計の領域は、情報利用者の情報利用目的の観点から、財務会
計と管理会計に分けることができる。
　管理会計は経営管理者のための会計であって、経営者が経営管理を担当する企業とはどのような組織
か、その目標は何か、経営者は企業経営上、どのような役割を果たすのか、したがってどのような情報
を必要とするか、について講義の中で説明する。近年の研究・教育現場では管理会計とコーポレート・
ファイナンスとの垣根はなくなっているようにみえる。近隣分野の動向も踏まえ、管理会計の課題・方
法を解説する。この科目を通して、社会・環境面に配慮しながら、専門的視点で、企業経営の収益の向
上を考える能力の育成を目指す。

経営戦略論

　本科目では、激変する経営環境の中で、理論・ツールを使いこなし企業の方向性を策定する能力を涵
養することを目的とする。商品のライフサイクル短命化により、継続事業体であるべき企業の寿命も短
命化している。日本経済の成長が高かった時代には目立たなかった経営格差も、いまや経営戦略の良否
によって拡大してきている。本科目では、「経営戦略の策定フレームワーク」から、経営理念、経営目
標、外部環境・内部経営資源の分析、そして戦略代替案の作成、方向性の選択、それに基づいた具体的
個別戦略にいたる経営戦略の一連の流れを学ぶ。この科目を通して、社会・環境面に配慮しながら、専
門的視点で、企業経営の収益の向上を考える能力の育成を目指す。

人的資源管理論

　製品やサービスの企画・設計、生産、販売など企業活動の中で、「人材」は重要な役割を担ってい
る。つまり、人材としての人間は、自己の職務能力を発揮しながらその遂行を行っているのである。こ
のような観点から、人間の能力やそれを測定するテスト・バッテリーについて理解し、さらには職務遂
行の原動力となるモチベーション理論について理解した上で、人材が自己の能力を十分に発揮できる職
場環境を構築するための方策について考察していく。また、企業において実施されている人材の育成や
能力開発の事例についても紹介する。

組織行動論

　本科目では、社会における組織の重要性とその中で働く人の問題を理解することを目的とする。現代
は「組織の時代」といわれ、人は様々な組織に属している。本科目では、動機付けや意思決定、そして
グループ行動問題に焦点を置くミクロ組織論をメインにしながら、組織構造、テクノロジー、職務設計
などのマクロ組織論にも言及する。これらに関する代表的な経営理論について、具体的な実例やトピッ
クを取り上げ、理論と実践とのつながりについての理解を深める。

ビジネス倫理学

　現在のグローバル資本主義の時代には、企業の活動は経済的収益を上げることだけではなく、社会
面、環境面への配慮が求められている。社会的人権の尊重とともに、地球環境保護や生物多様性の保護
に努めていかなければならない。つまり、昨今注目されている企業の社会的責任、ＣＳＲである。広い
視野に立ち、人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念に基づいた経営であり、持続可能な社会づくりの
観点から地球規模の諸課題を解決することが企業には要請されているのである。
　ビジネス倫理学では、具体的には、ＣＳＲの定義、企業の社会貢献活動、社会的責任投資、ＣＳＲと
環境、ＣＳＲとグローバル化等を扱う。

英語で教えるビジネス講座

　１９８９年１２月に冷戦が終結し、鉄のカーテンも崩壊した。これ以降、世界的な市場経済化が形成
されていった。１９９０年代よりグローバリゼーションの時代になり、日本の企業も海外での展開が盛
んになった。一方で日本国内では外資系企業の展開が顕著になった。共通語としての英語の需要が高
まってきている。特に様々なビジネスシーンを想定した英語で教える講義にしている。この科目を通し
て、社会・環境面に配慮しながら、専門的視点で、企業経営の収益の向上を考える能力の育成を目指
す。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（文理融合学部　経営学科）

科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

スポーツ学入門

　本科目では、健康の維持増進の手段としてのスポーツの科学的基礎と応用及びスポーツビジネスへの
展開を学ぶことによって、スポーツの将来性を考えることを目的とする。まず、私たちがスポーツを日
常生活に取り入れることの意義を概説する。すなわち、スポーツの生理学的基礎及び健康の保持・増進
という視点からスポーツ理論を学修する。更に、健康志向の中でスポーツは重要なサービスとして急成
長しているため、スポーツビジネスの視点からも考察する。この科目を通して、社会・環境面に配慮し
ながら、専門的視点で、スポーツビジネスの収益の向上を考える基礎的能力の育成を目指す。

スポーツ健康ビジネス論Ａ

　本科目の授業目的は、次の２つである。１つは、文化としてのスポーツを理解し、指導者の役割を知
ることである。２つは、科学的トレーニング方法を理解し、スポーツに必要な医学的知識を身に付ける
ことである。前者においては、「健康で文化的な生活」のためのスポーツの重要性の認識である。後者
においては、近年、スポーツは単なる精神論ではなく、科学的なトレーニング法が重要になってきてい
ることの認識の養成である。このように、文化、科学をキーワードにして本科目は構成されている。こ
の科目を通して、社会・環境面に配慮しながら、専門的視点で、スポーツビジネスの収益の向上を考え
る能力の育成を目指す。

スポーツ健康ビジネス論Ｂ

　本科目では、スポーツや健康活動において組織運営に必要な基礎知識を学修することにより、リー
ダーとしての能力を涵養することを目的とする。健康志向・余暇志向により、地域スポーツ活動おける
リーダーとして活躍できる人材が必要とされている。そのため、単にスポーツ経験を有するだけでは十
分ではない。したがって、指導者の役割のあり方や、トレーニング論の基礎、ジュニア期のスポーツ等
のトピックスについても言及する。この科目を通して、社会・環境面に配慮しながら、専門的視点で、
スポーツビジネスの収益の向上を考える能力の育成を目指す。

トレーニング論

　本科目は、以下の四つの方法、能力の修得を目的として開講している。
①スポーツにおけるテクニカルスキル・トレーニングの方法を修得する。
②スポーツにおけるフィジカル・トレーニングの方法を修得する。
③スポーツにおけるメンタル・トレーニングの方法を修得する。
④運動・スポーツ現場において、３つの（スキル・フィジカル・メンタル）トレーニングを実践できる
能力を修得する。
　さらに運動・スポーツに関わるビジネスにおいて、これらの能力がどう活きてくるかについても、模
索していく。

スポーツ組織論

　本科目では、最初に、スポーツ組織論の基礎となる日本人のスポーツ観や組織論そのものについて理
解する。組織論の基本となるマクロ（組織レベル）視点の問題とミクロ（個人）視点の問題を統一的に
把握できる概念の特質を理解する。次いで、マクロ的視点から、スポーツ組織の戦略的選択の問題や組
織デザインの方法やポイントを理解する。最後に、ミクロ的視点から、スポーツ組織の事業再生（ター
ンアラウンド）、ＰＤＣＡサイクルを理解する。個別具体的成功事例は、随時、取り上げる。この科目
を通して、社会・環境面に配慮しながら、専門的視点で、スポーツビジネスの収益の向上を考える能力
の育成を目指す。

 

スポーツ健康ビジネス論Ｃ

　本科目の目的は、次の２つである。１つは、スポーツと栄養を理解し、指導計画と安全管理ができる
知識を身に付けることである。２つは、ジュニア期の特徴を理解し、地域におけるスポーツのあり方を
知ることを目的とする。この２つの目的を踏まえながら、本科目は、スポーツ医学、スポーツ科学の知
識を生かして、指導出来るようなスポーツ指導員を養成することにしている。

スポーツマネジメント論

　本科目では、経営学の視点でスポーツを見直し、ビジネス化を考える能力を涵養することを目的とす
る。健康増進等を目的とする「アマチュアスポーツ」を中心に発展してきた日本のスポーツは、国の財
政削減、企業スポーツの衰退により存亡の危機にある。「アマチュアスポーツ」の普及にもつながるプ
ロスポーツ産業が成長するためには、普通の企業同様に、経営戦略を立案・実行して自立する必要があ
る。スポーツが永続し社会的貢献を果たすためにも、経営の安定性が必要である。経営学的側面からス
ポーツマネジメントを論じる。この科目を通して、社会・環境面に配慮しながら、専門的視点で、ス
ポーツビジネスの収益の向上を考える能力の育成を目指す。

コーチングアシスタント概論

　科学技術の発達した現代においては、アスリートの育成では、単なる精神論ではなく、栄養学、医学
両面からの支援が重要になってきている。コーチングの役割、知識・スキル、倫理等の理解に努める。
その上で、グッドコーチングのためには、近年、医学知識、科学的知識、栄養学の知識とその活用が必
要になってきており、これらの領域の学習を重点的に行っていく。本科目では、特に、コーチングの役
割、知識・スキル、法的責任、コーチングの倫理、コンプライアンス等を講義する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（文理融合学部　経営学科）

科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

コーチング法

　科学技術の発達した現代においては、アスリートの育成では、単なる精神論ではなく、栄養学、医学
両面からの支援が重要になってきている。コーチングの役割、知識・スキル、倫理等の理解に努める。
その上で、グッドコーチングのためには、近年、医学知識、科学的知識、栄養学の知識とその活用が必
要になってきており、これらの領域の学習を重点的に行っていく。本科目では、特に、心のトレーニン
グ、スポーツと栄養、スポーツに関連する医学的知識等を講義する。

スポーツイベント論

　本科目では、スポーツイベントにおける理論と実践の融合を行う能力を、涵養することを目的とす
る。そのために、スポーツ及びスポーツイベントを経営学的視点で理解し、分析することにする。すな
わち、サービス商品としての当該スポーツの歴史・ルール・顧客（ファン）・施設等の背景を理解した
上で、スポーツイベントのあり方を学ぶ。そこでは、スポーツマーケティングの知識を活かして、現場
で個別具体的な方策を策定し、実行する。この科目を通して、社会・環境面に配慮しながら、専門的視
点で、スポーツビジネスの収益の向上を考える能力の育成を目指す。

スポーツマーケティング論

　本科目では、スポーツの顧客（ファン）のニーズを把握し、スポーツサービスを提供する方法を学修
することを目的とする。それはスポーツそのもの、関連製品やサービスのマーケティング活動を含む。
大きく分類すると、放映権、スポンサーシップ、入場料収入の３本柱を学ぶ。その上で、スポーツイベ
ントの開催・協賛、リーグやクラブの事業戦略、ブランディング企画、商標等のライセンスビジネス、
選手契約、スポンサー契約、肖像管理等のテーマも扱う。スポーツマーケティングの実際について、理
論的に考察する方法を学修する。この科目を通して、社会・環境面に配慮しながら、専門的視点で、ス
ポーツビジネスの収益の向上を考える能力の育成を目指す。

アグリビジネスフィールド演習

　本科目では、アグリビジネスへの橋渡しとして現場体験を行うことより農学に対して親しむことを目
的とする。アグリビジネスにおいて農業の現場を体験し、生産の状況や環境を理解することは極めて重
要である。この現場での作業にはグループでの協力が必要となるため、実際の作業を通じてのグループ
行動やリーダシップを身に付ける。本科目では動物生産、植物生産、農産加工を実際に体験する。動物
生産の現場では、実際に動物と触れ合い、動物管理を体験し、植物生産の現場では、実際に圃場管理、
収穫等の農作業の体験を行う。さらに、農産加工では生産された農産物を加工し、製品化する過程を実
際に経験して、農業全般の理解を深める。

農業経済学

　本科目では、日本の農業は農業従事者の減少、食料自給率の低下、農業従事者の高齢化など、様々な
問題を抱えていることから、一つ一つの解決策やこれまでの対策について解説を行う。また、私たちの
生活に密接している農業は、われわれの経済活動において不可欠であり、特に農業県である熊本県では
早急にこれらのあり方を考察する必要がある。本学科ではアグリビジネス分野の科目も多いことから、
これらの諸問題において、経済学的手法を用いて理解を深めることを目的とする。この科目を通して、
社会・環境面に配慮しながら、専門的視点で、アグリビジネスの収益の向上を考える能力の育成を目指
す。

農業環境論

　本科目では、農業を取り巻く環境を学修し、農業の持続的な発展に寄与する能力を涵養することを目
的とする。農業活動における環境汚染は硝酸性窒素による地下水や河川の汚染、除草剤による生態系の
破壊等深刻な問題を抱えている。更に、農地減少による地下水の枯渇、環境緩和機能の低下も社会的な
問題である。これらを解決する、環境に配慮した農業技術の開発や農業形態の改革は急務である。講義
では農業の多面的機能を理解し、有機農法や自然エネルギーを利用した省エネや、遺伝子組換え植物に
ついて事例を示しながら解説する。

国際農業経済

　農業経済学においては、主に日本の中心理解を深めていくが、本科目では、世界全体に着眼して日本
と諸外国の農業経済について理解を含める。日本では様々な食材が各国から輸入され、少子高齢化が進
んでいる一方で、世界的には人口が増加しており、食料過剰と食料不足の差が広がっているのが現状で
ある。特に、経済成長が著しい中国のマーケットや東南アジアを中心に、これら諸問題において、経済
学的手法を用いて今後の世界の農業経済について理解を深める。この科目を通して、社会・環境面に配
慮しながら、専門的視点で、アグリビジネスの収益の向上を考える能力の育成を目指す。

園芸セラピー

　園芸セラピーは、心や体をより健康に健全にするためのセラピーである。植物の可能性は様々である
が、主に、衣類、食料、住居のみならず医薬品など多岐にわたっている。本科目では、主に人の心を豊
かにする趣味あるいはセラピーに注目し、人の体の健康や、心の健康について考察する。様々な分野を
取り入れることで園芸セラピーの可能性について追求する。その実践には、農業、園芸、医療、福祉な
ど様々な分野の知識も必要になるため、総合的な知識も習得することを目的とする。

農業政策論

　本科目では、農業に生じている様々な問題についてどのような政策が用いられているのか、世界的な
政策と国内における政策について理解を深める。主な目的としては、食料生産の安定化、増産、農家の
保護、食料自給率の向上、新しい農業技術にも着眼し、解説をおこなう。特に本学科がある熊本県は農
業県であり、農業政策に関連する地域資源、環境保全、阿蘇の世界農業遺産があるなど、注目される課
題が多く、どのような政策や活動が行われているのかを解説する。この科目を通して、社会・環境面に
配慮しながら、専門的視点で、アグリビジネスの収益の向上を考える能力の育成を目指す。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（文理融合学部　経営学科）

科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

植物機能論

　本科目では、植物の生物多様性を学び、アグリビジネス・環境ビジネスにつながる経済的価値を見出
す能力を涵養することを目的とする。植物は食料品、医薬品、嗜好品、工業原料等、人間の生活を支え
ている。講義では、直接的な利用だけでなく、生物多様性から間接的にもたらされる生態系サービスも
学ぶ。すなわち、植物の環境緩和機能を利用した化学物質、重金属等で汚染された水や土壌の浄化、室
内の空気の浄化や潤いを促進する室内緑化、屋上緑化を利用したヒートアイランド現象防止等、植物や
生態系を利用した経済的価値について学ぶ。この科目を通して、社会・環境面に配慮しながら、専門的
視点で、アグリビジネスの収益の向上を考える能力の育成を目指す。

アロマセラピー講座

　日常的な生活の中でも、我々は花の香り、森の香り、果物の香りなど多くの香りに触れており、これ
らは様々な心の癒しや健康に利用されている。本科目では、植物から抽出したエッセンシャルオイルを
使った、心身の健康、リラクゼーション、ストレスの解消などのほか、鎮静作用や集中力の向上など、
アロマセラピーの可能性について考察を行う。また、香りの調香師であるパフューマー、食料香料を調
香するフレーバーなど、我々の身近にある香りに関する可能性と職業についても理解を深める。

資源経済学

　本科目では、一般的な経済学を身に付けた上で、様々な資源に注目しながら経済学と結びつけること
を目標とする。具体的には本学科の特徴であるスポーツビジネス、アグリビジネス、企業経営分野の他
にも、観光資源などにも注目し、解説を行う。特に熊本県には世界農業遺産に認定された阿蘇地域、水
資源を地下水で賄っている熊本市、島嶼部の天草地方など、自然資源や観光資源が多く、実際の各分野
における事例などの紹介をしながら、これらの資源の持続可能性についても考察する。

環境政策論

　本科目では、地球規模あるいは局所的に生じている様々な環境問題についてどのような政策が用いら
れているのか、最近の具体的な動向に注目して理解を深める。特に本学科がある熊本県では世界農業遺
産に認定された阿蘇地域、また、阿蘇を中心に生育する様々な固有動植物、水資源を地下水で賄ってい
る熊本市があり、企業、地方公共団体や非営利団体（ＮＧＯ、ＮＰＯ）が具体的にどのような政策や活
動を行っているのかを解説する。

アグリマーケティング論

　戦後、農産物は食料としてお腹を満たすため、生きていくための対象であった時代から大きく変化し
てきた。また、農産物とひとくくりでは考えにくい点を米、野菜、肉、花などそれぞれの流通の特長、
特色を分析することで今後の流通の動向を考えてみる。さらに、ＪＡや市場流通から生協などの仕組
み、大型量販店、直売所、ネット販売など多様な流通の仕組みを理解することで、６次化と言われる今
後の農業、農産物の方向性を考える。また近年、注目されている農産物の輸出についても、現状と課題
を整理して学ぶ。この科目を通して、社会・環境面に配慮しながら、専門的視点で、アグリビジネスの
収益の向上を考える能力の育成を目指す。

先端植物機能論

　本科目では、植物の生物多様性を学び、これまでに学んだアグリビジネス・環境ビジネスにつながる
経済的価値を見出す能力に加え、先端的な生化学、遺伝子組み換え食品などに関連する分子生物学につ
いてもある程度の理解を深めることを目的とする。特に近年分子生物学分野の技術を利用した、遺伝子
組み換え植物が多く生産されるようになり、その安全性なども議論されている。本科目では遺伝子組み
換え植物について、どのような議論がなされているのか、あるいは今後の農業がどのように生かされて
いくのか、これからの植物と人間との関わり方について考察する。この科目を通して、社会・環境面に
配慮しながら、専門的視点で、アグリビジネスの収益の向上を考える基礎的能力の育成を目指す。

地域計画論

　地域計画に関して、将来像を構想しながら、これまでの、あるいは構想により生じる問題についての
対処を科学的手法を用いて行われてきた様々な計画、政策と実践について解説する。さらに地域に焦点
を当てた町づくり、都市計画，地域計画について、九州あるいは熊本県の特色ある風土に関連付けて考
察する能力を身に付けることを目的とする。特に熊本県には、世界農業遺産に認定された阿蘇地域、ま
た、阿蘇を中心に生育する様々な固有動植物、水資源を地下水で賄っている熊本市があることから、熊
本を中心に地域計画についての解説を行う。この科目を通して、社会・環境面に配慮しながら、専門的
視点で、地域計画における政策と実践について考察できる基礎的能力の育成を目指す。

地域農業論

　日本の農業は農業従事者の減少、食料自給率の低下、農業従事者の高齢化など、様々な問題を抱えて
いる。特に農業県である熊本県は稲作のほか、スイカ、イチゴ、い草など様々な特産品があり、ブラン
ド価値の高いものも数が多い一方、先に述べたように農業の高齢化などの問題も多い。これらを解決す
るために労力の低い新たな農業や、新規従事者が増えるような地域独特の農業について考察し、観光や
資源と結びつけて今後の農業について考察を行う。この科目を通して、社会・環境面に配慮しながら、
専門的視点で、アグリビジネスの収益の向上を考える能力の育成を目指す。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（文理融合学部　経営学科）

科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

アグリビジネス論

　本科目は、一口に「農業」と表現してもその内容は大きく違う。特に植物と畜産では経営の考え方、
作業のプロセスも全く違い、これらはそれぞれ異なる職種と言ってよい。植物の中でも露地栽培から施
設園芸、果樹園芸と様々でありそれぞれ特徴を持っている。また、養蜂（ようほう）や養蚕（ようさ
ん）は昆虫を扱う農業である。これらの種類の違いと特徴を掴むことで、農業の多様性を理解する。さ
らに、経営体も家族経営から企業的経営まで登記も様々である。近年では、生産だけでなく加工、流通
まで複合的に展開する６次化も注目される。また、栽培方法も有機から植物工場まで多様化が進んでい
る。これらの特徴や長所、短所を整理して今後のアグリビジネスの可能性を考える。この科目を通し
て、社会・環境面に配慮しながら、専門的視点で、アグリビジネスの収益の向上を考える能力の育成を
目指す。

地域生物資源論

　本科目の目的は、地域動植物資源を農業、観光等に活用して地域活性化につなげる能力を涵養するこ
とを目的とする。近年の経済性や効率化に偏重した農業政策は地方の活力を衰退させ、特に中山間地域
においては過疎化、高齢化、農地や山林の崩壊を招いている。しかし、これらの地域は都市部では失わ
れた環境、景観、野生生物など、有用な資源の宝庫でもある。本科目では、農業ばかりではなく観光資
源としての活用についても、野生動植物から伝統的な家畜や園芸品種までを包含した地域の生物資源の
製品化について学び、どのように地域活性化に生かすのか考察を行う。

ゼミナール１

　「ゼミナール１」は学んできた知識を多面的な視点で再整理し、自ら考え成し遂げていく力を養うこ
とを目的にした基幹科目である。本科目ではグループワークを通じて論理的思考、プレゼンテーション
能力の向上を図り、自ら考えて実行していく力を養っていく。具体的には、ゼミナール形式で、経営
学、或いはその関連分野の専門書を輪読し、教員・学生間でディスカッションすることにより、卒業研
究に必要な知識を吸収すると同時に、様々な意見を尊重しながら問題意識を高めていく姿勢を身に付け
ていく。そして、この科目を通して経営学の専門性の深化と多様な知の融合を図りながら、卒業研究を
通じて獲得を目指す「新しい知」の創出に必要な基礎力を高めていく。

ゼミナール２

　「ゼミナール２」は「ゼミナール１」と連動し「卒業研究」につなげていく本学科の基幹科目であ
る。この科目では、文理融合の視点をもって課題に取り組んでいくための、姿勢、知識、技術等を育成
しながら、最終的に「研究テーマを定める」ことを目標とする。具体的には、グループワークを通じ
て、学生が考えている幅広い分野の研究テーマと関連分野について意見交換等を行いながら研究イメー
ジを確定していく。また、教員は、様々なアドバイス・個別相談によりサポートし、必要な知識、能
力、研究方法などを学生と共有しながらテーマを定めていく。この過程を通して、専門性の深化だけで
なく、問題解決に向けて多様な知を融合さてていく「コーディネート力やマネジメント力」を獲得して
いく意識を高め、卒業研究を通じて獲得を目指す「新しい知」の創出への具体的な道筋を確立してい
く。

卒業研究１

　「卒業研究１」は最終学年に開講され、「ゼミナール２」で開始された卒業研究の更なる深化を目指
す本学科の基幹科目である。より高度な専門書・文献・論文を読み解いていくことと同時に、実証的な
事例・調査研究等に自らが取り組み、実際の現場やフィールド、ヒアリング等を行いながら卒業研究を
進めていく。授業においては、グループワーク通じて研究の経過報告・発表を行い、論理的思考、プレ
ゼンテーション力、コミュニケーション力等の向上を目指すと同時に、教員・学生間で議論・意見交換
を行うことにより、新しい視点や複合的な視点、多様な立場や意見を受容し、解決に向けて必要な「マ
ネジメントしていく力」を身につけていく。この科目を通して、経営学の専門の深化と多様な知の融合
を図りながら本学科にて獲得を目指す「新しい知」の創出に実際に取り組み、まとめていく。

卒業研究２

　「卒業研究２」は卒業研究の集大成であると同時に、入学時から始まった４年間の本学科での学修の
集大成となる本学科の基幹科目である。本科目は「卒業研究１」に引き続き、実際の現場やフィールド
において、ヒアリング・研究・意見交換等を進め、「文理融合の視点」を活用しながら研究成果を取り
まとめていく。そして、集大成として最後に実施する「研究発表」を通じて一つの大きな課題を成し遂
げていくことと同時に、俯瞰的視野で経済に環境と社会を組み込んだ「新しい知」を創造できるマネジ
メント力・経営センスを育成する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

現代文明論

　この科目は東海大学に学ぶすべての学生が、建学の精神を理解し自らの思想を培うために開講さ
れる。すなわち歴史や世界への見識を高め、人類社会のあり方を見直すことを通じて、地球規模で
深刻化する困難な事態にあっても、時代を開拓しようとする力強い思考や意欲を養うことを目的と
している。理系、文系の枠を超えて、現代の課題の根源を探るために不可欠な歴史的・系譜的な認
識を深め、それを多様な角度から読み解く思考法を身につけるとともに、人間的価値に基づいた倫
理観によって未来を選択しうることを学ぶ。

入門ゼミナールＡ

　本授業は１年次生を対象とした全学共通のゼミナール形式の初年次教育科目である。「大学での
学び方」を学ぶことを目的とし、４年間の計画的な学習スケジュールを構築しつつ、ノートの取り
方や情報収集の方法、情報リテラシー、図書館の利用方法といった、大学生活を送るうえで必要な
アカデミックスキルの基礎的能力・知識をまずは養っていく。さらに特定のテーマについて個人の
関心に応じた調査・発表といった演習を通じ、学生個別の学問的関心を喚起させ、自分自身が持つ
興味や関心を正しく探求し表現していく方法を学ぶ。

入門ゼミナールＢ

　本授業は１年次生を対象とした全学共通のゼミナール形式の初年次教育科目である。「入門ゼミ
ナールＡ」で培った個人的関心から生じた問いを、より公共的・普遍的な問いへ変換させる能力を
養うことを目的とする。具体的にはクリティカルリーディング、レポートのまとめ方の学び、グ
ループ演習・発表を通じて、「スキルの向上」を目指すと同時に、所属学科における専門分野の基
礎的知識や問題点に対しての取り組み方、倫理観などの育成を通じて、本学が育成を目指す、自ら
考え、集い、挑み、成し遂げていく力を身に付けるための学び方と姿勢を醸成していく。

シティズンシップ

　現代社会においては、思想信条、宗教、人種、民族、文化、性別、国籍等の異なる様々な人々が
相互に関わりながら暮らしている。背景の違いはあっても、共同体に参加する人々のことを市民
（シティズン）と呼ぶ。この科目では、「シティズンシップ（市民性）」の観点から、多様な人々
が民主政治の担い手である市民として、意見の違いを乗り越え、相互の人権を尊重しあえる社会を
形成するにはどうすればよいかを考えることを目標とする。参加型授業を通じ、社会の様残な課題
について話し合い、周囲と協同しつつ解決方法を考えることで、社会参加のあり方を学ぶ。

地域・国際理解

　人は日々、ある地域で様々なひと・もの・ことに支えられながら生活している。豊かな生活を営
むために、地域で仲間をつくり、議論し、協同し、基盤となる豊かな地域を持続させていく必要が
ある。一方、現代の地域社会はグローバル化の波にされされ、遠く離れた地域ともひと・もの・こ
とを介して緊密に連動するようになっている。この科目では、自らが暮らす地域社会と国際社会の
現実を見つめ、多様な人々の視点に立ち、地域社会・国際社会の様々な課題を発見し、その解決に
ついて考える。さらに、コミュニティにおける自らの役割を認識することを目標とする。

現代教養講義

　現代教養とは、人々が現在の複雑化した文明社会を生きるために必要な知識である。情報技術の
発展や経済活動のグローバル化など、急激な社会的変化にされされる一方、気候変動や階級格差な
ど、様々な問題解決を迫られている。こうした現代社会の中でより良く生きるため、高度に専門化
した現代の科学的知識について、その枝葉にとらわれず本質をつかみ、学ぶ必要がある。この科目
は教員自身が現在取り組んでいる研究について講義する。文理融合的な幅広い視野を重視しつつ、
現代の新たな研究知見を学び、幅広い知識と視野を養う。

健康・フィットネス理論実習

　本授業では、生涯を通じて活力あるライフスタイルを形成するための理論と実践方法を講義と実
習を通して学習する。また、健康・体力面だけでなく、仲間とともに身体活動を通しての「友達づ
くり」や「仲間との信頼関係づくり」を体験し、コミュニケーション能力の向上をねらいとする。
具体的には、健康的な生活習慣を身につけることに重点を置き、健康に関する理論や重要性を理解
するとともに、自己の体力に応じたフィットネスの実践能力を習得する。

生涯スポーツ理論実習

　本授業では、生涯を通じて活力あるライフスタイルを形成するための理論と実践方法を講義と実
習を通して学習する。また、健康・体力面だけでなく、仲間とともに身体活動を通しての「友達づ
くり」や「仲間との信頼関係づくり」を体験し、コミュニケーション能力の向上をねらいとする。
具体的には、生涯を通じたスポーツライフスタイルの獲得に重点を置き、スポーツの”おもしろ
さ”や”大切さ”などを学び、ライフステージに応じたスポーツの楽しみ方と実践能力を習得す
る。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（文理融合学部　地域社会学科）

科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

英語リスニング＆スピーキング

　国際化時代の今日、日本国内外を問わず言語や価値観そして文化の異なる人々と英語を使って意
思疎通をはかることの重要性がさらに高まっている。その中での課題に柔軟に対応し、問題を解決
するための実践的英語コミュニケーション能力の基盤を作ることを目標とする。学習者の英語力に
合わせて効率よく学習できる習熟度別クラス編成で、多様な種類の英語を理解するリスニング力
と、自分の意志を適切に表現するためのスピーキング力を相互に関連させながら、総合的に英語力
の向上を図る。

英語リーディング＆ライティン
グ

　国際化時代の今日、日本国内外を問わず言語や価値観そして文化の異なる人々と英語を使って意
思疎通をはかることの重要性がさらに高まっている。その中での課題に柔軟に対応し、問題を解決
するための実践的英語コミュニケーション能力の基盤を作ることを目標とする。学習者の英語力に
合わせて効率よく学習できる習熟度別クラス編成で、多様な種類の英語を理解するリーディング力
と、自分の意志を適切に表現するためのライティング力を相互に関連させながら、総合的に英語力
の向上を図る。

情報リテラシー

　超高度情報化社会においては、社会あるいはネットワーク上に散在する多様な情報の中から必要
な情報を得て、目的に適合するように処理し、活用していく能力は必須である。そのためには、コ
ンピュータやネットワークを「道具」として使いこなせる能力が必要不可欠である。
　本科目では、情報処理に必要なソフトウェアの使い方、情報収集におけるインターネットの活用
法などを演習を通して習得する。また、ネットワークやソフトウェアを利用する際の倫理について
理解し、地域の課題を複合的視点から発見・分析する上での基礎となる情報処理能力の習得を目的
とする。

情報処理入門

　コンピュータの使用によって多種多様なデータの処理や解析が容易となっている。それら各種
データ処理は、専門課程での講義、演習、卒業研究時のみならず、社会の様々な分野で活用されて
おり、その使用法の学習は今日の情報社会において必須である。
　本科目では、単純集計、度数分布、散布度、クロス集計等の統計データやグラフ、それらの計算
や作成方法、質的データの読み方と基本的な整理方法、相関係数など基礎的統計や回帰分析の概念
等について、地域に散在する各種データをコンピュータを用いて分析し、複合的視点から問題点を
発見できる基本的な知識とスキルの習得を目的とする。

データ解析

　データ解析は、膨大な量の情報を集約し、様々な角度からその実体を把握する手法である。これ
は、情報処理の中でも特に重要な技術で、今日の情報化社会では必要不可欠であり、また、工学系
の諸分野で広く応用されている。実際に行われているデータ解析では、確率分布に基づく統計的推
定、各種の検定の理論がその基礎となっている。本科目では、データ解析に必要な確率統計の初歩
について学び、確率統計に関する数学的な知識を実際のデータ解析で利用するための基礎的な能力
を養う。

人工知能概論

　人工知能は、人間のような「知能」をコンピュータを利用して人工的に実現しようとする学問で
ある。本科目では、人工知能とは何かから始め、問題解決、探索、論理、推論、記号論理、意味
ネットワーク、オントロジー、フレーム理論、オブジェクト指向、知識の不確実性、機械学習、
ニューラルネットワーク、自然言語処理などの基礎知識について、多くの例題で学ぶ。この科目で
は、人工知能をビッグデータの処理や、言語理解、問題解決、意思決定などに利用するための基礎
的な知識と技術を身に付けることを目的とする。

阿蘇の自然と農業

　阿蘇に自生する植物には氷河時代の生き残りの種が多く見られ、大陸遺存植物といわれている。
これらの中にはハナシノブ、ヒゴタイを始め園芸的に重要な種が多く、阿蘇の文化とも強く結びつ
いている。また、これらは阿蘇地域特有の農業形態である野焼きによって守られてきたが、近年そ
の園芸的な価値から乱獲や外国種の導入、畜産の衰退によって阿蘇固有種の存続は極めて困難な状
況にある。これらの現状と保全、熊本県の農業や観光への有効な活用法について植物生態学、分類
学、農学、社会学、環境保全学的観点から解説する。この科目を通して、阿蘇が抱える地域社会の
課題を多面的視点から分析する能力を育成する。

九州の文化と観光

　全国的に知名度の高い温泉、古代にさかのぼる大陸との交流の歴史、阿蘇に代表される雄大な大
自然、こうした豊富な観光資源を背景として、観光産業は九州経済を支える重要な役割を担ってい
る。九州の観光においては国内外から旅行者を受入れる着地型観光が鍵を握っている。とりわけ、
大陸に近いという地理的条件を活かし、中国や韓国から旅行者を誘致することが期待されている。
　本科目では、まず九州の歴史を振り返りつつ九州の文化的特徴を理解した上で、この地域の地理
的な特徴がどのように作用して、現在の九州での観光の状況が生み出されているのかを理解する。
九州における観光資源や文化財などの存在を理解し、その特徴や現在における課題を把握する。
様々な観光のトレンドを理解し、九州についてどのような取り組みが実際に行われているかを学
ぶ。これらを通じて、九州の文化と観光の課題を複合的な視点で発見する力を養うことを目的とす
る。
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自然災害と暮らし

　災害をもたらす自然現象をなくすことはできない。地震や水害など、自然がもたらす災害のリス
クに配慮した地域社会の構築のためには、分野を超えた多角的な考え方と取り組みが必要である。
本科目では防ぎようのない自然災害からの被害を減じ、レジリエンシーが高く持続的なこれからの
暮らし、産業、まちづくりのあり方について考える。特に、熊本地震や多発する水害などの身近な
事例を教材に、自然災害がもたらす被害の実情、地域における防災や減災などについて考える。そ
の中で、防災・減災性を高めるための工学技術、柔軟で回復力の高い生産を可能にする農業生産、
自助・共助・公助を基盤にした持続的な社会の仕組みなど、これからの私たちの暮らしに欠かせな
い視点を養う。

コンピュータ概論

　超高度情報化社会に向けてICT（情報通信技術）の進化スピードは目覚ましく、次々に新しい概
念や技術、キーワードが誕生している。これらは、近年、情報系の専門分野のみならず、様々な分
野に関連してきており、各種専門分野を学んでいく上で必須の知識と言える。また、社会において
も様々な活動を行う中での一般常識となっている。
　本科目では、単にコンピューターに関する知識を学ぶだけでなく、デジタル情報処理の特徴や、
その有効な活用法などICT全般の基礎知識を習得するとともに、最新技術やキーワードあるいは近
未来を創造しながら、これらの知識をを専門分野に限らず他分野の各種業務や地域の発展にどのよ
うに活用することができるかを複合的に捉える基礎知識の涵養を目的とする。

プログラミング入門

　コンピュータに仕事をさせるためには、仕事の手順をコンピュータが理解できる言葉で書かなけ
ればならない。この言葉がプログラミング言語である。「プログラミング入門」では、プログラミ
ング言語として、Visual C#を用いる。Visual C#は商用のアプリケーションの開発にも用いられる
大変強力なプログラミング言語であるにもかかわらず修得が比較的簡単である。本科目では、変
数、演算、制御構造、配列などプログラミングを学ぶ上で必要な事柄について学ぶ。

工学概論

　工学は科学技術立国を支える基幹的学問の一つであり、特に、工業分野において重要な役割を果
たしている。本科目では、工業の各分野に関する基礎的・基本的な知識を網羅的に習得し、現代社
会における工業の意義や役割について学ぶ。この科目を通して、環境に配慮しつつ、工業技術の諸
問題を主体的かつ合理的に解決し、社会の発展を図る、創造的な能力と実践的な態度を育てる。

生命科学概論

　工学技術が生命科学の発展を支える現代社会において、生命の基礎的知識は必須である。本科目
は生命科学の発展背景と概念、構造、生物増殖と恒常性、環境相互作用などの解説後、生命現象と
遺伝、膜構造、エネルギー生産について解説、細胞内輸送や細胞骨格、情報伝達、細胞周期、ゲノ
ムと進化などの生命現象、組換え遺伝子概要、遺伝子診断・治療・再生医療など最新生命科学、先
端医薬品開発技術、生物とエネルギー資源や環境との関わりについても言及する。本科目を通して
生命科学に関する基礎的知識を養う。

微積分学

微積分学は、理工系では、極めて汎用性が高く、専門科目を学ぶ上での重要な数学的ツールと
なっている。本科目では、微分法、積分法の基礎から発展までの内容を学ぶ。具体的には、指数関
数、対数関数、三角関数等の初等関数、数列と関数の極限等の基本から始まり、微分、不定積分、
定積分について学ぶ。さらに、応用として、関数のグラフの概形、テーラー級数展開、図の面積の
計算法を学び、また、発展した内容として、多変数関数に対する微積分である偏微分、多重積分を
学ぶ。この科目を通して、微積分学の知識を理工系分野で活用するための基礎的能力を養う。

線形代数

線形代数は、理工系学問の基礎であり、また、文理の区別なく、様々な分野で各種データの分析
に応用できる数学的ツールでもある。本科目では、ベクトルと行列の基礎から応用までの一連の内
容について学ぶ。具体的には、ベクトルの定義と演算、ベクトル空間、内積・外積、行列の定義と
演算、行列式の定義と性質、連立一次方程式の解法、逆行列の計算、余因子、線形写像、アフィン
変換、固有値と固有ベクトル、行列の対角化などについて、数値例で学ぶ。この科目を通して、線
形代数の知識を理工系分野で活用するための基礎的能力を養う。

応用数学

自然科学や工学などの分野では、多くのシステムの振る舞いが数学的に表現でき、そのような数
学モデルをもとに解析が進められる。本科目では、理工系分野で、現象を説明したり、解析したり
する時に必要となる数学の３つの分野、すなわち、(１) 常微分方程式、(２) 複素関数、(３)
フーリエ・ラプラス変換について、その基礎から応用までを学ぶ。特に、講義では、数学の理工学
への応用に力点を置き、具体的な例をなるべく多く取り入れる。この科目を通して、応用数学の知
識を理工系分野の諸現象の理解に活用するための基礎的能力を養う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考
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科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

社会学概論

　本科目は、文理融合の考えのもと複眼的な視点を身に付けていくために配置する本学科の基幹科
目である。社会学は社会の集団を通じて、その仕組みや人々の行動について考える学問であり、現
代においてますます重要な研究分野となっている。私たちが生きている現在の社会で起きている
様々な「社会現象」を分析し、考察していくためには、十分な道具を備え、利用方法を身に付けて
おく必要がある。
　本科目は、様々な事象を社会という視点から具体的に捉え、考えるために必要な道具である「社
会学」の用語や概念を修得することを目標とする。これを通じて、我々にとって最も必要とされる
社会の現状に目を向け、理解する能力や客観的に物事を分析する力等を身に付け、本学科の起点と
なる社会学の視点から地域の課題を捉えて発見する力を養うことを目指す。

心理学概論

　本科目は、文理融合の考えのもと複眼的な視点を身に付けていくために配置する本学科の基幹科
目である。心理学に関心を持つ人は多いが、その領域は非常に広く、「ひとの心」という捉えどこ
ろのないものを扱っている分野である。
　本科目は、心理学を初めて学ぶ学生を対象とし、心理学の基礎的な概念や理論、研究法を学び、
心理学とはいかなる学問であるかを正しく理解することを目的とする。心理学の歴史や代表的な理
論、研究者を紹介し、心理学の諸領域を基礎から応用まで広く概観していく。知覚、認知、学習、
発達、社会、臨床、パーソナリティなど心理学の諸領域の代表的研究を紹介することを通して、そ
の全体像を掴み、複合的にひとを見る視野を養うとともに、異文化理解やコミュニケーション力等
本学科において重視する力の獲得に必要な心理学の視点から、地域の課題を発見する力を身に付け
ていく。

経営学概論

　本科目は、経営学の全体像を掴むための基本的な経営学について講義をすすめる。特に、国際的
なビジネス感覚を養ために必要な、経営学の基礎的な知識を身に付けることを目的とする。具体的
には経営とは、企業とは何か、経営資源などの、今後経営学を学ぶ学生に対しての基本的な概念を
理解させるための講義である。また、今後学習する、経営管理や経営組織論などの科目につながる
よう、これらの基礎的な知識も身に付けることを目指す。この科目を通して、経営学の基礎を学ぶ
とともに、地域社会からグローバル社会に至るまで、社会の課題を多面的視点で分析する能力を育
成する。

経済学概論

　経済、国際経済に関わる諸課題を解決する構想を通して、グローバル化する国際社会に主体的に
生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を育成する。
　本科目では経済学及び国際経済学を学ぶことによって、経済学的な視点を涵養することを目的と
する。経済学はミクロ経済学とマクロ経済学に分かれる。具体的には、前者では、個別の市場の需
要と供給について学ぶ。後者では、国全体の経済について景気変動を理論的に分析すると同時に、
景気変動を安定化するための有効な経済政策を学ぶ。一方、国際経済学はミクロの応用としての国
際貿易論、マクロの応用としての国際金融論を学ぶ。これらによって、身の回りに生じている経済
問題を自分で経済学的に考えることができる。なお、市場経済の機能と限界についても考察する。
市場の暴走による公害、環境破壊、消費者問題、福祉の軽視についても言及する。この科目を通し
て、経営学の基礎、社会的課題の多面的理解を目指す。

会計学概論

　本科目においては、会計処理を適正に行って企業の社会的責任を果たす視点をもち、適切な会計
情報の提供と効果的な活用について、組織の一員としての役割を果たすことができるようにするこ
とをねらいとしている。
　本科目は、財務会計について扱う。企業が株主や債権者などの外部の利害関係者に関して経営成
績や財政状態を報告する目的で実施している財務会計について、企業会計原則を中心としつつ商法
計算規定その他の会計法令にも言及して、総合的かつ体系的に解説する。財務会計の学習と研究に
際しては、企業が会計処理と財務諸表の作成・公開にあたって準拠するべきルールとされている会
計基準を深く理解する必要がある。このため、証券取引法や商法の下で企業が財務会計を行う場合
に基本となる会計基準をできる限り包括的に取り上げ、その具体的な内容を説明する。この科目を
通して、経営学の基礎を学び、社会の課題を多面的視点で分析する能力を育成する。

政治学概論

　現代日本における政治の諸課題の探究によって、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平
和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を育成することを、本
科目の目的とする。民主政治の本質とは、公民としての市民による政治と市民のための政治を指
す。前者は、合意形成や社会参画を視野に、より積極的な役割を果たす主体としての公民的資質の
養成である。後者は、現実社会の諸課題を解決して、より良い社会、政治の実現を目標とすること
の認識の養成である。これらの養成のために、本科目では、具体的には政党政治や選挙、国家本
質・機能などの観点から、望ましい政治の在り方及び主権者としての政治参加の在り方について考
察する。この考察では、世界の主な政治体制（アメリカ、イギリス等）と関連させて取り扱うこと
にする。なお、政治学と関連する範囲内で、コーポレート・ガバナンスについても取り上げる。こ
の科目を通して、経営学の基礎と社会的課題の多面的理解を目指す。

倫理学概論

　現代の倫理的諸課題を広く深く探究する活動を通して、人間としての在り方生き方について思索
を深め、平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者として必要な公民としての資質・能力を養う
ことを目指している。
　本科目では、代表的な先哲の思想を通して、自分自身で考え、判断できる倫理的能力を身に付け
ることに力を入れている。倫理学は、先哲の諸思想を知っているだけでは意味がない。その時の状
況に応じて、日々の生活のなかで、自分自身の課題として受けとめ思索し、最善の価値判断ができ
るようになる必要がある。したがって、講義では、歴史的な主要思想家の理論を説明しながら、抽
象的な議論に終始することなく、具体的な事例を挙げて、多様な視点からともに考えていくように
努める。学生諸子の自己実現に寄与できればと考えている。主要哲学者のなかでは、西欧の思想家
の理論に重点を置く。なお、経営倫理学の領域にも言及する。この科目を通して、経営学の基礎と
社会的課題の多面的理解を目指す。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（文理融合学部　地域社会学科）

科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

地域社会学概論

　本科目は本学科の基幹となる必修科目である。人間社会は人々のつながりによってのみ形成され
る。そして、人々が持つ信頼関係や人間関係が有効に機能することで、人々の協調行動が高まり、
ひいては社会の効率性をも高め、「社会の質」の向上につながる。地域は、人々の居住地を中心に
拡がる一定の空間と社会であり、基本的重要性を有している。そして、近年のグロ－バル化、大量
生産・大量廃棄、環境問題、近代行政システムの限界などの当面の課題を抱えており、居住地を中
心とする「共生社会」の再構築、すなわち「地域社会」システムの改革が急務となっている。
　本科目では「地域」の社会学として、農村社会学、都市社会学、地域社会学といった歴史的系譜
を解説するとともに、新しい社会システム形成の空間的基盤に対応するシティズンシップを基本と
した地域社会・地域コミュニティづくりについて概説する。これらを通じて、地域の課題解決にそ
の基本概念を融合させるための視野を養う。

現代社会学概論

　本科目では、現代社会に対する基本的な認識を深めることを目標とし、東海大学の「建学の精
神」及び「教育の理念」を踏まえて現代社会を構成する重要な要素である「人、自然、社会」をそ
れぞれの視座から、現代社会を生きるための基本的な姿勢を学ぶ。現代社会における諸問題を取り
上げる中で、時事的なテ－マについて適宜設定する。例えば、地球環境問題・グロ－バリズムなど
の現代社会における様々な課題や問題点を観光と関連づけながら、いくつかのテ－マに沿って学ぶ
などである。これらを通じて、現代社会の課題と観光との関連性に関する専門基礎知識を習得する
とともに、それを地域の課題にどのように融合させていくかという基本概念を理解する。

地域デザイン論

　地域とは、住民の衣食住空間（内的空間）であると同時に、人が訪れ交流する外に開かれた空間
（外的空間）でもある。近年はテーマパークよりも、地域の人々の暮らしぶりや生活風景が魅力あ
る観光資源となっている。「住民が愛着を持てる生活空間の創造」への理解は、観光に限らず地域
に関わる人材に不可欠の要請である。
　本科目では、景観・ランドスケープの保全や地域政策、シティプロモーションなど、観光空間と
生活空間との創造に関わるハード・ソフト両面を包括した地域デザインの基礎を学ぶ。これらを通
じて、地域デザインの専門基礎知識を習得するともに、地域の課題をデザインの視点から発見・分
析できる視野を養う。

地域社会学各論

　地域社会学科の一つの目的は、観光・サービスの観点、および社会心理の視点に基づく情報メ
ディア発信を中心とした広報の観点から「超高度情報化社会における持続可能な地域づくり」を分
析考察して、その実現手法や対策を考えていくことである。
　本科目では、観光ビジネス、観光文化、心理、広報、メディア等に関する内容を専門的視点から
横断的に学習し、「超高度情報化社会における持続可能な地域づくり」の進め方を考える上で必要
な視野を広げることに加え、文理融合的な視点を獲得するために必要な基盤となる考え方を定めて
いくことを目的とする本学科の基幹科目である。

社会調査入門

　本科目では、社会学の主要方法論の１つである社会調査の技法について解説し、地域社会に散在
する各種データの収集手法に関する基礎力を養うことを目的とする。社会調査は、社会科学の科学
たる所以である「実証性」を確保する上で欠かせない技法であると同時に、変化の激しい現代社会
の実像を把握する上で極めて有用な方法である。
　本科目ではまず、社会科学における社会調査の位置付けと社会調査の歴史について講義する。次
いで、社会調査の一分野を構成する事例研究的調査の紹介を行い、その後、アンケートなどを用い
て広くデータを収集する統計的調査方法（質問紙法）について詳述する。

社会調査法

　本科目は、「地域づくり」を考える上で必須となる社会調査の意義と諸類型に関する基本的事項
を解説し、各状況に応じた必要データの収集方法とそのデータの整理・分析手法に関する基礎力を
養うことを目的とする。社会調査史、社会調査の目的、調査方法論、調査倫理、調査の種類と実
例、量的調査と質的調査、統計的調査と事例研究法、国勢調査等の公的統計、学術調査、世論調
査、マーケティング・リサーチなどのほか、調査票調査やフィールドワークなど、資料やデータの
収集から分析までの諸過程に関する基礎的な事項を学ぶ。

観光コミュニケーション

　グローバル化が進む中で、英語能力を必要とする機会が、国内外で急速に増えている。また、
「アジアの玄関口」九州においては英語のみならず、中国語、韓国語の能力も極めて重要である。
その中でも、旅行・航空・ホテル・レストランなどの分野では、語学一般の運用能力だけではな
く、観光に関わる仕事を各言語で成し遂げられるだけの実践的な語学運用能力や関連知識を身に付
けることが不可欠になっている。
　本科目では、そうした専門的な力を身に付け、語学力全体の向上を図るとともに、各国の観光文
化にも触れ、グローバルな観点から「地域づくり」を考えるグローカルの視点を養うことを目的と
している。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（文理融合学部　地域社会学科）

科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

ビジネスコミュニケーション

　グローバリゼーションの進行にともない、世界の共通言語としての英語の重要性は更に高まって
いる。一方で、「アジアの玄関口」九州においては英語のみならず、中国語、韓国語の能力もその
重要度が増している。
　本科目は、観光を中心としたビジネスの世界で必要とされる総合的な語学力のスキルアップを目
的とする。観光ビジネスに携わる上で必要不可欠な専門用語及び用法を学ぶとともに、集客・接遇
における様々な場面で日常的に使われる表現を中心に、外国からの旅行者の受入れに必要な基礎力
を高める。

インターンシップ

　企業や地方自治体・試験場などで実習・研修を行い、自己の職業適性や将来設計を考える端緒と
する。また、自分の専門に関わる仕事の実際を実社会で体験的に学習するとともに、大学では学べ
ない社会人として必要なマナーや常識を身に付け、今後の学習の課題を把握することで就職意識の
向上に結びつける。実施にあたっては、各授業科目への出席状況や実験実習に取り組む姿勢･熱意
を総合的に判断して選考を行う。また、履修を許可された学生に対しては、事前研修、本体験、本
体験終了後のレポート作成及び事後指導を実施する。

観光研修Ａ

　本科目では、国内の観光地で観光ビジネスの実際を総合的かつ体験的に学び、観光企画や観光資
源を「地域づくり」にどのように融合すべきかの実践力を養うことを目的とする。「観光研修Ａ」
では都市観光に関する研修を扱う。まず研修ツアーを自ら企画し、旅程作成、現地への手配、費用
計算などを体験する。次いでツアー中においては、観光客を誘客する観点から、現地の主な観光資
源、集客状況、現地旅行会社の取組みなどを学び、ツアー終了後には、体験内容を整理してレポー
トにまとめる。これら一連の活動を通して観光という業界を主体的に理解し、観光分野で働く意味
や自らの進路を考える指針とする。

観光研修Ｂ

　本科目では、海外の観光地で観光ビジネスの実際を総合的かつ体験的に学び、観光企画や観光資
源を「地域づくり」にどのように融合すべきかの実践力を養うことを目的とする。「観光研修Ｂ」
ではエコツーリズムに関する研修を扱う。まず研修ツアーを自ら企画し、旅程作成、現地への手
配、費用計算などを体験する。次いでツアー中においては、観光客を誘客する観点から、現地の主
な観光資源、集客状況、現地旅行会社の取組みなどを学び、ツアー終了後には、体験内容を整理し
てレポートにまとめる。これら一連の活動を通して観光という業界を主体的に理解し、観光分野で
働く意味や自らの進路を考える指針とする。

観光学概論

　本科目は観光分野を学ぶ上で「基礎」となる科目であり、本学科の基幹科目として設定された必
修科目である。観光についての基本的な理解を得るために必要な知識を解説し、観光分野をより広
い視野で考察する力を養い、「地域づくりとどのように融合させるか」という課題を理解していく
ことを目的とする。具体的には、今日の社会で観光が果たしている社会的・経済的・文化的役割を
検証し、観光の歴史、観光の現状、さらに観光の課題に言及する。なぜ、人は旅をするのか、そし
て、ひとりひとりの旅の集積が、人類の歴史にどのような影響を与えたのか、さらに、様々な技術
の変化、環境の変化が生じている現状を分析し、将来の旅はどのように変容するのか、その可能性
を考察していく。

観光マーケティング論

　本科目では、観光ビジネスにおける企業レベルのマーケティング活動（市場調査など）について
把握するとともに、地域振興という観点からも地域レベル（行政など）での新しい手法及び方向性
を学ぶ。着地型観光においても、常に中心課題になるのは地域事業の継続性であり、地域が主体と
なる観光振興の分野でもマーケティングは不可欠である。地域活性化を目的とする場合のマーケ
ティングを中心にして、具体例に基づき実施時の手法、成功・失敗の要因などを考察するなかで、
「地域の時代」における主体的取り組みの指針を探る。これらを通じて、観光マーケティングに関
する専門基礎知識を習得するとともに、「高度情報化社会における地域づくり」にこの手法をどの
ように融合させることによって、地域の課題解決につなげられるかを考察できる能力を養う。

観光経営論

　観光ビジネスにおいて事業の中核に位置する重要な業務は企業経営管理であるが、着地型の観光
ビジネスの場合、地域に存在する自然資源・文化資源をベースとすることから、地域の経営という
観点も欠かせない。企業経営と地域経営の両面を関連付けて理解する必要があるが、後者において
は、事業化する際に経営戦略の視点が十分ではないため、継続困難となるケースが少なくない。
　本科目では、主に着地型観光に立脚しつつ、具体的事例を紹介・分析するなかで、これら両面か
ら観光経営の推移・現状・課題及び展望を考察し、観光経営戦略の幅広い専門基礎知識を習得する
と共に、「地域づくり」にどのように融合すべきかの概念を養う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（文理融合学部　地域社会学科）

科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

ツーリズム演習

　本科目は、他の講義にて理解した国内外の様々な種類のツーリズムを整理し、その中で典型的な
実例を取り上げて、その意図を読み取り、その影響と効果について理解する。さらに設定した理念
に基づくツーリズムを演習として企画し提案を作成する。企画提案はアウトバウンド、インバウン
ドの両方の観点から行う。コンセプトの立て方、具体的な企画立案の方法、交通手段、宿泊の仕
方、ルートの設定などを具体的に行うことで、そこで生じる課題やその解決方法についても学ぶ。
これらを通じて、「地域づくり」により有効的なツーリズム企画の実践力を養う。

観光政策

　国や地方自治体において「観光立国」「観光立県」「観光地域づくり」が観光政策のキーワード
になっている。これは、観光消費が裾野の広い諸産業に経済波及効果をもたらすことによる。本科
目では、政策学の基礎と理論を習得して、観光政策の変遷を概観しつつ観光立国宣言に至った道筋
を振り返りながら、観光政策の一般的な現状、仕組み、国際振興及び地域振興との関わりを学び、
アジアの時代を踏まえてインバウンド政策の成果と課題にも言及する。これらを通じて、観光政策
の抱える問題点を専門的視点から発見・分析・解決する専門基礎力を習得するとともに、「高度情
報化社会における地域づくり」に必要な政策を考察できる能力を養成する。

地域資源管理

　地域社会には固有の自然資源・文化資源が存在する。それらは時代とともに変遷するため、その
利活用においては保存・管理する政策が併せて必要であり、地域資源管理・地域づくりの知的拠点
としての博物館の役割がクロ－ズアップされている。着地型観光ビジネスにおける地域の集客施設
となる博物館を例題に取り上げ、観光資源の保存と管理の両面から基本的な知識、方法、課題を体
系的に学ぶ。これらを通じて、現在の博物館が抱える課題を専門的視点から発見・分析する力を習
得するとともに、その解決策を考察できる能力を養う。

エアライン・鉄道演習

　観光ビジネスの主要な業態のひとつである運輸業、その中でもとりわけエアライン業界並びに鉄
道業界は極めて重要なビジネス分野であり、今後さらなる発展が見通されている。
　本科目では、この業界の現状を知り、この業界で働くために必要とされる基礎知識、具体的な業
務の内容を学ぶ。また、演習を通じてエアライン業界及び鉄道業界におけるホスピタリティの精神
を理解し、特にコミュニケーション能力を高める。これらを通じて、観光を中心とした「地域づく
り」の中でエアライン及び鉄道を中心とした運輸業が担う役割の重要性に関する広い視野とホスピ
タリティの実践力を養う。

ホスピタリティ演習

　ホスピタリティは古代ローマの習慣に由来する発想であり、語源的にはホスト（主人）がゲスト
（客）をおもてなしすることを意味する。旅行業、宿泊業、運輸業では接遇・接客の基本的な理念
としてこの概念を位置付け、日々の経営の中に取りこみ実践している。
　本科目では、宿泊施設（ホテル・旅館）など観光ビジネスの現場を対象として、実際に行われて
いる具体的な活動を演習形式で体験的に学び、ホスピタリティとは何か、なぜそれが必要とされて
いるかを理解するとともに、基本的なルールを身に付ける。これらを通じて、「高度情報化社会に
おける地域づくり」の中にホスピタリティをどのように位置付け、どのように融合させるべきかの
視点を養う。

観光地域づくり論

　地域社会の再生・活性化という面からも観光振興の意義・役割が注目されている。地域の特徴を
活かした観光、地域と密着した体験交流型の形態が、地域経済への効果及び環境保全に有効である
ことが指摘されており、日本の全国各地で地域の特性を活かした様々な地域ツーリズムの取り組み
が始まっている。
　本科目では、様々な観点からの観光による地域づくりの事例を紹介しつつ、その工夫やそれがも
たらした課題に言及する。そうした様々な試みを比較しながら、観光による今後の集客戦略の在り
方を探るなかで観光振興と地域づくりの関係を学ぶ。これらを通じて、その専門基礎知識を習得す
るとともに、「地域づくり」と観光の融合手法を考察する能力を養う。

観光地理学

　本科目では、観光ビジネスの業界で働くにあたって必要な基礎的な地理の知識を獲得することを
目的とする。国内や海外を概観し、自然地理・人文地理の双方を学習する。単なる地名の暗記では
なく、様々な要因があって地域がどのようになっているのか、という因果関係の理解に主眼を置
き、地域を理解する視座を養う。特に、観光業界や旅行業界において働くにあたり十分な力を発揮
するために必要な実践的な知識を身に付けることを目指す。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（文理融合学部　地域社会学科）

科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

都市観光論

　本科目では、街中における賑わいや観光の全般について学習する。都市においては、残されてい
るいろいろな文化財、博物館や美術館などの文化的施設は、観光にとって重要な場である。また都
市とは、その土地ならではの食べ物や飲み物を味わったり買い物を楽しむことができる欠かせない
ものでもあり、それは観光客のみならず、地元の人々にとっても重要な消費の場所でもある。都市
の賑わいを作り出すためには、どのような工夫や努力が必要であり、その前提としてどんな法制度
があるのか。都市において賑わう街中の今後は、どのような環境に置かれているのだろうか。ま
た、都市における観光を進展させるためには何が必要なのだろうか。といった諸点について学ぶ。
これらを通じて、都市に焦点を当てた「地域づくり」を専門的視点から考察し、持続可能な都市観
光を創造する力を養う。

地域交通論

　地域における交通は重要な問題である。経済活動や人が集中する都市部においては円滑な交通が
重要な意味を持ち、過疎化や高齢化が進む地方部では生活基盤を支える交通の重要性が一層高まっ
ている。
　本科目では、地域においてどんな交通が求められるかを理解し、交通手段、特に公共交通の果た
す役割を踏まえて、地方における地域の活性化や地域社会の維持発展における交通の意味やその実
例を学ぶ。これらを通じて、地域づくりと公共交通機関の関係性について専門的観点から検討し、
「高度情報化社会における地域づくり」のための新たな交通経路や手段を創造する力を養う。

観光地域づくり演習Ａ

　本科目では、九州及び熊本県内で取り組まれている様々な観光地域づくりの具体的事例を通し
て、地域づくりに必要な発想の仕方、具体的手法、そのプロセスを実習形式で学び、地域活性化の
効果について考察する。また、現地での調査活動を通じて、そこから見える現状の客観的な評価と
残された課題を分析し、九州における観光地域づくりについて今後の可能性を探る。九州に国内外
の旅行者を更に一層誘致し、実効性のある地域づくりを可能にするための方法をそれぞれが独自の
視点をもって考えるのが、この演習のねらいである。この一連の流れを通して、調査の企画、調査
票作成方法、インタビュー調査手法、集計・分析手法、報告書作成方法等に関する能力を養うこと
を目的とする。

観光地域づくり演習Ｂ

　本科目では、観光による国内外旅行を対象として実務面の技能、及びそこに関連する各種量的
データの統計分析等を演習形式で学ぶ。具体的には観光産業、すなわち運輸（旅客）、宿泊、飲
食、イベントなどの各業界の実態や実務について学ぶとともに、旅行の商品企画、予約・手配、時
刻表の見方、運賃・料金計算、パンフレット制作、販売業務、添乗などを扱う。また旅行商品（観
光ツアー）を企画する際には、目的地、運輸機関、宿泊施設などの知識に学び、旅程管理などにつ
いての理解を深め、旅行を統合的にマネジメントできる能力の養成を図る。

観光地域づくり関連法規

　「観光地域づくり」は地域振興の重点政策である。観光政策が観光立国推進基本法の下に観光立
国推進基本計画によってまとめられているものの、それらの施策は内閣府、文部科学省、環境省、
農林水産省、経済産業省、国土交通省及び総務省にまたがっており、各省庁所管の関連法規による
総合政策として位置付けられる。
　本科目では、観光地域づくり政策の総論から、地方創生、都市計画、自然公園、文化財保護、景
観、DMOまで、観光ビジョン2016を基本として観光地域づくりの関連政策と法規について総合的に
かつ体系的に学び、「高度情報化社会における地域づくり」に向けた政策と法規を考察する能力を
養うことを目的とする。

エコツーリズム論

　エコツーリズムとは、観光ビジネスを介して自然環境を始めとする地域資源（宝）を保全するこ
とで地域社会に貢献する循環型の社会システムである。
　本科目では、環境と観光の共生という面で注目されているエコツーリズムの理念、経過、成果に
ついて考察するとともに、地域資源（宝）を保全しながら観光にどう活用し、地域づくりや震災復
興、訪日観光の振興につなげていけるのか、エコツーリズムの新しい可能性についても考える。ま
た、様々な事例からエコツーリズムの具体的な発展のプロセスと必要とされる様々な仕組みについ
て学ぶ。さらに、日本型のエコツーリズムの形成のために必要とされることは何かを、具体的な手
法とともに実際に地域を特定してケーススタディーを行う。この一連の流れを通じて、「高度情報
化社会における地域づくり」にエコツーリズムをどのように融合できるかを創造していける能力の
養成を図る。

グリーンツーリズム論

　グリーンツーリズムとは、「農山漁村地域において自然、文化、人々との交流を楽しむ滞在型の
余暇活動」（農林水産省）であり、体験交流型の観光として主にヨーロッパで発展してきた。農村
に滞在して休暇を過ごすのが一般的であり、ルーラルツーリズムあるいはアグリツーリズムとも呼
ばれる。第一次産業への経済波及効果が大きいことから、日本でも地域活性化の有効な手段として
注目されている。農業の体験学習面から教育の一環として実施されることも多い。
　本科目では、グリーンツーリズムの全体像と到達点を論じ、それが抱える問題点を発見・分析・
解決する力を養い、「高度情報化社会における地域づくり」におけるグリーンツーリズムの位置づ
けを考察できる能力の養成を図る。

レジャー・エンターテイメント
論

　本科目では、レジャー・エンターテイメントビジネスの一翼を担う観光ビジネスを中心に、観光
客の心を捉え、感動を与え、付加価値を高めるエンターテイメント力のある商品とは何かを探求す
る。レジャー・エンターテイメントの基本原理であるコミュニケ－ション力を高めてホスピタリ
ティ力を育成するためには、世界標準として適用するコンテクストを追求することが必要となる。
レジャー、エンターテイメント、レクレエ－ション、コンテンツ、ライブ、観光の関係をを整理し
て、レジャー・エンタ－テイメントの基礎と理論を学び、芸術・文化の具体的な事例を通して、地
域価値創造戦略の構築のための基礎力と実践力を養う。これらを通じて、「地域づくり」の中でレ
ジャー・エンターテイメントをどのようにマネジメントしていくかという能力の養成を図る。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（文理融合学部　地域社会学科）

科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

日本の文化と観光

　グローバル化社会の中での観光を考える場合にそれぞれの地域の特徴は、まずその地域の文化に
現れる。
　本科目では、このグローバル化する社会の中で、日本の文化的な特徴をよく知り、他の国々や地
域との文化的な相違を学ぶ。その上で、日本における文化的な資源を活用した観光について、日本
に存在する文化資源を分類して体系的に学び、次いで観光産業との関わりや保全・管理及び活用方
策を理解する。さらに、近代・現代における東アジアおよびヨ－ロッパ・アメリカとの関連に着目
して日本の文化論を講じた上で、観光の実態、国内外の旅行者の受入れ状況、自然遺産と文化遺
産、交通網の整備などを解説して日本観光の今後の可能性を論じる。これらを通じて、「高度情報
化社会における持続可能な地域づくり」に必要とされる観光産業のあるべき姿を考察できる能力を
養う。

世界の文化と観光

　ヨーロッパ諸国やアメリカ合衆国はいわゆる欧米文化を担ってきた経緯があり、観光の分野でも
長い歴史と先進性を有している。一方、アジアや中東におけるこれまで「発展途上国」と位置付け
られていた国々の中では、近年大きな経済成長を遂げた国々が多数存在している。これらの国々で
は、国内において豊かで安心な消費環境が整備されてきており、観光客にとっても魅力的な選択肢
となってきている。
　本科目では、これら各国の文化の特徴を知り、その他の地域との文化的な相違を理解すること
で、グローバルな視点を養う。さらに、これらの地域における観光の分野が歩んできた経緯とその
現状を学び、これらの地域の観光の特徴、それぞれの地域における観光を活かした「地域づくり」
などについて学ぶ。これらを通じて、各国の地域づくりの特徴を日本のそれに融合させ、「高度情
報化社会における地域づくり」へどのようにつなげていけるかを考察できる視野を養う。

観光業務演習

　本科目では、旅行業者に必要な２つの項目について学習する。
　１つ目は、観光関連の法規及び実務を取り上げ、制度面から観光産業の現状と課題について考察
する。旅行会社の法的責任に対する考え方が、旅行商品の発展とともに変容した経緯を探り、今日
の旅行業法の実際と課題を明らかにするとともに、観光全般についての行政の対応についても言及
する。
　２つ目は、旅行業者が営業所ごとに旅行業務取扱管理者をおくことが定められている旅行業法に
関する知識の習得を目指す。すなわち、旅行業法、旅行業法施行令、旅行業法施行規則、旅行業者
営業保証金規則並びに旅行業協会弁済業務保証金規則等々についての解説を行い、それに関連する
演習を行なう。これらを通じて、「高度情報化社会における地域づくり」に向けた旅行関連法規の
改善点を発見・分析する力を養うと共に、新たな法規づくりに着眼できる能力を養成する。

メディア社会論

　広報やメディアを学ぶ際に「社会」がいかなる状態であるのかを適切に認識することは極めて重
要である。しかしその「社会」は変わりやすく、確実さにも欠けるものであるがゆえに、時にその
認識には難しい壁が立ちはだかることがある。一方、日々のあたりまえの日常に流されずにメディ
アを成立させるためには、いかなる仕組みと理論が必要かという社会的意識は、メディアを学ぶ者
には欠かせない。
　本科目は、社会学及びメディア論の基本的な考え方を知り、地域社会における新しい事象につい
て見極め、その問題を発見する力、自分の意見を他者に伝達する力を養っていく。そして「高度情
報化社会における地域づくり」にメディアをどのように融合させるべきかを考え、新しい可能性を
創造できる姿勢と能力を身に付けていくことを目的とする本学科の基幹科目である。

マスメディアコミュニケーショ
ン論

　私たちの政治的・社会的・文化的意識の多くは、新聞、テレビ、さらにはインターネット等に
よって発信されるメッセージ、そして情報の受け手である読者や視聴者によって形成されるが、そ
れによって媒介され拡張されるコミュニケーションそのものについては、なかなか実態を掴むこと
はできない。
　本科目では、どんな情報が、どんな形で、どんなメディアを通じて人々に伝達され、そのメッ
セージが人々にどのように受け取られてきたのか、そして我々のコミュニケーションや地域社会に
どのように影響を及ぼしてきたのかについて多角的にアプローチしていく。これらを通じて、現在
のマスメディアが抱える問題点を複合的視点から発見・分析する力を習得するとともに、その問題
解決を「高度情報化社会における地域づくり」にどのように融合できるか考察できる能力を養成す
ることを目的とする。

コンテンツ分析論

　本科目におけるコンテンツの対象は、主にニュース番組を取り上げ、ある一定期間の各局の
ニュース番組の内容の比較、及び全国と地方ニュースの比較も行う。質と量の両側面からの分析を
行うことにより、感覚的な印象を客観的な数値でどこまで捉えることが可能かを追求する。
　授業を通して、分析の手法、発表の方法を学ぶとともに、番組等のコンテンツの送り手側の意図
や、その意図を達成するための各種技術を探り、加えて、送り手自身すら気付いていない社会的、
政治的、文化的な特性などについても迫っていくことを目指す。これらを通じて、メディアから発
信された情報の問題点を適切に発見・分析する能力を習得するとともに、「高度情報化社会におけ
る地域づくり」においてメディアがどのような影響を持つかを推察できる能力を養う。

広報メディア基礎演習

　「地域づくり」を推進する上で、各種メディアを活用した広報戦略は切り離せない。
　本科目では、情報や資料、文献の収集・分析の仕方、Web制作、映像編集、音声編集、広告デザ
イン技術、広報活動やプレゼンテーション等の基本的な知識や表現方法、編集技術の手法などを学
ぶ。また、情報の性質を創造、加工、蓄積、検索、分析、表現、評価する上で必要となる知識や技
術も併せて学ぶ。これらを通じて、広報メディア分野を学んでいくための基礎的な知識とスキルを
習得するとともに、広報メディア分野に対する幅広い視野を養うことを目的とする。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（文理融合学部　地域社会学科）

科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

プレゼンテーション実践

　「地域づくり」において、その仕組み作りはもちろんであるが、地域のPRも重要な要素の一つで
ある。PRに関しては、ICT化の進捗のなかで、文字や静止画中心の表現から画像や動画を適切に活
用した表現が中心となっている。このコンテンツづくりにおいて、その編集技術はもちろんである
が、効果をより高める要素の一つに言語表現力を中心とするプレゼンテーションがある。これは、
コンテンツ内のセリフ等に限らず、その紹介プレゼンテーションの場においても、相手への地域イ
メージを印象付ける重要な要素である。
　本科目では、単にパソコンを利用してプレゼンテーション用のコンテンツを作成する技術を修得
するだけでなく、その前提となる思考力と、実際にプレゼンテーションを行う言語表現力などの専
門的な能力を高めていく。また、「地域づくり」におけるPR動画の効果やSNS発信による影響力を
考察できる視野を養う。

広告・広報論

　本科目では、広報活動及び広告活動の基礎的な理論と概念、さらにはその現状と課題について学
んでいくことを目的とする。本科目は、２つの大きなテーマから構成されている。第１のテーマが
広報基礎論、第２のテーマが広告基礎論についてであり、その事例紹介を中心に授業が進められ
る。さらに、「地域づくり」における広報活動及び広告活動の意義とその重要性とともに、現在の
課題や問題点などについても指摘していく。これらを通じて、広報や広告活動の専門基本知識や展
開手法について習得するとともに、「地域づくり」における有効な活用手法について分析できる能
力を養成する。

広告・雑誌デザイン技術

　企業や行政、学校やミュージアムなど、「地域づくり」において広告・雑誌は欠かせない活動で
ある。しかしながら、Webの登場により広告・雑誌というメディアは大きな転換点を迎えている。
　本科目では、情報伝達における広告・雑誌の基礎知識を学びつつ、そのアイデアにおける発想・
計画・実施・評価までを具体的に実践する中で編集の基本を理解し、様々な広告・雑誌を企画でき
るように実践力を身に付けることを目指すとともに、「地域づくり」を推進する上での高度情報化
社会における広告や雑誌による情報発信のもつ意義を考察できる能力を養う。

映像表現論

　本科目では、映像作品に込められた作者のメッセージや表現方法、さらには時代を切り取った優
れた感性などについて学んでいく。
　映像作品が制作されるに当たって、企画、台本、絵コンテ、シナリオ等、文字情報を視覚的な観
点で読み解き、理解するというプロセスでは、どの様な表現上の変換作業が実際には行われている
のかを考察する。具体的には、地域のPR映像に焦点を当て「アニメーション」「ドキュメンタ
リー」「ドラマ」あるいはWeb上のショートムービー等の異なった作品の表現手法を読み解きなが
ら、実写とCGの融合などの表現技法などを実践的に学び、映像表現の基礎を学んでいく。これらを
通じて、映像表現の専門基礎知識と表現手法の専門基礎力を養うとともに、「地域づくり」におけ
る映像のもつ効果を考察できる能力を養成する。

映像作成技術

　映像制作には３つのステップが一般的には考えられる。第１ステップが「プリ・プロダクショ
ン」で、企画・構成や撮影台本の作成である。第２ステップが「プロダクション」で、撮影許可申
請や撮影、さらにラッシュ試写等が含まれる。そして、第３ステップが「ポスト・プロダクショ
ン」で、映像編集や音声編集さらには作品の仕上げのステップである。その後、完成試写会とな
る。
　本科目では、「映像」という表現方法を学びながら、映像作品を企画、撮影、編集することに
よってメッセージ性の高いコンテンツ制作力を身に付けることを目指すとともに、「地域づくり」
における映像の持つ可能性を創造できる力を養う。

Webメディア論

　デジタル技術の進化とコンピュータ・ネットワークの普及には目を見張るものがある。しかし、
その変化は単純ではなく、私たちの生活やコミュニケーションの仕方、あるいは「地域づくり」の
考え方を根幹から揺さぶりつつある。
　本科目では、情報技術のもつ意味を社会の表層に現れた出来事に惑わされずに、その本質から捉
えることを目標とする。具体的な事例を中心に、激しく進展しているインターネットに関わる意味
を捉えるとともに、「ディジタル」という技術に対する理解を深める。これらを通じて、現在の
ネットワーク社会が抱える課題を適切に読み解き、分析する力を養うとともに、「高度情報化社会
における地域づくり」におけるインターネットの意義について考察できる能力を養成する。

Webクリエイション技術

　Webページを用いたコミュニケーションが生活の様々な場面で行われており、誰でもが気軽に利
用できるメディアとなった。
　本科目では、Webページを利用して情報発信する際に、受け手に分かりやすく正確に伝えるため
の知識や技術として、HTMLの基礎知識や情報の効果的な表現方法、Webページのデザインを定義す
るCSS等について、Webページ作成実習を通して学習する。また、高い表現力をもったインタラク
ティブなWebコンテンツの作成を目的に、JavaScriptやPHP等を利用したWebページ開発の実習を行
う。さらに、著作権や情報セキュリティの基礎知識なども学習する。これらを通じて、Web制作の
専門基礎スキルを習得するとともに、「高度情報化社会における地域づくり」におけるWebのもつ
可能性を創造できる能力を養う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（文理融合学部　地域社会学科）

科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

社会心理学

　社会心理学とは、社会生活における個人の心理や行動について研究する心理学の分野であり、友
人や家族など身近な関係から、複雑化する現代社会までを含む様々な社会的状況で、私たちが日常
的にどのように考え、感じ、行動しているのかを明らかにしようとするものである。
　本科目では、他者の認知と自己の認知、対人関係、集団、動機付けと無力感、反社会的行動と援
助行動、説得と態度変化などをテーマとして取り上げ、その心理や行動を考察するとともに、心理
学の側面からの地域社会への関わり方を理解する。これらを通じ、社会心理学の専門基礎知識を習
得するともに、「地域づくり」を社会心理の側面から捉え、PR動画や広報媒体の作成にどのように
それを融合させることができるかの視野を養う。

パーソナリティ論

　パーソナリティに関する研究には長い歴史があり、心理学はもちろんのこと、社会学、精神医
学、文化人類学、民俗学、教育学や社会福祉学など、様々な分野からのアプローチがなされてき
た。
　本科目では、パーソナリティ研究の歴史や、諸理論などの総論から、ライフステージの各時期の
諸問題、障害や問題行動、健康、社会と文化、測定法など多角的に学ぶ。そして、人間の理解を深
め、自分自身の人間観、相互理解、個人差の受容などを目指す。また、他人の性格や人格、個性な
どがどのように理解され、分類され、形成され、成立しているのかについて、その理論を理解する
とともに、「地域づくり」における地域住民との関係性の築き方を理解することを目標とする。こ
れらを通じて、人を理解する上での専門基礎力を習得するとともに、「地域づくり」における人間
関係の構築力を養う。

学習心理学

　心理学において学習という概念は、人間が生活している環境に適応するために、自らの行動パ
ターンを形成していくという広い意味を持って用いられている。また、人間が内面に持っている欲
求や動機がその人の行動を維持し方向付けるという立場からも様々な研究が行われている。
　本科目では、心理学の重要な概念である行動の学習と動機付けに関する代表的研究とその方法を
紹介し、このような成果が、教育、臨床、産業、地域づくりなどの現場にどのようにして応用でき
るのかについても言及していく。これらを通じて、学習心理の専門基礎知識を習得するとともに、
「地域づくり」における人間関係構築や各種広報媒体の捉え方にどのように融合させられるかを考
察できる能力を養う。

認知心理学

　認知心理学は、かつて独自に研究対象とされてきた感覚、知覚、言語、学習、記憶、思考に注
意、情動、行為を加え、人間を一種の高次情報システムと仮定し、そこにおいて実現される情報処
理過程の解明によって、心的活動を理解しようとする心理学の一分野である。現在の認知心理学
は、情報科学や言語科学と密接な関係を有する認知科学や、脳科学との連携のもとに発展を続けて
いる。
　本科目では、認知心理学を通じて心理学を支えている基礎理論を学び、他の心理学分野で扱われ
ているテーマを理解することを目的とする。これらを通じて、認知心理の専門基礎知識を習得する
とともに、「地域づくり」においてその考えをどのように融合させることができるかを考察できる
能力を養う。

発達心理学

　人間の精神的発達は、その人の社会的な経験と密接に関係を持っている。特に乳幼児期から青年
期にかけては、親の養育態度、彼らとの関係の在り方、そして自立の過程がその人の精神的発達に
重要な影響を与え、この経験がさらに他の人々との関係に影響を及ぼしていく。
　本科目では、乳幼児期、児童期、青年期、成人期、老年期という発達のそれぞれの段階におい
て、人がどのような社会的環境の中で生き、どのような心理的傾向や行動の様式を有していくの
か、そして、これらがどのように変化していくのかを学ぶ。これらを通じ、発達心理の専門器知識
を習得するとともに、「地域づくり」において地域住民との関係性の構築にどのようにつなげてい
けるか考察する能力を養う。

組織・産業心理学

　本科目では、「産業組織と就業者の心理的問題」をテーマとして、産業組織で働く人々の行動や
心理について理解した上で、就業者が抱える心理的問題とその背景、支援の方法について学んでい
く。
　本科目で扱うテーマは、就業者個人の視点から見た、仕事への動機付けや価値観、ストレスや不
適応といった就業者個人の行動や心理、組織や集団の生産性、それらに影響を与える組織・集団の
特性やリーダーシップ、雇用者の管理と心理的問題への支援である。集団内のコミュニケーション
に関する演習を取り入れながら、組織・産業に関わる心理を理解する。これらを通じて、組織・産
業心理の専門基礎知識を習得するとともに、「地域づくり」において地元企業との関わり等の中で
それをどのようにつなぎ合わせることができるを考察できる能力を養う。

消費者行動論

　企業にとって、消費者がブランドや商品、各種サービスに関する情報をどのように収集し、どの
ような行動を起こして購買に至るのかという、消費者行動を理解・把握することは、企業戦略上極
めて重要である。
　本科目では、一般企業の視点、観光業の視点、Web戦略の視点による消費者行動のメカニズムに
焦点を当て、これらを社会心理学・認知心理学などの論理的視点から消費者行動がどのようになっ
ているのかを、具体的な事例を取り上げなら学習する。これらを通じて、消費者行動の専門基礎知
識を習得するとともに、「地域づくり」において地域ブランドの販売手法にどのように活用できる
かを考察できる能力を養う。

Ⅳ
主
専
攻
科
目

心
理
・
広
報
メ
デ
ィ

ア
科
目

基本計画書―67



授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（文理融合学部　地域社会学科）

科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

心
理
・
広
報
メ
デ
ィ

ア
科
目

心理データ解析法

　心理学の研究の方法論として、調査法および統計的処理はその基本となる。心理学の研究を進め
る上で、統計学の知識は必須である。
　本科目では、心理学の研究においてどのように統計学を活用するのかについて、調査票の作成か
ら、実施、データ入力、データ処理、統計分析までの一連の流れを具体例を挙げながら、その理解
を深めることを目指す。その中で、統計分析については、確率論の基礎、基本統計量、サンプリン
グの理論、相関係数、回帰分析の基礎などについて幅広く説明する。これらを通じて、心理データ
の解析法に関する専門基礎知識を習得するとともに、「地域づくり」において適切な心理データの
収集手法や調査内容を考察できる能力を養う。

専門ゼミナール１

　本科目は、これまで学んできた各科目の知識をもとに、問題意識を持った上でテーマを定め実践
し、卒業研究で必要となる基礎力を習得していく本学科の基幹科目である。授業は、少人数による
グループワークを中心とし、自分が興味を持つ研究内容を決めていくと同時に、調査・研究の方法
や分析の方法を修得を目指していく。加えて、プレゼンテーションやディスカッションなど意見交
換の機会を通して、議論を深めつつチームとしての結論を導き出す過程を経験する。必要に応じて
専門性の高い文献を読むとともに、資料収集や現地調査を行いながら、文理融合の視点を育成し、
定めた目標を成し遂げる力を身に付けていくスタートとなる科目である。

専門ゼミナール２

　本科目では、「専門ゼミナール１」を継続的に発展させ、卒業研究に必要となる基礎力を、自ら
考える力や実行力に高めていくことを目的とした基幹科目である。前半においてはグループワーク
を継続しつつ、共通テーマについて資料の収集・整理・分析・考察・議論を深化させ、分野を跨る
問題解決に取り組んでいく。後半においては、学生個々が卒業研究のテーマ案を決めるプロセスに
移行する。自らが個別に課題を模索し、必要に応じて現地・フィールドに出向き、資料・データを
集めて主体的に整理していく。その成果を論文・レポートとしてまとめ、チーム内でのプレゼン
テーションと意見交換を通して、設定した課題に対する複眼的な視点の醸成や、取り組み方の検討
により、実行力を高めながら、自ら課題に取り組んでいく。

卒業研究１

　本科目は、地域社会学科における学修の集大成として、卒業論文の執筆に向けての準備に取り組
む本学科の基幹科目である。卒業論文の執筆にあたっては形式を整え、正しい手続きを踏むことが
重要である。前半においては論文の書き方を確認するとともに、論文テーマの設定を行う。テーマ
の設定は専門ゼミナールで培った自発的な問題意識や文理融合の視点を活用し、グループワークに
よる意見交換を行いながら確定していく。そして、後半において、設定されたテーマに沿って必要
とされる様々な資料・データの収集と分析、かつ論理的な分析と考察を行い、発表や意見交換を重
ねる。この研究の途中の段階に応じて行う成果発表の機会により、他者の視点、文理融合の視点を
交えて研究内容を深化させ、卒業論文の完成をめざしていく。

卒業研究２

　本科目では「卒業研究１」における準備を反映しつつ、地域社会学科での学修の集大成として卒
業論文を完成させる本学科の基幹科目である。卒業論文の完成にあたっては、自らの問題意識に基
づいて論点を整理し、収集したデータを論理的に分析することによって、何らかの結論、主張ある
いは新しい視点を明示する必要がある。最終段階においては、論文としての形式と内容を備えた卒
業論文を完成させ、その内容を総括的に発表（プレゼンテーション）し、他者からの質問・意見を
受けて自らの考えを再構築する機会とする。これらを通じて、文理融合の複眼的視点で地域に散在
する様々な問題を発見、分析、解決する総合的な力を養うとともに、近未来の活力ある地域づくり
を目指し、その活動を継続的にプロデュース、マネジメントする能力を養成する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

現代文明論

　この科目は東海大学に学ぶすべての学生が、建学の精神を理解し自らの思想を培うために開講さ
れる。すなわち歴史や世界への見識を高め、人類社会のあり方を見直すことを通じて、地球規模で
深刻化する困難な事態にあっても、時代を開拓しようとする力強い思考や意欲を養うことを目的と
している。理系、文系の枠を超えて、現代の課題の根源を探るために不可欠な歴史的・系譜的な認
識を深め、それを多様な角度から読み解く思考法を身につけるとともに、人間的価値に基づいた倫
理観によって未来を選択しうることを学ぶ。

入門ゼミナールＡ

　本授業は１年次生を対象とした全学共通のゼミナール形式の初年次教育科目である。「大学での
学び方」を学ぶことを目的とし、４年間の計画的な学習スケジュールを構築しつつ、ノートの取り
方や情報収集の方法、情報リテラシー、図書館の利用方法といった、大学生活を送るうえで必要な
アカデミックスキルの基礎的能力・知識をまずは養っていく。さらに特定のテーマについて個人の
関心に応じた調査・発表といった演習を通じ、学生個別の学問的関心を喚起させ、自分自身が持つ
興味や関心を正しく探求し表現していく方法を学ぶ。

入門ゼミナールＢ

　本授業は１年次生を対象とした全学共通のゼミナール形式の初年次教育科目である。「入門ゼミ
ナールＡ」で培った個人的関心から生じた問いを、より公共的・普遍的な問いへ変換させる能力を
養うことを目的とする。具体的にはクリティカルリーディング、レポートのまとめ方の学び、グ
ループ演習・発表を通じて、「スキルの向上」を目指すと同時に、所属学科における専門分野の基
礎的知識や問題点に対しての取り組み方、倫理観などの育成を通じて、本学が育成を目指す、自ら
考え、集い、挑み、成し遂げていく力を身に付けるための学び方と姿勢を醸成していく。

シティズンシップ

　現代社会においては、思想信条、宗教、人種、民族、文化、性別、国籍等の異なる様々な人々が
相互に関わりながら暮らしている。背景の違いはあっても、共同体に参加する人々のことを市民
（シティズン）と呼ぶ。この科目では、「シティズンシップ（市民性）」の観点から、多様な人々
が民主政治の担い手である市民として、意見の違いを乗り越え、相互の人権を尊重しあえる社会を
形成するにはどうすればよいかを考えることを目標とする。参加型授業を通じ、社会の様残な課題
について話し合い、周囲と協同しつつ解決方法を考えることで、社会参加のあり方を学ぶ。

地域・国際理解

　人は日々、ある地域で様々なひと・もの・ことに支えられながら生活している。豊かな生活を営
むために、地域で仲間をつくり、議論し、協同し、基盤となる豊かな地域を持続させていく必要が
ある。一方、現代の地域社会はグローバル化の波にされされ、遠く離れた地域ともひと・もの・こ
とを介して緊密に連動するようになっている。この科目では、自らが暮らす地域社会と国際社会の
現実を見つめ、多様な人々の視点に立ち、地域社会・国際社会の様々な課題を発見し、その解決に
ついて考える。さらに、コミュニティにおける自らの役割を認識することを目標とする。

現代教養講義

　現代教養とは、人々が現在の複雑化した文明社会を生きるために必要な知識である。情報技術の
発展や経済活動のグローバル化など、急激な社会的変化にされされる一方、気候変動や階級格差な
ど、様々な問題解決を迫られている。こうした現代社会の中でより良く生きるため、高度に専門化
した現代の科学的知識について、その枝葉にとらわれず本質をつかみ、学ぶ必要がある。この科目
は教員自身が現在取り組んでいる研究について講義する。文理融合的な幅広い視野を重視しつつ、
現代の新たな研究知見を学び、幅広い知識と視野を養う。

健康・フィットネス理論実習

　本授業では、生涯を通じて活力あるライフスタイルを形成するための理論と実践方法を講義と実
習を通して学習する。また、健康・体力面だけでなく、仲間とともに身体活動を通しての「友達づ
くり」や「仲間との信頼関係づくり」を体験し、コミュニケーション能力の向上をねらいとする。
具体的には、健康的な生活習慣を身につけることに重点を置き、健康に関する理論や重要性を理解
するとともに、自己の体力に応じたフィットネスの実践能力を習得する。

生涯スポーツ理論実習

　本授業では、生涯を通じて活力あるライフスタイルを形成するための理論と実践方法を講義と実
習を通して学習する。また、健康・体力面だけでなく、仲間とともに身体活動を通しての「友達づ
くり」や「仲間との信頼関係づくり」を体験し、コミュニケーション能力の向上をねらいとする。
具体的には、生涯を通じたスポーツライフスタイルの獲得に重点を置き、スポーツの”おもしろ
さ”や”大切さ”などを学び、ライフステージに応じたスポーツの楽しみ方と実践能力を習得す
る。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（文理融合学部　人間情報工学科）

科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

英語リスニング＆スピーキング

　国際化時代の今日、日本国内外を問わず言語や価値観そして文化の異なる人々と英語を使って意
思疎通をはかることの重要性がさらに高まっている。その中での課題に柔軟に対応し、問題を解決
するための実践的英語コミュニケーション能力の基盤を作ることを目標とする。学習者の英語力に
合わせて効率よく学習できる習熟度別クラス編成で、多様な種類の英語を理解するリスニング力
と、自分の意志を適切に表現するためのスピーキング力を相互に関連させながら、総合的に英語力
の向上を図る。

英語リーディング＆ライティン
グ

　国際化時代の今日、日本国内外を問わず言語や価値観そして文化の異なる人々と英語を使って意
思疎通をはかることの重要性がさらに高まっている。その中での課題に柔軟に対応し、問題を解決
するための実践的英語コミュニケーション能力の基盤を作ることを目標とする。学習者の英語力に
合わせて効率よく学習できる習熟度別クラス編成で、多様な種類の英語を理解するリーディング力
と、自分の意志を適切に表現するためのライティング力を相互に関連させながら、総合的に英語力
の向上を図る。

情報リテラシー

　超高度情報化社会においては、社会あるいはネットワーク上に散在する多様な情報の中から必要
な情報を得て、目的に適合するように処理し、活用していく能力は必須である。そのためには、コ
ンピュータやネットワークを「道具」として使いこなせる能力が必要不可欠である。
　本科目では、情報処理に必要なソフトウェアの使い方、情報収集におけるインターネットの活用
法などを演習を通して習得する。また、ネットワークやソフトウェアを利用する際の倫理について
理解し、地域の課題を複合的視点から発見・分析する上での基礎となる情報処理能力の習得を目的
とする。

情報処理入門

　コンピュータの使用によって多種多様なデータの処理や解析が容易となっている。それら各種
データ処理は、専門課程での講義、演習、卒業研究時のみならず、社会の様々な分野で活用されて
おり、その使用法の学習は今日の情報社会において必須である。
　本科目では、単純集計、度数分布、散布度、クロス集計等の統計データやグラフ、それらの計算
や作成方法、質的データの読み方と基本的な整理方法、相関係数など基礎的統計や回帰分析の概念
等について、地域に散在する各種データをコンピュータを用いて分析し、複合的視点から問題点を
発見できる基本的な知識とスキルの習得を目的とする。

データ解析

データ解析は、膨大な量の情報を集約し、様々な角度からその実体を把握する手法である。これ
は、情報処理の中でも特に重要な技術で、今日の情報化社会では必要不可欠であり、また、工学系
の諸分野で広く応用されている。実際に行われているデータ解析では確率分布に基づく統計的推
定、各種の検定の理論がその基礎となっている。本科目では、データ解析に必要な確率統計の初歩
について学び、確率統計に関する数学的な知識を実際のデータ解析で利用するための基礎的な能力
を養う。

人工知能概論

　人工知能は、人間のような「知能」をコンピュータを利用して人工的に実現しようとする学問で
ある。本科目では、人工知能とは何かから始め、問題解決、探索、論理、推論、記号論理、意味
ネットワーク、オントロジー、フレーム理論、オブジェクト指向、知識の不確実性、機械学習、
ニューラルネットワーク、自然言語処理などの基礎知識について、多くの例題で学ぶ。この科目で
は、人工知能をビッグデータの処理や、言語理解、問題解決、意思決定などに利用するための基礎
的な知識と技術を身に付けることを目的とする。

阿蘇の自然と農業

　阿蘇に自生する植物には氷河時代の生き残りの種が多く見られ、大陸遺存植物といわれている。
これらの中にはハナシノブ、ヒゴタイを始め園芸的に重要な種が多く、阿蘇の文化とも強く結びつ
いている。また、これらは阿蘇地域特有の農業形態である野焼きによって守られてきたが、近年そ
の園芸的な価値から乱獲や外国種の導入、畜産の衰退によって阿蘇固有種の存続は極めて困難な状
況にある。これらの現状と保全、熊本県の農業や観光への有効な活用法について植物生態学、分類
学、農学、社会学、環境保全学的観点から解説する。この科目を通して、阿蘇が抱える地域社会の
課題を多面的視点から分析する能力を育成する。

九州の文化と観光

　全国的に知名度の高い温泉、古代にさかのぼる大陸との交流の歴史、阿蘇に代表される雄大な大
自然、こうした豊富な観光資源を背景として、観光産業は九州経済を支える重要な役割を担ってい
る。九州の観光においては国内外から旅行者を受入れる着地型観光が鍵を握っている。とりわけ、
大陸に近いという地理的条件を活かし、中国や韓国から旅行者を誘致することが期待されている。
　本科目では、まず九州の歴史を振り返りつつ九州の文化的特徴を理解した上で、この地域の地理
的な特徴がどのように作用して、現在の九州での観光の状況が生み出されているのかを理解する。
九州における観光資源や文化財などの存在を理解し、その特徴や現在における課題を把握する。
様々な観光のトレンドを理解し、九州についてどのような取り組みが実際に行われているかを学
ぶ。これらを通じて、九州の文化と観光の課題を複合的な視点で発見する力を養うことを目的とす
る。

自然災害と暮らし

　災害をもたらす自然現象をなくすことはできない。地震や水害など、自然がもたらす災害のリス
クに配慮した地域社会の構築のためには、分野を超えた多角的な考え方と取り組みが必要である。
本科目では防ぎようのない自然災害からの被害を減じ、レジリエンシーが高く持続的なこれからの
暮らし、産業、まちづくりのあり方について考える。特に、熊本地震や多発する水害などの身近な
事例を教材に、自然災害がもたらす被害の実情、地域における防災や減災などについて考える。そ
の中で、防災・減災性を高めるための工学技術、柔軟で回復力の高い生産を可能にする農業生産、
自助・共助・公助を基盤にした持続的な社会の仕組みなど、これからの私たちの暮らしに欠かせな
い視点を養う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（文理融合学部　人間情報工学科）

科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

コンピュータ概論

　超高度情報化社会に向けて、ICT（情報通信技術）の進化スピードは目覚ましく、次々に新しい概
念や技術、キーワードが誕生している。これらは、近年、情報系の専門分野のみならず、様々な分
野に関連してきており、各種専門分野を学んでいく上で必須の知識と言える。また、社会において
も様々な活動を行う中での一般常識となっている。
　本科目では、単にコンピューターに関する知識を学ぶだけでなく、デジタル情報処理の特徴や、
その有効な活用法などICT全般の基礎知識を習得するとともに、最新技術やキーワードあるいは近未
来を創造しながら、これらの知識をを専門分野に限らず他分野の各種業務や地域の発展にどのよう
に活用することができるかを複合的に捉える基礎知識の涵養を目的とする。
　そして本科目は、本学科で文理融合の複合的な視点を育成していくうえで基盤となる知識を滋養
する科目として、本学科の基礎となる基幹科目として位置付けている。

プログラミング入門

　コンピュータに仕事をさせるためには、仕事の手順をコンピュータが理解できる言葉で書かなけ
ればならない。この言葉がプログラミング言語である。「プログラミング入門」では、プログラミ
ング言語として、Visual C#を用いる。Visual C#は商用のアプリケーションの開発にも用いられる
大変強力なプログラミング言語であるにもかかわらず修得が比較的簡単である。本科目では、変
数、演算、制御構造、配列などプログラミングを学ぶ上で必要な事柄について学ぶ。

工学概論

　工学は科学技術立国を支える基幹的学問の一つであり、特に、工業分野において重要な役割を果
たしている。本科目では、工業の各分野に関する基礎的・基本的な知識を網羅的に習得し、現代社
会における工業の意義や役割について学ぶ。この科目を通して、環境に配慮しつつ、工業技術の諸
問題を主体的かつ合理的に解決し、社会の発展を図る、創造的な能力と実践的な態度を育てる。

生命科学概論

　工学技術が生命科学の発展を支える現代社会において、生命の基礎的知識は必須である。本科目
は生命科学の発展背景と概念、構造、生物増殖と恒常性、環境相互作用などの解説後、生命現象と
遺伝、膜構造、エネルギー生産について解説、細胞内輸送や細胞骨格、情報伝達、細胞周期、ゲノ
ムと進化などの生命現象、組換え遺伝子概要、遺伝子診断・治療・再生医療など最新生命科学、先
端医薬品開発技術、生物とエネルギー資源や環境との関わりについても言及する。本科目を通して
生命科学に関する基礎的知識を養う。

微積分学

微積分学は、理工系では、極めて汎用性が高く、専門科目を学ぶ上での重要な数学的ツールと
なっている。そして、理工系の学びを基盤とする本学科においては、文理融合の視点の起点を確立
していく基幹科目に位置付けている。

本科目では、微分法、積分法の基礎から発展までの内容を学ぶ。具体的には、指数関数、対数関
数、三角関数等の初等関数、数列と関数の極限等の基本から始まり、微分、不定積分、定積分につ
いて学ぶ。さらに、応用として、関数のグラフの概形、テーラー級数展開、図の面積の計算法を学
び、また、発展した内容として、多変数関数に対する微積分である偏微分、多重積分を学ぶ。この
科目を通して、微積分学の知識を理工系分野で活用するための基礎的能力を養い、文理融合の考え
方の土台を確立していく。

線形代数

線形代数は、理工系学問の基礎であり、また、文理の区別なく、様々な分野で各種データの分析
に応用できる数学的ツールでもある。本科目では、ベクトルと行列の基礎から応用までの一連の内
容について学ぶ。具体的には、ベクトルの定義と演算、ベクトル空間、内積・外積、行列の定義と
演算、行列式の定義と性質、連立一次方程式の解法、逆行列の計算、余因子、線形写像、アフィン
変換、固有値と固有ベクトル、行列の対角化などについて、数値例で学ぶ。この科目を通して、線
形代数の知識を理工系分野で活用するための基礎的能力を養う。

応用数学

自然科学や工学などの分野では、多くのシステムの振る舞いが数学的に表現でき、そのような数
学モデルをもとに解析が進められる。本科目では、理工系分野で、現象を説明したり、解析したり
する時に必要となる数学の３つの分野、すなわち、(１) 常微分方程式、(２) 複素関数、(３) フー
リエ・ラプラス変換について、その基礎から応用までを学ぶ。特に、講義では、数学の理工学への
応用に力点を置き、具体的な例をなるべく多く取り入れる。この科目を通して、応用数学の知識を
理工系分野の諸現象の理解に活用するための基礎的能力を養う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（文理融合学部　人間情報工学科）

科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

社会学概論

　社会学は社会の集団を通じて、その仕組みや人々の行動について考える学問であり、現代におい
てますます重要な研究分野となっている。私たちが生きている現在の社会で起きている様々な「社
会現象」を分析し、考察していくためには、十分な道具を備え、利用方法を身に付けておく必要が
ある。
　本科目は、様々な事象を社会という視点から具体的に捉え、考えるために必要な道具である「社
会学」の用語や概念を修得することを目標とする。これを通じて、我々にとって最も必要とされる
社会の現状に目を向け、理解する能力や客観的に物事を分析する力等を身に付け、社会学の視点か
ら地域の課題を捉えて発見する力を養うことを目指す。

心理学概論

　心理学に関心を持つ人は多いが、その領域は非常に広く、「ひとの心」という捉えどころのない
ものを扱っている分野である。
　本科目は、心理学を初めて学ぶ学生を対象とし、心理学の基礎的な概念や理論、研究法を学び、
心理学とはいかなる学問であるかを正しく理解することを目的とする。心理学の歴史や代表的な理
論、研究者を紹介し、心理学の諸領域を基礎から応用まで広く概観していく。知覚、認知、学習、
発達、社会、臨床、パーソナリティなど心理学の諸領域の代表的研究を紹介することを通して、そ
の全体像を掴み、複合的にひとを見る視野を養うとともに、心理学の視点から地域の課題を発見す
る力を身に付ける。

経営学概論

　本科目は、経営学の全体像を掴むための基本的な経営学について講義を進める。特に、国際的な
ビジネス感覚を養ために必要な、経営学の基礎的な知識を身に付けることを目的とする。具体的に
は経営とは、企業とは何か、経営資源などの、今後経営学を学ぶ学生に対しての基本的な概念を理
解させるための講義である。また、今後学習する、経営管理や経営組織論などの科目につながるよ
う、これらの基礎的な知識も身に付けることを目指す。この科目を通して、経営学の基礎を学ぶと
ともに、地域社会からグローバル社会に至るまで、社会の課題を多面的視点で分析する能力を育成
する。

経済学概論

　経済、国際経済に関わる諸課題を解決する構想を通して、グローバル化する国際社会に主体的に
生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を育成する。
　本科目では経済学及び国際経済学を学ぶことによって、経済学的な視点を涵養することを目的と
する。経済学はミクロ経済学とマクロ経済学に分かれる。具体的には、前者では、個別の市場の需
要と供給について学ぶ。後者では、国全体の経済について景気変動を理論的に分析すると同時に、
景気変動を安定化するための有効な経済政策を学ぶ。一方、国際経済学はミクロの応用としての国
際貿易論、マクロの応用としての国際金融論を学ぶ。これらによって、身の回りに生じている経済
問題を自分で経済学的に考えることができる。なお、市場経済の機能と限界についても考察する。
市場の暴走による公害、環境破壊、消費者問題、福祉の軽視についても言及する。この科目を通し
て、経営学の基礎、社会的課題の多面的理解を目指す。

会計学概論

　本科目においては、会計処理を適正に行って企業の社会的責任を果たす視点をもち、適切な会計
情報の提供と効果的な活用について、組織の一員としての役割を果たすことができるようにするこ
とをねらいとしている。
　本科目は、財務会計について扱う。企業が株主や債権者などの外部の利害関係者に関して経営成
績や財政状態を報告する目的で実施している財務会計について、企業会計原則を中心としつつ商法
計算規定その他の会計法令にも言及して、総合的かつ体系的に解説する。財務会計の学習と研究に
際しては、企業が会計処理と財務諸表の作成・公開にあたって準拠するべきルールとされている会
計基準を深く理解する必要がある。このため、証券取引法や商法の下で企業が財務会計を行う場合
に基本となる会計基準をできる限り包括的に取り上げ、その具体的な内容を説明する。この科目を
通して、経営学の基礎を学び、社会の課題を多面的視点で分析する能力を育成する。

政治学概論

　現代日本における政治の諸課題の探究によって、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平
和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を育成することを、本
科目の目的とする。民主政治の本質とは、公民としての市民による政治と市民のための政治を指
す。前者は、合意形成や社会参画を視野に、より積極的な役割を果たす主体としての公民的資質の
養成である。後者は、現実社会の諸課題を解決して、より良い社会、政治の実現を目標とすること
の認識の養成である。これらの養成のために、本科目では、具体的には政党政治や選挙、国家本
質・機能などの観点から、望ましい政治の在り方及び主権者としての政治参加の在り方について考
察する。この考察では、世界の主な政治体制（アメリカ、イギリス等）と関連させて取り扱うこと
にする。なお、政治学と関連する範囲内で、コーポレート・ガバナンスについても取り上げる。こ
の科目を通して、経営学の基礎と社会的課題の多面的理解を目指す。

倫理学概論

　現代の倫理的諸課題を広く深く探究する活動を通して、人間としての在り方生き方について思索
を深め、平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者として必要な公民としての資質・能力を養う
ことを目指している。
　本科目では、代表的な先哲の思想を通して、自分自身で考え、判断できる倫理的能力を身に付け
ることに力を入れている。倫理学は、先哲の諸思想を知っているだけでは意味がない。その時の状
況に応じて、日々の生活のなかで、自分自身の課題として受けとめ思索し、最善の価値判断ができ
るようになる必要がある。したがって、講義では、歴史的な主要思想家の理論を説明しながら、抽
象的な議論に終始することなく、具体的な事例を挙げて、多様な視点からともに考えていくように
努める。学生諸子の自己実現に寄与できればと考えている。主要哲学者のなかでは、西欧の思想家
の理論に重点を置く。なお、経営倫理学の領域にも言及する。この科目を通して、経営学の基礎と
社会的課題の多面的理解を目指す。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（文理融合学部　人間情報工学科）

科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

職業指導１

職業指導（進路指導）とは、生徒自らが「将来の進路」を選択、決定できるように指導・助言す
るものである。本科目では、履修者が将来、高等学校の教諭として生徒に職業指導を教授できるよ
うな指導能力を身に付けさせることを目標とする。進路指導では、生涯にわたる自己実現のため
に、「自分に何ができるか」「自分には何が向いているか」「職業とは何か」を生徒によく理解さ
せるとともに、自己の進路に対して興味・関心を持たせることが重要であり、学校教育では不可欠
な分野である。

職業指導２

進路指導は、生涯にわたる自己実現のために、「自分に何ができるか」「自分には何が向いてい
るか」「職業とは何か」を生徒によく理解させるとともに、自己の進路に対して興味・関心を持た
せることがなにより重要である。本科目では、履修者が将来、高等学校の教諭として生徒に職業指
導を教授できるような指導能力を身に付けさせることを目標とする。「職業指導２」では、「職業
指導１」の内容を踏まえ、それをさらに発展させて講義を展開する。

工業科教育法１

豊かな工業立国として発展していくためには、付加価値の高い製品の開発・製造が必要であり、
想像力が豊かで、資質の高い技術者の育成に努めることが不可欠である。本科目では、将来、高等
学校の教諭として、工業に関わる技術教育を行えるよう、その指導能力を身に付けさせることを目
標とする。そのために、工業教育の意義や役割、カリキュラム、学習指導の立案、方法などについ
て総合的に学ぶ。「工業科教育法１」では、これらの前半について学ぶ。

工業科教育法２

豊かな工業立国として発展していくためには、付加価値の高い製品の開発・製造が必要であり、
想像力が豊かで、資質の高い技術者の育成に努めることが不可欠である。本科目では、将来、高等
学校の教諭として、工業に関わる技術教育を行えるよう、その指導能力を身に付けさせることを目
標とする。そのために、工業教育の意義や役割、カリキュラム、学習指導の立案、方法などについ
て総合的に学ぶ。「工業科教育法２」では、これらの後半について、工業科教育法１の内容を踏ま
え学ぶ。

電気・電子工学総論

本科目は、情報通信技術に基づいたスマート社会の基盤である電気電子工学について、要素技術
を点検し、技術発展の動向を探ると共に、将来的発展性について認識を深めることにより、学生一
人ひとりの志向性や興味関心を高め、専門分野の視野を広げることを目的とする。授業では、電気
電子工学を初めて学ぶ人を対象に、各種装置の基本原理や仕組みを理解するのに必要なテクノロ
ジーと要素技術の関わり合いや基礎概念を正しく認識することを目標にしている。主な要素技術と
しては、静電気、磁石、直流電流、磁界、直流回路、過渡現象、交流回路、半導体、トランジス
タ、増幅と雑音除去、発振回路、電源回路、アナログとディジタル信号処理などが含まれる。そし
て、卒業までに身に付ける専門性、倫理観の基盤となる本学科の基幹科目の一つに位置付けられて
いる。

プログラミング

電子情報分野では、解析、制御、ソフトウェア開発等を行うためのプログラミングは必須の能力
であり、本学科の基幹として位置付ける科目である。本科目では開発言語の代表であるＣ言語を題
材にして、プログラミングの基礎を習得すことを目標とする。Ｃ言語はUNIX OSやインターネットと
共に普及してきたプログラミング言語で、現在では他のOSの開発、組み込み型を含む様々な制御、
アプリケーション開発など、幅広く活用されている。本科目では、プログラム言語の基本制御構造
を理解するとともに、ポインタ、関数、構造体を学ぶことで、より実践的なプログラミング技術の
修得を目指す。そして、卒業までに身に付ける専門性、倫理観の基盤となる本学科の基幹科目の一
つに位置付けられている。

情報処理工学

情報技術の発展は様々な分野へと影響を与えている。生命科学や臨床現場もその一つであり、多
くの医療関連施設で医療情報システムが導入されている。そこで本科目では、基数変換、情報の表
現、情報の単位、PC周辺装置とその特徴、オペレーティングシステムを含む各種ソフトウェアの特
徴、データの種類と変換、ネットワーク技術とセキュリティの必要性、AD変換、アナログ・ディジ
タル変復調や信号処理の種類と特徴、医療情報システムの概要を学び、情報を取り扱う者が必要な
収集・分析・応用できる専門的知識を身に付ける。

電気数学

科学が発展することで様々な問題が解析・解明され、生活に役立つ新たなシステムが開発されて
いる。科学技術の進歩を支える学問の一つである数学は、電気・電子工学を学ぶ上で必要とされる
計算力を養う重要な科目である。そこで本科目では、電気・電子工学さらには情報技術に必要な数
学の基礎知識を身に付けるため、平方根・指数・対数・三角関数の計算、ベクトルと複素数、行列
と行列式、微分、積分について学び、電気理論、電気回路、ディジタル回路、情報処理技術への応
用力を身に付ける。

電気回路１

電気回路は電力、電気機器、コンピュータ等の電気電子工学の基礎であり、医療機器やロボット
においても不可欠な技術になっている。「電気回路１」では、電気回路の基礎的理解を深めること
を目的とし、直流回路の基本事項及び諸定理を基礎から理解し、演習等の実践的な学びを通じて電
気回路の計算力習得を目指す。まず、電圧、電流、抵抗等の電気の基本的な概念を学び、オームの
法則、直列回路、並列回路の理論と計算法を学ぶ。さらに、キルヒホッフの法則、重ね合わせの
理、及びテブナン（ノートン）の定理を学習し、実践的な回路の計算法の修得する。

電気回路２

本科目は、「電気回路１」で学んだ直流回路を基に、抵抗、コンデンサ、コイルなどの線形素子
と交流電源から構成される回路の定常解析手法を修得することを目標とする。まず、交流とはどう
いうものかについて学ぶ。次に、コンデンサとコイルの電気的性質を学び、抵抗、コンデンサ、コ
イルからなる回路に交流電圧を印加した場合の解析法について学ぶ。さらに、交流回路における直
列共振、並列共振についても学び、最後に交流電力について学ぶ。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（文理融合学部　人間情報工学科）

科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

電子回路

電子回路はコンピュータ等の情報機器だけでなく、ロボットや医療などあらゆる分野に応用さ
れ、現在社会を支える最も重要な学問分野の一つである。本科目では、基本的な電子回路の仕組み
を学び、社会の様々な分野で電子回路を活用できる人材の育成を目的とする。まず回路の基本要素
であるダイオードやトランジスタ等の半導体デバイスの基本原理や特性を学ぶ。さらに、アナログ
回路でも特に重要なオペアンプを用いた様々な回路の構成、特性、利用法について学ぶ。また、デ
ジタル回路の主流であるMOS型トランジスタについては特に詳しく学び、コンピュータなどの応用製
品についての理解を深める。

デジタル回路

パソコン、タブレット、スマートフォン、家電品、自動車、ロボットなど身の回りの多くの機器
には、デジタル回路とマイコンが組み込まれている。マイコンの中枢であるCPUの基本的な動作原理
を理解するには、デジタル回路の動作原理を理解しておく必要がある。本科目では、まず、デジタ
ル回路の概要を説明した後、２進数とブール代数、AND、OR、NOTなどの基本論理ゲート、論理式、
真理値表、論理式の簡略化などについて学び、そして、基本論理ゲートを用いた組み合わせ論理回
路の設計方法について学ぶ。さらに、デジタル回路に多用される電子部品に関する原理や特性につ
いても併せて講義を行い、デジタル回路の設計や利用等の実践的な技術修得を目指す。

電気電子計測

Internet of Things（IoT）の発展により、電気電子計測はスマート社会の発展において重要な技
術となっている。さらに、医学、生物学、農学、環境等の工学以外の分野においてもセンサによる
計測・制御は不可欠な技術となっている。本科目では、計測の基礎として、まず測定値の処理、精
度と誤差、単位系について学ぶ。さらに、電圧・電流・電流などの基本量の測定、実際に計測に用
いる測定器やセンサの動作原理、構成、性能、用途を学ぶ。また、臨床工学に必要な生体計測で
は、一般的な工学計測とは異なる生体ゆえの特異性、制約などがあり、生体情報の種類と特殊性、
生体情報の性質、具体的な生体情報の測定法などについても講義する。

電気工学実験

本科目では、電気関連の講義で学んだ理論や法則を実験を通じて確認し、知識及び技術を身に付
けることを目的とする。実際に回路の配線や、電圧計・電流計・電源などの測定器・装置の取り扱
いを学び、測定技術・回路構成技術を修得する。具体的には、装置の使用法、電流と電圧に関する
実験などの基本実験、コンデンサの充放電、リアクタンスと静電容量などの素子特性実験、微積分
回路と時定数などの過渡応答に関する実験などを行う。

電子工学実験

今日の情報機器や医療機器には、トランジスタやオペアンプ等の半導体素子からなる複雑な電子
回路が組み込まれている。様々な機器の動作原理を正しく理解するためには、半導体素子の基礎的
な性質から理解することが重要になる。「電子工学実験」では、電子回路を実際に組み立て、半導
体素子がどのような働きをするのかを電圧・電流特性の測定等を通じて学習する。ダイオード・ト
ランジスタ・オペアンプ・集積回路等の能動素子の構造や特性、生体計測に不可欠な各種センサ
や、治療やデータ転送に必要とされる半導体レ－ザなどの光エレクトロニクス素子の電子技術につ
いても学習する。

インターンシップ

企業や地方自治体・試験場などで実習・研修を行い、自己の職業適性や将来設計を考える端緒と
する。また、自分の専門に関わる仕事の実際を実社会で体験的に学習するとともに、大学では学べ
ない社会人としての必要なマナーや常識を身に付け、今後の学習の課題を把握することで就職意識
の向上に結びつける。実施にあたっては、事前研修、本体験、本体験終了後のレポート作成及び事
後指導を実施する。

コンピュータアーキテクチャ

コンピュータ（計算機）の高度な使用では、その構成と働きを知っておくことが極めて重要であ
る。本科目では、計算機の数値表現やディジタル化された信号や画像の扱いを学んだのち、処理装
置、記憶装置、入出力装置などのハードウェアの仕組みと動作原理について学ぶ。また、オペレー
ティングシステムなどの基本ソフトをはじめ、プログラム言語や言語プロセッサを体系的に学び、
ソフトウェアの働きを理解する。さらに、機械語やアセンブラ言語による処理を題材に、アドレス
やレジスタの働きなど計算機の動作原理を総合的に学ぶ。この科目を通して、計算機の高度な利用
に必要な基礎的能力を養う。

アルゴリズムとデータ構造

本科目では、アルゴリズムとデータ構造について、その基礎知識を身に付けることを目的として
開講する。アルゴリズムは、Ｃ言語の文法を基礎として、アルゴリズムとは何かから始め、フロー
チャートの描き方や、基本的なアルゴリズムが扱う問題とその解決方法をいくつかの典型的な事例
を通して学ぶ。また、データ構造は、Ｃ言語の基本データ型から独自のデータ型の設計方法へ発展
させていく。いずれも、フローチャートとプログラムの両方で記述できることを目標とし、効率的
にコンピュータプログラムを設計する知識と技術を身に付ける。

データベース

データベースはデータ量が膨大なため、データベース管理システム（DBMS）があって初めて実用
化される。あらゆる場所で情報が生成されるユビキタス社会では、データベースの価値が高まって
いる。本科目では、データベースの基礎として、データモデル、DBMSの機能や構成、SQL（問い合わ
せ処理のための言語）を学び、先端の話題として、分散DBMSやクラウドサービスの仕組みを学ぶ。
さらに、既存のDBMSを使ったデータベースの設計事例も学ぶ。この科目を通して、高度なデータ管
理に必要な基礎的能力を養う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（文理融合学部　人間情報工学科）

科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

プログラミング応用

人工知能技術は急速に発展しており、世界の至る所でその応用が進み、産業領域や社会インフラ
に大きな影響を与えようとしている。それに伴い、文系理系を問わず人工知能の知識が求められる
ようになってきており、特に理系の人間には人工知能システムの仕組みを理解する能力まで求めら
れている。本科目では、データ解析及び人工知能に最も適したプログラミング言語であるPythonを
用いたプログラム作成について学ぶ。これを通して、プログラミング的思考力を養うとともにビッ
グデータ解析や人工知能のプログラミングを行うために必要な能力を身に付ける。

情報ネットワーク

情報ネットワークの構築では、インターネットの通信規約（プロトコル）についてしっかり理解
しておく必要がある。本科目では、インターネットプロトコルとして採用されているTCP/IPの基本
的な概念について学ぶ。階層化されているプロトコルの各階層の機能及び代表的なプロトコルにつ
いて学習し、実際にデータとしてどのような値が設定されて転送されるのかを具体的に学ぶ。デー
タリンク層、ネットワーク層、トランスポート層のそれぞれの層に関する機能や構造について学習
する。この科目を通して、情報ネットワークの構築に必要な基礎的能力を養う。

オペレーティングシステム

多くの情報機器は、OS（オペレーティングシスステム）上で動作する。本科目では、OSの基本的
な概念と仕組み・役割の理解、さらに、UNIX系OSの基本的操作、研究・実験などで必要となるツー
ルの利用などについて学ぶ。UNIX系OSは、インターネット関係のサーバの分野でよく利用されるOS
であり、スマートフォンやMacなどで利用されるOSも実はUNIX系OSである。さらに、身の回りの家電
やIoTデバイスもUNIX系OSであることが多く、UNIX系OSを知り・学ぶことは重要である。この科目を
通して、各種情報機器で使用されるOSの仕組みを理解し、利用できる基礎的能力を養う。

オブジェクト指向言語

C++やJavaに代表されるオブジェクト指向言語は、データと操作をひとつのオブジェクトに閉じ込
めて定義する計算機言語で、現在、プログラミング手法の主流の一つとなっている。本科目では、
オブジェクト指向言語としてJavaを対象言語として、Javaにおけるクラスの定義、カプセル化、継
承、抽象クラス、インターフェィス、多態性（ポリモーフィズム）とオーバーライドなどを学習
し、オブジェクト指向言語のプログラミング手法を習得する。この科目を通して、オブジェクト指
向言語を利用したプログラムを自由に記述できる基礎的能力を養う。

ソフトコンピューティング

ソフトコンピューティングとは、人間が日常的に行う多様な問題解決や行為に適度な曖昧さが含
まれていることに着目し、複雑で膨大な情報や知識に過度に精密さを求めることを避け、扱いやす
さ、頑健性、低コストを実現する情報処理技術である。本科目では、(１)ファジィ理論、(２)
ニューラルネットワーク、(３)遺伝的アルゴリズム(Genetic Algorithm GA)、(４)エージェントに
ついて概説し、さらに、診断・評価や心理、医療、教育などでの応用例について講義する。この科
目を通して、知的情報処理に関する知識と技術を身に付け、それを高度な情報処理に応用できる基
礎的能力を養う。

データサイエンス

本科目では、データの収集から、管理、処理、可視化、分析までの、データサイエンスに必要な
一連の技術を学ぶことを目的とし、与えられた課題に対し、実際にコンピュータを利用してデータ
を収集し、「情報処理入門」、「データ解析」、「人工知能概論」、「情報処理工学」などで学ん
だ知識と技術を総合的に活用しながら、データの処理、管理、可視化、分析を実践する。この科目
を通して、データサイエンスの実践的知識と技術を身に付けるとともに、データの取り扱いにおけ
る倫理観を養う。

画像処理工学

近年、画像処理に関する研究・開発が活発に行われ、画像処理を使用した多くの製品が発売され
ている。今や、画像処理の技術は、電子・情報系技術者にとって必須となっている。本科目では、
画像処理の基礎的な概念を説明した後、画質改善のような狭義の画像処理から、画像解析・画像計
測・画像認識に関連する手法までを説明する。さらに、代表的な応用事例について解説し、各種画
像処理手法がどのように活用されているのかを説明する。この科目を通して、画像処理に関する知
識と技術を身に付け、それを工学の分野で応用できる基礎的能力を養う。

信号処理工学

信号処理は、信号の加工や特徴の抽出を可能とする技術で、電気・電子・情報分野に留まらず、
医療、農業、環境、経済などの諸分野においてもそのニーズは高い。本科目は、アナログ信号とデ
ジタル信号の解析方法及び表現方法について体系的に学習する。また、信号の変換によって視点を
変えた分析が可能なことを学ぶ。このような信号に対する数理的な扱い方を学んだ後、実用的な
ディジタル信号処理システムがいかに構成され、どのように機能しているかを学ぶ。この科目を通
して、信号処理に関する一連の知識と技術を身に付け、それらを工学の分野で応用できる基礎的能
力を養う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（文理融合学部　人間情報工学科）

科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

集積回路工学

集積回路（IC）は多数のデバイスで構成された電子回路全体をシリコンチップ上に形成したもの
で、モバイル機器を始め、情報家電、ロボット等に広く応用されている。本科目では、集積回路の
現代社会における役割や基本的な製造プロセスを理解することを目的とし、ロジック、メモリ、マ
イクロプロセッサ等の応用事例、熱処理、フォトリソグラフィ、不純物ドーピング等の基本的な製
作技術を学び、様々な分野で集積回路によるシステムを構築できる応用力を身に付ける。

制御工学

制御工学は、システムを自動的に所望の状態にするための合理的かつ具体的な方法を与える学問
である。これは、電気・電子・情報分野のみならず、医療や農業、経済などの分野にも広く応用さ
れている。本科目では、制御工学の理解に必要な数学的準備を行なった上で、動的システムとは何
かから始め、システムの数学モデル、伝達関数、ブロック線図、様々なシステムの時間応答・周波
数応答、システムの安定性と安定判別、そして、フィードバック制御系設計までを学ぶことで数学
的知識を深めながら、分析手法を身に付ける。

技術英語Ａ

英語で記述された海外の論文を読む場合、その分野での専門用語や、数式が入った文章、及び図
や表などがどのような意味を持つのかをしっかりと理解する必要があり、そのための専門的な知識
が必要となる。本科目では、技術英語で使われる、専門用語、数式の表現、その説明及び様々な形
を含む図の表現方法、表の意味の説明の仕方などを学習する。また、技術論文の構成の仕方につい
ても学習する。特に、「技術英語Ａ」では、電気・電子工学に関する内容について学ぶ。

技術英語Ｂ

英語で記述された海外の論文を読む場合、その分野での専門用語や、数式が入った文章、および
図や表などがどのような意味を持つのかをしっかりと理解する必要があり、そのための専門的な知
識が必要となる。本科目では、技術英語で使われる、専門用語、数式の表現、その説明及び様々な
形を含む図の表現方法、表の意味の説明の仕方などを学習する。また、技術論文の構成の仕方につ
いても学習する。特に、「技術英語Ｂ」では、情報・通信に関する内容について学ぶ。

バイオメカニクス

ヒトの力学的機能は工学的手法で解析可能であり、ヒトの生活向上に応用できる。本科目は生体
の構造・運動・流体力学による多様な機能について解説した後、四肢など生体機能回復、補綴工学
の基礎を解説する。前半でバイオメカニクスの内容、生体の静力学、姿勢と力の平衡、二足歩行と
安定性、流体・連続流体力学の基本的性質、生体の構造力学と循環系のバイオメカニクス、後半は
骨格筋構造と機能、掌のバイオメカニス、義肢装具とリハビリテーション力学にも言及、生活のQOL
向上を図るシステム構築のための基礎能力の醸成を図る。この科目を通して、バイオメカニクスに
関する知識と技術を身に付け、それを人間ー機械系の構築に応用できる基礎的能力を養う。

知能ロボット工学

ロボットが動作環境や自身の特性の変化に柔軟に適応できるためのある種の「かしこさ」を持つ
ためには、ハード（電気・機械的部分）とソフト（制御理論・情報処理）の両面から総合的にロ
ボットを作り上げていくことが肝要である。そこで、本科目では、ロボットの機構、制御構造、先
端的制御理論、情報処理、様々なアクチュエータやセンサの仕組みと動作原理、ロボットの運動学
等について講義する。これを通して、知能ロボットのハードとソフトに関する幅広い基礎知識を身
に付けることを目的とする。

人間工学

　機械設計は機械の機能やコストを考えながら合理的に進められるが、そのようにして製作された
機械を実際に使用した時に、使いづらさなどの不快感や嫌悪感などを覚えることがある。人間工学
とは、人間の特性にあうようにモノをデザインすることを目的に、モノと人間の特性を調べ、両者
の最適な関係を探究する学問である。本科目では、人間工学の考え方、歴史、生体の形態的特性、
感覚、知覚、制御・情報、感性などについて学び、人間－機械系を設計するための考え方、基礎知
識を身に付けることを目的とする。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（文理融合学部　人間情報工学科）

科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

医療情報システム

　医療の情報化は、安全と信頼を求める社会情勢により急速に進められた。医療情報の理解と最新
技術の導入は患者の安全性だけでなく、病院経営にとっても効率化が図られ有益である。そこで本
科目では、医療情報システムの歴史、医療情報の特殊性、医療へのIT技術の応用、医療情報倫理、
セキュリティ、医療記録の電子化、医療技術発展や医療経営への有効活用、医療情報システム開発
の現状と導入について学び、より安全な医療を目指すため、医療情報の必要性と利用法を理解し、
新たなシステム開発のための基礎知識を身に付ける。

エコマテリアル

　地球環境問題の重要性が認識されている今日において、私たちの生活圏で使用される様々な材料
においても自然環境と調和した、ライフサイクルにおける環境負荷が小さい材料（エコマテリア
ル）の利用が社会から要請されている。本科目では、居住環境を構成している木質材料をはじめと
する環境負荷低減型の材料を対象とし、これらの特性、活用事例、製造から廃棄・リサイクルまで
の環境評価方法を学ぶことで、人間と自然環境に配慮した持続可能な資源利用を推進するための知
識と能力を養う。

リモートセンシング

　リモートセンシングは、人工衛星やドローンなどに搭載された遠隔センサーを利用して、地表の
情報を収集・分析する技術で、このようにして取得された画像情報は農業、林業、水産業を始め、
気象、資源調査、環境保全などの分野で利用されている。本科目では、リモートセンシングについ
て概説し、さらに、具体的な応用事例について紹介しながら、各種センサの原理と特性などの基礎
的事項について解説する。その後、リモートセンシングで多用される画像処理手法について具体的
に解説する。この科目を通して、リモートセンシングに関する知識と技術を身に付け、それを環境
保全や生活環境の改善に応用できる基礎的能力を養う。

環境情報計測

　人間と自然の共生のためには、自然環境の変化を正しく把握し、それを暮らしのなかに反映させ
ていくことが大事である。本科目では、人間の生活環境を中心に、大気や水、土壌などの状態を計
測する機器・装置の仕組みと計測原理について説明し、さらに、収集した様々な環境情報をどのよ
うに統計的に処理するかについて講義する。また、実際の具体的な環境データをもとに、現在生じ
ている環境問題や、環境保全の取り組みについて理解する。この科目を通して、環境計測に関する
基礎知識を身に付けるとともに、環境問題を正しく理解するための基礎的能力を養う。

環境・技術者倫理

　自然と調和した持続可能な社会を実現するためには、人間のみならず、地球環境を始めとする
様々なものをステークホルダーとし、お互いの関係のあるべき姿を模索することが重要となる。本
科目では、人間情報工学科と密接に関係した環境倫理及び技術者倫理を主な対象として、連関する
情報倫理や生命倫理も含め、基本理念を理解し、未来世代の人類のために豊かな自然環境を維持し
つつ公衆の安全・健康・福利を最優先する技術者としての素質を養う。また、そのための行動につ
いて主体的に考え、実行するための力を育成する。

都市環境工学

　地震や台風などのハザードの激甚化や科学技術が巨大化した今日において、これらが人間社会を
襲った結果として生じる多種多様な災害によって私たちの生活環境は大きく左右されるようになっ
ている。本科目では、人間が生活する「都市」に焦点を当て、そこで発生する災害の原因となる自
然・人為的要因の種類や特性、並びに都市を構成する建築物や社会インフラの耐震化・維持管理や
情報通信技術の活用による防災・減災対策（ハード面・ソフト面）の現状と取り組みについて理解
し、災害に強い社会システムを実現するための知識と能力を養う。

環境生物学

　私たちの生活は生態系、特に生物的環境（生物群集）からの恩恵を享受することで成り立ってい
る。この科目では、私たちが持続的に発展していくための暮らしのスタイルや技術を創造するため
に必要な生物との適正な関係について理解を深めることを目的とする。その内容としては、私たち
の暮らしを支える生物環境、さらにそこから得られる生物資源について学ぶことを中心とする。具
体的には、生体構成物質、微生物、植物、動物についてその基本を学ぶとともに、私たちの生活と
関連付けながら、その利用や保全について考える。特に、医療、健康、食品、食料生産、生物多様
性、緑化、その他の資源利用などの観点から、私たちを取り巻く生物環境について総合的に考え、
生活の質向上へとつなげる発想力を養う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（文理融合学部　人間情報工学科）

科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

人
間
環
境
系
科
目

環境エネルギー工学

　ソーラーエネルギーは、太陽光から得られた熱や電力等のエネルギーであり、再生可能でクリー
ンなエネルギー源として注目されている。本科目では、ソーラーエネルギーに代表される自然エネ
ルギーの現状を理解し、普及に向けた課題やその解決法を考える。光電子デバイスで学んだ半導体
物性理論をもとに、太陽光を電力に変換するデバイスであるソーラーセル（太陽電池）の基本原理
と応用技術を学ぶ。さらに、その電力を家庭用及び工業用として効率的に利用するための蓄電技術
やスマートグリッド等の関連分野についても学ぶ。

医用生体工学概論

医用生体工学は医療の高度化はもちろん、高齢化社会、医療資源の枯渇あるいは環境問題などの
解決にも不可欠の学問分野である。医用生体工学を学ぶには医学から理学・工学と多岐にわたる知
識を必要とする。そこで本科目では、生体の構造と機能及び特異性、生体の各種情報の特異性や
種々の物理的エネルギーに対する生体の反応、生体計測と制御、生体を対象とする医療機器や医療
情報システムに必要な条件などを概説、医用生体工学の全体像を把握することで、より安全な医療
を提供するために何が必要かを理解することができる。

医学概論

医療に携わる者は医療という営みの歴史、社会や科学技術との関わり、医療従事者として知るべ
き医療の在り方と医療従事者の倫理などの問題について学ぶ必要がある。本科目では、主として西
洋医学の歴史的変遷について解説し、さらに科学技術と医療技術や機器の発達、医学思想、医療従
事者の倫理の問題などについて論じる。また、現代日本の医療の制度的、組織的、経済的及び技術
的側面、さらに現代の医療制度の問題点についても概観し、医の質・安全がどのように担保される
のか把握する。

公衆衛生学

社会情勢が急速に変化する中で健康的な生活を維持するためには、環境と健康の現状を知る必要
がある。そこで本科目では、医療と社会に付随する問題に着目、公衆衛生の基礎概念、疾病予防と
疫学調査法などを解説した後、人口動態と医療・福祉との関係性、保健、生活環境と健康、公害と
疾病、食品衛生、労働衛生と産業医学、衛生統計の考え方、福祉と社会保障などを論じる。特に我
が国で問題とされている急速な高齢化の問題を軸として、統計資料の検討や各種の事例研究を交え
ることで知識と情報の収集と分析・利用法を身に付ける。

看護学概論

看護の諸活動は医療技術の発展や社会情勢とともに常に変化している。本科目では、医用工学技
術者・医療従事者が患者に接するに当たっての基本的態度や考え方を看護学を通じて学ぶ。講義の
項目は主に以下、①から⑧の通りであり、看護業務を知るだけでなく、チーム医療の一員として多
職種への理解を深め、安心安全な医療を提供するための環境とは何かを理解する。
①臨床工学技士と看護師 ②看護師の歴史 ③看護学について ④看護とは ⑤看護の対象理解
⑥ホスピスケアから「病いと死そして生」の理解 ⑦コミュニケーション技法 ⑧健康障害をもっ
た患者・家族の理解

解剖学

医用工学技術者・医療従事者として医用機器の開発や安全に操作するため、人体の構造を理解す
る必要がある。そのため、本科目では、人体発生の概要、人体あるいは生命体の基本単位である細
胞及び分化の程度を異にする細胞の集団からなる組織の特徴と構造について各部位・器官ごとに理
解を深める。また名称、位置、形状を把握する概論から筋・骨格、神経・感覚器、循環器、消化
器、呼吸器、泌尿器、生殖器など人体の各系統についての構造とその機能の概要について学ぶこと
で基礎的知識を養うことができる。

生理学

医用工学技術者・医療従事者は、人体の構造を理解した上での医用機器の操作や開発が求められ
る。解剖学で学んだ臓器、器官の機能についてさらに理解を深めるため、本科目では生命活動を維
持する仕組みを学び、人体の形成と構造と物質の基本的知識を身に付ける。具体的には、細胞、ゲ
ノムの基本を説明した後、骨・筋、呼吸、循環、血液、免疫、泌尿器、消化、代謝、内分泌、神
経、生殖の生理的機能を解説する。その際、臨床で用いられる各機能の検査法についても言及する
ため人の構造と機能について知識を養うことができる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（文理融合学部　人間情報工学科）

科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

生化学

生物は細胞の集合体である。細胞は個々のレベルで成長、分化、修復、適応、自己複製を行いつ
つ、細胞間・組織間で協調した統一体として振る舞う。この活動、協調統合には化学反応が基本的
に介在している。そこで、本科目はこれらの機序や様々な病態における変化と解析方法について理
解することを目的とする。具体的には、生体内物質すなわち、糖質、蛋白、脂質、酵素、電解質、
ホルモン、生体色素などの生物学的意義などについて解説することで人体の構成成分、化学反応と
相互関係、恒常性の維持に関して理解し医用工学技術者・医療従事者として医療に応用できる力を
身に付ける。

病理学概論

医療従事者が病める人を対象とする以上、疾病の認識を学ぶ病理学は欠くことの出来ない分野で
あり、基礎医学と臨床医学にまたがる学際的な学問である。この科目では人体の正常な状態を学習
した上で、病的状態を解説する。具体的には、病理学の医療における意義、病理関連領域等(代謝障
害、循環障害、退行性病変、炎症感染症、免疫、新生物等)について総合的に理解し、これに関係す
る各種検査方法とその診断法、臓器別疾患の病態等についても言及する。本科目を通して疾病原
因、発症メカニズムと病態、経過及び帰結など専門的知識を身に付けることができる。

免疫学

免疫は「疫を免れる」という名前通り、病原微生物から生体を守る重要な防御機構である。体外
循環においてはアレルギー反応、輸血時の拒絶反応、自己免疫疾患における自己抗体の除去などに
遭遇する。本科目では医用工学技術者・医療従事者として必要とされる免疫に関連した項目につい
て、その機序、治療法について理解し、臨床で活躍できる専門的知識を身に付ける。具体的項目と
して免疫学の歴史、免疫システム概論、感染症と免疫、血液型と輸血、移植免疫、アレルギー、自
己免疫、免疫抑制剤、免疫吸着療法などを解説する。

薬理学

医用工学技術者・医療従事者が関わる検査・治療などに求められる安心・安全の医療には薬理学
の知識が必須である。そこで、本科目は薬の分子レベルでの作用から固体レベルでの作用を簡潔に
説明した後、薬剤の基礎から臨床使用法まで系統的な理解を目指す。具体的には薬理学概論と薬理
学の歴史及び心臓外科手術、人工透析関連、麻酔関連、集中治療領域において頻繁に使用される薬
剤の使用法及び副作用について詳しく解説、薬理学の講義ではあるが解剖学、生理学、生化学の体
系的理解が必要になるため基礎から臨床まで活用できる幅広い専門的知識が身に付く。

生体材料工学

近年の科学技術の進歩により、様々な材料を用いた医療機器が開発されている。そのため用途に
応じた構造、機能、耐久性、安全性について理解する必要がある。そこで、本科目は、材料工学及
びと材料工学と生体について総論した後、材料の種類と化学的・機械的・電気的性質及び医療機器
に用いられる金属材料、無機材料、有機材料、再生医療用材料等の安全性及び生体適合性について
解説、医用材料の基礎知識と安全性、特性を理解した上での臨床応用と社会との関係性について考
察できる知識を身に付ける。

医用機器学１

今日の医療現場には多数の医療機器が導入されている。医療機器は診断機器、治療機器、介護機
器などの全ての分野で幅広く利用されている。本科目では、多くの医療機器の中でも診断機器、治
療機器を中心に取り上げ、医療機器の全体像を把握し、使用する際の安全性、臨床における医療機
器の種類と役割、生体への効果、工学技術の医療機器への応用の観点から医用機器発展の歴史、医
用工学関連技術を概観することで、医療機器操作に必要な構造・原理から応用までの幅広い専門的
知識を身に付けることができる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（文理融合学部　人間情報工学科）

科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

医用機器学２

今日の医療現場には多数の医療機器が導入されている。医療機器は診断機器、治療機器、介護機
器などの全ての分野で幅広く利用されている。本科目では生体計測・監視用機器についての原理と
構成、動作、操作・保守点検管理に関して理解を深める。更に、医療機器の使用に関連して、その
安全性と信頼性、有効性と経済性、使用環境と使用条件、生体に与える影響、事故事例と安全対
策、医用機器の将来性や展望まで知識を深め、専門的立場から臨床への有用性、経済的かつスムー
ズな機器導入のアドバイスができる知識を培う。

医用機器安全管理学

安全な医療の提供・発展は、理工学領域の技術の介入が不可欠である。その技術の多くは電気的
設備、機械的構造、医用電気機器の安全機構によって支えられている。臨床で使用される多くの医
用電気機器を安全かつ効果的に使用するめには生体の電気的・物理的・生物学的特性について理解
する必要がある。そこで、本科目では生体の物理的エネルギー特性などの基礎を解説した後、医療
の安全について電気的設備、医療ガス、各種記号、信頼性、医療行為と患者の安全確保、医療事故
と防止策の実例などを学び、医療の安全管理の専門的知識を身に付ける。

生体物性論

科学技術の進展は医用機器の機能向上に大きな影響を与え、医学的基礎研究・診断・治療の進歩
に貢献してきた。現代医療の検査・治療において化学・物理的要素は必須であり、これら情報の取
得・解析は医用機器の開発、操作・保守点検管理を行う上でも重要である。そこで、本科目は生体
に対する物理的刺激（電気、音、電磁波、光、放射線、熱など）の伝播法則や生体特性と原理につ
いて解説、生体の力学・流体力学的特性とその仕組みについても説明するため、原理や仕組みを理
解した高度な専門的知識を身に付けることができる。

医用治療機器学

治療効果と安全を確保した医用機器の操作は非常に重要な要件である。そのため本科目では、臨
床現場で使用されている医用機器の動作又は適応疾患と効果、原理及び運用に焦点を当てる。治療
機器装置を電気的治療機器、手術用機器、機械的治療器、ICU/CCU用機器に分けて、適応疾患と効果
及びその機序、構造、操作・保守などを解説、取り上げる主な機器は除細動器、電気・超音波・
レーザメス、温熱治療装置、内視鏡、結石破砕装置、輸液・シリンジポンプなどであり、高度な保
守点検管理技術も含めた臨床で求められる知識を身に付けることができる。

循環機能代行装置学

心臓外科手術の際に使用する各種循環機能代行装置の操作には高度な知識と技術が必要とされ
る。そこで本科目では、人工心肺装置の血液ポンプ・人工肺・運転方法・トラブルシューティン
グ、補助循環のIABP・PCPS、人工心臓、その他物品に関する原理・生体臓器との比較、操作・保守
点検管理にもふれる。さらに循環器に必要とされるペースメーカ、ICD、カテーテルアブレーション
に関する知識の習得、心電図の読み方、ペースメーカの構造・プログラミング、トラブル対策など
詳細に解説することで臨床で求められる専門的知識を養う。

呼吸機能代行装置学

呼吸することは生物にとって根源的行為である。本科目では呼吸を代行する人工呼吸装置並びに
麻酔器、酸素療法について学ぶ。人工呼吸装置では、臨床的意義及び呼吸器系の生理と病態、装置
の原理、基本的操作、適応疾患と換気モード、安全管理、医療ガス、高気圧酸素療法、在宅酸素療
法、ネブライザなどについて解説する。麻酔装置では、構造・動作原理、安全管理を解説する。ま
た関連する病態生理についても解説、各種装置のトラブル発生時の原因と対応等についても詳細に
学ぶため、高度で豊富な専門知識を身に付けることができる。

代謝機能代行装置学

血液浄化では、患者の生活、治療時の体調管理と装置の操作・保守など幅広い知識と技術が要求
される。本科目では、腎疾患を対象とした血液透析療法を中心に解説する。そのため導入部では、
腎臓の解剖と機能、病理や血液透析に必要な物理化学について概説する。そのうえで透析原理、装
置の構造・構成、操作・運用、保守・点検、管理及び患者管理、シャント形成術、トラブルと対
策、血液濾過、腹膜透析、血液吸着、腎不全またはこれら以外の各種疾患に対する血液浄化療法に
ついて幅広く詳細に学ぶため、血液浄化の高度な専門的知識を身に付けることができる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（文理融合学部　人間情報工学科）

科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

生体計測装置学

患者の診療は問診に始まって身体診察及び機能的・形態学的検査が行われるが、患者の発する徴
候を他覚的かつ定量化、確定診断や治療効果の判定への支援の役割を果たすのが生体計測装置であ
る。本科目では、生体計測装置の基礎的事項を解説した後、装置の原理、構成、操作、保守・点検
について解説する。具体的に講義で取り上げる装置としては、心電計、心電図モニタ、脳波・筋電
計、スパイロメータ、パルスオキシメータ、カプノメータ、体温計、心拍出量計などがあり装置の
操作・保守点検管理に必要な専門的知識を身に付けることができる。

放射線工学

放射線工学は狭義のX線に限らず、核医学、重粒子線などその範囲は広く、その技術は医療を始め
多分野で利用されている。また近年のコンピュータの高性能化に伴い、画像診断技術は飛躍的に発
展した。そこで本科目では、放射線の基礎として原子の構造、原子核の構造と物理学、X線、γ線の
発生と各種崩壊の原理、各種放射線の特徴と生体組織への影響、放射性同位元素とその医学的応
用、X線像とその計算器処理、X線CT及びSPECT、放射線治療への応用などについて詳細に解説する。
この科目を通して放射線の物理から臨床応用までの幅広い知識を身に付けることができる。

関係法規

医療従事者は医療関連業務を行うにあたり、その根拠となる医事関連法規を遵守しなければなら
ない。そこで、本科目では臨床工学技士を始め、医事関連法規（医療法、医師法、薬事法、臓器移
植法など）を中心に法の概念について解説する。また近年一般的となったチーム医療についても解
説、医療現場での円滑な協働の必要性、各種専門職の業務概要について理解を深める。更に「医の
倫理と医療行為」や「医療過誤及び医療事故」など現代医療が抱えている諸問題にも言及するた
め、医療に携わる者が必要とする法、業務に関する臨床に即した基本的な知識を修得できる。

臨床医学Ａ

我が国を取り巻く医療の問題点は、診療・治療だけでなく、医療環境、医療保険制度等にも及
ぶ。そこで本科目では問題点の事例解説後、内科学・外科学・麻酔科学の総論を説明する。具体的
には各種疾患の症候論、病態生理を詳細に解説、外科的侵襲に対する生理的反応、ショック、外
傷・熱傷についても解説するほか、救急医学の概説、各種外科技術と手術管理、麻酔などについて
も説明する。また、患者のQOL（生活の質）の向上とは何かを様々な事例を踏まえ議論するため、医
用工学技術者や医療従事者としての専門的知識を修得できる。

臨床医学Ｂ

医療に携わる者として各種疾患の原因、検査、治療の知識は必須である。本科目では、感染症、
呼吸器疾患、神経・筋疾患などの症候、臨床検査、治療法について解説する。感染症では細菌一般
の概説、真菌・ウイルスなど、呼吸器疾患では感染症、新生物、呼吸不全など、神経・筋疾患全般
にもふれる。各種疾患に対する生化学検査・病理学検査・生理学検査などの臨床検査、画像診断装
置を用いた診断法や治療法および各種治療装置についても言及することで各種疾患の要因と検査法
や治療方法に関して臨床に即した専門的知識を修得できる。

臨床医学Ｃ

医療に携わる者として各種疾患の原因、検査、治療の知識は必須である。本科目では循環器、代
謝・泌尿器を中心に解説する。循環器では、血圧異常、血管・リンパ管疾患、先天性心疾患、弁膜
症、虚血性心疾患、心筋症、不整脈、心不全などを解説、代謝・泌尿器では糖尿病、脂質異常症、
メタボリック症候群、慢性腎臓病、急性腎不全、腫瘍、奇形、感染症、結石症、腎不全の電解質異
常などについて説明、各疾患の検査・治療についても言及する。各臓器の生理的機能が失われると
どのような疾患が起きるかまた最適な検査・治療法について臨床に即した解説により高度で専門的
知識を修得できる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（文理融合学部　人間情報工学科）

科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

臨床医学Ｄ

医療に携わる者として各種疾患の原因、検査、治療の知識は必須である。本科目では内分泌、消
化器、血液疾患、生殖器などについて解説する。内分泌ではホルモン異常をきたす下垂体疾患、甲
状腺疾患、副甲状腺疾患、副腎疾患など、消化器では消化管疾患の概説、肝・胆・膵疾患、腹膜疾
患など、血液では赤血球、白血球、止血にかかわる疾患など、男女生殖器疾患についても概説す
る。講義を通して各臓器の生理的機能が失われるとどのような疾患が起きるか、またどのような治
療が適当か理解することができる。

臨床実習

座学や実験実習で学んだ工学や医学又はその融合領域の知識を基に、臨床工学技士が行う実際の
業務について詳細に知る必要ある。また臨床現場は座学では得られない知識や問題点や解決のヒン
トを提供してくれる。そこで本科目では、以下の内容について病院で実習する。１）人工心肺業
務、２）血液透析業務、３）集中治療室及び手術室業務、４）ME機器保守点検業務、５）その他、
を体験する。体験実習を通して、臨床現場での業務について理解するだけでなく、患者の尊厳、恐
怖心や不安感を与えない患者との接し方についても理解することができる。

医用機器学演習

「医用機器学１」、「医用機器学２」で修得した内容に関する演習を通して、医用機器の原理・
構造、特徴についてより深く学ぶ。本科目では、生体計測機器として臨床検査用脳波計、視聴覚・
電気刺激装置、誘発電位記録装置、筋電図記録装置と汎用データ記録装置など計測法・解析法、治
療機器として電気メス、除細動器、ペースメーカー等などの構造と効果について演習・解説する。
また医用機器を構成する電気・電子工学の分野にまで踏み込んだ演習並びに詳細な解説を行うため
機器の構造をより深く理解することができる。

生体機能代行装置学演習

各生体機能代行装置学で修得した内容に関する演習を通して、生体機能代行装置の理解を深め
る。本科目では、循環・呼吸・代謝機能代行装置及び関係する各器官の解剖生理と病態生理につい
ての基礎演習の後、各種装置の原理・目的・構造・組み立て、設定並びに関連装置や設備について
の演習と詳細な解説、各装置の保守点検管理法についても含め、臨床現場で必要となる知識や発生
し得るトラブルとその対応、臨床で活用される実例技術を挙げて演習・解説する。この科目を通し
て知識の定着と応用力を身に付けることができる。

医用治療機器学演習

医用治療機器の操作・保守管理は安全な医療の提供を実現するために重要である。そこで本科目
では、「医用治療機器学」や「生体物性論」などで得た知識を総括、演習問題を通して物理学的エ
ネルギーの生体作用について理解を深める。その後、人工ペースメーカ、除細動器、各種メス、ア
ブレーション治療装置、結石破砕装置、内視鏡装置などの適応、使用法並びに安全管理についても
実例を交えて演習並びに解説をする。医用治療機器だけでなくそれに関連した物理現象や電気・電
子工学にまで踏み込んだ演習と解説を行うため知識と応用力を身に付けることができる。

生体計測装置学演習

ベッドサイドモニタなどの生体計測機器の操作・保守管理は安全な医療の提供に必要な業務であ
る。そこで本科目では、生体の物理量や生体化学量の計測技術、センサ技術を総括した後、知識の
理解力を高め、かつ定着を図ることを目的に演習と詳細な解説を行う。計測装置の原理と使用法を
学ぶだけでなく、使用時の安全確保、適正使用を維持するための保守点検・管理法についても解説
し理解を深める。さらに、生体計測装置を構成する電気・電子・情報工学についてもふれること
で、工学技術の医療応用力を身に付けることができる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（文理融合学部　人間情報工学科）

科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

医用機器安全管理学演習

医療施設の安全管理、医療機器や臨床工学技士の業務範囲とその遂行は、安全な医療の提供に重
要である。そこで本科目では、医療施設設備における安全管理等を総括、演習問題と詳細な解説を
通して知識の醸成を図る。具体的には、医療機器の安全管理と各種治療機器の安全限界エネルギー
並びに消毒・滅菌、医用電気機器を安全に使用するための電気設備とその安全基準・規格、電気設
備並びに医用電気機器の安全性測定法や安全管理技術、医療ガスの安全基準、人間工学的安全対策
についても言及するため、本科目を通して安全管理についてより高度な専門的知識を身に付けるこ
とができる。

臨床工学実習Ａ

臨床現場では解剖学、生理学、病理学、医用機器学などの知識だけでなく関連した装置操作技
術、計測技術が求められる。そこで本科目は、これまで学んだ知識に基づいた関連技術の修得を目
的とする。人体標本による構造的角度からの理解、呼吸・循環系及び筋肉系の機能や心電図や脳波
の波形を利用した器官や系の働きと構造の両面から観察する。実習器具の取扱い、測定技術や尿検
査、救急蘇生、感染予防対策だけでなく、医療機器を構成する実際の電子回路を作成、特性試験の
実施により知識の定着と装置の操作及び計測技術を身に付ける。

臨床工学実習Ｂ

医用工学技術者・医療従事者は生体物性、生体計測、電気・電子工学などの知識を関連する分野
にに応用できる技術力が求められる。そこで本科目では、物理エネルギー・生体信号の測定のため
の装置操作法や計測技術の修得を図る。脳波計、筋電計、心電計、画像診断装置、温度計測などの
生体計測装置だけでなく、各装置に搭載されているセンサやフィルタ回路の特性について実際の回
路を構築、特徴や特性などについて計測・考察する。実習を通して装置の取り扱い、保守点検管理
法、計測技術の仕組み、安全な計測技術を身に付け、課題や問題点を挙げて考察・解決する力を養
う。

臨床工学実習Ｃ

生命維持管理装置を扱う技術には迅速かつ確実性が求められる。そこで本科目では、「循環・呼
吸・代謝機能代行装置学」で学んだ知識を基に装置操作・計測技術の修得を図る。主に人工心肺装
置、人工呼吸器、血液透析療法の実機を使用した回路の組み立て、プライミング、操作、保守･点
検・管理の実習に加え、水処理装置や医療ガスの点検、PCPS、心臓カテーテル、血糖検査、麻酔器
など生体機能代行の関連装置、生体情報計測装置の取り扱いと保守点検管理などの実習、装置内に
組み込まれた工学的技術の解析も行うことで臨床現場に即した技術を養う。

臨床工学実習Ｄ

臨床現場では、座学及び実習、臨床実習で身に付けた知識や技術だけでなく、両者の発展的な力
が求められる。そこで本科目では、生命維持管理装置の応用技術、電気メス、除細動器・AED、ペー
スメーカ、輸液・シリンジポンプ、内視鏡、パルスオキシメータなどの呼吸・循環器系の関連装置
の操作及び医療機器の電気的安全管理技術の修得に加えて、これら医用治療機器の仕組み、装置に
搭載された電子技術について理解を深めるため、実際に電子回路を作成し、特性を観察、問題点を
挙げて考察することで知識の醸成を図り、より高く精緻な技術を身に付ける。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第２号（その３の１）

（文理融合学部　人間情報工学科）

科目
区分

授 業 科 目 の 概 要

ゼミナール

本科目は、卒業研究１と卒業研究２を円滑に進めるために必要な知識や技術を修得することに加
え、課題に対して自ら取り組んでいく姿勢を養っていく本学科の基幹科目である。卒業研究で行う
研究テーマの設定を目指し、関連する学習、機器やソフトウェアの設計・構築、実験などを行うこ
とに加え、グループワークを通じた意見交換や議論を交えながら課題を解決していくことを実践し
ていく。そして、この科目を通して、卒業研究論文を執筆し、研究成果の発表を行うために必要
な、関連文献の講読、論文作成、プレゼンテーションに関する知識と技能に加え、文理融合の考え
方や倫理観を醸成しながら、自ら取り組んで目標達成を目指す力を身に付けていく。

卒業研究１

本科目は、「ゼミナール」での学修・取組みの成果を活かし、「生活の利便性・快適性」、「健
康の維持・増進」、「自然の保護・保全」の３つの視点から、理想的な地域の暮らしを考え、それ
を具現化するシステム構築を目指していく本学科の基幹科目である。卒業研究を進めていくため
に、自らが主体的に調査等を行い、地域社会が抱える課題を見つけ、その解決方法について工学的
な視点に拘らず文理融合の視点を活用し、文献調査などを行い研究室内での討論を交えながら、整
理していく。これらの作業を通して、具体的な研究テーマを設定し、その背景を知るとともに、自
ら定めた研究テーマの意義と目標を確認しながら、卒業研究を開始していく。

卒業研究２

本科目は、「生活の利便性・快適性」、「健康の維持・増進」、「自然の保護・保全」の３つの
視点から、理想的な地域の暮らしを考え、それを具現化するシステムを構築できる能力を養成する
ことを目指す本学科の基幹科目である。「卒業研究１」で設定した研究テーマを遂行するための研
究計画を立て、その計画に沿って、開発、実験、調査データの整理などを行う。卒業研究では未知
の領域を対象とするため、様々な角度から倫理観を持って問題を捉えることが要求される。そして
研究成果は、予め提示された書式に従って卒業論文としてまとめ提出しなければならない。また、
発表会において、与えられた時間内で手際よく成果を発表することも義務付けられている。この過
程を通じ、自らが考え、集い、挑み、成し遂げていく力を自らの力で養い、本学科での学びの集大
成として、様々な問題や課題の解決を目指したシステムを構築できる技術、能力、そして倫理観を
養成していく。
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東海大学 熊本校舎
熊本県熊本市東区渡鹿九丁目1番1号

（位置関係図）

東海大学 九州キャンパス
熊本県 熊本市東区
熊本県 上益城郡益城町
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JR豊肥本線「東海学園前」駅 下車
徒歩 0分
距離 0ｍ

参照図面：Googleマップ

（最寄り駅 経路図）電車
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校地等敷地

運動場敷地

文理融合学部が使用する校舎

熊本校舎配置図

区　　分 専　　用 共　　用
共有する他の学

校の専用
計

校舎敷地 48,631.57  ㎡ 0.00　㎡ 0.00　㎡ 48,631.57  ㎡ 内借地3,796.00㎡

運動場用地 38,444.35  ㎡ 0.00　㎡ 0.00　㎡ 38,444.35  ㎡ 内借地7,236㎡

小計 87,075.92  ㎡ 0.00　㎡ 0.00　㎡ 87,075.92  ㎡

その他 0.00  ㎡ 0.00　㎡ 0.00　㎡ 0.00  ㎡

合計 87,075.92  ㎡ 0.00　㎡ 0.00　㎡ 87,075.92  ㎡ 借用期間：３年

専　　用 共　　用
共有する他の学

校の専用
計

37,896.01 ㎡
 （ 37,896.01 ㎡）

0.00 　㎡
　（0.00　㎡）

0.00 　㎡
　（0.00　㎡）

37,896.01 ㎡
 （ 37,896.01 ㎡）

校

地

等

校舎

熊本校舎　校地・校舎面積

図面―3
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１ 設置の趣旨及び必要性 

 

１．東海大学の 2022年度改組改編  

東海大学では、建学 80周年にあたる 2022年４月に全学的な改組改編を行う。その目的は、

来るべき社会の変化に対応し、地球市民として未来を創造していく人材育成を推進すること、

そして、建学以来継承してきた文理融合の理念と一貫教育を基軸とした教育・研究活動をよ

り一層進化・推進し、学生が幅広い知識を養い、深い理解力をもって社会に貢献することで

ある。改組改編の概要としては、学部学科の再編により、全国５キャンパス８校舎 23 学部

62 学科・専攻体制とする。学部学科の新設状況は次のとおりである。 

 

①湘南キャンパス 

湘南キャンパスにおいては、理工系から情報系、社会・人文科学、体育スポーツまで、文

理融合型総合大学ならではの多様な学部構成を活かし、受験生の多様なニーズに応えられる

よう、既設の学科・課程を統合してシナジー効果を引き出すための集約型学科構成を目指し、

湘南校舎（神奈川県平塚市）に次の学部学科を新設する。 

児童教育学部（児童教育学科）を新設する。 

情報理工学部に情報メディア学科を新設する。 

建築都市学部（建築学科、土木工学科）を新設する。 

工学部に機械システム工学科、医工学科、生物工学科を新設する。 

 なお、児童教育学部（児童教育学科）の新設は設置認可申請中であり、工学部医工学科の

教育研究は、湘南校舎及び伊勢原校舎（神奈川県伊勢原市）で行う。 

 

②東京キャンパス 

東京キャンパスにおいては、都心からほど近くに位置する利便性の高い立地を活かし、来

るべき国際社会で活躍できる人材を育成するため、高輪校舎（東京都港区）に次の学部学科

を新設する。 

経営学部（経営学科）を新設する。 

国際学部（国際学科）を新設する。 

情報通信学部に情報通信学科を新設する。 

なお、これらの学部学科の教育研究は、湘南校舎及び高輪校舎で行う。 

 

③静岡キャンパス 

静岡キャンパスにおいては、海洋国家日本を支える人材を養成してきた既設の海洋学部の

さらなる充実と静岡地域における人材育成に関するニーズに応えるため、静岡校舎（静岡県

静岡市）に次の学部学科を新設する。 

海洋学部に海洋理工学科（海洋理工学専攻、航海学専攻）を新設する。 

人文学部（人文学科）を新設する。 

 

④九州キャンパス 

九州キャンパスにおいては、熊本・阿蘇の地でこれまで育んできた教育資源を継承し、文 
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理分断からの脱却を目指す教育を推進するとともに、農学部のさらなる充実を図るため、熊

本校舎（熊本県熊本市）において、文理融合学部（経営学科、地域社会学科、人間情報工学

科）を新設し、臨空校舎（熊本県上益城郡）において、農学部に農学科、動物科学科、食生

命科学科を新設する。なお、農学部の教育研究は、熊本校舎及び臨空校舎で行う。 

 

２．文理融合学部設置の社会的背景・必要性、教育研究上の目的・養成する人材 

本学九州キャンパスは、1973年に九州東海大学として設置され、2008 年からは東海大学九

州キャンパス（熊本校舎、阿蘇校舎）として、農業、工業、ビジネス、観光、地域づくりと

いった分野での人材育成と研究において九州地域の重要な拠点となっている。2016 年の熊本

地震では、農学部を中心に大切な人命をも奪われる大きな被害を受けたが、地域からの大き

な支援と期待を受け、2023年４月の農学部新キャンパス（臨空校舎）の運用開始に向け準備

を進めており、併せて時代の要請に応じた新学部＝文理融合学部を設置したい。 

 

〇文理融合の教育が意味するところ 

 文理融合学部の設置の狙いは、超スマート社会「Society5.0」で必要とされる、情報活用

能力と、現代の複雑な問題を文系・理系の枠を超えた視点でとらえ、解決できる能力を身に

つけ、国連が提唱する SDGs（Sustainable Development Goals＝持続可能な開発目標）の達

成が不可避となった現在の世界の課題解決や 21 世紀を通した社会づくりを地域の視点で研

究するとともに、それを実践していく人材育成を目的にするもので、地方における大学の新

しい役割と価値を生み出していこうとするものである。 

 人工知能や情報通信等の技術の発展に伴い、先進国を中心にビジネスや人々の生活様式が

多様化、高度化する一方、開発途上国においては貧困や紛争等の問題を抱えたまま、その状

況は悪化していくように見える。国内に目を移せば、東京一極集中と地方の人口減少という

二極化問題、人口高齢化に伴う社会全体の活力低下、経済格差の拡大等の問題を抱えている。

2020 年の新型コロナウイルスのパンデミックは、我が国と世界の経済、人々の価値観に大き

なインパクトを与え、様々な人類的課題を先鋭化した。コロナ以前の世界に戻ることは、決

してないだろう。 

こうした課題の解決には、従来のような工業技術、科学技術による対処だけでなく、人間

の暮らし方や価値観、社会システムを根本的に変えるようなアプローチを加味することが不

可欠である。しかるに、大学受験でいう文系・理系といった知の区分や、その延長である大

学の学部・学科の枠内で教育することが意味をなさなくなりつつあるにもかかわらず、教育

の現場も社会も旧態から脱却できないでいることは否めない。これからは、例えば、ビッグ

データの解析もでき、かつ地域の歴史に根差した社会づくりにも造詣が深い、地域コミュニ

ティの一員として伝統産業を守りながらビッグデータも理解できるといった人材が世界中で

必要とされる。新学部設置の狙いは、そうした要請に応えることにある。九州キャンパスに

は、上記のように農業、工業、ビジネス、観光、地域づくりといった分野の研究の蓄積や教

育実績が既にあるが、これらの枠を大胆に解いて戦略的に融合させ、新しい時代の要請に応

えていく。 
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〇持続可能な社会を学ぶ好適地 

 九州熊本の地は、若者が腰を落ち着けて、持続可能な社会を学ぶ場としてふさわしい。農

学部のフィールドがある阿蘇の原野は、千年の歴史を有すると言われる野焼きの伝統に支え

られている。阿蘇の豊かさを代表する希少種のオオルリシジミは、野焼きされた原野に芽吹

くクララという植物だけをエサにしている。クララには牛が嫌う毒素があるため、原野に放

牧された牛はクララを食べることはない。野焼きは、オオルリシジミミの幼虫に寄生するダ

ニの駆除にも効果があると言われている。９万年前の阿蘇の噴火によって生まれた地質環境

の中で、千年にも亘って人の暮しと自然が調和的に維持され、その景観と共に阿蘇の歴史や

文化が世界ジオパークに認定されている。持続可能な社会の１つの答が阿蘇にはある。 

 

〇文理融合学部と農学部の相乗効果 

上記のとおり、熊本の地は、農業技術と観光、福祉や医療も加味した地域づくりを交差さ

せ、持続可能な社会のあり方を研究し、教育するフィールドとして屈指の場所である。それ

ゆえ文理融合学部と農学部の連携は、九州キャンパス全体の強みとなる。学生は、各学科の

専門的知識・技術の垣根を超えて多領域的な問題を発見する視点を身に付けると同時に、そ

の問題を解決するために専門を柱としながらも複眼的な視点と考え方を持って、実社会で活

躍する力を付けていく。 

 

１）経営学科 

現在日本では、少子高齢化、環境問題、グローバル化の問題に直面している。これらの問

題にいち早く対応していくためには、「新しい知」の創造が求められる。経営学科では、「理

論と実践」を深化させ、文理融合の学びを生かした複眼的視点から、ビジネスにおける３分

野「企業経営分野」、「スポーツビジネス分野」、「アグリビジネス分野」における経営上の「新

しい知」を創出していくことを教育研究上の目的とする。 

この目的を踏まえ、経済的利益の向上だけでなく、社会的利益、環境的利益の向上を考え

る専門的知識と技術を身に付けた上で、地域社会だけではなく、国際社会で貢献できる人材

を養成する。 

なお、文理融合学部経営学科は、熊本校舎に設置されている経営学部経営学科の学生募集

を停止し、その教育資源を基礎として設置される。経営学部経営学科においては、経営学の

理論だけでなく実社会とのつながりを意識した教育を行い、九州熊本の地で地域社会の活性

化が期待される農業・スポーツの分野における経営人材の養成を行ってきたが、その後、文

部科学省「Society 5.0 に向けた人材育成～社会が変わる、学びが変わる～」（平成 30 年６

月５日）を受け、society5.0 に基づく文理分断を脱却した人材を地域社会に輩出することに

より、これまで以上に地域社会の活性化に貢献するため、改組改編を行うこととした。 

文理分断を脱却して融合を目指す文理融合学部を設置し、学部を構成する経営学科におい

て、これまで培ってきた九州熊本地域の農業、スポーツの分野における経営人材の養成を継

承する。これにより、文系・理系の垣根を超え、多領域的な問題を発見するための複眼的な

視点を身に付けた人材が、九州の地域産業「企業経営」、「スポーツビジネス」、「アグリビジ

ネス」を中心とした地域づくりを担い、地域社会の活性化に貢献する。 
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【ディプロマ・ポリシー】 

文理融合学部経営学科では、以下の能力を備えたと認められる者に学位「学士（経営学）」

を授与する。 

 

『知識・理解』 

グローバルな競争の中で、社会面と環境面に配慮しながら、経営組織及び経営戦略に関わ

る経営学的知識・ツールを獲得することによって、組織及び個人が勝ち抜く能力を有する。 

 

『汎用的技能』 

経営学的思考方法を学び、経営学、情報等のツールを身に付けることによって、ビジネス

プランを作成し実行できる能力を有する。 

 

『態度・志向性』 

文理融合的な複眼的視点で、能動的・主体的に自ら経営手法を考え、他者と協働する能力

を身に付けながら、経営目標達成のために果敢に取り組む力を有する。 

 

【具体的な人材像】 

・地域社会ひいては国際社会においてスポーツビジネスを担うスポーツリーダー 

・経済的利益だけでなく、環境的利益、社会的利益を意識して、地域社会、国際社会で活躍

するビジネスパーソン 

 

２）地域社会学科 

高度情報化社会においては、産業や社会が大きな転換点を迎えるにあたり多大な変革が予

想されている。その中にあって、地域づくりにおいても新たな方向性が期待されている。地

域社会学科では、文理融合の複眼的視点を持って地域の諸問題を読み解き、「地域観光」と「心

理・広報メディア」の双方から地域の活性化を継続的に推進し、近未来地域づくりを創出し

ていくことを教育研究上の目的とする。 

この目的を踏まえ、急速に変化している高度情報化社会において多様性とグローバル化の

中にある地域社会の可能性を見出し、その継続的な活性化に向けて近未来地域づくりをプロ

デュース・マネジメントしていける人材を養成する。 

なお、本学の湘南校舎（神奈川県平塚市）には、心理・広報メディアの分野を教育する、

既設の文化社会学部広報メディア学科、心理・社会学科があるが、広報メディア学科は、メ

ディアに関する理論的・歴史的・制度的な研究成果を土台としつつ、混沌としたメディアシ

ーンに対応できる人材、社会的価値のあるメッセージを創造・発信できる人材、メディアや

企業・行政の広報・広告部門で活躍できる人材を育成することを、心理・社会学科は、社会

学に加えて、社会心理学・心理学の学びを通じ、社会的な課題や問題に対して具体的な解決

策や行動計画を提案できる“社会的構想力”と、人間関係の充実に必要な社会的スキルであ

る“コミュニケーション能力”を育てることを教育目標にしている。 

これまで述べてきたとおり、文理融合学部地域社会学科は、熊本校舎（熊本県熊本市）に

設置され、観光資源とグローバル社会の視点から地域の活性化を考える地域観光分野、多様
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化している心理・広報メディアの視点から地域の活性化を考える心理・広報メディア分野等

への取り組みを通じて、「高度情報化社会における持続可能な近未来地域づくり」に必要な人

材を育成することを目標としており、熊本の地に設置され、九州地域の活性化を主眼として

扱うテーマや教育が、既設の広報メディア学科及び心理・社会学科と明確に異なっている。 

 

【ディプロマ・ポリシー】 

文理融合学部地域社会学科では、以下の能力を備えたと認められる者に学位「学士（社会 

学）」を授与する。 

 

『知識・理解』 

地域社会の構造と諸問題を理解し、地域観光、心理・広報メディアの分野及びグローバル

な観点からの広範な知識を有する。 

 

『汎用的技能』 

専門分野における最新の知識と技能に精通し、「高度情報化社会における持続可能な近未来

地域づくり」の構築に向けて具体的な問題解決策を見出す能力を有する。 

 

『態度・志向性』 

高度情報化社会における最新動向や地域社会の動きに敏感に反応し、地域づくりに主体的

に参画・貢献していこうとする姿勢を有する。 

 

【具体的な人材像】 

・観光地域づくりを中心に心理・広報メディアの知識も併せ持つ地域プランナー 

・観光による地域活性化に向けて活躍する広報メディア分野のマネジメントリーダー 

 

３）人間情報工学科 

都市部から離れた地方は、豊かな自然に恵まれる反面、少子高齢化による人手不足や医療・

福祉サービスの地域間格差等の課題を抱えている。情報技術の超高度化は、そのような地域

の暮らしから時間と空間の制約を取り去り、快適さをもたらすと期待されている。近年、情

報技術が地方社会にも拡散・浸透しつつある中で、あらためて、人と自然の理想的な関係を

探り、近未来の共生社会のあり方を文理の枠を超えて考えなければならない。  

人間情報工学科では、情報技術による上質な地方社会の実現に向け、自然と調和した快適

で健康的な生活環境を構築できる情報及び工学の技術者を養成することを教育目的とする。

具体的に、地方の暮らしを文理の枠を超えて深く理解できる知識をもち、さらに、「情報工学」

と「医用工学」に関する高度な専門知識と技術を備え、それらの知識と技術を活用し、自然

環境に配慮しつつ、地方の暮らしに快適さと心身の健康をもたらす、工学的なシステムを構

築できる人材を養成する。 

 

【ディプロマ・ポリシー】 

文理融合学部人間情報工学科では、以下の能力を備えたと認められる者に学位「学士（工 
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学）」を授与する。 

 

『知識・理解』 

情報工学・医用工学分野における専門知識と幅広い視野をもち、生活に快適さを与え、健

康の維持・増進に寄与する応用技術について理解できる能力。 

 

『汎用的技能』 

情報工学・医用工学分野の技術の動向に精通し、暮らしと健康に関する諸問題に対して新

技術を用いて解決する能力。 

 

『態度・志向性』 

技術者としての倫理観と使命感をもち、自然環境と調和した、安全・安心な超高度情報化

社会の実現に貢献しようとする姿勢。 

 

【具体的な人材像】 

・高度に情報化された地方社会の中で活躍する電気・電子・情報系の技術者 

・遠隔医療等の先端的医療情報技術にも対応できる臨床工学技士 

 

３．研究対象とする中心的な学問分野 

１）経営学科 

1990年代の経済のグローバル化の中で、様々な領域で市場経済化、経済の自由化、商業化

が進行している。企業社会だけでなく、農村社会、スポーツの世界でもグローバル化の大き

な影響を受けている。このような大競争社会の中で適切に生き残っていくためには、経営学

の観点から、様々な領域における社会の課題を多面的視点で分析する能力の育成が肝要であ

る。 

そこで経営学科では、企業組織がどうあるべきか、企業の経営戦略がどうあるべきかにつ

いて、社会面、環境面に配慮した「企業経営学」を徹底的に学んでいく。経済的利益を上げ

ながらも、社会的に地球環境的に幸せであることを目指す企業経営学である。これを基盤と

しながら、その応用である「スポーツビジネス」において、スポーツビジネスの収益の向上

と安定化、持続化を考えていく。スポーツを通した生き甲斐のある生涯学習社会にもつなが

るスポーツビジネスである。また、「企業経営学」の応用である「アグリビジネス」において

は、農作物の流通、販売を中心としながら、アグリビジネスの収益の向上と経営の安定化を

考えていく。食を通して健康的な社会を目指すアグリビジネスである。 

以上の３分野の学びを通じ、グローバル化された社会において、自然と調和し、社会的人

権を尊重した、豊かな人道的な企業社会を構築するための教育活動と研究活動を行う。 

    

２）地域社会学科 

着地型観光経営に基づく観光・サービスの観点及び心理学の視点を踏まえた情報メディア

発信を中心とする広報の観点から「地域づくり」に貢献していくとともに、異文化・国際社

会の理解に基づくグローバルな観点も養うことにより、「地域づくり」を総合的に捉えた中で
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「高度情報化社会における持続可能な近未来地域づくりをどのようにデザインしていくか」

という課題に積極的に挑み続けることのできる人材を育成する。そのためには、文理の枠を

超えた多様な分野の基礎知識と技能を併せ持つ必要がある。 

そこで、地域社会学科においては、「地域社会の構造や諸問題を学び、その現状を読み解い

て文理融合の複合的視点からその本質を考える“地域社会基礎”（地域社会学）」という分野

を基盤とする。また、「グローバル化が進む地域観光をキーワードとして地域の活性化を捉え

る“地域観光”（観光学）」と「人の心を学び、高度情報化社会の中で多様化し続ける広報メ

ディアの視点から地域の活性化を捉える“心理・広報メディア”（心理学・メディア学）」を

柱として、「“地域観光”と“心理・広報メディア”の双方向による調査、統計、分析を通じ

て、問題発見力、分析力、解決力」を学び、「高度情報化社会における持続可能な近未来地域

づくりを推進する持続力と創造力」を身に付けて、地域社会に貢献していくための教育活動

と研究活動を行う。 

 

３）人間情報工学科 

情報技術による上質な地方社会の実現に向け、自然と調和した快適で健康的な生活環境を

構築できる工学分野の人材を育成するためには、利便性の高い情報機器を開発し、それを地

方の暮らしに役立たせることができる知識と技能、健康の維持・増進と医療を工学的に支援

するための知識と技能を養うことが肝要である。そこで、人間情報工学科においては、「電気

電子機器の仕組みを理解し、それを生活の中で応用する“電気電子工学系基礎”（電気工学・

電子工学）」の分野を基盤として、「暮らしの中のシステムを人間の特性に合うように知能化

する “知能情報”（知能情報学）」、「人と自然環境の関係を工学的に最適化する“人間環境”

（人間工学・環境工学）」、さらに、「健康の維持・増進と医療を支援する“医療工学”（臨床

工学）」の３分野の学びを通じ、情報化された地方社会において、自然と調和し、心身ともに

健康で豊かな生活環境を構築する教育活動と研究活動を行う。 

 

 

２ 学部・学科等の特色 

 

１．文理融合学部 

文理融合学部は、中央教育審議会答申「我が国の高等教育の将来像（平成 17 年１月）」で

提言された大学の７種の機能のうちの「幅広い職業人養成」を目指す学部であり、文系理系

に偏らない複眼的な視点で問題を捉え、問題解決できる人材の養成を目指す。 

文理融合学部は、従来型の知の区分でいう文系学科である経営学科と地域社会学科、理系

学科である人間情報工学科により構成されるが、学部共通科目として、「文理融合科目群」を

設定し、「地域ソリューション科目」、「理工系基礎科目」、「人文社会系基礎科目」で構成する。

文系理系に偏らない複眼的な視点を育てるために、文系学科の学生には「理工系基礎科目」

の履修を、理系学科の学生には「人文社会系基礎科目」の履修を義務付けている。また、こ

れらの基礎科目は、自学科以外の専門領域の科目を系統的に学ぶための仕組みである副専攻

への導入としての働きも持っている。さらに、学部共通の科目として、人工知能やデータサ

イエンス等、Society5.0 において必要とされる知識を学ぶ科目を配置している。 
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２．経営学科 

経営学科では、経営学、経済学に関する基礎知識を習得したのち、①経営組織論、経営戦

略論、並びに企業の社会的責任を扱う企業経営分野、②スポーツを通しての収益性の見込ま

れる産業を扱うスポーツビジネス分野、③農作物の流通、販売、ブランド化を扱うアグリビ

ジネス分野での学修を通して、様々なビジネスシーンで活躍できる「幅広い職業人育成」を

目指す。また、「企業経営」、「スポーツビジネス」、「アグリビジネス」の３点から、地域産業

の経営上の問題を解決し、「地域貢献」を推進するとともに、学部内の他学科及び農学部と連

携を図ることにより、商工連携、商農連携に関する実践型教育を推進する。 

 

３．地域社会学科 

地域社会学科では、地域社会、観光、心理・広報メディアに関する基礎知識を修得したの

ち、①国内外の研修や各種フィールドワークを通じて、観光資源とグローバル社会の視点か

ら地域の活性化を考える地域観光分野、②多くの実習授業の中で多様化している心理・広報

メディアの視点から、地域の活性化を考える心理・広報メディア分野等への取り組みを通じ

て、「高度情報化社会における持続可能な近未来地域づくり」に必要な問題発見力、分析力、

解決力、持続力、創造力を要請する。また、これらの応用力を要請する場として、近隣地域

や経営学科、人間情報工学科、農学部と連携した実践型教育を推進する。 

 

４．人間情報工学科 

人間情報工学科では、電気、電子、情報に関する基礎知識を修得したのち、①暮らしの中

の様々な機器やシステムを人間の特性に合うように知能化する「知能情報系分野」、②人と自

然環境の関係を工学的に最適化する「人間環境系分野」、③健康の維持・増進と医療を支援す

る「医療工学系分野」への取り組みを通じて、高度情報化社会における、生活の質向上に貢

献できる問題発見力、分析力、解決力、さらに応用力を養成する。また、経営学科、地域社

会学科、さらに農学部との教育・研究の連携を図り、商工連携、農工連携、医工連携に関す

る実践型教育を推進する。 

 

 

３ 学部・学科等の名称及び学位の名称 

１．学部の名称 

現代社会の問題は、多領域的で複雑化してきており、文系・理系の枠では捉えきれなくな

ってきている。文理融合学部では、これらの問題を文系と理系の両方の視点で捉え、統合的

で多角的な思考のできる人材の育成を目指している。したがって、学部名称は次のように定

める。 

 

学部名称 ：文理融合学部 

英訳名称 ：Undergraduate School of Humanities and Science 

 

２．学科の名称 

１）経営学科 
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経営学科では、経営、流通、マーケティング、国際ビジネス、企業倫理等の企業経営を学

修し、その応用であり、かつ収益性の見込まれる産業であるスポーツ経営、農業経営等、様々

なビジネスシーンで活躍できる人材の育成を目指している。したがって、学科名称は次のよ

うに定める。 

 

学科名称 ：経営学科 

英文名称 ：Department of Business Administration 

 

２）地域社会学科 

地域社会学科では、地域社会、観光、心理・広報メディアの各分野の幅広い基礎力を身に

付け、急速に変化している高度情報化社会において多様性とグローバル化の中にある地域社

会の可能性を見出し、その継続的な活性化に向けて近未来地域づくりを推進していける応用

力と実践力を備えた人材育成を目指している。したがって、学科名称は次のように定める。 

 

学科名称 ：地域社会学科 

英文名称 ：Department of Community and Social studies 

 

３）人間情報工学科 

人間情報工学科では、知能情報、人間環境、医療工学の各分野の高度な専門知識を身に付

け、情報化された地方において、自然に配慮しつつ、人の暮らしを豊かにし、健康の維持・

増進に貢献することができる応用力と実践力を備えた人材の育成を目指している。したがっ

て、学科名称は次のように定める。 

 

学科名称 ：人間情報工学科 

英文名称 ：Department of Human Information Engineering 

 

３．学位の名称 

１）経営学科 

経営学科の教育・研究内容は、企業経営、スポーツビジネス、アグリビジネスであり、経

営学を主体としたものである。したがって、学位の名称は次のように定める。 

  

学位名称：学士（経営学） 

 英文名称：Bachelor of Business Administration 

 

２）地域社会学科 

地域社会学科の教育・研究内容は、地域社会、観光、広報メディア、心理であり、社会学

を基礎としているものである。したがって、学位の名称は次のように定める。 

 

 学位名称：学士（社会学） 

 英文名称：Bachelor of Social Studies 
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３）人間情報工学科 

人間情報工学科の教育・研究内容は、知能情報、人間環境、医療工学であり、工学を主体

としたものである。したがって、学位の名称は次のように定める。 

 

  学位名称：学士（工学） 

  英文名称：Bachelor of Engineering 

 

 

４ 教育課程の編成の考え方及び特色 

 

１．教育課程の編成方針 

１）経営学科【カリキュラム・ポリシー】 

文理融合学部経営学科が定めるディプロマ・ポリシーに基づき、以下に示す教育課程を編

成し、実施する。 

 

『教育課程・学修成果』 

 1990年代から始まったグローバル資本主義の時代において、情報ツールは企業経営にとっ

て、必要不可欠なツールとなっている。このような情報ツールの適切な使用法を学ぶことは

経営学科の教育課程・学修課程において肝要であるという認識のもと、学部共通科目として、

情報系の科目群を初年次教育において設定している。 

 経営学のより一層の理解のために、その学問的基礎であり、あるいは関連する分野でもあ

る経済学、政治学、社会学等の社会科学の基本的科目群を、学部共通科目として設定して、

初年次教育において学べるようにしている。これにより、文理融合の複合的視点、マネジメ

ント力、問題を解決するための基盤を育成する。 

「企業経営科目」では、初年次に「経営学」、「経営管理論」等の基礎的科目を徹底的に学

ぶ。その土台の上で、主として２年次以降に、企業経営分野の高度な応用科目を学ぶ。この

応用科目を通して、経営組織及び経営戦略等に関わるレベルの高い経営学的知識・ツールを

獲得する。企業経営分野の基礎を学んだ上で、一方で、同じく主として２年次以降に、その

応用としての「スポーツビジネス科目」を学んだり、「アグリビジネス科目」を学んだりする

ことができる。 

 経営学科では、企業が収益を上げるにはどうすればよいのかを主として学ぶが、21世紀型

の経営では、収益面だけではなく、社会的人権の尊重、地球環境への配慮、生物多様性の保

護が大事である。社会面、環境面に配慮した文理融合的視点が求められている。このような

視点に立った科目、例えば、企業経営分野の「ビジネス倫理学」、アグリビジネス分野の「地

域生物資源論」等の科目を３年次等に用意している。 

経営学科の学科目は、「企業経営科目」、「スポーツビジネス科目」、「アグリビジネス科目」、

「ゼミナール科目」群から構成されている。それぞれの科目に、シラバス等で学修の到達目

標が明示されており、どのような力を修得するかを学生は理解することができる。 

 ゼミナールは、初年次教育として、入門ゼミナールがあり、高校から大学への移行がスム

ーズに行えるような科目を配置している。この入門ゼミナールは、教養教育科目として配置
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しているが、専門学科の教員が担当する。 

以上の学びをとおして、複合的な視点から経済的利益だけでなく、社会利益と環境的利益

を考える専門的知識・技術を身につける。 

３年次から４年次にかけての「ゼミナール１・２」、「卒業研究１・２」は、専門課程の集

大成として位置付けられ、最終的かつ総合的な学修の成果が評価される。これらの学修を通

して、理論と実践の融合を目指し、能動的・主体的に自ら経営手法を考え、他者と協働しな

がら、文理融合的な複眼的視点で、企業・社会・国家経営に果敢に取り組む能力を養成する。 

 

『学修成果の評価方法』 

 経営学科のディプロマ・ポリシーに示されている『知識・理解』『汎用的技能』『態度・志

向性』に関して、修得単位数・ＧＰＡによる分析評価等を用いた学生による自己評価により、

学修成果の評価を行っている。その集計結果は、ＦＤ活動等をとおして教育の質向上のため

のＰＤＣＡサイクルにつなげている。 

 

２）地域社会学科【カリキュラム・ポリシー】 

文理融合学部地域社会学科が定めるディプロマ・ポリシーに基づき、以下に示す教育課程

を編成し、実施する。 

 

『教育課程・学修成果』 

 地域社会学科で学ぶ学科目は、「地域ソリューション科目」、「理工系基礎科目」、「人文社会

系基礎科目」、「地域社会基礎科目」、「地域観光科目」、「心理・広報メディア科目」、「ゼミナ

ール科目」から構成される。観光、心理・広報メディアに関わる分野の科目については、基

礎的科目から応用と専門性の高い科目まで、それぞれの学科目をバランス良く一貫して体系

的に学べる教育課程となっている。 

 初年次には、学びの基礎として文理融合学部の学部共通科目である「地域ソリューション

科目」の「情報リテラシー」、「情報処理入門」、「阿蘇の自然と農業」、「九州の文化と観光」

等に加え、文理融合の礎を築くための「理工系基礎科目」として「コンピュータ概論」、「プ

ログラミング入門」、「微積分学」、「人文社会系基礎科目」として「社会学概論」、「心理学概

論」、「経営学概論」、「経済学概論」等を学科の基礎科目として学ぶ。これらの学科目の科目

は２年次まで開講され、文理融合の複合的視点、マネジメント力、問題を解決するための基

盤を育成する。 

これに加えて、観光、心理・広報メディアの各分野のスタートとしての基礎的知識を養う

ため「観光学概論」、「観光地域づくり論」、「メディア社会論」、「社会心理学」等を学科の専

門科目として学ぶ。また、論理的思考法、レポートの作成の仕方、プレゼンテーションの仕

方を「入門ゼミナール」を通して身に付けるように指導する。さらに、１・２年次において

は、観光分野では実際の旅行業務に関連する旅行業務科目を学んで将来の観光関連の資格取

得に備え、心理・広報メディア分野では社会心理の基本概念や情報発信力の基礎を養うため

の実習科目を学ぶ。 

 ２年次にかけて、「地域社会基礎科目」で地域社会の理解とその調査法の基礎を専門的に学

ぶ。「地域観光科目」では実際の旅行業務に関連する旅行業務科目を学んで将来の観光関連の
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資格取得に備え、「心理・広報メディア科目」では社会心理の基本概念や情報発信力の基礎を

養うための実習科目を学ぶ。つづいて３年次にかけて、「地域観光科目」では、最先端の観光

に関わるマーケティングや経営、政策等について学ぶことで、時代の変化に対応した能力を

養うとともに、観光研修で観光と異文化について現地で学び、グローバルな思考も養う。「心

理・広報メディア科目」では、社会心理と臨床心理の両面から心理に関する項目や映像、Web、

広告等のより専門性の高い知識と技術を学ぶ。また、「心理・広報メディア科目」も「地域観

光科目」の観光研修系科目と連携して、現地の資源や異文化を題材として実践力を養う。２

年次から３年次の学びにより、専門知識・技術による「融合的な視点」をもって問題解決に

取り組む力を育成する。 

１・２年次に開講される「地域ソリューション科目」、「理工系基礎科目」、「人文社会系基

礎科目」、２・３年次で開講される「地域観光科目」と「心理・広報メディア科目」の各種専

門科目を初年次から継続的に学ぶことで、文理融合の複眼的視点による各分野の専門知識と

技術を修得する。 

 ３・４年次に開講される「専門ゼミナール１」、「専門ゼミナール２」、「卒業研究１」、「卒

業研究２」では、学修の最終段階として自らの学びの成果を論文や作品の形で完成させる過

程を通じて、「持続的な視点」をもって活動を継続していく力を備え、「高度情報化社会にお

ける持続可能な近未来地域づくり」をどのようにデザインしていくかという創造力を養うと

ともに、近未来の地域づくりをプロデュース・マネジメントしていこうとする姿勢を涵養す

る。 

 

『学修成果の評価方法』 

 地域社会学科のディプロマ・ポリシーに示されている『知識・理解』『汎用的技能』『態度・

志向性』に関して、修得単位数・ＧＰＡによる分析評価等を用いた学生による自己評価によ

り、学修成果の評価を行っている。その集計結果は、ＦＤ活動等をとおして教育の質向上の

ためのＰＤＣＡサイクルにつなげている。 

 

３）人間情報工学科【カリキュラム・ポリシー】 

文理融合学部人間情報工学科が定めるディプロマ・ポリシーに基づき、以下に示す教育課

程を編成し、実施する。 

 

『教育課程・学修成果』 

人間情報工学科の学科目は、「地域ソリューション科目」、「理工系基礎科目」、「人文社会系

基礎科目」、「工業科教育科目」、「電気電子工学系基礎科目」、「知能情報系科目」、「人間環境

系科目」、「医療工学系科目」、「ゼミナール科目」から構成されている。この教育課程では、

情報工学と医用工学を教育の柱とし、それらの基礎から応用までの科目がバランスよく体系

的に配置されている。 

初年次には、文理融合の複眼的な視点とマネジメント力、問題解決のための基盤を育成す

るために、「地域ソリューション科目」、「人文社会系基礎科目」、「理工系基礎科目」で、自然・

文化・環境・情報処理・データ解析・人工知能について幅広く学ぶ。これらの学科目は２年

次まで開講され、文理融合学部としての基盤を構築する。これに加え、「電気電子工学系基礎
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科目」で専門の基礎を学ぶ。さらに、１・２年次では、各種実験・実習科目を配置し、実際

の現象の観察、機器の製作や取り扱い等を通して基礎知識の定着を図る。なお、臨床工学技

士を目指す学生に対しては、「医療工学系科目」の基礎的なものを開講しており、例えば、「医

用生体工学概論」や「医学概論」等で、医療に携わる者としての心構えや、資格取得に向け

た意識付けを行う。 

専門性の高い科目は２・３年次を中心に配置されており、基礎的科目で得た知識と技術を

活かして、「知能情報系科目」、「人間環境系科目」、「医療工学系科目」の各専門分野の学科目

についてより深く学び、人（および生体）と環境に関する情報を収集・分析・応用できる高

度な専門知識と技術力を育成する。 

３・４年次に開講される「ゼミナール」、「卒業研究１」、「卒業研究２」では、学修の最終

段階として、高度な知識と技術を融合させ、「生活の利便性・快適性」、「健康の維持・増進」、

「自然の保護・保全」の３つの視点から理想的な地方の暮らしを考え、それを具現化する工

学的なシステムを構築できる倫理観と能力を養成する。 

   

『学修成果の評価方法』 

人間情報工学科のディプロマ・ポリシーに示されている『知識・理解』、『汎用的技能』、『態

度・志向性』に関して、修得単位数・ＧＰＡによる分析評価等を用いた学生による自己評価

により、学修成果の評価を行っている。その集計結果は、ＦＤ活動等をとおして教育の質向

上のためのＰＤＣＡサイクルにつなげている。 

 

４）「ディプロマ・ポリシー」「カリキュラム・ポリシー」と教育課程の関連 

以上のカリキュラム・ポリシーは、ディプロマ・ポリシーの達成のため、後述する教育課 

程に基づき、資料のとおり図式化することができる。【資料１】参照 

 

２．教育課程の構成 

１）現代文明論・現代教養科目・英語科目（教養科目）  

教養科目として、１年次から２年次にかけ、「Ⅰ現代文明論」、「Ⅱ現代教養科目」、「Ⅲ英語

科目」の科目区分に必修科目を開講する。これらの科目の学びをとおして、現在の複雑化し

た社会の課題に対して、幅広い視点から、自らの考えを深め、行動していく姿勢を育てると

ともに、後述する主専攻科目と影響しあいながら、ディプロマ・ポリシーの達成に向け、学

修を進めていく。 

教養科目の学びは以下のとおりである。 

 

「Ⅰ現代文明論」 

幅広い分野の問題点や課題の発見、そして解決への姿勢を育てていくことを目的とした「現

代文明論」や「現代教養講義」の履修をとおして、自らの人生の過ごし方や、その姿勢につ

いて考える機会を設定している。 

 

「Ⅱ現代教養科目」 

“基礎教養科目”において、大学教育や学部教育への理解を深める「入門ゼミナールＡ」、
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「入門ゼミナールＢ」を開講し、“発展教養科目”において、国際・地域を基点として社会に

ついて学び、そこでの課題の把握とその解決について能動的に考える授業を展開する「シテ

ィズンシップ」、「地域・国際理解」、「現代教養講義」を開講する。 

また、“健康スポーツ科目”において、生涯にわたり心・体・社会的に健やかに充実した生

活を送るための基盤として、「健康・フィットネス理論実習」「生涯スポーツ理論実習」を開

講する。 

 

「Ⅲ英語科目」 

“英語コミュニケーション科目”において、国際的に幅広く社会と関わる素地を身につける

ため、「英語リスニング＆スピーキング」、「英語リーディング＆ライティング」を開講する。 

 

２）主専攻科目（専門科目） 

 文理融合学部は、文系・理系に区分される各学科の専門的知識・技術の垣根を超え、多領

域的な問題を発見するための複眼的な視点を身に付けること目指し、その実現のための教育

を担保するため、専門科目における学部共通として、「地域ソリューション科目」、「理工系基

礎科目」、「人文社会系基礎科目」で構成する「文理融合科目群」を置き、学部を構成する文

系学科の経営学科及び地域社会学科には「理工系基礎科目」を、理系学科の人間情報工学科

には「人文社会系基礎科目」を選択必修としている。また、各学科とも「地域ソリューショ

ン」科目群を選択必修とし、地域の諸問題について考えるとともに情報技術を活用して問題

を分析し解決する力を習得させる。 

 具体的には、経営学科及び地域社会学科は、「理工系基礎科目」において６単位以上を選択

必修、「地域ソリューション科目」において６単位以上を選択必修する。人間情報工学科は、

「人文社会系基礎科目」において６単位以上を選択必修、「地域ソリューション科目」におい

て６単位以上を選択必修する。 

 

①経営学科 

「地域ソリューション科目」 

地域社会の諸問題を理解するための知識と、それを解決するための情報処理の基礎的なス

キルを身に付けることを目的とした学科目である。 

地域社会の諸問題を探り、その解決の処方箋を示す科目群、並びにビジネスのツールとし

て必要な情報処理の基礎的科目群を配置している。初年次教育として行う学科目であり、７

科目開講し、その中から３科目修得する必要がある。教養科目と連動しながら、地域社会の

仕組みの理解、高度情報化社会の仕組みの理解を深めていく。 

 

「理工系基礎科目」 

ICT 関連の基礎知識、プログラミングの基礎、工学・生命科学分野の最新動向、基礎的な

数学力等、理系の基礎力育成を目的とする学科目である。 

情報系基礎科目、理工系概論科目、数学系科目を配置し、「新しい知」を創出するための複

眼的思考を養成するために必要な学科目である。７科目開講し、その中から３科目修得する

必要がある。教養科目と連動しながら、自然の仕組みと自然との共生の重要性を理解してい
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く。 

 

「人文社会系基礎科目」 

経営学のより一層の理解のために、その学問的基礎であり、あるいは関連する分野でもあ

る経済学、政治学、社会学、倫理学等の社会科学の基本的科目群を配置しており、初年次教

育において学べるようにしている。 

経営学の基礎の強化を図る意味でも必要な学科目であり、７科目開講し、そのうち「経営

学概論」、「経済学概論」の２科目は必修である。教養科目の学修と連動しながら、社会の仕

組み、社会との関わり、社会参加の重要性、国際理解の重要性を理解していく。 

 

「企業経営科目」 

経営学の専門科目を配置し、経営学科の中核となる科目群である。他のスポーツビジネス

分野、アグリビジネス分野を理解する基礎となる科目群である。経営学、経済学、経営組織

論、経営戦略論、流通論、マーケティング論、会計学、企業の社会的責任に関する専門科目

を配置している。高度に専門的で、高い倫理性を持ったビジネスパースンを養成していく。

この学科目の科目は全て選択科目である。 

経営学の専門科目を配置し、経営学科の中核となる科目群であり、他のスポーツビジネス

分野、アグリビジネス分野を理解する基礎となる科目群である。１年次後期より、「マーケテ

ィング論」が始まり、続いて「経営組織論」、「ビジネス倫理学」等の専門科目を配置してい

る。高度で専門的であり、高い倫理性を持ったビジネスパースンを養成していく。この学科

目の科目は 22科目を開講し、多岐にわたる充実した科目編成となっている。教養科目の学修

を踏まえた上で、社会の仕組み、社会との関わり、社会参加の重要性、社会的人権の尊重、

国際理解を深く学んでいく。 

 

「スポーツビジネス科目」 

経営学をスポーツに適用したスポーツビジネス科目群である。経済的収益性のあるスポー

ツ産業を経営学の視点から分析、考察したもので、「スポーツ組織論」、「スポーツイベント論」

等の科目が配置されている。なお、スポーツビジネスを理解する上で欠かせない、スポーツ

学関係の科目も配置されている。この学科目の科目は 11科目で構成され、全て選択科目であ

る。 

基礎となる「スポーツ学入門」を１年次に開講し、配当年次に合わせて「スポーツ組織論」、

「スポーツマネジメント論」、「スポーツマーケティング論」と段階的に学修を進める。 

なお、各科目の具体的な学びの内容は次のとおりである。 

「スポーツ学入門」では、健康の維持増進の手段としてのスポーツの科学的基礎と応用及

びスポーツビジネスへの展開を学ぶことによって、スポーツの将来性を考える。 

「スポーツ健康ビジネス論Ａ」では、文化としてのスポーツを理解して指導者の役割を把

握し、科学的トレーニング方法を理解してスポーツに必要な医学的知識を身に付ける。 

「スポーツ健康ビジネス論Ｂ」では、スポーツや健康活動において組織運営に必要な基礎

知識を学修し、スポーツビジネスのリーダーとしての能力を涵養する。 

「スポーツ健康ビジネス論Ｃ」では、スポーツ医学、スポーツ科学の知識を生かして、指
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導出来るようなスポーツ指導員としての能力を涵養する。 

「トレーニング論」では、スポーツにおける、テクニカルスキル・トレーニング、フィジ

カル・トレーニング、メンタル・トレーニングの方法と実践を修得する。 

「スポーツ組織論」では、日本人のスポーツ観や組織論を踏まえ、組織論の基本となるマ

クロ（組織レベル）視点の問題とミクロ（個人）視点の問題を統一的に把握できる概念の特

質を理解する。 

「スポーツマネジメント論」では、経営学の視点でスポーツを見直し、ビジネス化を考え

る能力を涵養する。 

「コーチングアシスタント概論」では、スポーツビジネスへの展開において必要となるコ

ーチングの役割、知識・スキル、法的責任、コーチングの倫理、コンプライアンス等につい

て学ぶ。 

「コーチング法」では、スポーツビジネスへの展開において必要となるアスリートの育成

コーチングの役割として、心のトレーニング、スポーツと栄養、スポーツに関連する医学的

知識について学ぶ。 

「スポーツイベント論」では、スポーツ及びスポーツイベントを経営学的視点で理解し、

分析して、スポーツイベントにおける理論と実践の融合を行う能力を涵養することを目的と

する。 

「スポーツマーケティング論」では、スポーツの顧客（ファン）のニーズを把握し、スポ

ーツサービスを提供する方法を学修する。 

以上のとおり、九州地域に偏ることなく専門的視点からスポーツビジネスを学ぶ内容とな

っており、文理融合学部経営学科の教育課程全体の学びをとおして、九州地域だけでなく国

内、国外のスポーツ産業においても活躍することができる人材養成を目指している。 

 

「アグリビジネス科目」 

経営学を農業に適用したアグリビジネス科目群である。個人農業の経営、家族経営農業の

経営、農業法人の経営、農作物の流通・販売・ブランド化、農作物の輸入等を扱う学科目で

ある。大きく分けて、農業経営、農業経済、植物と地球環境保護に関する科目群を配置して

いる。この学科目の科目は全て選択科目である。 

この学科目の科目は 16 科目開講されており、「企業経営科目」に次ぐ充実した科目編成と

なっている。教養科目の学修を前提としながら、自然との共生、地球環境への配慮の重要性

を学んでいく。 

 

「ゼミナール科目」 

少人数で行うゼミナール科目により、自分に適した専門領域の選択をする。これまでの専

門分野の学びをもとにしながら、「ゼミナール１」、「ゼミナール２」で、高度に専門的な探求

を深めていく。４年次の「卒業研究１」、「卒業研究２」で学修の集大成としての卒業研究を

完成させる。一方で就職指導、進路指導も行われる。この学科目では、「ゼミナール１・２」、

「卒業研究１・２」を必修科目として設定し、８単位の修得が必要である。 

学生の能動的な学習と質疑応答を中心にした少人数教育である。これまでの専門分野の学

びをもとにしながら、「ゼミナール１・２」で、高度に専門的な探求を深めながら、これと連
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動した４年次の「卒業研究１・２」で学修の集大成を図る。一方で学生一人ひとりに行き届

いた就職指導、進路指導も行われる。この学科目では、「ゼミナール１・２」、「卒業研究１・

２」は全て必修科目であり、３年次、４年次の２年間を通して、学生の経営学的能力を中心

としつつも全人格的発展が醸成される。教養教育が重視する幅広い知識と考える力を実践す

る最終局面でもある。 

 

②地域社会学科 

「地域ソリューション科目」 

地域社会の諸問題を理解するための知識と、それを解決するための情報処理の基礎的なス

キルを身に付けることを目的とした学科目であり、必ず３科目（６単位）修得しなければな

らない。 

 地域社会を広く理解した上で、地域社会学科の学びにつなげるスタートに位置付ける。「阿

蘇の自然と農業」、「九州の文化と観光」、「自然災害と暮らし」を１年次に開講して、地域に

対する基礎理解の向上を図ると同時に、学生の学修面、生活面を含んだ指導体制を開始して

いく。 

 

「理工系基礎科目」 

ICT 関連の基礎知識、プログラミングの基礎、工学・生命科学分野の最新動向、基礎的な

数学力等、理系の基礎力育成を目的とする学科目であり、必ず３科目（６単位）修得する必

要がある。 

 文理融合の理系科目である「コンピュータ概論」、「プログラミング入門」を１年次に開講

して、情報系分野への興味と関心を喚起する。２年次には「工学概論」、「生命科学概論」を

開講することで、理工系分野への幅広い関心を喚起し、学科専門分野における文理融合の理

解の向上を図る。 

 

「人文社会系基礎科目」 

社会学、心理学、経営学、経済学、会計学、政治学、倫理学の概論を学び、各分野の幅広

い基礎知識を修得し、文系の基礎力育成を目的とする学科目である。地域社会学科に直接関

連する「社会学概論」と「心理学概論」の２科目（４単位）を必修としており、その他の科

目は選択科目としている。 

 文理融合の文系科目の中でも学科専門科目の基礎となる「社会学概論」と「心理学概論」

を必修科目、「経営学概論」と「経済学概論」を選択科目として１年次に開講し、人文社会系

分野への興味と関心を喚起する。２年次には「会計学概論」、「政治学概論」を開講すること

で、さらなる幅広い関心を喚起し、学科専門分野における文理融合の理解の向上を図る。 

 

「地域社会基礎科目」 

地域社会学科の基盤を構築する学科目であり、地域社会を横断的に学び、「地域観光」、「心

理・広報メディア」、「ゼミナール」の各学科目につなげるための基礎知識の修得を目的とす

る学科目であり、「地域社会学概論」と「地域社会学各論」の２科目（４単位）を必修科目と

して設定しており、必修以外の科目は選択科目としている。地域社会の成り立ちや基本構造
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に関する基礎知識の修得とその諸問題を考え、社会調査の方法と分析力を学び、現代社会に

おける地域社会の位置付けを理解し、グローバル社会に対応する基本的な語学力を育成し、

「高度情報化社会における持続可能な近未来地域づくりをどうデザインするか」の基礎力を

修得していく。 

 地域社会学科の基礎となる「地域社会学概論」、「現代社会学概論」を１年次に開講する。

２年次には「地域デザイン論」、「社会調査入門」、「社会調査法」を開講して、地域社会学科

の基幹である地域観光分野と心理・広報メディア分野への理解や関心へとつなげる。グロー

バル的な位置付けの「観光コミュニケーション」、「ビジネスコミュニケーション」は３年次

に開講する。 

 

「地域観光科目」 

地域の活性化を「観光」の側面から捉え、「高度情報化社会における持続可能な近未来地域

づくり」における着地型観光経営に関する専門知識を修得する学科目であり、「観光学概論」

を必修科目として設定しており、その他の科目は選択科目としている。観光ビジネス、ツー

リズム、地域資源、観光政策、ホスピタリティ、日本文化・国際文化と観光の関係等に関す

る専門知識の修得と現状の課題点を考え、国内外の研修や各種フィールドワークを通じて体

験的に学ぶことで、諸問題を解決する実践力を養っていく。 

 「地域観光科目」の基礎となる「観光学概論」、「観光地域づくり論」を１年次に開講する。

その他の講義科目は、１年次から３年次にかけて配置して、段階的に学修を進めることがで

きるようにしている。また、国内外の研修科目である「観光研修Ａ」、「観光研修Ｂ」とフィ

ールドワーク科目である「観光地域づくり演習Ａ」、「観光地域づくり演習Ｂ」もそれぞれ２

年次と３年次に開講して、関連する講義科目や「心理・広報メディア科目」で開講される各

種実習科目との連携を取りながら、より実践的な学びと社会への接続を図る。 

 

「心理・広報メディア科目」 

地域の活性化を「心理・広報メディア」の側面から捉え、「高度情報化社会における持続可

能な近未来地域づくり」における広報メディアの活用手法と人の心理に関する専門知識を修

得する学科目であり、「メディア社会論」を必修科目として設定しており、その他の科目は選

択科目としている。マスメディアや各種メディアコンテンツの社会的影響力、広告デザイン、

映像編集、Web デザイン等、新たな広報戦略の最新動向と技術に関する専門知識を多くの実

習授業を通じて実践的に修得するとともに、社会心理と臨床心理の両面から人の心を理解し、

広報戦略や地域づくりへの活用手法について考える。 

 「心理・広報メディア科目」の基礎となる「メディア社会論」、「社会心理学」を１年次に

開講する。「プレゼンテーション実践」も１年次に開講して、２年次と３年次に開講する広報

メディア系と心理学系の科目への興味と関心を喚起する。また、２年次と３年次に開講する

各種実習科目は、関連する講義科目の次のセメスターに開講するとともに、「心理・広報メデ

ィア科目」や「地域観光科目」で開講される国内外の研修科目やフィールドワーク科目との

連携を取りながら、より実践的な学びと社会への接続を図る。 
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「ゼミナール科目」 

少人数で行う「専門ゼミナール１」、「専門ゼミナール２」の科目により、自分の進路を定

めながら、幅広い知識の修得と選んだ分野の専門性を深めていく。加えて、大学生活の集大

成として４年次に実施する「卒業研究１」、「卒業研究２」により、“専門分野の深い知識と技

能”と、“自らの専門分野の他に分野横断的に活用できる基礎知識・技能”を融合することを

目的として必修科目として設定し、８単位の修得が必要である。 

 各種講義や演習・実習科目で学修したことをより専門的かつ関連付けて幅広く理解させる

ため、「専門ゼミナール１」、「専門ゼミナール２」を３年次に開講する。４年次には「卒業研

究１」、「卒業研究２」を開講して、学修してきた地域観光分野と心理・広報メディア分野を

「高度情報化社会における持続可能な近未来地域づくり」につなげる。また、学生の履修の

方針や進路等の相談や指針の提示も行いながら、学生一人ひとりに目を配った指導を行って

いく。 

 

③人間情報工学科 

「地域ソリューション科目」 

地域社会の諸問題を理解するための知識と、それを解決するための情報処理の基礎的なス

キルを身に付けることを目的とした学科目であり、必ず３科目（６単位）修得しなければな

らない。 

情報教育の基礎として、「情報処理入門」、「人工知能概論」、「データ解析」を１、２年次に

開講し、さらに「阿蘇の自然と農業」、「九州の文化と観光」、「自然災害と暮らし」の履修を

促し、地方の問題を俯瞰的に捉え、情報によって解決する道筋を探る能力を養うよう指導す

る。 

 

「理工系基礎科目」 

ICT 関連の基礎知識、プログラミングの基礎、工学・生命科学分野の最新動向、基礎的な

数学力等、理系の基礎力育成を目的とする学科目であり、人間情報工学科に直接関係する「コ

ンピュータ概論」と「微積分学」の２科目（４単位）を必修科目としており、その他の科目

は選択科目としている。 

情報工学と医用工学の基礎を支える、理学・工学の基礎教育に位置付け、「コンピュータ概

論」、「微積分学」を１年次に必修科目として開講する。さらに「工学概論」、「生命科学概論」

を２年次に開講し、工学分野、医療分野への関心を喚起する。 

 

「人文社会系基礎科目」 

社会学、心理学、経営学、経済学、会計学、政治学、倫理学の概論を学び、各分野の幅広

い基礎知識を修得し、文理融合における文系の基礎力育成を目的とする学科目であり、必ず

３科目（６単位）を修得しなければならない。 

文理融合の文系科目である「社会学概論」、「心理学概論」、「経営学概論」、「経済学概論」

を１、２年次に開講し、文系的な視点を持って地方社会に対する理解を深め、さらに人文社

会分野への興味と関心を高め、文理融合の幅広い視野を持つよう指導する。 
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「工業科教育科目」 

高等学校教諭一種免許状（工業）の資格を取得するための学科目であり、いずれの科目も

選択科目である。高等学校教諭一種免許状（工業）の資格取得に向けて、各学期に科目を配

置し、履修する年次と学期を指定している。 

 

「電気電子工学系基礎科目」 

情報通信のための機器や電気電子回路等の開発に必要な電気・電子工学と情報工学の基礎

知識を身に付けることを目的とした学科目である。「電気・電子工学総論」と「プログラミン

グ」の２科目（４単位）を必修としており、その他は選択科目としている。 

「電気・電子工学総論」、「プログラミング」を１年次の必修科目として開講し、情報通信

のための機器や電気電子回路等の開発に必要な電気・電子工学と情報工学の基礎知識を身に

付けるよう指導する。 

 

「知能情報系科目」 

「生活の利便性・快適性」を向上させる視点から、暮らしの中の様々な機器やシステムを

人間の特性に合うように知能化するための、情報工学の基礎とその応用について学ぶことを

目的とした学科目である。ここでは、情報工学に軸足をおき、情報通信分野の技術者に必要

とされる能力を育成する。この学科目の科目は全て選択科目である。 

知能情報分野の基礎となる「コンピュータアーキテクチャ」、「アルゴリズムとデータ構造」、

「オブジェクト指向言語」を２年次に開講し、その応用として「データベース」、「データサ

イエンス」を始め、「画像処理工学」、「信号処理工学」、「集積回路工学」、「制御工学」等を３

年次に開講する。さらに、４年次には、この分野の先端的な内容を含む、「ソフトコンピュー

ティング」を開講し、「卒業研究１・２」と連動して、「生活の利便性・快適性」を向上させ

る視点から、暮らしの中の様々な機器やシステムを人間の特性に合うように知能化するため

の能力を育成するよう指導する。 

 

「人間環境系科目」 

「自然の保護・保全」の視点から、人と自然環境の関係を工学的に最適化するための、工

学の基礎と応用について学ぶことを目的とした学科目である。電気電子工学と情報工学を基

礎とし、人と自然の両者に配慮したものづくりができる技術者に必要とされる能力を育成す

る。この学科目の科目は全て選択科目として計算される。 

人間環境分野の基礎となる「エコマテリアル」、「環境情報計測」、「都市環境工学」、「医療

情報システム」を１、２年次に開講し、その応用として「バイオメカニクス」、「人間工学」、

「リモートセンシング」、「環境・技術者倫理」、「環境エネルギー工学」、「環境生物学」を３

年次に開講する。さらに、４年次には、この分野の先端的な内容を含む「知能ロボット工学」

を開講し、「卒業研究１・２」と連動して、「自然の保護・保全」の視点から、人と自然環境

の関係を工学的に最適化するための能力を養うよう指導する。 

 

「医療工学系科目」 

「健康の維持・増進」の視点から、家庭から病院・クリニックまでの各種医療を工学的に
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支援するための医療工学の基礎とその応用について学ぶ。臨床工学技士に必要とされる能力

を育成する。この学科目の科目は全て選択科目である。なお、開講される科目は、臨床工学

技士の国家資格の取得に準拠している。 

医療工学分野の基礎である「医学概論」、「解剖学」、「生理学」、「医用機器学１」、「関係法

規」を１年次に開講し、それらを応用させた「病理学概論」、「薬理学」、「医用機器学２」、「生

体物性論」、「生体計測装置学」を２年次に開講する。さらに、「免疫学」、「生体材料工学」、

「医用機器安全管理学」、「医用治療機器学」、「循環機能代行装置学」、「呼吸機能代行装置学」、

「代謝機能代行装置学」を３年次に開講する。また、「生体機能代行装置学演習」、「医用治療

機器学演習」、「医用機器安全管理学演習」を４年次に開講し、「卒業研究１・２」と連動して、

「健康の維持・増進」の視点から、家庭から病院・クリニックまでの各種医療を工学的に支

援するための能力を養成するよう指導する。なお、臨床工学技士の資格取得に向けた科目と

して、学年進行に応じて、「医用生体工学概論」を始め、「看護学概論」、「公衆衛生学」、「生

化学」、「放射線工学」、「臨床医学Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ」、「臨床実習」、「医用機器学演習」、「生体

計測装置学演習」、「臨床工学実習Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ」を開講し、資格取得指導を並行して行う。 

 

「ゼミナール科目」 

各学科目で学んだ知識と技術を融合させ、「生活の利便性・快適性」、「自然の保護・保全」、

「健康の維持・増進」の３つの視点から理想的な地域の暮らしを考え、それを具現化する工

学的なシステムを構築できる倫理観と能力を養成することを目的とした学科目である。これ

は、学業の集大成であるから、全ての科目を必修科目として設定し、６単位の修得が必要で

ある。 

人間情報工学科の教育の集大成的なものとして位置付けた「ゼミナール」、「卒業研究１・

２」を３、４年次に必修科目として開講し、それらの学びの中で、各年次で履修した専門科

目の知識と技術を融合させ、「生活の利便性・快適性」、「健康の維持・増進」、「自然の保護・

保全」の３つの視点から理想的な地域の暮らしを考え、それを具現化する工学的な能力と倫

理観を養成するように指導をする。 

 

 

５ 教育方法，履修指導方法及び卒業要件 

 

１．教養科目と主専攻科目（専門科目）の計画的な融合  

本学は、教養科目と主専攻科目（専門科目）の融合の実現を目指し、１年次から２年次に

かけて、次のとおり教養科目を配置している。 

大学教育や学部教育への理解を深め、大学生活を送るうえで必要なアカデミックスキルの

基礎的能力・知識を養う「入門ゼミナールＡ」、「入門ゼミナールＢ」、生涯にわたり心・体・

社会的に健やかに充実した生活を送るための基盤となる“健康スポーツ科目”や国際的に幅

広く社会と関わる素地を身につける“英語コミュニケーション科目”により、主専攻科目（専

門科目）への円滑な学びへと導いていく。 

また、多様な人々が民主政治の担い手である市民として、意見の違いを乗り越え、相互の

人権を尊重しあえる社会を形成するにはどうすればよいかを考えることを目標とする「シテ
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ィズンシップ」、多様な人々の視点に立ち、地域社会・国際社会の様々な課題を発見し、その

解決について考える「地域・国際理解」の学びを通じて、学生が社会の構成員であることを

自覚し、社会と関わろうとする自発的な意識を高め、公共に資する判断と行動の必要性を認

識することにより、自らが社会の持続的な発展に向けて取り組んでいく必要性を認識し、深

化させていく。 

以上を礎に、２年次に学修する本学の基幹科目である「現代文明論」や「現代教養講義」

により、正しい姿勢や倫理観をもって、自ら考え、問題解決を目指して、挑み、仲間と集い、

成し遂げていく姿勢を身に付けていく。そして、「主専攻科目（専門科目）」の学びと融合し

ながら、現代社会に必要とされる専門知識や技術に加え、倫理観をもって、様々な課題に積

極的に取り組んでいく姿勢を育成していくカリキュラム体系となっている。 

 

２．教養科目に基づく専門科目の展開 

１）経営学科 

経営学科の学修の流れは、教養科目による知識の修得と社会的実践力の向上と連動してい

る。１年次の第１セメスターから４年次の卒業研究まで続くゼミナール系科目のスタートで

ある入門ゼミナールは、幅広い経営分野の理解と学びの可能性の理解、将来の進路への契機

作りである。併せて、教養科目で醸成していく学問の深み、社会との関わり、自然との関わ

りを理解しながら、以下の通り専門科目での学修を進めていく。 

 

Ⓐ第１セメスターより始まるゼミナール系科目（「入門ゼミナール１」）により、学生の学修

スタイルの相談を受けながら進路指導を行う。 

Ⓑ第１セメスターで学修する「経営学概論」、「経済学概論」により企業経営分野の基礎を学

び、企業経営分野の応用発展及びスポーツビジネス分野とアグリビジネス分野の学修を進

めるきっかけとする。 

Ⓒ１年次より開始する「地域ソリューション科目」、「理工系基礎科目」、「人文社会系基礎科

目」により、文理融合の考えを専門科目と連動させ、２年次以降の学修につなげる。 

Ⓓ教養系科目で様々な知識と考える力を養いながら、各学科目の基礎系の科目から学修し、

セメスターの進行に合わせて、学修スタイルを確定していき、俯瞰的視野で経済に環境と

社会を組み込んだ「新しい知」を創造できるマネジメント力・経営センスを養う。 

 

２）地域社会学科 

地域社会学科の学修の流れは、教養科目による知識の修得と社会的実践力の向上と連動し

ている。１年次の第１セメスターは、４年次の第８セメスターに行う「卒業研究」まで続く

専門科目のスタートである「社会学概論」、「地域社会学概論」、「観光学概論」、「メディア社

会論」と文理融合学部での学びのスタートになる「阿蘇の自然と農業」、「九州の文化と観光」

により、地域の理解と文理融合学部での学びの可能性の理解、将来の進路へのきっかけ作り

を行っていく。併せて、教養科目で養っていく学問の深み、社会との関わりを理解しながら、

以下の通り専門科目での学修を進めていく。 

 

Ⓐ第１セメスターより始まるゼミナール系科目（「入門ゼミナール１」）により、学生の学修
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スタイルの相談を受けながら進路指導を行う。 

Ⓑ第１セメスターで学修する「地域社会学概論」、「観光学概論」、「メディア社会論」により

地域社会を観光と広報メディアの双方から見渡す力を養い、より広く、深く学修を進める

きっかけとする。 

Ⓒ１年次より開始する「地域ソリューション科目」、「理工系基礎科目」、「人文社会系基礎科

目」により、文理融合の考えを専門科目と連動させ、２年次以降の学修につなげる。 

Ⓓ教養系科目で様々な知識と考える力を養いながら、各学科目の基礎系の科目から学修し、

セメスターの進行に合わせて、学修スタイルを確定していき、「高度情報化社会における持

続可能な近未来地域づくり」に向けた専門的な知識とプロデュース・マネジメントする力

を養っていく。 

 

３）人間情報工学科  

人間情報工学科の学修の流れについて、教養科目で地域・国際社会が抱える諸問題を理解

する基礎的な知識と能力を身に付け、それらを専門科目の中で、「自然に配慮しつつ、地方社

会の暮らしに利便性と心身の健康をもたらすことができる工学的な能力」へと昇華させてい

く。それと並行して、学部で共通する専門科目である「地域ソリューション科目」、「理工系

基礎科目」、「人文社会系基礎科目」での学びを通して、地方社会と人の健康に関するさらに

踏み込んだ問題について文理融合の視点から理解できる能力を育成する。その上で、専門科

目の「電気電子工学系基礎科目」、「知能情報系科目」、「人間環境系科目」、「医療工学系科目」

において、情報工学と医用工学に関する専門知識と技術を身に付け、さらに「ゼミナール科

目」において、「生活の利便性・快適性」、「健康の維持・増進」、「自然の保護・保全」の３つ

の視点から理想的な地域の暮らしを考え、それを具現化する工学的な能力を養成する。なお、

教養科目の「入門ゼミナールＡ・Ｂ」において、大学で学問を学ぶ意義、技術者・臨床工学

技士になるための心構え等についても指導する。特徴は以下のとおりである。 

 

Ⓐ第１セメスターより始まる「基礎教養科目（入門ゼミナールＡ・Ｂ）」により、学生の学修

スタイルの相談を受けながら、進路指導を行う。 

Ⓑ第１セメスターで学修する「コンピュータ概論」、「電気・電子工学総論」により、社会の

情報基盤を支える基礎的な力を養い、深く学修を進めるきっかけとする。 

Ⓒ１年次より開始する「地域ソリューション科目」、「理工系基礎科目」、「人文社会系基礎科

目」により、文理融合の考えを専門科目と連動させ、２年次以降の学修につなげる。 

Ⓓ教養系科目で様々な知識と考える力を養いながら、各学科目の基礎系の科目から学修し、

セメスターの進行に合わせて学修スタイルを確定していき、「情報技術による、自然と調和

した快適で健康的な生活環境を構築」に向けた専門的な知識と技術を養っていく。 

 

３．履修順序と学修の進め方 

本学においては、カリキュラムの体系化を目指し、全科目を３桁の数字でナンバリングし

ている。１桁目は履修推奨年次、２桁目は科目群やグループ、３桁目は履修時の条件の有無

を表している。これらをカリキュラム表に記載して学生に提示し、履修モデルと合わせて学

生が学修計画を組み立てる際の一助となるように対応している。 



25 

 

また、履修者数等の設定については、必修科目は適切な人数で科目ごとにクラスを編成し

て履修者を指定し、選択科目については、特に１年次に行う入門ゼミナールでの調査や指導、

基礎系の科目の受講状況により、次学期・次年度の学科目ごとの受講人数を予め想定し、開

講クラス数等の増加等によって、科目ごとに適切に管理を行う。 

 

１）学修の進め方 

①経営学科 

これまで述べてきた教育課程により、文理融合の学びを生かした複眼的視点から、様々な

ビジネスシーンで活躍できる人材を効果的に育成するため、①幅広い基礎的な学修を図る学

科目は低年次に開講し、②より専門的で高度に発展的でかつ応用的な内容を含んだ学科目は、

高年次に開講される。③１年次と３・４年次に開講される少人数で行うゼミナール科目は、

学生の主体性の発揮を醸成しながら、きめ細かな指導を行うことで、総合的な力を養成して

いく。 

教養科目の学びを踏まえ、専門科目における学修の進め方は以下のとおりである。 

 

「地域ソリューション科目」 

１年次前期から２年次後期にかけて配置している。３年次から開始される卒業研究は、情

報ツールの活用、地域社会の仕組みの理解を前提とするものであるため、この学科目を１・

２年次に開講する。 

 

「理工系基礎科目」 

１年次後期から２年次後期にかけて配置している。３年次から始まる卒業研究では、ある

程度、高度な情報ツールの活用が必要であるため、この学科目は１・２年次に開講する。 

 

「人文社会系基礎科目」 

１年次前期から２年次後期にかけて配置している。「企業経営科目」の基礎となるのが、「人

文社会系基礎科目」であるため、２年次までにはこの学科目の開講を終えることにする。経

営学そのものと、経営学と密接に関連する基礎科目である経済学、政治学等の科目も、この

「人文社会系基礎科目」の中にある。 

 

「企業経営科目」 

１年次前期から４年次後期にかけて配置している。経営学の中の導入的科目から経営学の

高度で専門的な科目に至るまで、順序立てて学修を深化できるように開講している。この科

目群は、２年次から始まる「スポーツビジネス科目」、「アグリビジネス科目」を学ぶ際の基

礎科目群でもある。 

 

「スポーツビジネス科目」 

一部の科目は１年次から開講であるが、この学科目は、「企業経営科目」の学修を基礎とす

るため、主として２年次、３年次に開講されている。「スポーツビジネス科目」の理解のため

には、１年次から開講されている「企業経営科目」の理解が不可欠である。 



26 

 

「アグリビジネス科目」 

この学科目は、「企業経営科目」の学修を基礎とするため、２年次、３年次に開講されてい

る。「アグリビジネス科目」の理解のためには、１年次から開講されている「企業経営科目」

の理解が不可欠である。 

 

「ゼミナール科目」 

３年次から２年かけて卒業研究を開始していく。４年間の学びの集大成の場である。企業

経営、スポーツビジネス、アグリビジネス各学科目の高度で専門的な知をもとにしながら、

自身の専門性を深めていく。ゼミナール形式で学生の主体性が必要となる。同時にきめ細や

かな進路指導、就職指導も実施される。 

 

②地域社会学科 

これまで述べてきた教育課程により、「地域社会」、「地域観光」、「心理・広報メディア」の

専門性と文理融合の複合的視点を持った力と実践力を身に付け、「高度情報化社会における持

続可能な近未来地域づくり」を推進する人材を育成するため、①基礎的な学修を進める学科

目は低年次に開講し、②より専門的な内容を含んだ学科目は、基礎科目を設定することによ

り学修を深く進めていく上での順序性を設定し、③３年次以降で毎学期開講される少人数で

行うゼミナール科目による指導を行う。 

教養科目の学びを踏まえ、専門科目における学修の進め方は以下のとおりである。 

 

「地域ソリューション科目」 

情報系と地域社会に関する基礎的な科目は１年次に開講。データ解析、人工知能に関する

基礎と概論科目は２年次に開講する。 

 

「理工系基礎科目」 

情報系に関する基礎的な科目は１年次に開講。工学・生命科学に関する概論科目は２年次

に開講する。 

 

「人文社会系基礎科目」 

地域社会学科に関連が強く、基礎となる社会、心理、経済系、倫理に関する科目は１年次

に開講、会計、政治に関する科目は２年次に開講する。 

      

「地域社会基礎科目」 

基礎となる「地域社会学概論」と「現代社会学概論」は１年次に開講する。その内容を受

けて実施される「地域デザイン論」、「地域社会学各論」と社会調査の基礎となる「社会調査

入門」、「社会調査法」は２年次に開講する。地域社会の基礎知識を修得した３年次には「観

光コミュニケーション」、「ビジネスコミュニケーション」を通じて語学力を育成する。 

 

「地域観光科目」 

専門の基礎となる「観光学概論」、「観光地域づくり論」は１年次に開講する。観光ビジネ
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ス、ツーリズム、地域資源、観光政策、ホスピタリティ等、各専門分野の科目はそれぞれ２・

３年次に開講される。国内外での研修を伴う「観光研修Ａ」、「観光研修Ｂ」、各種フィールド

ワークを伴う「観光地域づくり演習Ａ」、「観光地域づくり演習Ｂ」についても、基礎力を修

得し、自ら考える力を実践する２・３年次に開講することで、より実践的な学びと社会への

接続を図る。 

 

「心理・広報メディア科目」 

専門の基礎となる「メディア社会論」、「社会心理学」は１年次に開講する。マスメディア、

広告デザイン、映像編集、Web デザイン、心理学等、各専門分野の科目は、それぞれ２・３

年次に開講される。広告デザイン、映像編集、Web デザインの分野では、講義科目の次の学

期に実習科目を設定し、講義内容と連動させながら実習効果を高めていく。また、２・３年

次には「地域観光」分野の科目も広く開講されていることから、その連携を図りながら、地

域社会の問題を解決する力を高めていく。 

 

「ゼミナール科目」 

「地域社会基礎」、「地域観光」、「心理・広報メディア」の各学科目で学んできた専門知識

と技術を有機的に連動させ、総合力を養う科目として「専門ゼミナール１」、「専門ゼミナー

ル２」を３年次に開講する。４年次には「卒業研究１」、「卒業研究２」を開講し、「高度情報

化社会における持続可能な近未来地域づくり」を推進する持続力と創造力を高めていく。ま

た、各科目はゼミナール形式で行うだけでなく、学生の履修の方針や進路等の相談や指針の

提示も行いながら、学生一人ひとりに目を配った指導を行っていく。 

 

③人間情報工学科 

これまで述べてきた教育課程により、文理の枠を超えた複合的な知識を身に付け、「自然環

境に配慮しつつ、地方の暮らしに快適さと心身の健康をもたらす技術者」を養成するために、

①基礎的な学修を進める学科目は低年次に開講し、②より専門的な内容を含んだ学科目は、

基礎科目を設定することにより学修を深く進めていく上での順序性を設定し、③３年次以降

で毎学期開講される少人数で行うゼミナール科目による指導を行う。 

教養科目の学びを踏まえ、専門科目における学修の進め方は以下のとおりである。 

 

「地域ソリューション科目」 

情報と地域社会に関する基礎的な科目は１年次に開講。データ解析、人工知能に関する基

礎と概論科目は２年次に開講する。 

 

「理工系基礎科目」 

数学と情報に関する基礎的な科目は１年次に開講。工学・生命科学に関する概論科目は２

年次に開講する。 

 

「人文社会系基礎科目」 

人間情報工学科に関連が強く、基礎となる社会、心理、経済・経営に関する科目は１年次
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に開講、会計、政治、倫理に関する科目は２年次に開講する。 

 

「工業科教育科目」 

高等学校教諭一種免許状（工業）の資格の取得に必要な科目であり、３年次より開講する。 

 

「電気電子工学系基礎科目」 

専門の基礎となる「電気・電子工学総論」、「プログラミング」、「電気数学」、「電気回路１」

は１年次に開講する。また、それらを応用・発展させた「情報処理工学」、「電気回路２」、「電

子回路」等は２年次に開講する。また、電気・電子工学に関する実験も開講する。 

   

「知能情報系科目」 

情報工学の応用・発展的な内容であることから、全ての科目を２年次以降に開講する。ま

た、年次進行にあわせ、より高度な内容の科目を開講する。２年次では、「コンピュータアー

キテクチャ」、「アルゴリズムとデータ構造」、「オブジェクト指向言語」等が開講される。３

年次では、「情報ネットワーク」、「データサイエンス」、「画像処理工学」、「信号処理工学」、

「集積回路工学」、「制御工学」等が開講される。「ソフトコンピューティング」は卒業研究に

も直結する高度な内容を含むため、４年次に開講する。 

 

「人間環境系科目」 

人と自然環境の問題を取り扱う応用的な内容であることから、環境工学に関する基礎的な

内容を含む「エコマテリアル」以外の全ての科目を２年次以降に開講する。また、年次進行

にあわせ、より高度な内容の科目を開講する。「医療情報システム」、「環境情報計測」、「都市

環境工学」は２年次に、「バイオメカニクス」、「人間工学」、「リモートセンシング」、「環境・

技術者倫理」等の応用的な科目を３年次に開講する。「知能ロボット工学」は卒業研究にも直

結する高度な内容を含むため、４年次に開講する。 

 

「医療工学系科目」 

臨床工学技士の資格取得に必要な内容であることから、４年間で効果的に学修し、実践的

な知識と技術が身に付くように科目を開講する。医療工学の基礎である「医用生体工学概論」、

「医学概論」、「医用機器学１」等を１年次に開講し、「医用機器学２」、「病理学概論」、「生体

計測装置学」等を２年次に、また、「生体材料工学」、「医用治療機器学」、「看護学概論」、「循

環機能代行装置学」、「代謝機能代行装置学」等を３年次に開講し、より専門性を高めていく。

さらに、２から４年次にかけて、「臨床医学Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ」、「臨床工学実習Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ」

を行い、３年次には「臨床実習」を開講し、講義と連動させることで学修効果を高めていく。 

 

「ゼミナール科目」 

各学科目で学んできた専門の知識と技術をもとに、実践的な問題解決能力を養う科目とし

て「ゼミナール」を３年次に、また、「卒業研究１」、「卒業研究２」を４年次に開講する。こ

れらの科目を通じ、自然に配慮しつつ、地方の暮らしに豊かさと心身の健康をもたらす工学

的な能力と倫理観を涵養する。また、各科目はゼミナール形式で行うだけでなく、学生の履
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修の方針や進路等の相談や指針の提示も行いながら、学生一人ひとりに目を配った指導を行

っていく。 

 

２）卒業要件 

①経営学科 

以下の合計で 124単位以上修得する。 

（履修科目の登録の上限：20単位（１学期）） 

 

□科目区分Ⅰ現代文明論＜必修科目＞ 2単位修得 

□科目区分Ⅱ現代教養科目 

       基礎教養科目＜必修科目＞ 4単位修得 

       発展教養科目＜必修科目＞ 6単位修得 

       健康スポーツ科目＜必修科目＞ 2単位修得 

□科目区分Ⅲ英語コミュニケーション科目 ＜必修科目＞ 4単位修得 

□科目区分Ⅳ主専攻科目 76単位修得   

 

 ＜必修科目＞ 

■人文社会系基礎科目 に設定された科目を 4単位修得 

■ゼミナール科目 に設定された科目を 8単位修得 

                       （計 12単位) 

＜選択必修科目＞ 

■地域ソリューション科目 の科目群から 6単位以上を修得 

■理工系基礎科目 の科目群から 6単位以上を修得 

                                  （計 12単位) 

＜選択科目＞ 

■地域ソリューション科目 ■理工系基礎科目 ■人文社会系基礎科目  

■企業経営科目 ■スポーツビジネス科目 ■アグリビジネス科目  

の６つの区分より、合わせて 52単位以上を修得 

                                 (計 52単位)   

 

□科目区分Ⅳの余剰、他学部・他学科科目を修得した単位 30単位修得     

 

                              合計 124単位修得 

    

②地域社会学科 

 以下の合計で 124単位以上修得する。 

（履修科目の登録の上限：20単位（１学期）） 

 

□科目区分Ⅰ現代文明論＜必修科目＞ 2単位修得 

□科目区分Ⅱ現代教養科目 
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       基礎教養科目＜必修科目＞ 4単位修得 

       発展教養科目＜必修科目＞ 6単位修得 

       健康スポーツ科目＜必修科目＞ 2単位修得 

□科目区分Ⅲ英語コミュニケーション科目 ＜必修科目＞ 4単位修得 

□科目区分Ⅳ主専攻科目 76単位修得  

 

＜必修科目＞ 

■人文社会系基礎科目 に設定された科目を 4単位修得 

■地域社会基礎科目 に設定された科目を 4単位修得 

■地域観光科目 に設定された科目を 2単位修得 

■心理・広報メディア科目 に設定された科目を 2単位修得 

■ゼミナール科目 に設定された科目を 8単位修得 

                          （計 20単位) 

＜選択必修科目＞ 

■地域ソリューション科目 の科目群から 6単位以上を修得 

■理工系基礎科目 の科目群から 6単位以上を修得 

                          （計 12単位) 

＜選択科目＞ 

■地域ソリューション科目 ■理工系基礎科目 ■人文社会系基礎科目  

■地域社会基礎科目 ■地域観光科目 ■心理・広報メディア科目  

の６つの区分より、合わせて 44単位以上を修得 

                                   (計 44単位) 

 

□科目区分Ⅳの余剰、他学部・他学科科目を修得した単位  30単位修得 

 

                                  合計 124単位修得 

 

③人間情報工学科 

 以下の合計で 124単位以上修得する。 

（履修科目の登録の上限：20単位（１学期）） 

 

□科目区分Ⅰ現代文明論＜必修科目＞ 2単位修得 

□科目区分Ⅱ現代教養科目 

       基礎教養科目＜必修科目＞ 4単位修得 

       発展教養科目＜必修科目＞ 6単位修得 

       健康スポーツ科目＜必修科目＞  2単位修得 

□科目区分Ⅲ英語コミュニケーション科目 ＜必修科目＞ 4単位修得 

□科目区分Ⅳ主専攻科目 76単位修得  
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＜必修科目＞ 

■理工系基礎科目 に設定された科目を 4単位修得  

■電気電子工学系基礎科目 に設定された科目を 4単位修得 

■ゼミナール科目  に設定された科目を 6単位修得 

                                                   （計 14 単位) 

＜選択必修科目＞ 

■地域ソリューション の科目群から 6単位以上を修得 

■人文社会系基礎 の科目群から 6単位以上を修得 

                           （計 12 単位) 

＜選択科目＞ 

■地域ソリューション科目 ■理工系基礎科目 ■人文社会系基礎科目  

■電気電子工学系基礎科目 ■知能情報系科目 ■人間環境系科目  

■医療工学系科目     ■工業科教育科目 

の８つの区分より、合わせて 50単位以上を修得 

                              (計 50 単位) 

     

＜自由科目＞資格取得希望者のみ履修。卒業要件に含まない。 

■医療工学系科目（計 35 単位） 

 

□科目区分Ⅳの余剰、他学部・他学科科目を修得した単位  30単位修得 

 

                                  合計 124単位修得 

 

３）履修モデル 

前掲の【具体的な人材像】に基づき、履修モデルを資料として添付する。【資料２】参照 

 

４）履修科目の登録上限について 

確実な学修とその定着を図るため、ＣＡＰ制を設定する。１学期（１セメスター）におけ

る履修登録の上限を 20単位と定めることにより、確実な授業外学習（予習・復習）がなされ

るようにする。資格取得のための卒業単位数に含まれない科目、セメスター期間外の実習等

については、「セッション科目」として扱うため上限の単位数にカウントしない。 

 

５）他大学における授業科目の履修について 

他大学における授業科目の履修、単位認定については、大学設置基準に基づき本学が定め

るルールに則り活用していく。但し、資格取得等に関わる科目については、その基準を満た

しているか等、慎重に審査して行う。 
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６ 実習の具体的計画 

   

１．臨床工学技士（人間情報工学科） 

ア 実習の目的 

臨床工学技士は、厚生労働省指定科目を履修することによって受験資格が得られる。この

ために、臨床工学技士教育課程に基づき、180 時間以上の臨床実習を行う。以下に実習項目

を示す。なお、基本的には見学実習とする。 

（１）体外循環（人工心肺業務） 

（２）ICU、救急救命、手術室 

（３）血液浄化療法（人工透析業務） 

（４）その他 ：以下の見学実習を行う。 

①高気圧治療業務、②体外式ペースメーカなど生命維持管理装置、③IABP、 

④除細動器、⑤MEサービス部門での ME器機の保守点検・研究関連業務、 

⑥臨床工学技士に関連する病院内施設での業務、⑦心臓カテーテル検査、 

⑧中央材料室、⑨病院管理部門 

臨床実習では、講義で学んだ基礎知識や上記実習項目を通して学んだ知識並びに自己学習

によって得られた知識の活用法、臨床現場に必要な基本技能の経験、医療における対人関係

や求められる行動・思考法を身に付けることを目的とする。 

 

イ 実習先の確保の状況 

臨床工学技士教育課程に基づく臨床実習において、その実習を予定する病院施設を【実習 

施設一覧】に示す。なお、実習受入れ承諾書は資料のとおりである。【資料３】参照 
 

【実習施設一覧】 

授業科目 実習施設名 所在地 受入れ可能人数 

臨床実習 

済生会熊本病院 
〒861-4193 

熊本市南区近見５－３－１ 
20人 

熊本赤十字病院 
〒861-8520 

熊本市東区長嶺南２丁目１－１ 
10人 

熊本大学病院 
〒860-8556 

熊本市中央区本荘１丁目１−１ 
10人 

熊本医療センター 
〒860-0008 

熊本市中央区二の丸１−５ 
10人 

熊本中央病院 
〒862-0965 

熊本市南区田井島１丁目５−１ 
10人 

朝日野総合病院 
〒861-8072 

熊本市北区室園町１２−１０ 
10人 

 

ウ 実習先との契約内容 

 実習にあたっては、実習施設と個人情報保護や事故防止事項について定めた実習契約書を
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締結する。 

 

エ 実習水準の確保の方策 

実習指導者規定により、５年以上の臨床経験者を実習指導者とし、指導者講習会受講者を

優先的に配置できる施設を選定する。また、臨床実習に関する手引書を作成し、それに添っ

た形での実習を依頼する。成績評価は、各業務内容を担当した実習指導者の合否評価と実習

後に提出されたレポートによって決定される。 

 

オ 実習先との連携体制 

実習に先立ち、指導教員は実習先指導代表者と実習内容を協議する。 

 

カ 実習前の準備状況（感染予防対策・保険等の加入状況） 

実習前指導において感染事故、その他医療事故に関して周知徹底させるとともに、事前に

感染症に関する血液検査として、麻疹、風疹、水痘、ムンプス、Ｂ型肝炎抗原抗体検査を行

う。血液以外の感染症に関しては、実習施設の指示に従うものとする。 

事故防止に関して、学生は実習施設の就業規則、安全対策マニュアルに従うものとする。

針刺し事故等が発生した場合は、実習施設の事故対策マニュアルに従って処置を行う。また、

学生は学生健康保険互助組合に加入し、実習中の事故に備える。 

なお、個人情報保護に関しては、各実習施設の病院長宛に誓約書を提出し、実習指導者の

許可なく患者個人情報であるカルテ等の閲覧及びコピー等は禁ずる。学生に対しては事前に

守秘義務や臨床実習中での個人情報管理、個人情報保護に関する注意事項について周知徹底

するとともにソーシャル・ネットワーキング・サービス（SNS）への利用について注意喚起す

る。 

 

キ 事前・事後における指導計画 

実習に先立ち、学生に対し臨床実習ガイダンスを行う。その内容は、臨床実習項目、守秘

義務、感染予防、実習中及び実習後のレポート作成、接遇などである。実習の終了後、実習

内容、新たに得た知見等について臨床実習報告会を行う。 

 

ク 教員及び助手の配置並びに巡回指導計画 

実習中、指導教員は適宜実習病院に赴き、学生に対して指導を行う。 

 

ケ 成績評価体制及び単位認定方法 

臨床実習において遅刻・欠席は認めない。実習成績に関しては実習指導者により、合否の

一時判定が行われる。合格と判定された場合、学内成績責任者によるレポート点検後、最終

判定がなされる。 

 

２．教育実習（人間情報工学科） 

ア 実習の目的 

教育実習では、個別指導を重視した実習指導体制を図ることを目的とし、事前に現職教員
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による講演や模擬授業など十分な指導を行った上で、教育実習（２週間以上）を実施、さら

に実習終了後にはその報告とレポートを作成させて今後の課題を提示し、教育職員に何が必

要とされているかを探求させる。 

教育実習を含む具体的な実施内容は次のとおりである。 

（１）教育実習オリエンテーション 

（２）教育実習の内容と方法の指導 

（３）現職教員による講演 

（４）学習指導の理論と実践 

（５）模擬授業 

（６）教育実習 

（７）実習報告と実習レポートの作成 

 

イ 実習先の確保の状況 

文理融合学部人間情報工学科の「教育実習」について、東海大学付属熊本星翔高等学校よ

り、実習の受入れ承諾を得ている。【資料４】参照 

なお、東海大学付属熊本星翔高等学校の学級数は 36 であり、入学定員 10 人に１学級の割

合で教育実習校を確保するよう定められている教職課程認定基準を満たしている。 

【実習施設一覧】 

実習施設名 所在地 受入れ可能人数 

東海大学付属熊本星翔高等学校 熊本市東区渡鹿 9-1-1 70人 

 

ウ 実習先との契約内容 

教育実習の契約が必要な場合は単年度ごとに交わすこととし、契約に際しては、教育実習

に関する大学側の責任と実習校の責任をそれぞれ明確にする。 

 

エ 実習水準の確保の方策 

 教育実習担当教員と実習校の指導教員との打合せによる指導に加え、実習校における事前

ガイダンスで指示された担当予定の授業内容の事前指導、教育実習担当教員による実習校で

の研究授業の参観と事後指導を行うことで、教育実習生に対する指導の充実を図り、実習水

準の確保につなげる。 

 

オ 実習先との連携体制 

 本学には教職資格センターが置かれ、教育実習に係る事務手続きを行うとともに、教育実

習担当教員と実習校の指導教員との連携をサポートする体制となっている。 

 

カ 実習前の準備状況 

大学で取りまとめて保険に加入しており、万一、教育実習中に事故が起きた場合には、必

要かつ適切な処置を講じる。 
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キ 事前・事後における指導計画 

事前指導においては、教育実習生に対し、中学校・高等学校管理職又は管理職経験者等に

よる教育実習への指導・助言や教育実習の事例研究、指導主事等による教科指導や指導計画

に関する解説を行う。 

事後指導においては、教育実習生による、「教育実習記録簿」等に基づく教育実習の振り返

りや教育実習の成果を踏まえた教材研究・指導案の再検討・グループ討議を踏まえ、教科担

当教員等による講評、指導・助言等を行う。 

 

ク 教員及び助手の配置並びに巡回指導計画 

教育実習担当教員による実習校研究授業の参観時に指導を行う。なお、教育実習担当教員

は、教職課程を置く各学部の教員で構成しており、教員の教育研究に支障が出ない体制とな

っている。 

 

ケ 実習施設における指導者の配置計画 

実習校では、教育実習を行う教科に応じ、担当教諭を配置して指導を行っている。 

 

コ 成績評価体制及び単位認定方法 

事前指導・事後指導、「教育実習記録簿」、「教育実習生成績評価表」を総合して成績評価を

行う。 

 

 

７ 企業実習（インターンシップを含む）や海外語学研修等の学外実習を実施する場合の具 

体的計画 

 

文理融合学部におけるインターンシップについては、個別指導を重視した実習指導体制を

図ることを目指し、事前に職業観養成に関し充分な指導をした上でインターンシップを実施

する。  

インターンシップは、学内による事前指導と企業等での職場研修（２週間程度）の両方を

行い、その中でキャリア開発の仕方を学び、その経験から自分のキャリア開発にとって何が

必要かを探求するものである。また、企業等での研修の前には研修先に関する研究（事前学

習）等も行うことで、幅広い学習の機会を提供している。インターンシップの担当教員は、

実習先との密接な連携の下、実習の効果が上がるようにしている。  

インターンシップの具体的な実施スケジュールは次のとおりである。 

（１）参加希望者への説明会 

（２）エントリーシートの作成 

（３）実習先企業の選定及び協定 

（４）実習企業先に関する研究 

（５）職場研修（約２週間を基本） 

（６）実習報告書の作成（事後指導を含む） 
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ア 実習先の確保の状況 

【実習施設一覧】 

授業科目 実習施設名 所在地 受入れ可能人数 

インターンシ

ップ 

有限会社 木之内

農園 

〒869-1401 熊本県阿蘇郡南阿

蘇村立野 203-1 

15人 

㈱杉養蜂園 〒861-5535 熊本市北区貢町

571-15 

12人 

西田鉄工㈱ 〒869-0494 熊本県宇土市松山

町 4541 

10人 

㈱コスギ不動産 〒862-0976 熊本市中央区九品

寺 2-6-57 

9人 

熊本県警察本部 〒862-8610 熊本市中央区水前

寺 6丁目 18番 1号 

8人 

日本生命保険相互

会社 

〒860-0802 熊本市中央区中央

街 2-11 

8人 

明治安田生命保険

相互会社 

〒860-0846 熊本県熊本市中央

区城東町 2-20 

8人 

㈱池松機工 〒869-1233 熊本県菊池郡大津

町大字大津字合志ヶ水 2502-3 

8人 

㈱肥後銀行 〒860-0017 熊本市中央区練兵

町 1番地 

8人 

熊本市役所 〒860-8601  熊本市中央区手取

本町 1番 1号 

7人 

熊本県庁 〒862-8570  熊本市中央区水前

寺 6-18-1 

7人 

熊本県農業研究セ

ンター 

〒861-1113 熊本県合志市栄

3801 

7人 

㈱ナフコ 〒802-0006 福岡県北九州市小

倉北区魚町 2-6-10 

7人 

リコージャパン㈱ 〒861-8501 熊本県熊本市東区

下南部 3-10-32 

7人 

熊本第一信用金庫 〒860-0806 熊本市中央区花畑

町 10-29 

7人 

野村証券㈱ 〒860-0806 熊本市中央区花畑

町 12-30 

7人 

㈱建吉組 〒860-0863 熊本市中央区坪井

6-38-15 

6人 

熊本トヨペット㈱ 〒860-0824 熊本市南区十禅寺

2-2-13 

6人 
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熊本駅前ビル㈱ 

ザ・ニューホテル

熊本 

〒860-0047 熊本市西区春日

1-13-1 

5人 

司観光開発株式会

社 

〒865-0061 熊本県玉名市立願

寺 50-1 

5人 

八代市役所 〒866-0862 熊本県八代市松江

城町 1-25 

5人 

一般財団法人 熊

本国際観光コンベ

ンション協会 

〒860-0041 熊本市中央区細工

町 4 丁目 30 番 1 号扇寿ビル 5

階 

5人 

山鹿市役所 〒861-0592  熊本県山鹿市山鹿

987-3 

5人 

株式会社くまもと

DMC 

〒860-0845 熊本市中央区上通

町 10-1肥後上通ビル 1F 

5人 

熊本電気鉄道㈱ 〒860-0862 熊本市中央区黒髪

3-7-29 

5人 

㈱JALスカイ九州 〒861-2204 熊本県上益城郡益

城町小谷 1802-2 

5人 

熊本大同青果㈱ 〒860-0058 熊本市西区田崎町

484 

5人 

到津の森公園 〒803-0845 福岡県北九州市小

倉北区上到津 4-1-8 

5人 

㈱熊本放送 〒860-8611 熊本市中央区山崎

町 30番地 

5人 

㈱再春館製薬所 〒861-2201 熊本県上益城郡益

城町寺中 1363-1 

5人 

新産住拓㈱ 〒861-4101 熊本市南区近見 8

丁目 9-85 

5人 

西部ガス㈱ 熊本

支店 

〒860-0832 熊本県熊本市中央

区萩原町 14-1 

5人 

出田実業㈱ 〒860-0023 熊本市中央区河原

町 11 

5人 

㈱翔薬 〒812-8681 福岡市博多区山王

2-3-5 

5人 

九州旅客鉄道㈱ 〒812-0011 福岡市博多区博多

駅前 3丁目 25番 21号 

5人 

西鉄旅行㈱熊本支

店 

〒862-0950 熊本市中央区水前

寺 3-3-25 

 

4人 

インターンシ

ップ 
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㈱うぶやま 〒869-2703 熊本県阿蘇郡産山

村大字山鹿 2100-3 

4人 

北九州市立総合農

事センター 

〒802-0822 北九州市小倉区南

区横代東町 1-6-1 

4人 

恊電機工㈱ 〒860-0811 熊本市中央区本荘

4丁目 1番 1号 

4人 

㈱熊本シティエフ

エム 

〒860-0804 熊本市中央区辛島

町 8-23 

4人 

山口県庁 〒753-8501 山口県山口市滝町

1番 1号  

3人 

静岡県庁 〒420-8601 静岡県静岡市葵区

追手町 9番 6号 

3人 

長崎県庁 〒850-8570  長崎市尾上町 3 番

1号 

3人 

佐賀県庁 〒840-8570 佐賀市城内 1 丁目

1-59 

3人 

うきは市役所 〒839-1393 福岡県うきは市吉

井町新治 316  

3人 

延岡市役所 〒882-8686 宮崎県延岡市東本

小路 2-1 

3人 

日向市役所 〒883-8555 宮崎県日向市本町

10-5 

3人 

福島県農業総合セ

ンター 

〒963-0531 福島県郡山市日和

田町高倉字下中道 116 

3人 

㈱JAフーズさが 〒849-0902 佐賀市久保泉町大

字上和泉 1848-18 

3人 

㈱テレビ熊本 〒861-5592  熊本市北区徳王 1

丁目 8番 1号 

3人 

杉乃井ホテル＆リ

ゾート㈱ 

〒874-0822 大分県別府市大字

南立石 2272 

3人 

那須どうぶつ王国 〒329-3223 栃木県那須郡那須

町大島 1042-1 

3人 

㈱熊本日日新聞社 〒860-8506 熊本市中央区世安

町 172 

3人 

SMBC日興証券 〒860-0803 熊本市中央区新市

街 1-1 

2人 

東横 INN 熊本駅前 〒860-0047 熊本県熊本市西区

春日 2-8-10 

 

2人 

インターンシ

ップ 
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広島市農林水産振

興センター 

〒730-8586  広島市中区国泰寺

町 1丁目 6番 34号 

2人 

飯塚電機工業㈱ 〒860-0824 熊本市中央区十禅

寺 1丁目 4番 12号 

2人 

㈱オーエイ財務経

理 

〒862-0947 熊本市東区画図町

重富 858 

2人 

農林水産省動物検

疫所 

〒235-0008 神奈川県横浜市磯

子区原町 11-1 

1人 

沖縄県農業協同組

合 

〒900-0025 沖縄県那覇市壺川

2-9-1 

1人 

 

イ 実習先との連携体制 

実習にあたっては、担当教員と企業等の受入れ担当者との間で研修中の業務内容、指導方

法、勤務管理（日誌）等を確認し、密接な連携・連絡・協議の下で協定を締結する。更に、

担当教員は実習先と密接に連携を図り、実習の効果が上がるように実習中の研修に適宜配慮

する。 

 

ウ 成績評価体制及び単位認定方法 

成績評価については、担当指導教員と受入れ先担当者の二者による共同評価体制をとり、

実習事前レポート・実習報告書及び受入れ先担当者による「研修生評価表」を中心として、

平時の評価とインターンシップ成果報告を総合的に評価して単位認定を行う。 

 

 

８ 取得可能な資格 

 

 文理融合学部において取得可能な資格は次のとおりである。 

 

１．文理融合学部地域社会学科 

地域社会学科で取得可能な資格は、民間資格である社会調査士であり、資格取得にあたっ

ては、卒業要件単位に含まれる科目の修得が必要である。なお、資格取得が卒業の要件では

ない。 

 

２．文理融合学部人間情報工学科 

人間情報工学科取得可能な資格は次のとおりである。 

①臨床工学技士受験資格 

  国家資格である臨床工学技士の受験資格の取得にあたっては、卒業要件単位に含まれる 

 科目のほか、資格関連科目の修得が必要である。なお、受験資格取得が卒業の必須条件で 

はない。 

 

インターンシ

ップ 
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②高等学校教諭一種免許状（工業） 

 国家資格である高等学校教諭一種免許状（工業）の資格取得にあたっては、卒業要件単 

位に含まれる科目のほか、教職関連科目の修得が必要である。なお、資格取得が卒業の要

件ではない。 

 

 

９ 入学者選抜の概要 

 

１．アドミッション･ポリシー 

１）経営学科【アドミッション・ポリシー】 

『求める学生像』 

文理融合学部経営学科の教育目標を理解し、この目標を達成するために自ら学ぶ意欲をも

った人材。 

文理融合学部経営学科で定められたディプロマ・ポリシーで、求められている能力を身に

つけられると期待できる基礎学力を十分有する人材。 

 

『入学者にもとめる知識・技能・思考力・判断力・表現力・態度』 

（１）知識・技能 

 国際ビジネスのシーンで活躍できることも想定して、英語では、高校での英語の科目の履

修を通して英語の文章理解力、表現力、コミュニケーション能力を身に付けておくことが望

ましい。 

経営学科は社会科学系の文系学科であるので、国語では、高校での国語の履修を通して日

本語の文章理解力、表現力、コミュニケーション能力を身に付けておくことが望ましい。特

に漢字の読み書きの習得が重要である。 

社会では、高校での社会（世界史、日本史、地理、政治・経済、倫理、現代社会）の科目

の中から数科目を選択し、個々の項目の内容を理解していることが望ましい。できれば経営

学科の基礎は経済学、政治学であるので、政治・経済、あるいは現代社会の学習をしておく

ことが望ましい。 

数学及び理科は、文系の学問を学ぶ上で必要な自然科学的な知識を幅広く理解しているこ

とが望ましい。特に地球環境問題への理解が必要である。 

 

（２）思考力・判断力・表現力 

 現代社会の仕組み、特に経済や経営の仕組みを理解した上で、どのような経済、経営が望

ましいのか、という価値判断をする志向性を身に付けておくことが必要である。経済や経営

において、経済的収益一辺倒ではなく、社会的人権の尊重、地球環境保護への配慮がなされ

ているのかを問う姿勢、つまり現実と理想という２つの観点で考え、判断し、表現すること

が望まれる。  

 

（３）主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度 

 俯瞰的で複眼的視点で、企業の社会的責任を常に意識しながら、能動的・主体的に物事に
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対して取組み、多様な人々と健全な関係を築き、他者と協働して学ぶことが期待できること。 

 

２）地域社会学科【アドミッション・ポリシー】 

『求める学生像』 

文理融合学部地域社会学科の教育目標を理解し、この目標を達成するために自ら学ぶ意欲

をもった人材。 

文理融合学部地域社会学科で定められたディプロマ・ポリシーで、求められている能力を

身につけられると期待できる基礎学力を十分有する人材。 

 

『入学者にもとめる知識・技能・思考力・判断力・表現力・態度』 

（１）知識・技能 

 英語では、高校での英語の科目の履修を通して英語の文章理解力、表現力、コミュニケー

ション能力を身に付けておくことが望ましい。 

 国語では、高校での国語の履修を通して日本語の文章理解力、表現力、コミュニケーショ

ン能力を身に付けておくことが望ましい。特に漢字の読み書きの練習を十分にしておくこと

が望ましい。 

 社会では、高校での社会（世界史、日本史、地理、政治・経済、倫理、現代社会）の科目

の中から数科目を選択し、個々の項目の内容を理解していることが望ましい。さらに、書籍、

テレビやネットのメディア、新聞等を通して、国内外の政治・経済、国際関係、文化や各種

メディアの表現方法の違いについて常に考える習慣を身に付けておくことが望ましい。 

数学及び理科では、文系の学問を学ぶ上で必要な自然科学的な知識を幅広く理解している

ことが望ましい。特に、地球環境問題への関心を持つことが望ましい。 

情報では、パソコンの基本操作と ICT関連の基本用語を理解するとともに、最新の情報通

信機器やネットワークサービス等の動向への関心を持つことが望ましい。 

 

（２）思考力・判断力・表現力 

文理融合の観点から、理系の知識・技能と文系の知識・技能を総合して地域づくりに応用

できること及びそれらを表現できることが期待できること。 

 

（３）主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度 

寛容性を持って友好な人間関係を築くことができること、バランス感覚をもちながら、物

事に対して挑戦的に取り組むこと及び失敗や挫折を乗り越えて、よりよい地域社会の実現に

資するような目標を実現することが期待できること。 

 

３）人間情報工学科【アドミッション・ポリシー】 

『求める学生像』 

文理融合学部人間情報工学科の教育目標を理解し、この目標を達成するために自ら学ぶ意

欲をもった人材。 

文理融合学部人間情報工学科で定められたディプロマ・ポリシーで、求められている能力

を身につけられると期待できる基礎学力を十分有する人材。 
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『入学者にもとめる知識・技能・思考力・判断力・表現力・態度』 

（１）知識・技能 

英語では、高校での英語の科目の履修を通して英語の文章理解力、表現力、コミュニケー

ション能力を身に付けておくことが望ましい。 

数学では、高校での数学の科目の履修を通して公式や計算方法を理解した上で、それらを

応用できる能力を身に付けておくことが望ましい。 

理科では、高校での理科（物理、化学、生物、地学）の科目の中から数科目を選択し、個々

の項目の内容を理解していることが望ましい。 

国語及び社会は、理系の学問を学ぶ上で必要な文化的な知識を幅広く理解していることが

望ましい。 

 

（２）思考力・判断力・表現力 

地方の暮らしと健康に関わる問題を様々な視点から捉え、その構造を理解するために、文

系と理系の調和のとれた知識をもとに総合的に思考し判断できる力が期待できること。また、

問題の理解に至る一連の過程を他者に的確に伝える表現力が期待できること。 

 

（３）主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度 

多様な価値観を理解できる寛容性を有し、自身と社会の良好で健全な関係を築くことがで

きると期待できること。また、社会の複雑な問題の解決に主体的に取り組むことが期待でき

ること。 

 

２．入学者選抜の概要   

文理融合学部の入学試験は、次のとおり予定している。 

学校推薦による選抜入試としては、付属高等学校長の推薦に基づいて書類審査及び「小論

文」の試験により選抜行う「付属学校推薦型選抜入学試験」、学校長の推薦に基づいて書類審

査及び「小論文」、「面接試験（口述試験含む）」の試験により選抜を行う「公募制学校推薦型

選抜入学試験」を実施する。 

学力等による選抜入試としては、文系の３科目または理系の３科目を受験して高得点の２

科目の結果で合否判定を行う「文系・理系学部統一選抜入学試験」、３教科の科目を受験して

３科目の結果で合否判定を行う「一般選抜入学試験」、書類審査を経て大学入学共通テストの

成績により合否判定を行う「大学入学共通テスト利用選抜入学試験」、書類審査及び課題発表、

面接試験等により選抜を行う「総合型選抜入学試験」を行う。 

なお、入学試験の募集定員全体の割合は、文理融合学部経営学科において、学校推薦によ

る選抜入試 44％、学力等による選抜入試 56％、文理融合学部地域社会学科において、学校推

薦による選抜入試 34％、学力等による選抜入試 66％、文理融合学部人間情報工学科において、

学校推薦による選抜入試 34％、学力等による選抜入試 66％である。  

 

３．入学者選抜の体制 

入学試験における判定は、学長の責任・指揮のもと、学長を委員長、副学長、学部長、入

学センター所長を副委員長とし、該当する学科の学科長等により構成される学部入試判定委
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員会によって実施される。 

また、入試問題の作成は、入学試験の運営全体を統括する入試運営本部に設置される出題・

採点本部の「入試問題作成部会」において行われる。入試問題作成部会は、「学科試験各科

目」、「専門試験科目」、「実技試験科目」、「小論文」ごとに置かれ、その責任者及び委

員は、出題・採点本部長から指名を受けた学部長の推薦に基づき、原則として専任講師以上

の教員とし、学長が任命する体制となっている。  

 

 

１０ 教員組織の編成の考え方及び特色 

 

１．専任教員組織 

１）経営学科 

文理融合学部経営学科の専任教員組織は、教授７名、准教授４名、講師３名の 14名で構成

されており、完成年度における年齢構成は、40～49歳１名、50～59 歳６名、60～64歳４名、

65～69歳３名となっている。 

本学の定年齢は、「学校法人東海大学教職員定年規程」のとおりであり、完成年度までに定

年を迎える教員が３名（教授２名、准教授１名）いるが、「学校法人東海大学大学・短大特任

教員任用内規」第２条別表の規定に基づき、特任教員として完成年度まで雇用することにつ

いて、「東海大学教員人事委員会」で承認されている。【資料５】参照  

 完成年度後の教員組織の計画については、令和７年度の完成年度以降において、中堅・若

手教員の教育・研究能力の育成を踏まえて昇格を目指すとともに、定年を超えている教員に

ついては、次のとおり後任の補充計画を策定している。 

対象者 採用予定年度 採用条件等 

教員Ａ（教授 62歳） 

主な担当科目：「ビジネ

ス倫理学」 

令和８年度 博士の学位を有する 30～50 歳代で、経営倫理を

専門分野とし、教授レベルの教育研究業績を有す

ると認められる者 

教員Ｂ（教授 62歳） 

主な担当科目：「農業経

済学」 

令和８年度 博士もしくは修士の学位を有する30～50歳代で、

農業経済学を専門分野とし、教授レベルの教育研

究業績を有すると認められる者 

教員Ｃ（准教授 61歳） 

主な担当科目：「流通

論」 

令和８年度 博士もしくは修士の学位を有する30～50歳代で、

マーケティング論や流通論を専門分野とし、教授

もしくは准教授レベルの教育研究業績を有する

と認められる者 

 

この計画に基づき、他大学の現職教員等から広く候補者を募り、本学の教員採用基準に照

らし合わせた厳格な審査のもと、採用を行い、開設時の教育水準の維持・向上を図る。 

 

２）地域社会学科 

文理融合学部地域社会学科の専任教員組織は、教授７名、准教授３名、講師４名の 14名で

構成されており、完成年度における年齢構成は、40～49 歳２名、50～59 歳８名、60～64 歳
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３名、65～69歳１名となっている。 

本学の定年齢は、「学校法人東海大学教職員定年規程」のとおりであり、完成年度までに定

年を迎える教員はいない。前掲【資料５】参照  

 完成年度後の教員組織の計画については、令和７年度の完成年度以降において、中堅・若

手教員の教育・研究能力の育成を踏まえて昇格を目指し、開設時の教育水準の維持・向上を

図る。 

 

３）人間情報工学科 

文理融合学部人間情報工学科の専任教員組織は、教授９名、准教授４名、講師１名の 14名

で構成されており、完成年度における年齢構成は、40～49 歳３名、50～59 歳６名、60～64

歳３名、65～69歳２名となっている。 

本学の定年齢は、「学校法人東海大学教職員定年規程」のとおりであり、完成年度までに定

年を迎える教員が２名（教授２名）いるが、「学校法人東海大学大学・短大特任教員任用内規」

第２条別表の規定に基づき、特任教員として完成年度まで雇用することについて、「東海大学

教員人事委員会」で承認されている。前掲【資料５】参照  

 完成年度後の教員組織の計画については、令和７年度の完成年度以降において、中堅・若

手教員の教育・研究能力の育成を踏まえて昇格を目指すとともに、定年を超えている教員に

ついては、次のとおり後任の補充計画を策定している。 

 

対象者 採用予定年度 採用条件等 

教員Ａ（教授 62歳） 

主な担当科目：「生体計

測装置学」 

令和８年度 博士の学位を有する 30～50 歳代で、生体システ

ム工学を専門分野とし、教授もしくは准教授レベ

ルの教育研究業績を有すると認められる者 

教員Ｂ（教授 62歳） 

主な担当科目：「画像処

理工学」 

令和８年度 博士もしくは修士の学位を有する30～50歳代で、

画像処理工学を専門分野とし、教授もしくは准教

授レベルの教育研究業績を有すると認められる

者 

 

この計画に基づき、他大学の現職教員等から広く候補者を募り、本学の教員採用基準に照

らし合わせた厳格な審査のもと、採用を行い、開設時の教育水準の維持・向上を図る。 

 

２．教養科目の教員配置の考え方 

本学においては、総合大学の強みを生かした文理融合の教育を進めており、教養科目につ

いては、各学部において運営するのではなく、センター等により行い、学部とは別の組織に

より運営を行っている。教養科目を構成する各科目については、学部の特色等にあわせて授

業科目に教員を配置し、学生同士も学部や分野を越えてお互いに交わりながら、全学的に同

一の授業形態にて授業を行う方法を実践する。このため、「Ⅰ現代文明論」、「Ⅱ現代教養科目」、

「Ⅲ英語科目」については、主に兼担兼任教員が担当する。なお、「Ⅱ現代教養科目」の「入

門ゼミナール１・２」については、学部学科教育の導入を担う科目であるため、専任教員が

担当する。 
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３．専門科目の教員配置の考え方 

１）経営学科 

企業経営分野の学修を基礎としながら、経営学の教育課程を学修していくことになる。経

営学科では、企業経営の高度な専門分野とアグリビジネス分野、スポーツビジネス分野の学

修を分化して追及することができるように、教育上主要と認められる授業科目における専任

教員を配置する。情報処理、統計学、会計等の経営学の基礎ツールを低年次に学んだ後、高

年次ではこれらのツールを活用し、「経営戦略論」、「経営組織論」等の専門科目を学修するこ

とによって、新たな切り口でビジネスを展開する能力を涵養するため、これに対応させて教

員を配置する。このように企業経営分野の学修を基礎としながら、経営学の教育課程を学修

していくことになる。企業経営の高度な専門分野とアグリビジネス分野、スポーツビジネス

分野の学修を分化して追及することができるように、教育上主要と認められる授業科目にお

いて専任教員を配置する。 

 

「地域ソリューション科目」 

「阿蘇の自然と農業」は、アグリビジネスにもつながる科目であるため、教育、研究の実

績が豊富である自学科の専任教授が担当する。これ以外の６科目は、情報や観光の科目であ

るため、兼担教員が担当する。 

 

「理工系基礎科目」 

情報系基礎科目、理工系概論科目、数学系科目を配置し、「新しい知」を創出するための複

眼的思考を養成するために必要な学科目であり、７科目とも専門性のある兼担教員が配置さ

れる。 

 

「人文社会系基礎科目」 

経営学を幅広い視点で俯瞰する基礎的な力を養っていく学科目であり、経営学科を構成す

る社会科学系の教員が主として担当する。特にこの学科目における中心的な科目である「経

営学概論」は、実績のある教員が担当する。「経営学概論」を含めた７科目のうち５科目は経

営学と深い関係のある科目で、自学科の教員が担当する。残り２科目の「社会学概論」、「心

理学概論」は兼担教員が担当する。 

 

「企業経営科目」 

基礎となる「ミクロ経済学」、「マクロ経済学」については、幅広い視点を養う必要がある

ことから、専任教授が担当する。この学科目の「国際政治学」、「経営管理論」、「経営組織論」、

「ビジネス倫理学」等についても、専任教授又は専任准教授が担当する。この学科目は経営

学科の中核の学科目であるため、22科目とも教育・研究の実績のある自学科教員が担当する。 

 

「スポーツビジネス科目」 

この学科目の基礎となる「スポーツ学入門」を１年次に開講し、配当年次にあわせて「ス

ポーツ組織論」、「スポーツマネジメント論」、「スポーツマーケティング論」と段階的に学修

を進める。この学科目 11科目ともスポーツビジネスに精通した自学科の専任教員が配置され
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る。 

 

「アグリビジネス科目」 

経営学科で学修を進める上での興味や関心を早期に喚起し、体験することにより、高年次

の学修につなげていくことを目的に「アグリビジネスフィールド演習」を１年次に開講する。

その後、専門的な知識をより深く、広く身に付けた学生を対象に「農業環境論」、「植物機能

論」等の農業に欠かせない基本的な生物学の知識を得られる科目を開講し、「アグリマーケテ

ィング論」、「アグリビジネス論」等のよりアグリビジネスに密着した科目は専任教授又は専

任准教授が担当する。このアグリビジネス学科目 16科目とも自学科の教員が担当する。 

 

「ゼミナール科目」 

３年次より開講する「ゼミナール１」と「ゼミナール２」から連動して、４年次以降に「卒

業研究１」と「卒業研究２」を開講する。企業経営あるいはスポーツビジネス、アグリビジ

ネス分野に精通し、継続的な指導が必要なため、自学科教員が担当する。 

 

２）地域社会学科  

専門科目についての考え方は、授業を行うに当たり最も適した研究や教育の実績がある教

員が授業を行うことである。実習や演習科目、ゼミナール科目等、繊細かつ継続的な指導が

必要な科目については、原則として専任教員が授業を実施し、履修者数を適切な人数で行う

ことにより対応していく。基礎系の科目や幅広い視点を養うための科目等については、その

分野で豊富な教育経験と研究の実績がある教員を優先して配置する。 

 

「地域ソリューション科目」 

 情報系基礎となる「情報リテラシー」、「情報処理入門」と地域社会の基礎となる「九州の

文化と観光」は教育・研究実績が豊富な専任教授が担当し、それ以外の科目については幅広

い視点を養う必要があることから、文理融合学部の人間情報工学科と経営学科において教

育・研究実績のある教授准教授が兼担教員として担当する。 

 

「理工系基礎科目」 

 情報系基礎となる「コンピュータ概論」は教育・研究実績が豊富な専任教授が担当し、そ 

れ以外の科目については幅広い視点を養う必要があることから、文理融合学部の理系学科で 

ある人間情報工学科において教育・研究実績のある教員が兼担として担当する。 

 

「人文社会系基礎科目」 

 地域社会学科の基礎になる「社会学概論」、「心理学概論」は教育・研究実績が豊富な専任

教授、専任講師がそれぞれ担当する。それ以外の科目については幅広い視点を養う必要があ

ることから、文理融合学部の文系学科である経営学科において教育・研究実績のある教員が

兼担として担当する。 
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「地域社会基礎科目」 

 地域社会学科専門科目の基盤となる科目群であり、他の学科目との連携が不可欠であるこ

とから、専任教員が授業を実施し、他学科目との連携を図り教育効果を高めていく。この学

科目の基礎となる「地域社会学概論」、「現代社会学概論」、「地域デザイン論」は教育・研究

実績が豊富な専任教授を配置する。「観光コミュニケーション」、「ビジネスコミュニケーショ

ン」は英語、韓国語、中国語の３か国語を学生が選択して学習する形態であり、各言語の教

育・研究実績が豊富な専任教員をそれぞれ配置する。 

 

「地域観光科目」 

 専門的な知識や技能が必要な科目であり、授業を行うことができる実績と豊富な経験があ

ることを優先して教員を配置している。基礎となる「観光学概論」、「観光地域づくり論」は

教育・研究経験が豊富な専任講師と専任教授を配置する。「エアライン・鉄道演習」は特化し

た専門性の高い内容であるため、この分野の経験が豊富な兼任教員を配置している。 

 

「心理・広報メディア科目」 

 専門的な知識や技能が必要な科目であり、授業を行うことができる実績と豊富な経験があ

ることを優先して教員を配置している。基礎となる「メディア社会論」、「社会心理学」は教

育・研究経験が豊富な専任教授と兼担教員を配置する。 

 

「ゼミナール科目」 

３年次に開講の「専門ゼミナール１」、「専門ゼミナール２」を含めて、14名の専任教員が

担当する。 

 

３）人間情報工学科 

専門科目についての考え方は、授業を行うに当たり、最も適した教育・研究の実績がある

教員が担当することである。また、実験・実習・演習・ゼミナール科目等、継続的かつ細や

かな指導を必要とする科目については、原則、専任教員がこれに当たり、各担当教員に対し

て適切な履修者数を設定する。基礎系の科目や幅広い視点を養うための科目等については、

その分野で豊富な教育経験と研究の実績がある教員を優先して配置する。 

 

「地域ソリューション科目」 

情報系基礎となる「情報リテラシー」と「情報処理入門」は情報を専門とする専任教員が

担当し、地域社会の基礎となる「九州の文化と観光」は教育・研究実績が豊富な兼担教授が

担当する。それ以外の科目については、幅広い視点を養う必要があることから、文理融合学

部の人間情報工学科と経営学科において教育・研究実績のある教員が兼担教員として担当す

る。 

 

「理工系基礎科目」 

情報系基礎となる「コンピュータ概論」は、コンピュータに関する教育経験が豊富な兼担

教授が担当し、それ以外の科目については、理系学科である人間情報工学科において教育・
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研究実績のある専任教員が兼担教員として担当する。 

 

「人文社会系基礎科目」 

複眼的思考を養成するために必要な文系の科目群であり、全ての科目は、文理融合学部の

文系学科である経営学科、地域社会学科において、教育・研究実績のある教員が兼担教員と

して担当する。 

 

「工業科教育科目」 

高等学校教諭一種免許状（工業）の資格の取得に必要な科目であり、教育実績のある専任

教員、兼任教員が担当する。 

 

「電気電子工学系基礎科目」 

専門科目の基盤となる科目群であり、電気・電子工学の分野での教育・研究の実績が豊富

で、他の分野にも精通した専任教員が授業及び実験を実施する。 

 

「知能情報系科目」 

情報工学の基礎から応用までを扱う科目群であり、情報・通信工学の分野での教育・研究

の実績が豊富で、他の分野にも精通した専任教員が授業及び実験を実施する。 

 

「人間環境系科目」 

工学を人や自然環境等に応用する科目群であり、工学（機械・建築・環境・電子・医療工

学等）分野での教育・研究の実績が豊富で、他の分野にも精通した専任教員が授業及び実験

を実施する。 

 

「医療工学系科目」 

臨床工学技士を養成するための科目群であり、医療工学、医学の分野での教育・研究の実

績が豊富で、臨床工学の実践的な指導ができる専任教員を中心に授業及び実験を実施する。 

 

「ゼミナール科目」 

３年次に開講の「ゼミナール」を含めて、全ての専任教員が担当する。 

 

          

１１ 施設・設備等の整備計画  

 

１．校地、運動場の整備計画 

文理融合学部は、教育研究を熊本校舎（熊本県熊本市）において行う。 

熊本校舎の校地面積は 87,075.92 ㎡であり、複数の運動場が整備されており、食堂やコミ

ュニティハウスなどの学生の休息できる場所やその他の利用のための適当な空地も十分に確

保されているため、新たな整備計画はない。 
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２．校舎等施設の整備計画 

 校地校舎等の図面のとおり、熊本校舎において、新１号館を中心として、専任教員研究室、 

パソコン演習室、教室、実験室等を専用・共用として確保しており、教育研究に支障はない

ため、新たな整備計画はない。 

 

３．図書等の資料及び図書館の整備計画 

図書等の整備について、文理融合学部の学問領域に関わる図書資料として、図書 83,978冊

を整備しており、教育研究に支障はない。引き続き開講科目及び周辺学問領域に関わる図書

資料を幅広く収集して充実させる予定である。 

学術雑誌については、プリント版ジャーナルと電子ジャーナルの２形態を整備する。「学術

雑誌一覧」のとおり、多数の学術雑誌を整備しており教育研究に支障はない。【資料６】参照 

また、既にオンライン・文献データベースが整備されており、学内の図書館をはじめ各施

設、研究室、一部は学外から“SSL-VPN”を利用した 24時間検索を実現している。 

図書館の施設整備については、文理融合学部の学生が利用する熊本校舎の図書館の面積は

1,682 ㎡であり、閲覧室や東海大学蔵書検索システム（TIME-OPAC）を利用できる検索パソコ

ンが既に整備され、教育研究に支障はないため、新たな整備計画はない。 

なお、東海大学では、新型コロナウイルスの流行に伴い、遠隔授業が導入されたことを契

機として、電子書籍を利用できる環境を整えている。具体的には、学生や教職員がさまざま

な専門分野の基本的な内容に関する電子書籍を自由に閲覧できるサービスを目指し、丸善雄

松堂株式会社の「Maruzen eBook Library」（https://elib.maruzen.co.jp/）において、各学

部の教員が推薦した各分野の基礎的・入門的な図書の中から特に選出した約 1550タイトルと、

岩波書店発行の「岩波新書」、「岩波現代文庫」シリーズなど 500 タイトルが利用可能となっ

ている。また、先に述べたオンライン・文献データベースにより、世界各国で刊行されてい

る学術雑誌や国内外で発行されている主要新聞・雑誌類の記事、「世界大百科事典」「日本国

語大辞典」「新英和大辞典」といった辞書類、地図データベースなど数多くのさまざまな情報

を大学の付属図書館以外の場所から検索・閲覧できる環境が整えられている。 

本学では、社会情勢の変化に対応した教育研究環境を整えるべく、教員や学生が必ずしも

大学の付属図書館に来なくても、書籍や情報の検索・閲覧が可能となる「非来館型サービス」

を拡充していく。 

他大学図書館との連携について、本学は、私立大学図書館協会に加盟し、図書の相互貸借・

文献の複写依頼のやり取りを中心に相互利用を積極的に展開している。また、国・公立大学

並びに外部機関とも私立大学と変わらない連携・交流関係を確立している。その実績を生か

し国立情報学研究所 NACSIS‐ILL の ILL 文献複写等料金相殺サービスにも参画し、充実した

相互協力を展開している。  

熊本県内では、熊本県大学図書館協議会に参加、熊本県図書館連絡協議会にも加盟してお

り今後も活発な協力活動を展開する計画である。 

 

 

１２ 管理運営 
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文理融合学部の管理運営は、基本的には文理融合学部教授会によってなされる。教授会は

「東海大学学部教授会規程」に従い、通常、月１回開催され、その構成員は教授、准教授、

講師及び助教であるが、必要に応じてその他の教職員を加えることができる。教授会は学部

長がこれを招集し、その議長となるが、このとき構成員の３分の２以上の出席がなければ成

立しない。また、その議決は、出席人員の過半数の賛成を要する。 

なお、教授会では次のことを審議することで実際の学部運営を行っている。 

(１)研究及び教育に関する事項 

(２)学生の入学、卒業、学位の授与に関する事項 

(３)学生の学籍異動に関する事項 

(４)教務及び学生生活に関する事項 

(５)その他必要と認められる事項 

 また、文理融合学部には、教育・研究及び管理運営の質的向上を図るために必要な事項の

検討・点検・評価活動に関する「評価委員会」、教務事項に関する「教務委員会」、ＦＤ活動

の推進に関する「ＦＤ委員会」、広報活動の充実に関する「広報委員会」が設置され、これら

委員会は、学部長及び教授会との連携と機能分担がなされる。 

 

 

１３ 自己点検・評価 

 

東海大学は、学長の諮問機関として東海大学評価委員会が設置され、大学の自己点検・評

価を行いながら、その結果に基づいて各種教学改革の提言を行っている。 

各学部には、学部評価委員会が設置されており、ここで自己点検・評価を行うことになる。

東海大学で実施している自己点検・評価活動は、機関点検・評価と教員個人の総合的業績評

価に大別することができる。 

 

１．機関点検・評価 

機関点検・評価は、学部・研究科等を単位として、各教育機関が、東海大学全体の中期目

標・計画に沿って、学部・研究科の中期目標・計画を立て、ミッション・シェアリング・シ

ート（５年計画で学部・研究科の教育研究改革、改善の目標と手段を明記した書類）に記載

することから始まる。 

このミッション・シェアリング・シート記載項目の達成度や問題点について、各学部・研

究科が毎年度末に自己点検・評価を行った後、学部・研究科の相互評価に付され、さらに大

学評価委員会によって最終的な評価が行われて学長に報告される。 

また別途、大学基準協会が定めた点検・評価項目に従った自己点検評価報告書も作成して

いる。学長は、これに基づいて、翌年の改革改善を指揮する流れが作られている。 

 

２．教員個人の総合的業績評価 

本学では、教員個人が、その活動状況について Web を利用して登録するようことが定めら

れており、登録された活動状況について、総合的業績評価システムによって評価を行う。主

たる評価項目は、①研究活動、②教育活動、③学内外活動の３項目である。 
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研究活動については論文・著書の執筆、学会等発表状況を、教育活動については学部にお

ける教育活動、学内外活動については各種の学内運営業務の担当状況、学外における学会活

動、審議会等学外の委員受託、地域貢献活動などが評価対象となる。これらは、教員の所属

学部で毎年総合評価を受ける。 

 

３．認証評価及び大学全体の自己点検・評価 

東海大学は、学部・大学院について、平成 29（2017）年度に財団法人大学基準協会による

認証評価を受審し、「適合」の判定を得た。次回の認証評価は、令和６（2024）年度が予定さ

れている。財団法人大学基準協会の認証評価とともに、東海大学は、大学全体の自己・点検

評価を、前記１及び２などを取り入れながら毎年度実施しており、毎年度「教育研究年報」

を大学のオフィシャルホームページに掲載して公表している。 

 

 

１４ 情報の公表 

 

本学は、学校教育法第 113 条及び学校教育法施行規則第 172 条の２に基づき、以下のとお

り、各学部及び大学院各研究科における教育研究活動等の状況について、本学のオフィシャ

ルサイトにより、広く社会に向けて開示している。 

ア 大学の教育研究上の目的に関すること 

  本学では、大学院、学部における教育研究上の目的を、それぞれ各学則に定めており、

オフィシャルサイトの＜大学の概要＞において、「学則」の条文中の別表として公表してい

る。 

【オフィシャルサイト】http://www.u-tokai.ac.jp 

「教育研究上の目的」：トップ＞大学の概要＞学則 

 

イ 教育研究上の基本組織に関すること 

本学の教育研究上の基本組織については、オフィシャルサイト＜大学の概要＞において、 

「教育・研究組織について」として、各事務部門の組織名称と併せて学部及び研究科の名

称を公表している。なお、学部・学科及び研究科・専攻の名称については、オフィシャル

サイトの＜教育・研究＞＜学部・学科＞、＜大学院＞において公表している。 

【オフィシャルサイト】http:// www.u-tokai.ac.jp 

「教育・研究組織」の名称 

トップ＞大学の概要＞教育・研究組織について 

「各学部」の名称 

トップ＞教育・研究＞＜学部・学科＞及び＜大学院＞ 

 

ウ 教員組織，教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

本学においては、昭和 59 年度より、年度ごとの教育研究活動の客観的事実を広く社会に

報告することを目的に「東海大学教育研究年報」を年 1 回編集・発行しており、その中で

教員組織に関する情報も公表してきている。教育研究年報がオフィシャルサイトトップペ
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ージの＜大学の概要＞＜（大学の取り組み）教育研究年報＞において、「教育研究年報」と

して閲覧できるようになっており、専任教員数及び専任教員の年齢構成については、オフ

ィシャルサイトトップページの＜各種情報・お問い合わせ＞情報の公表＞（教育研究上の

情報）＞において、公表している。 

 また、各教員が有する学位及び業績に関する情報については、オフィシャルサイトトッ

プページの＜教育・研究＞＜学部・学科＞、＜大学院＞のページにおいて、各学部・学科

及び研究科・専攻のトップページの「教員紹介」として公表している。なお、各教員の研

究活動情報については、オフィシャルサイトトップページの＜教育・研究＞＜研究支援・

体制＞において、「研究活動・ライセンス検索」から検索ができるようになっている。 

【オフィシャルサイト】http://www.u-tokai.ac.jp 

「教員組織等」 

トップ＞各種情報・お問い合わせ＞情報の公表＞年齢別教員数 

「教員が有する学位及び業績」 

トップ＞各種情報・お問い合わせ＞情報の公表＞学部・学科＞各

学部・学科（各研究科・専攻）トップ＞教員紹介「ResearchMap」 

トップ＞教育・研究＞研究支援・体制＞研究活動・ライセンス検

索＞教員研究活動情報の検索 

 

エ 入学者に関する受入方針及び入学者の数，収容定員及び在学する学生の数，卒業又は修

了した者の数並びに進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 

  入学者に関する受入方針については、オフィシャルサイトトップページの＜大学の概要

＞理念・歴史＞教育研究上の目的及び養成する人材像、３つのポリシー＞に「アドミッシ

ョン・ポリシー」として掲載している。入学者の数、収容定員及び在学する学生の数につ

いては、オフィシャルサイトトップページの＜各種情報・お問い合わせ＞情報の公表＞＜

収容定員＞において、「学生数」として公表している。また、卒業又は修了した者の数並び

に進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況については、オフィシャルサイトト

ップページの＜各種情報・お問い合わせ＞情報の公表＞就職者数において公表している。

また、本学では、「就職指導も教育の一環」という理念に基づいて、全学的な就職支援体制

を構築している。 

【オフィシャルサイト】http://www.u-tokai.ac.jp 

「入学者に関する受入方針」 

トップ＞大学の概要＞（理念・歴史）教育研究上の目的及び養成

する人材像、３つのポリシー 

「入学者の数、収容定員及び在学する学生の数」 

トップ＞各種情報・お問い合わせ＞情報の公表＞収容定員 

「卒業又は修了した者の数並びに進学者数及び就職者数その他進学

及び就職等の状況」 

トップ＞各種情報・お問い合わせ＞情報の公表＞就職者数 

オ 授業科目，授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 

本学では、授業の概要情報と、授業の基本・詳細情報を合わせてシラバスと称し、シラ
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バスデータベースシステムは、授業内容や授業計画を網羅したシステムとなっている。学

生の授業選択を強力にサポートする豊富な検索機能と、学習を進める上で有効となる最新

の情報を提供しており、オフィシャルサイトトップページの＜各種情報・お問い合わせ＞

＜情報の公表＞（授業について）シラバス又は年間授業計画の概要＞においてシラバス」

を公表している。 

【オフィシャルサイト】http://www.u-tokai.ac.jp 

「学部・学科」、「研究科専攻」のシラバス 

トップ＞各種情報・お問い合わせ＞情報の公表＞（授業について）シ

ラバス又は年間授業計画の概要＞授業内容・計画（シラバス） 

 

カ 学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 

  学修の成果に係る評価等、大学設置基準等において、学生に明示することとされている

事項については、オフィシャルサイトトップページの＜教育・研究＞＜学部・学科＞、＜

大学院＞のページにおいて、各学部・学科及び研究科・専攻のトップページの「カリキュ

ラム」として公表している。 

【オフィシャルサイト】http://www.u-tokai.ac.jp 

「学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準（学部・学科）」 

トップ＞教育・研究＞[学部・学科]、[大学院]＞各学部・学科・専攻・課程・

研究科トップ＞カリキュラム 

 

キ 校地・校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

校地・校舎等の施設等については、オフィシャルサイトトップページにおいて、「各種情

報お問い合わせ＞情報の公表＞（学校法人東海大学 情報公開）校地・校舎面積・耐震化

率として公表している。 

【オフィシャルサイト】http://www.u-tokai.ac.jp 

「学生の教育研究環境等」：トップ＞各種情報・お問い合わせ＞情報

の公表＞（学校法人東海大学 情報公開）校地・校舎面積・耐震

化率 

 

ク 授業料，入学料その他の大学が徴収する費用に関すること 

  授業料等については、オフィシャルサイトトップページの＜受験・入学案内＞において、 

「学部・学科学費」及び「大学院学費」として公表している。 

【オフィシャルサイト】http://www.u-tokai.ac.jp 

「授業料、入学料その他の大学が徴収する費用」 

トップ＞受験・入学案内＞学部・学科学費、大学院学費 

 

ケ 大学が行う学生の修学，進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 

  大学が行う学生の各種支援に関することについては、オフィシャルサイトトップページ

の＜学生生活＞及び＜キャリア・就職＞において、それぞれ公表している。また、教育支

援センターでは、東海大学が進めている教育改革を推進するために、すべての学生の目線
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に立ち、全学の組織的な教育改善計画（Faculty Development）を開発し、教育の質と教育

力の向上を支援しており、大学のオフィシャルサイトとは別に教育支援センターサイトを

開設し、その取り組みを公表している。 

さらに、健康推進センターでは、病気の早期発見や健康の保持増進に努め、学生及び教

職員が心身ともに健康で快適なキャンパスライフを送れるようサポートし、オフィシャル

サイトでその取り組みを公表している。 

【オフィシャルサイト】http://www.u-tokai.ac.jp 

「修学支援」：トップ＞学生生活＞学生生活サポート 

「進路選択支援」：トップ＞学生生活＞キャリア就職 

「心身の健康等に係る支援」：トップ＞学生生活＞教育支援組織＞健

康推進センター 

【教育支援センターサイト】http://jpn.esc.u-tokai.ac.jp 

【健康推進センターサイト】http://www.tsc.u-tokai.ac.jp/pubhome/hokenc 

 

コ その他（教育上の目的に応じ学生が修得すべき知識及び能力に関する情報，学則等各種

規程，設置認可申請書，設置届出書，設置計画履行状況等報告書，自己点検・評価報告

書，認定評価の結果 等） 

本学における「アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針）」、「カリキュラム・ポ

リシー（教育課程の編成・実施の方針）」、「ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）」に

ついては、オフィシャルサイトトップページの＜大学の概要＞において、「教育研究上の目

的及び養成する人材像、３つのポリシー」として掲載している。 

学則については、オフィシャルサイトトップページの＜大学の概要＞において、「学則」

として、東海大学大学院学則、東海大学学則を、それぞれ掲載している。 

設置認可申請書・設置届出書及び設置計画履行状況報告書については、オフィシャルサ

イトトップページの＜大学の概要＞において掲載している。 

  本学における自己点検評価活動、及び平成 29年度に受審した第三者評価の結果について

は、オフィシャルサイトトップページの＜大学の概要＞＜学則・コンプライアンス＞＜に

おいて、「自己点検評価活動」として掲載している。 

【オフィシャルサイト】http://www.u-tokai.ac.jp 

「アドミッション・カリキュラム・アカデミックポリシー」 

トップ＞大学の概要＞教育研究上の目的及び養成する人材像、３

つのポリシー 

「学則」 

トップ＞大学の概要＞学則 

「設置認可申請書・設置届出書及び設置計画履行状況報告書」 

トップ＞各種情報・お問い合わせ＞情報の公表＞学部、研究科等

に係る「設置申請・届出書」及び「設置計画履行状況報告書」 

「自己点検評価活動、第三者評価の結果」 

トップ＞大学の概要＞自己点検評価活動 
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１５ 教育内容等の改善のための組織的な研修等 

 

１．教育支援センターによる全学実施体制 

東海大学は、組織的・継続的なＦＤ活動を推進する部署として、東海大学教育支援センタ

ーを設置している。教育支援センターでは、各年度に複数回、教育活動の活性化を図ること

を目的に、学外から講師を招き、全学共通の内容を盛り込んだ「ＦＤ・ＳＤ研修会」を開催

している。例年、年度において３回開催しており、この研修会において、教員だけでなく、

事務職員や技術職員などの大学職員を対象とした、管理運営や教育・研究支援までを含めた

資質向上のための組織的な研修を実施している。 

 

２．各学部の取り組み 

文理融合学部では、主専攻科目において授業アンケートを実施し、学生の理解度、講義形

態に対する意見、学生・教員間のコミュニケーションの評価、などの意見を学期毎に集め、

次の講義にどのように改良していくのかについて、シラバスにおいても記載し、授業内容及

び方法の改善についてＰＤＣＡのサイクルを実施する。 

文理融合学部にＦＤ委員会を組織し、学士課程教育内容の改善を目標とした活動を実施す

る。活動内容は、多様な学修歴をもつ新入生に対応するため初年次開講の専門基礎科目につ

いて、学生の履修履歴や学力実態に即した授業内容の組織的改善を行なうとともに、大学生

活全般への導入、学部・学科に関する理解を深め専門分野への勉学の意欲を高めるための初

年次をターゲットとしたＦＤ研究会を実施する。さらにＦＤ委員会では、授業公開を促進さ

せ、授業の内容について、幅広く他の教員からの意見を聞き、以降の講義へ反映させる試み

を継続的に行う。また、ＦＤの講演会を定期的に開催し、多様な学生の気質の理解や、個々

の教科における学生理解度の評価手法などについて理解を深める。活動としては、年度間に

おいて複数回のＦＤ研究会を実施し、文理融合学部所属教員による担当授業の改善報告やＦ

Ｄの講演会を開催し、講師として、優れた授業を行う教員を大学として表彰する「東海大学

Teaching Award」の受賞教員や授業改善に知見のある学外教員等を迎える計画である。 

なお、学部において MSS（Mission Sharing Sheet）を定義し、その中に授業内容・方法の

改善に向けた個々の試みを登録し、学期毎にチェックすることにより、ＰＤＣＡサイクルを

実現する。 

 

 

１６ 社会的・職業的自立に関する指導等及び体制 

 

１．教育課程内の取組について 

本学においては、現代市民として身につけるべき教養を修得するための方策として「パブ

リック・アチーブメント型教育」の導入を掲げている。「パブリック・アチーブメント」とは、

米国では、立場や状況の異なる市民が社会で共存するためのルールを作り、環境整備を行う

中で、若者が社会活動をとおして民主社会における市民性を獲得していくための実践及びそ

のための組織と学習プログラムを意味している。 
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日本という成熟した社会における若者の自己中心主義・政治的無関心・無気力感を克服し、

「地域」の課題への取り組みをテーマとする科目を教養科目に開設し、ここで育てた問題意

識や目的意識のもと専門教育へと展開し、教養教育と専門教育の融合・発展と、その相乗効

果による教育効果の向上を行うことにより、社会的・職業的自立を目指している。そのこと

を踏まえ、文理融合学部の各学科に「ゼミナール科目群」を開設し、経営学科では、俯瞰的

視野で経済に環境と社会を組み込んだ「新しい知」を創造できるマネジメント力・経営セン

スの育成を、地域社会学科では、文理融合の複眼的視点で地域に散在する様々な問題を発見、

分析、解決する総合的な力を養うとともに、近未来の活力ある地域づくりの活動を継続的に

プロデュース、マネジメントする能力の養成を、人間情報工学科では、「生活の利便性・快適

性」、「健康の維持・増進」、「自然の保護・保全」の３つの視点から理想的な地域の暮らしを

考え、それを具現化するシステムを構築できる能力の養成を目指すことにより、社会的、職

業的な自立につなげる。また、文理融合学部の各学科に開講している「インターンシップ」

により、自分のキャリア開発にとって何が必要かを探求する。 

 

２．教育課程外の取組について 

本学に在籍している学生全てに門戸が開かれているチャレンジセンターの「チャレンジプ

ロジェクト」により、本学が実践している４つの力「自ら考える力・集い力・挑み力・成し

遂げ力」を身につける活動を行っている。これは、学生が活動を企画・運営し、目標の達成

を目指す課外活動であり、地域活性化、ボランティア等多様な活動を学生自身の手で展開し

ている。 

 

３．適切な体制の整備について 

 教育課程については、東海大学教育審議会を柱として、パブリック・アチーブメント型教

育の方向性を定め、現代教養センター・地域連携を担うＴｏ－Ｃｏｌｌａｂｏを軸に運営を

行っている。さらに、各学部・学科においては、専門科目へパブリック・アチーブメント型

教育を展開している。また、教育課程外の活動についてはチャレンジセンターを中心に行っ

ており、この双方の広がりから、地域連携を担うＴｏ－Ｃｏｌｌａｂｏにより、実際に地域

との連携する教育研究活動という形で、実践的な教育活動と学生の活動の場を維持している。 

 

 

 以 上 
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文理融合学部経営学科

「ディプロマ・ポリシー」「カリキュラム・ポリシー」と教育課程との関連図

ゼミナール科目群

卒業研究１・卒業研究２

地域ソリューション科目

企業経営科目群 スポーツビジネス科目群 アグリビジネス科目群

情報処理・データ解析

人工知能

俯瞰的視野で経済に環境と社会を組み込んだ「新しい知」を創造できるマネジメント力・経営センスの育成

複合的視点から、経済的利益だけでなく、社会的利益と環境的利益を考える専門的知識・技術を身につける。

ゼミナール科目群

ゼミナール１・ゼミナール２

理工系

基礎科目

人文社会系

基礎科目

文理融合の複合的視点

マネジメント力

問題を解決するための力

の基盤を育成 自然・文化・環境

融 合

地域産業からグローバルな視点へ 理論と実践の融合

文 理

文理融合科目群
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文理融合学部地域社会学科

「ディプロマ・ポリシー」「カリキュラム・ポリシー」と教育課程との関連図

ゼミナール科目群

専門ゼミナール１・２ ＆ 卒業研究１・２

地域ソリューション科目

地域社会基礎

科目群

心理・広報メディア

科目群

情報処理・データ解析

人工知能

「近未来地域づくり」を継続的に創造する、プロデュース力、マネジメント力を育成

「複眼的視点」をもって社会に貢献できる力を育成

理工系

基礎科目

人文社会系

基礎科目

文理融合の「複合的視点」

をもって問題を発見する力

マネジメント力、問題解決力

の基盤を育成 自然・文化・環境

融 合

文 理

地域観光科目群

専門知識・技術による「融合的な視点」

をもって問題解決に取り組む力

「持続的な視点」をもって

活動を継続していく力

文理融合科目群
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文理融合学部人間情報工学科

「ディプロマ・ポリシー」「カリキュラム・ポリシー」と教育課程との関連図

医療工学系科目群人間環境系科目群知能情報系科目群

電気電子工学系基礎科目

ゼミナール科目群

ゼミナール・卒業研究１・卒業研究２

地域ソリューション科目

情報処理・データ解析

人工知能

高度な知識と技術を融合し、「生活の利便性・快適性」「健康の維持・増

進」「自然の保護・保全」の３つの視点から理想的な地域の暮らしを考え、

具現化する工学的なシステムを構築できる倫理観と能力を養成。

人（および生体）と環境に関する情報を収集・分析・

応用できる高度な専門知識と技術力を育成

理工系

基礎科目

人文社会系

基礎科目

文理融合の複合的視点

マネジメント力

問題を解決するための力

の基盤を育成 自然・文化・環境

融 合

文 理

文理融合科目群
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授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数

Ⅰ現代文明論 現代文明論 2

入門ゼミナールＡ 2 入門ゼミナールＢ 2 現代教養講義 2

シティズンシップ 2 地域・国際理解 2

健康・フィットネス理
論実習 1 生涯スポーツ理論実習 1

Ⅲ英語科目
英語リスニング＆ス
ピーキング 2

英語リーディング＆ラ
イティング 2

情報リテラシー 2 阿蘇の自然と農業 2
コーチングアシスタン
ト概論 2 コーチング法 2

スポーツマネジメント
論 2 スポーツイベント論 2 卒業研究１ 2 卒業研究２ 2

経営学概論 2 九州の文化と観光 2 スポーツ健康ビジネス論Ｂ 2 スポーツ組織論 2 マクロ経済学 2 スポーツマーケティング論 2
英語で教えるビジネス
講座 2

経済学概論 2 コンピュータ概論 2 トレーニング論 2 生命科学概論 2 経営戦略論 2 コーポレートファイナンス 2

スポーツ学入門 2 プログラミング入門 2 会計学概論 2 スポーツ健康ビジネス論C 2 人的資源管理論 2 ビジネス倫理学 2

倫理学概論 2 スポーツ健康ビジネス論Ａ 2 国際政治学 2 政治学概論 2 組織行動論 2 資源経済学 2

経営管理論 2 マーケティング論 2 経営組織論 2 ミクロ経済学 2 農業経済学 2 地域計画論 2

ブランド論 2 サービスマーケティング 2 環境政策論 2 国際農業経済 2

産業組織論 2 流通論 2
アグリマーケティング
論 2 農業政策論 2

金融論 2 管理会計 2 先端植物機能論 2 アグリビジネス論 2

ゼミナール１ 2 ゼミナール２ 2

単位数合計 19 19 20 20 20 20 2 4 124

履修モデル：文理融合学部経営学科　【具体的な人材像】地域社会ひいては国際社会においてスポーツビジネスを担うスポーツリーダー

科目区分

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

Ⅱ現代教養科
目

Ⅳ主専攻科目

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期
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授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数

Ⅰ現代文明論 現代文明論 2

入門ゼミナールＡ 2 入門ゼミナールＢ 2 現代教養講義 2

シティズンシップ 2 地域・国際理解 2

健康・フィットネス理
論実習 1 生涯スポーツ理論実習 1

Ⅲ英語科目
英語リスニング＆ス
ピーキング 2

英語リーディング＆ラ
イティング 2

情報リテラシー 2 阿蘇の自然と農業 2 会計学概論 2 生命科学概論 2 マクロ経済学 2
コーポレートファイナ
ンス 2 卒業研究１ 2 卒業研究２ 2

経営学概論 2 九州の文化と観光 2 国際政治学 2 政治学概論 2 経営戦略論 2 ビジネス倫理学 2
英語で教えるビジネス
講座 2

経済学概論 2 コンピュータ概論 2 経営組織論 2 ミクロ経済学 2 人的資源管理論 2 アグリビジネス論 2

倫理学概論 2 プログラミング入門 2 ブランド論 2
サービスマーケティン
グ 2 組織行動論 2 スポーツイベント論 2

日本経済史 2 マーケティング論 2 産業組織論 2 流通論 2
スポーツマネジメント
論 2

スポーツマーケティン
グ論 2

経営管理論 2 グローバル企業家論 2 金融論 2 管理会計 2 農業経済学 2 国際農業経済 2

コーチングアシスタン
ト概論 2 スポーツ組織論 2 環境政策論 2 農業政策論 2

農業環境論 2 コーチング法 2
アグリマーケティング
論 2 資源経済学 2

園芸セラピー 2 植物機能論 2 先端植物機能論 2 地域生物資源論 2

ゼミナール１ 2 ゼミナール２ 2

単位数合計 19 19 20 20 20 20 2 4 124

履修モデル：文理融合学部経営学科　【具体的な人材像】経済的利益だけでなく、環境的利益、社会的利益を意識して、地域社会、国際社会で活躍するビジネスパーソン

科目区分

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

Ⅱ現代教養科
目

Ⅳ主専攻科目

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期
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授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数

Ⅰ現代文明論 現代文明論 2

入門ゼミナールＡ 2 入門ゼミナールＢ 2 現代教養講義 2

シティズンシップ 2 地域・国際理解 2

健康･フィットネス理論
実習 1 生涯スポーツ理論実習 1

Ⅲ英語科目
英語リスニング＆ス
ピーキング 2

英語リーディング＆ラ
イティング 2

情報リテラシー 2 情報処理入門 2 データ解析 2 経営学概論 2
観光コミュニケーショ
ン 2 人工知能概論 2 卒業研究１ 2 卒業研究２ 2

九州の文化と観光 2 コンピュータ概論 2 工学概論 2 経済学概論 2 観光研修Ｂ 2
ビジネスコミュニケー
ション 2 阿蘇の自然と農業 2

社会学概論 2 心理学概論 2 地域デザイン論 2 地域社会学各論 2 ツーリズム演習 2 地域資源管理 2

地域社会学概論 2 現代社会学概論 2 社会調査入門 2 社会調査法 2 都市観光論 2 地域交通論 2

観光学概論 2 観光地域づくり論 2 観光研修Ａ 2 観光経営論 2 観光地域づくり演習Ｂ 2
レジャー・エンターテ
イメント論 2

メディア社会論 2 観光業務演習 2 観光マーケティング論 2 観光政策 2 グリーンツーリズム論 2 エアライン・鉄道演習 2

ホスピタリティ演習 2 観光地理学 2 世界の文化と観光 2 社会心理学 2

観光地域づくり演習Ａ 2 エコツーリズム論 2
マスメディアコミュニ
ケーション論 2 消費者行動論 2

観光地域づくり関連法
規 2 日本の文化と観光 2 心理データ解析法 2 組織・産業心理学 2

専門ゼミナール１ 2 専門ゼミナール２ 2

単位数合計 19 19 20 20 20 20 4 2 124

Ⅱ現代教養科
目

Ⅳ主専攻科目

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期

履修モデル：文理融合学部地域社会学科　【具体的な人材像】観光地域づくりを中心に心理・広報メディアの知識も併せ持つ地域プランナー

科目区分

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
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授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数

Ⅰ現代文明論 現代文明論 2

入門ゼミナールＡ 2 入門ゼミナールＢ 2 現代教養講義 2

シティズンシップ 2 地域・国際理解 2

健康･フィットネス理論
実習 1 生涯スポーツ理論実習 1

Ⅲ英語科目
英語リスニング＆ス
ピーキング 2

英語リーディング＆ラ
イティング 2

情報リテラシー 2 情報処理入門 2 データ解析 2 プログラミング入門 2 社会調査入門 2 経営学概論 2 卒業研究１ 2 卒業研究２ 2

九州の文化と観光 2 コンピュータ概論 2 工学概論 2 人工知能概論 2 観光研修Ｂ 2 社会調査法 2 倫理学概論 2

地域社会学概論 2 心理学概論 2 地域デザイン論 2 経済学概論 2 観光地域づくり演習Ｂ 2
ビジネスコミュニケー
ション 2

社会学概論 2 現代社会学概論 2 観光研修Ａ 2 地域社会学各論 2 グリーンツーリズム論 2
レジャー・エンターテ
イメント論 2

観光学概論 2
プレゼンテーション実
践 2 観光地域づくり演習Ａ 2 観光地域づくり論 2 世界の文化と観光 2 日本の文化と観光 2

メディア社会論 2 社会心理学 2
マスメディアコミュニ
ケーション論 2 広告・広報論 2

広告・雑誌デザイン技
術 2 コンテンツ分析論 2

広報メディア基礎演習 2 映像作成技術 2 Webメディア論 2 Webクリエイション技術 2

映像表現論 2 学習心理学 2 認知心理学 2 発達心理学 2

パーソナリティ論 2 消費者行動論 2 心理データ解析法 2 組織・産業心理学 2

専門ゼミナール１ 2 専門ゼミナール２ 2

単位数合計 19 19 20 20 20 20 4 2 124

Ⅱ現代教養科
目

Ⅳ主専攻科目

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期

履修モデル：文理融合学部地域社会学科　【具体的な人材像】観光による地域活性化に向けて活躍する広報メディア分野のマネジメントリーダー

科目区分

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
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授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数

Ⅰ現代文明論 現代文明論 2

入門ゼミナールＡ 2 入門ゼミナールＢ 2 現代教養講義 2

シティズンシップ 2 地域・国際理解 2

健康・フィットネス理
論実習 1 生涯スポーツ理論実習 1

Ⅲ英語科目
英語リスニング＆ス
ピーキング 2

英語リーディング＆ラ
イティング 2

情報処理入門 2 微積分学 2 データ解析 2 会計学概論 2 社会学概論 2 経営学概論 2
ソフトコンピューティ
ング 2 卒業研究２ 2

コンピュータ概論 2 線形代数 2 人工知能概論 2 生命科学概論 2 経済学概論 2 データサイエンス 2 知能ロボット工学 2

プログラミング入門 2 プログラミング 2 工学概論 2 応用数学 2 電子工学実験 2 信号処理工学 2 卒業研究１ 2

電気・電子工学総論 2 電気回路１ 2 情報処理工学 2 電子回路 2 データベース 2 集積回路工学 2

電気数学 2 九州の文化と観光 2 電気回路２ 2 電気電子計測 2 情報ネットワーク 2 制御工学 2

エコマテリアル 2 心理学概論 2 デジタル回路 2 電気工学実験 2
オペレーティングシス
テム 2 バイオメカニクス 2

コンピュータアーキテ
クチャ 2 オブジェクト指向言語 2 画像処理工学 2 リモートセンシング 2

アルゴリズムとデータ
構造 2 医療情報システム 2 人間工学 2 環境・技術者倫理 2

プログラミング応用 2 都市環境工学 2 環境生物学 2 ゼミナール 2

環境エネルギー工学 2

単位数合計 19 19 20 20 20 18 6 2 124

履修モデル：文理融合学部人間情報工学科　高度に情報化された地方社会の中で活躍する電気・電子・情報系の技術者

科目区分

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

Ⅱ現代教養科
目

Ⅳ主専攻科目

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期
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授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数

Ⅰ現代文明論 現代文明論 2

入門ゼミナールＡ 2 入門ゼミナールＢ 2 現代教養講義 2

シティズンシップ 2 地域・国際理解 2

健康・フィットネス理論実
習 1 生涯スポーツ理論実習 1

Ⅲ英語科目
英語リスニング＆ス
ピーキング 2

英語リーディング＆ラ
イティング 2

コンピュータ概論 2 心理学概論 2 情報処理入門 2 応用数学 2 データ解析 2 信号処理工学 2
生体機能代行装置学演
習 2 医用治療機器学演習 2

プログラミング入門 2 経営学概論 2 人工知能概論 2 倫理学概論 2 電子工学実験 2 制御工学 2
医用機器安全管理学演
習 2 卒業研究２ 2

微積分学 2 プログラミング 2 情報処理工学 2 電子回路 2 情報ネットワーク 2 バイオメカニクス 2 卒業研究１ 2

電気・電子工学総論 2 電気回路１ 2 電気回路２ 2 電気電子計測 2 人間工学 2 リモートセンシング 2

電気数学 2 生理学 2 デジタル回路 2 電気工学実験 2 環境生物学 2 医用機器安全管理学 2

医学概論 1 医用機器学１ 2
アルゴリズムとデータ
構造 2 医療情報システム 2 免疫学 2 循環機能代行装置学 2

解剖学 2 関係法規 1 プログラミング応用 2 薬理学 2 生体材料工学 2 ゼミナール 2

病理学概論 2 生体物性論 2 医用治療機器学 2

医用機器学２ 2 生体計測装置学 2 呼吸機能代行装置学 2

代謝機能代行装置学 2

単位数合計 20 20 20 20 20 14 6 4 124

春学期 秋学期 春学期 秋学期

※臨床工学技士受験資格取得希望者は、上記の科目以外に卒業要件に含まれない臨床工学技士国家試験
要件科目を履修する。

履修モデル：文理融合学部人間情報工学科　遠隔医療等の先端的医療情報技術にも対応できる臨床工学技士

科目区分

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

Ⅱ現代教養科
目

Ⅳ主専攻科目

春学期 秋学期 春学期 秋学期
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○学校法人東海大学教職員定年規程

（制定 昭和28年６月１日） 

改訂 昭和43年４月１日 昭和63年４月１日 

1991年６月17日 1994年４月１日 

2000年４月１日 2003年４月１日 

2004年４月１日 2006年４月１日 

2007年４月１日 2011年４月１日 

2012年４月１日 2013年４月１日 

2017 年４月１日 

第１条 学校法人東海大学に勤務する専任の教職員の定年は，次のとおりとする。 

教員 

職種 区分 身分 資 格 定年齢 

教員 

大学院・大学 

短大・研究所等 

教授 65 

准教授・講師・ 

助教・助手 
62 

高等学校・中等部 

小学校・幼稚園 

教諭・養護教諭 

司書教諭 

上級職１種・２種 65 

中級職１種・２種 62 

一般職１種 62 

助教諭 一般職２種 60 

2004年４月1日以

後の採用者 

教諭・養護教諭 

司書教諭 
一般職１種 60 

職能資格制度を適用する職員 

職種 区分 身分 資格 定年齢 

職員 

事務 

参与・副参与 

参事・副参事 

65 

主事・副主事 62 

主査・職員一級 

職員二級 

60 

技術 

主席技師・主任技師 

技師 

65 

技師補・上級技術員 62 

一級技術員・技術員 

初級技術員 

60 

看護 

１等級～４等級 65 

５等級～７等級 62 

８等級以下 60 

保健 
主席保健技術員・副主席保

健技術員・主任保健技術員 

65 

資料５ 
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上級保健技術員一・上級保

健技術員二 

62 

中級保健技術員・保健技術

員・初級保健技術員 

60 

職能資格制度を適用しない職員 

職種 区分 身分 資格 定年齢 

職員 

船舶 

船長・機関長 65 

一等航海士，一等機関士，

通信長，事務長，次席一等

航海士，次席一等機関士，

二等航海士，二等機関士，

次席二等航海士，次席二

等機関士，三等航海士，三

等機関士，次席三等航海

士，次席三等機関士，小型

舟艇船長，小型舟艇機関

長，小型舟艇甲板長，甲板

長，操機長，司厨長 

62 

操舵手，操機手，調理手，

甲板員，機関員，司厨員

60 

その他 

課長職以上の管理職 65 

上記以外の役職 62 

上記以外の職員 60 

第２条 定年による退職は，定年に達した日の属する年度末日とする。 

第３条 定年令の計算は，「年令計算ニ関スル法律」及び「民法」第 143 条による。ただし，

2000 年３月 31 日までに採用された教職員についてはこれを適用しない。 

第４条 教育上又は経営上必要と認めた者については，第１条の規定を適用しない。 

第５条 「高年齢者等の雇用の安定等に関する法律」により定年退職後に継続雇用する場

合は，「学校法人東海大学大学・短大非常勤教員規程」，「学校法人東海大学初等中等教育

機関非常勤講師規程」及び「学校法人東海大学臨時職員規程」を適用する。なお，継続

雇用における条件については，「学校法人東海大学高齢者継続雇用運用細則」による。 

付 則 

１ この規程は，昭和 28 年６月１日から施行する。 

２ この規程の施行にあたって必要な細則については，別に定める。 

付 則（2017 年４月１日） 

この規程は，2017 年４月１日から施行する。 
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○学校法人東海大学大学・短大特任教員任用内規

（制定 2017年４月１日） 

改訂 2020 年４月１日 

（目的・趣旨） 

第１条 学校法人東海大学大学・短大特任教員任用内規（以下「この内規」という。）は，

「学校法人東海大学特任教職員任用規程」（以下「規程」という。）に定める特任教職員

のうち，大学・短大の特任教員（以下「特任教員」という。）の任用についての運用を定

めることを目的とする。 

（個別管理区分） 

第２条 特任教員の各人の雇用条件を，雇用契約書等で提示することを目的として，規程

第３条に定める個別管理区分は，次の項目とし，詳細を別表に定めるものとする。 

(１) 採用区分

(２) 職務区分

(３) 所属及び勤務地

(４) 資格

(５) １回の雇用期間

(６) 授業責任時間

(７) 招聘の有無

(８) 年俸額

(９) 教育及び研究に関する経費配算

(10) 外部資金要件

(11) その他

（限度年齢） 

第３条 規程第４条及び第５条の定めの他，次の各号の満年齢に達する年度末を契約期間

の限度とする。 

(１) 教授 65 歳

(２) 准教授以下 62 歳

２ 原則として教授に限り，専任定年後に継続して雇用することができる。その場合，限

度年齢は 68 歳とするが，特段の事情がある場合は，稟議により，70 歳に達する年度末

までを限度とすることができる。 

３ 本条における年齢の計算は，「年齢計算ニ関スル法律」及び「民法」第 143 条による。 

（契約更新に関する条件） 

第４条 特任教員の契約は，次の各号のいずれかに該当する場合，更新を行わないものと

する。 

(１) 担当する授業科目が減少し，授業責任時間を満たさないとき。

(２) 担当する業務がなくなったとき。

(３) 担当する研究プロジェクトが終了したとき。

(４) 外部資金要件の者については，人件費,研究費等の経費全額を充足し得る外部資

金が確保できないとき。

(５) その他，雇用契約書等に定める契約内容が遵守されないとき。
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 （専任への任用変更）  

第５条 特任教員が専任教員への任用変更を希望する場合，人事計画に基づき，公募する

教員採用に応募することができる。ただし，専任定年後の継続雇用者を除く。 

２ 専任教員と同等の職務に就く特任教員は，所属学部等より推薦があった場合，所定の

専任採用審査を受けることができる。このとき，在職中の教育・研究の業績及び勤務実

績のほか，学生指導，学部学科等所属する組織の運営業務，大学内外の各種業務等の担

当について評価する。 

  付 則 

１ この内規は，2017 年４月１日から施行する。 

２ （経過措置） 

規程の付則第３項に定める経過措置を適用する特任教員第３種の任用手続は，規程の

制定に伴い，任用に係る委員会を廃止するため，他の特任教員と同様とする。 

付 則（2020 年４月１日） 

この内規は，2020 年４月１日より施行する。 

別表 

個別管理区分 内 容 

(１)採用区分 新採用，再採用，再雇用 

(２)職務区分 教育・研究の職務を主に担当，教育を主に担当， 

研究を主に担当，診療を主に担当，その他 

(３)所属及び勤務地 各機関に定める所属及び勤務地 

(４)資格 教授，准教授，講師，助教，助手 

(５)１回の雇用期間 １回の雇用期間は１か年度毎とする。専任への任用変更は

原則として５か年度以内とする。 

最長雇用期間は９か年度とし，外部資金を要件とする者に

ついては，外部資金未確保の場合は更新しない。 

(６)授業責任時間 職務内容に応じて３コマ，６コマ，10 コマ，その他 

専任定年後の継続雇用者は原則として３コマとする。 

(７)招聘の有無 大学による招聘にて採用された者は，成果に応じて給与に

特別加算することができる。ただし，専任定年後の継続雇

用者を除く。 

(８)年俸額 職務による諸手当については年俸額に含むものとする。実

績による諸手当については，実績に応じて別途支給する。 

(９)教育及び研究に関する

経費配算 

特定の診療を行う職務の教員を除き，職務内容に応じて，

研究費又は教育開発費を配算する。 

(10)外部資金要件 該当する外部資金の要件及び名称 

(11)その他 上記個別管理区分に定める他，特別の事情のある場合は，

必要に応じて記載する。 
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（注）採用区分の内容は，次のように定める。 

（１）新採用

新たに特任教員として雇用契約を締結すること。

（２）再採用

専任退職後，引続き特任教員として雇用契約を締結すること。 

（３）再雇用

退職した者が，一定の期間を経て，再度雇用契約を締結すること。
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No. 雑誌名（国内雑誌）

1 Brain and nerve 

2 CG car graphic

3 CG world & digital video

4 Clinical engineering 

5 Functional food 

6 Golf digest 

7 Harvard business review : Diamondハーバード・ビジネス・レビュー

8 Hospitality 

9 Interface

10 National geographic 

11 Newsweek 

12 Newton 

13 Number : sports graphic 

14 Rikatan : 理科の探検

15 Sport Japan 

16 Training journal 

17 インベスター・リレーションズ

18 エコノミスト

19 エネルギーレビュー

20 オプトロニクス

21 オペレーションズ・リサーチ : 経営の科学

22 くまもと経済 

23 システム

24 スポーツマネジメント研究

25 スポーツ産業学研究

26 スポーツ社会学研究

27 トランジスタ技術

28 ヒューマンインタフェース学会誌

29 ヒューマンインタフェース学会論文誌

30 文史知識

31 ベースボールマガジン

32 マーケティング・サイエンス

33 まてりあ

34 みんなのスポーツ

35 レーザー研究

36 レジデントノート

37 レジャー・レクリエーション研究

38 医工学治療

39 医用電子と生体工学 : 日本ME学会雑誌

40 医療機器学

学術雑誌一覧
文理融合学部

23



41 一橋ビジネスレビュー

42 映像情報

43 映像情報メディア学会誌 : 映像情報メディア

44 英語教育

45 園芸学研究

46 応用地域学研究

47 温泉地域研究

48 科學

49 画像ラボ

50 画像電子学会誌

51 管理会計学

52 観光とまちづくり

53 観光研究

54 観光文化

55 企業診断

56 企業會計

57 機能材料

58 季刊サッカー批評

59 季刊マーケティングジャーナル

60 季刊教育法

61 教育

62 教職課程

63 近代柔道 : judo

64 九州のムラ

65 九州経済調査月報

66 九州経済調査月報. 付録, データ九州

67 熊日インデックス

68 慶應経営論集

69 計測と制御

70 計測自動制御学会論文集

71 月刊アクアライフ

72 月刊コンクリートテクノ

73 月刊ホテル旅館

74 月刊高校教育

75 月刊体育施設

76 月刊地球

77 月刊地図中心

78 健康教室

79 現代の図書館

80 現代思想

81 交通学研究 : 研究年報

82 工業材料

83 構造工学論文集. A
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84 構造工学論文集. B

85 高校生活指導

86 国際ビジネス研究

87 国立国会図書館月報

88 自動化技術

89 自動車技術文献抄録誌

90 自動車工學

91 授業力&学級経営力

92 授業力&学級統率力

93 週刊ダイヤモンド

94 週刊東洋経済

95 柔道

96 松前文庫

97 証券アナリストジャーナル

98 証券経済学会年報

99 情報の科学と技術

100 情報処理

101 植物環境工学

102 植物地理・分類研究

103 食品と開発

104 新建築

105 進路指導

106 人間工学

107 人工臓器

108 人工知能

109 人工知能学会誌

110 人工知能学会論文誌

111 人文地理

112 人民中国

113 数学セミナー

114 数理科学

115 生体の科學

116 生体医工学 : 日本エム・イー学会誌

117 切抜き速報. 科学と環境版

118 切抜き速報. 社会科版

119 組織科学

120 体育・スポーツ経営学研究

121 体育・スポーツ政策研究

122 体育の科学

123 体育経営管理論集

124 体力科學

125 大学図書館協力ニュース

126 地域づくり
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127 地域開発

128 地域学研究

129 地理

130 地理学評論

131 茶道雑誌

132 中国研究月報

133 中国情勢

134 聴く中国語 : 中国語学習月刊

135 超音波techno

136 展示学

137 電気学会研究会資料. ECT, 電子回路研究会

138 電気学会研究会資料. ED, 放電研究会

139 電気学会研究会資料. EPP, 放電・プラズマ・パルスパワー研究会

140 電気学会研究会資料. HV, 高電圧研究会

141 電気学会研究会資料. MBE, 医用・生体工学研究会

142 電子情報通信学会技術研究報告

143 電子情報通信学会技術研究報告. A・P, アンテナ・伝播

144 電子情報通信学会技術研究報告. CAS, 回路とシステム

145 電子情報通信学会技術研究報告. EA, 応用音響

146 電子情報通信学会技術研究報告. EMCJ, [環境電磁工学]

147 電子情報通信学会技術研究報告. MBE, MEとバイオサイバネティックス

148 電子情報通信学会技術研究報告. MW, マイクロ波

149
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学生の確保の見通し等を記載した書類  

文理融合学部  

 

１．学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況  

（１）学生の確保の見通し  

１）定員充足の見込み  

文理融合学部の入学定員は、受験生の動向、社会からのニーズ、入学

定員を確保できる人数等を踏まえ、教育研究体制を永続的に維持可能な

体制として、①文理融合学部経営学科の入学定員を 130 名、収容定員を

520 名、②文理融合学部地域社会学科の入学定員を 100 名、収容定員を

400 名、③文理融合学部人間情報工学科の入学定員を 70 名、収容定員を

280 名、として教育研究活動を開始する計画である。  

 

①全国的な傾向からの分析   

定員を充足できる根拠は次のとおりである。文理融合学部経営学科と

地域社会学科の学位の分野が含まれる「社会科学系」と、人間情報工学

科の学位の分野が含まれる「理・工学系」の過去５年の学部数、志願倍

率、入学定員充足率状況（【資料①－１】【資料①－２】「令和２（2020）

年度  私立大学・短期大学等  入学志願動向」（日本私立学校振興・共済事

業団）P.26・27・33）をみると、【資料①－１】のとおり、「社会科学系」、

「理・工学系」ともに、学部数は微増ながら増加傾向である。そして、

志願倍率も高水準に達しており、定員充足率も 100％を満たしている状

況である。また、【資料①－２】のとおり、本学科と類似した学科が含ま

れる可能性がある学部に焦点を絞ってみてみると、令和２年度において

は、「経営学部」は約 10.4 倍、「社会学部」は約 11.5 倍、「工学部」は約

12.0 倍、「理工学部」は約 15.7 倍となっており、【資料①－１】の動向

と同様に、入学定員を大幅に超える進学希望者が存在することが明らか

であり、文理融合学部の 3 学科が受け持つ学問分野について、高い需要

があると分析される。  

 

②将来性についての分析  

東海大学は、全国に 19 学部（令和３年現在。募集停止学部を除く。）

を展開している大規模大学である。文理融合学部は、九州キャンパス（熊
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本県）で学修を進める計画であり、熊本県および福岡県出身の学生を中

心に在籍していることに加え、全国に 14 校設置されている付属高校から

の入学希望者も一定数存在している。  

将来的にみると、18 歳人口の減少は避けられない状況であるが、【資

料① -3】のとおり大規模大学は、高い水準で志願者を確保していること

から、この総合大学・大規模大学のスケールメリットを活用した教育体

制により、上記①の傾向が続くものと分析している。  

 

２）定員充足の根拠となる客観的なデータの概要  

①今後の人口動態  

文部科学省「学校基本調査」のデータをもとに分析された、「18 歳人

口予測 大学・短期大学・専門学校進学率  地元残留率の動向」（2020 年

度版）」（リクルート進学総研）に依れば、全国の 18 歳人口の推移は、【資

料②】のとおり「2020 年 116.7 万人→2032 年 102.3 万人」となり、「約

14.4 万人／12.3％」が減少するとの予想が立てられている。  

一方、熊本県の 18 歳人口の推移【資料③】については、「 2020 年 16,971

人→ 2032 年 15,833 人」と、減少率は「6.7％」であり、全国の減少幅（約

12.3％）に比べて、小さいことが分かる。  

また、【資料④】のとおり、①大学進学率は上昇していること、②地

元残留率は低下傾向にあるものの 45.5％を維持し、高い傾向にあること

から、18 歳人口の減少の影響は生じるものの、県内からの進学者に加え、

流入数の多い福岡県からの志願者・入学者を増やしていくことにより、

入学定員を超える一定数の志願者数を確保することが可能であると、判

断することができる。  

 

②既設の学部における定員充足状況  

   既存学部等の定員充足状況については、【資料⑤】のとおり、文理融合

学部の既設学部等にあたる３学科の６年間の状況をみてみると、志願者

数は入学定員を超えている状況であることから、入学定員を超える一定

数の志願者の確保は可能であると判断することができる。  

 

③類似する分野への大学進学状況  

   【資料⑥】のとおり、文理融合学部と競合する可能性がある熊本県・
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福岡県における類似した学部学科の動向をみても、高い志願倍率を維持

しており、文理融合学部３学科に対して、志願者数の確保を見込むこと

ができる。  

 

   以上のとおり、文理融合学部への志願者については入学定員を越える

人数を確保できると分析しているが、これを裏付けるため、次の通り高

校２年生に対してアンケートを行った。  

 

 ④文理融合学部のアンケート結果について  

   【資料⑩】のとおり、2020 年 9 月  8 日（火）～ 2020 年  11 月 2 日

（月）にかけて、高校２年生に対して本学科への興味、受験意向・入学

意向についてのアンケートを株式会社リクルートマーケティングパート

ナーズ、株式会社ディ・プラスに委託して行った。有効回収数は 36 校、

有効回答者数は 6,214 人である。  

   アンケートの 18 ページのとおり、進学希望者 5,000 人のうち、文理融

合学部経営学科に対して興味がある人数は 1,539 人、地域社会学科に興

味がある人数は、866 人、人間情報工学科に興味がある人数は 990 人で

ある。そして 22 ページのとおり、文理融合学部経営学科に対して受験意

向がある人数は 1,430 人、地域社会学科に興味がある人数は、993 人、

人間情報工学科に興味がある人数は 1,098 人である。まずは、この文理

融合学部を受験候補とする受験生を対象に分析を進める。  

   p.34 のとおり、文理融合学部経営学科においては、受験候補とする

1.430 人のうち、入学意向を示す人数は 395 人であり、複数学科への入

学意向を示さない人数は 213 名であり、入学定員を越えている。文理融

合学部地域社会学科においては、受験候補とする 993 名のうち、入学意

向を示す人数は 229 名、複数学科への入学意向を示さない人数は 72 名で

入学定員を満たさない状況であるが、多くの受験生が併願を希望する経

営学科の入学定員から実際の入学者数を算出すると、第二希望を含めて

146 名程度の人数となり、入学定員を越えている。同様に、人間情報学

科については、受験候補とする 1,098 人のうち、入学意向を示す人数は

239 名、複数学科への入学意向を示さない人数は 137 名であり、入学定

員を越えている状況になる。  

   以上のとおり、一部の学生を対象に行ったアンケート結果にもかかわ
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らず、文理癒合学部の 3 学科について、入学定員を超える入学意向者が

存在しており、入学定員を越える、志願者と入学者を確保できると言う

ことができる。  

 

 ⑤学生納付金の設定の考え方  

納付金については、大学として適切な教育研究環境を構築・維持する

のみならず、これからの社会の変化に対応した施設・設備の充実にも対

応した、大学経営の根幹に係る財務状況を踏まえるとともに、受益者で

ある学生への説明責任を重視する一方、近隣の他大学の学生納付金の設

定状況も勘案した上で、完成年度に収支均衡を図れることを前提に適切

に設定した。下表のとおり、【資料⑥】に記載する競合校の学納金と比較

しても概ね範囲内に収まっており、適切な納付金であると判断している。 

 

 

 

 

競合する大学  

学部学科  

入学

定員  
入学金  授業料  設備施設費  

その他  

（諸会計等）  
合計  

東海大学  

文理融合学部  

経営学科  

130 200,000 950,000 59,200 1,209,200 

西南学院大学  

商学部  

経営学科  

150 200,000 790,000 170,000 12,050 1,172,050 

福岡大学  

商学部  

経営学科  

240 190,000 910,000 26,710 1,126,710 

熊本学園大学  

商学部  

商学科  

240 220,000 634,000 170,000 23,500 1,047,500 

競合する大学  

学部学科  

入学

定員  
入学金  授業料  設備施設費  

その他  

（諸会計等）  
合計  



6 
 

 

注１）本学以外の各大学の情報は、 2021 年４月時点の公式ウェブサイトにより調査。  

注２）各大学の学生納付金の記載方法は、各大学の公表方法に基づく。  

 

（２）学生確保に向けた具体的な取組状況  

学生確保に向けて、大学として、全学的・組織的に学生確保に向けた入試

東海大学  

文理融合学部  

地域社会学科  

100 200,000 950,000 59,200 1,209,200 

九州産業大学  

地域共創学部  

観光学科（ 2018～）  

150 200,000 860,000 15,900 1,075,900 

福岡大学  

経済学部  

産業経済学科  

200 190,000 910,000 26,710 1,126,710 

熊本学園大学  

商学部  

ﾎｽﾋﾟﾀﾘﾃｨ・ ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科  

80 220,000 634,000 170,000 23,500 1,047,500 

競合する大学  

学部学科  

入学

定員  

入学金  授業料  設備施設費  
その他  

（諸会計等）  

合計  

東海大学  

文理融合学部  

人間情報工学科  

70 200,000 950,000 59,200 1,209,200 

福岡工業大学  

工学部  

知能機械工学科  

110 200,000 995,000 270,000 20,000 1,485,000 

久留米工業大学  

工学部  

情報ネットワーク工学科  

80 220,000 1,180,000 28,300 1,428,300 

崇城大学  

情報学部  

情報学科  

130 220,000 1,140,000 - 1,360,000 
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広報を行っている。その方針としては、受験生、保護者、高等学校等の教員

に対し、本学の学部・学科等の周知活動を行うだけではなく、大学への進路

希望者に対して、体験授業や各学問分野別の紹介等、高校生の進路選択のサ

ポート活動を行うことである。  

令和２（ 2020）年度においては、新型コロナウイルス感染症拡大防止のた

め、各種行事の多くが中止となってしまったが、通常は以下①から⑥のとお

りオープンキャンパス等を実施している。中止となってしまった令和２（2020）

年度については Web Open Campus と称し、自宅からでも参加できる「360°キ

ャンパスツアー」、「バーチャルキャンパスツアー」等により実際のキャンパ

ス環境についての確認ができるように対応したことに加え、各学科において

は、動画にて、学部学科の案内等について、場所・時間に関係なく、「興味を

持った受験生がいつでも確認することが出来る環境」を整えている。  

また、ＨＰや各種広告媒体等や高校訪問などを通じて、本学への受験、入

学者希望者を増やすことを目指すだけではなく、「入試対策講座」の開催や、

体験授業等を行い、高校生の進学へのサポート活動も積極的に行っている。  

今後の取組としては、コロナ禍により整備されたＷｅｂ等の媒体と、オー

プンキャンパス・体験授業等各種イベント等の対面で行う活動を融合し、周

知活動等を進める計画である。  

 

①オープンキャンパス（対面、オンライン）計画  

・2021 年度東海大学開催オープンキャンパス（予定）  

対面：6 月 20 日（日）、8 月 21（土）、8 月 22 日（日）、 3 月 13 日（日） 

［学科説明、個別面談、キャンパス見学］  

 ＷＥＢ：7 月、8 月  

・入試対策講座（6 月、8 月、 10 月）  

・進学相談会、キャンパス見学会  

・全国開催進学相談会（約 350 会場を予定。実施は未定。）  

 

②ＨＰ【受験生・高校教員向け 】受験生情報サイト・ＳＮＳからの情報発信  

Ｙｏｕｔｕｂｅチャンネル（東海大学公式）配信動画  

■ 東 海 大 学 ホ ー ム ペ ー ジ  受 験 生 情 報 サ イ ト  

（http://www.tokai-adm.jp/）  

■ 東 海 大 学 「 日 本 ま る ご と 学 び 改 革 実 行 プ ロ ジ ェ ク ト 」
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（https://tokai-marugoto.jp/）  

 

③高校訪問  

   高校訪問をして、進路・キャリア形成に関する講話を行う。本学への進

学についてのＰＲだけではなく、進路の選び方、入学試験の種類等、高校

生の大学進学のサポートを行っていく計画である。  

 

④大学入試説明会（高校教員対象）：５月～６月にＷｅｂでの開催を予定。  

 

⑤各種メディアからの情報発信（受験情報サイト、メディア企画）  

 

⑥出願促進プロモーション  

ＳＮＳ広告、エリアアド、コンビニ広告  

交通広告、出願促進ＤＭ（全国の接触者対象）  

 

 

 以上の説明のとおり、全国的な「受験者数」や、分野別の「志願者の動向」、

既設学部等における「志願者数、志願倍率、入学者数等の実績」に加え、学生

確保に向けて具体的な取組を行うことにより、アンケート結果のとおり入学定

員を満たすことができると確信することができる。  
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２．人材需要の動向等社会の要請  

（１）人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要）  

文理融合学部の教育研究上の目的は、次のとおりである。  

＜文理融合学部経営学科＞  

文理融合の学びを生かした複眼的な視点から、経営における「理論と

実践の融合」を通じた教育を展開していく。特に九州地域における地域

産業を中心とした地域づくりを主眼とし、地域産業への貢献・発展への

寄与を継続的に実践できる人材を育成する。地域産業の経営上の問題を

日本社会、グローバル社会の問題につなげて、俯瞰的視野で新しい知を

創造できる経営センスを持った人材を育成する。  

＜文理融合学部地域社会学科＞  

文理融合の学びを生かして多様な側面から地域の抱える問題を捉え

る複合的な視点、「観光・サービス」「心理・広報メディア」の双方向に

よる専門知識の観点からこの問題解決に取り組む融合的な視点、これら

に加えて異文化の理解やコミュニケーション能力をもってこれらの活動

を継続的に取り組む持続的視点を有し、「近未来地域づくり」を複眼的視

点で捉え創造していける「プロデュース力、マネジメント力」をもった

人材を育成する。  

＜文理融合学部人間情報工学科＞  

文理融合の学びを生かし、情報技術による上質な地方社会の実現に向

け、自然と調和した快適で健康的な生活環境を構築できる情報および工

学の技術者を養成する。地方の暮らしを文理の枠を超えて深く理解でき

る知識をもち、さらに、「情報工学」と「医用工学」に関する高度な専門

知識と技術を備え、それらの知識と技術を活用し、自然環境に配慮しつ

つ、地方の暮らしに快適さと心身の健康をもたらす、工学的なシステム

を構築できる人材を育成する。  

 

（２）上記（１）が社会的，地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠  

  １）全体的な分析  

  2040 年に向けた高等教育のグランドデザイン（答申）に記載されてい

る通り、急激に変化していく現代社会において、産業界においても新し

い事業開発や国際化の進展により、「高度な専門知識を持ちつつ普遍的な

見方のできる能力と具体的な業務の専門化に対応できる専門的なスキ
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ル・知識」を持った人材が求められている。文理融合学部の 3 学科にお

いては、その名称のとおり、専門分野からの視点だけではなく、文系理

系の垣根と分野の垣根を超えた視点を身に付け、問題を発見し解決して

いく力を身に付けていくことから、将来的に必要とされる人材像と合致

している。  

また、【資料⑦】のとおり既設学部・現在の等の現状から分析すると、

社会からのニーズは多岐に渡り、多様な分野へ卒業生が就職しているこ

とが分かる。  

そしてこれらを証明するように、【資料⑧】のとおり、経営学部と基

盤工学部の就職決定率は高い水準となっている。加えて、本学への求人

については、【資料⑨ -1】の状況となっており、卒業生の数を大幅に超え

ている。そして、【資料⑨-2】のとおり、全国から求人が寄せられている。  

 

  ２）アンケート結果からの分析  

上記１）の傾向を確かめるため、【資料⑪】のとおり、2020 年 10 月  

30 日（金）～ 2020 年  11 月 25 日（水）にかけて、文理融合学部が育

成する人材に対しての必要度と実際の採用意向について、企業向けのア

ンケートを株式会社リクルートマーケティングパートナーズ、株式会社

ディ・プラスに委託して行った。有効回収数は 190 社  （回収率  38.0）

であり、結果は次のとおりである。  

   

 ①設置内容に対する関心度  アンケートの p.15～p.17 

    経営学科：「ある程度関心がある」までの合計は、 84.2％、160 社。  

    地域社会学科：「ある程度関心がある」までの合計は、77.4％、147 社。  

    人間情報工学科：「ある程度関心がある」までの合計は、74.2％、141 社。  

 

   ②養成する人物像の必要度  アンケートの p.19～p.21 

    経営学科：「ある程度関心がある」までの合計は、 79.5％、160 社。  

    地域社会学科：「ある程度関心がある」までの合計は、71.1％、135 社。  

    人間情報工学科：「ある程度関心がある」までの合計は、63.7％、121 社。  

 

   ③採用見込み  アンケートの p.26 

    経営学科： 291 人相当。  
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    地域社会学科：260 人相当  

    人間情報工学科： 273 人相当  

 

以上のアンケート結果となっており、「文理融合学部経営学科」「文理

融合学部地域社会学科」「文理融合学部人間情報工学科」の３学科におけ

る教育研究上の目的は、社会的，地域的な人材需要の動向等を踏まえた

ものであると判断される。  

以 上  



学生確保の見通し等を記載した書類 

文理融合学部 

【資料目次】 

【資料①-1】令和２（2020）年度 私立大学・短期大学等 入学志願動向」（日本私立学校振興・共済事

業団）P.26・27）…p.2 

【資料①-2】令和２（2020）年度 私立大学・短期大学等 入学志願動向」（日本私立学校振興・共済事

業団）P.33）…p.3 

【資料①-3】「令和２（2020）年度 私立大学・短期大学等 入学志願動向」（日本私立学校振興・共済

事業団）令和 2 年 10 月）37 ページより抜粋。…p.3 

【資料②】リクルート進学総研マーケットリポート Vol.82 2021 年 3 月号「18 歳人口予測 大学・短

期大学・専門学校進学率 地元残留率の動向」（2020 年度版）6ページより抜粋…p.4 

【資料③】リクルート進学総研マーケットリポート Vol.93 2021 年 4 月号「18 歳人口予測 大学・短

期大学・専門学校進学率 地元残留率の動向 九州沖縄版」（2020 年度版）2ページより抜粋」…p.4 

【資料④】リクルート進学総研マーケットリポート Vol.93 2021 年 4 月号「18 歳人口予測 大学・短

期大学・専門学校進学率 地元残留率の動向 九州沖縄版」（2020 年度版）15 ページより抜粋…p.5 

【資料⑤】既設学科の学生確保の状況…p.6 

【資料⑥】リクルート「入試実態調査」より集計…p.7 

【資料⑦】既設学科の就職先…p.8 

【資料⑧】既設学科の就職決定率…p.9 

【資料➈-1】東海大学産業別求人会社数…p.10 

【資料➈-2】東海大学地域別求人会社数…p.10 

【資料⑩】東海大学 新学部設置に関するアンケート 【高校生】調査結果報告書…p.11

【資料⑪】東海大学 新学部設置に関するアンケート 【 企業 】調査結果報告書…p.54 

1



文理融合学部 

【資料①-1】 

「令和２（2020）年度 私立大学・短期大学等 入学志願動向」（日本私立学校振興・共済事業団）P.27） 

「令和２（2020）年度 私立大学・短期大学等 入学志願動向」（日本私立学校振興・共済事業団）P.26） 

文理融合学部経営学科 

文理融合学部地域社会学科 

文理融合学部人間情報工学科 

2



【資料①-2】 

【資料①-3】 

「令和２（2020）年度 私立大学・短期大学等 入学志願動向」 

（日本私立学校振興・共済事業団）令和 2 年 10 月）37 ページより抜粋。 

「令和２（2020）年度 私立大学・短期大学等 入学志願動向」（日本私立学校振興・共済事業団）P.33） 

文理融合学部人間情報工学科 

文理融合学部経営学科／文理融合学部地域社会学科 

3



リクルート進学総研マーケットリポート Vol93 2021 年 4 月号

「18 歳人口予測 大学・短期大学・専門学校進学率 地元残留率の動向 九州沖縄版」（2020 年度版）2 ページより抜粋 

リクルート進学総研マーケットリポート Vol.82 2021 年 3 月号

「18 歳人口予測 大学・短期大学・専門学校進学率 地元残留率の動向」（2020 年度版）6 ページより抜粋 

【資料②】 

【資料③】 

4



リクルート進学総研マーケットリポート Vol93 2021 年 4 月号

「18 歳人口予測 大学・短期大学・専門学校進学率 地元残留率の動向 九州沖縄版」（2020 年度版） 15 ページより抜粋 

【資料④】 
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【資料⑤】 

現在、熊本校舎に開設されている、経営学部と基盤工学部医療福祉工学科の入学試験状況 

6



【資料⑥】 

「リクルート 入試実態調査」 

株式会社リクルートマーケティングパートナーズより情報提供 
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【資料⑦】 経営学部経営学科 

東海大学 HP より抜粋 

東海大学 HP より抜粋 

経営学部観光ビジネス学科（参考） 
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【資料⑧】 

東海大学 HP より抜粋 

基盤工学部医療福祉工学科 

9



2019 年度卒業⽣数 6,281 名

2019 年度 東海大学産業別求人会社数 

【資料⑨-1】 

【資料⑨-2】 
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【高校生】
調査結果報告書

東海大学
新学部設置に関するアンケート
－熊本キャンパス：文理融合学部－

2021年2月

株式会社リクルートマーケティングパートナーズ

株式会社ディ・プラス

東海大学 御中

D+

【資料⑩】
東海大学　新学部設置に関するアンケート　－熊本キャンパス：文理融合学部－
【高校生】調査結果報告書 株式会社リクルートマーケティングパートナーズ 株式会社ディ・プラス
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調査概要 【高校生】調査

▶ 調査目的

✓東海大学が2022年に熊本キャンパスに設置を計画している「文理融合学部（経営学科／地域社会学科
／人間情報学科）」について、高校2年生に興味度および受験意向・入学意向を聴取し受容性を確認す
る。

▶ 調査対象

✓熊本県を中心に、九州近県および関係のある他エリアの公立･私立高等学校の2年生

• 調査対象校に事前に調査協力を依頼し、許諾を得た対象校へ調査票を送付。ホームルームなど教室で配布･回収。

▶ 調査期間

✓2020年9月8日（ 火 ）～2020年11月2日（ 月 ） ※到着分までを入力・集計対象とした

▶ 有効回収数

✓発送校数 36校

✓回収・集計対象校数 36校（100％ ）、有効回答者数 6214人

東海大学 文理融合学部 新学部設置に関するアンケート 【高校生】調査結果報告書 3

■調査協力校・回収数 (人）

全体 男子 女子 無回答 全体 男子 女子 無回答

全体 6214 3519 2537 158 九州学院高等学校 297 145 147 5

熊本市内 2480 1317 1109 54 熊本県立熊本工業高等学校 195 171 20 4

熊本市以外 1383 734 614 35 熊本県立熊本商業高等学校 77 26 51 ―

福岡県 1773 1069 651 53 熊本県立熊本西高等学校 324 192 130 2

佐賀県 38 28 9 1 熊本県立熊本農業高等学校 80 45 35 ―

長崎県 322 196 119 7 熊本県立第一高等学校 85 37 48 ―

鹿児島県 81 45 35 1 熊本県立第二高等学校 82 44 36 2

九州以外 兵庫県 137 130 ― 7 熊本県立東稜高等学校 40 24 16 ―

熊本県・計 3863 2051 1723 89 熊本県立湧心館高等学校 27 14 13 ―

その他九州・計 441 269 163 9 熊本国府高等学校 442 214 214 14

東海大学付属熊本星翔高等学校 416 229 168 19

鎮西高等学校 150 88 57 5

ルーテル学院高等学校 265 88 174 3

熊本県立阿蘇中央高等学校　阿蘇校舎 15 9 6 ―

熊本県立宇土高等学校 217 121 91 5

熊本県立大津高等学校 98 48 49 1

熊本県立鹿本高等学校 119 65 51 3

熊本県立鹿本商工高等学校 86 52 33 1

熊本県立菊池高等学校 140 63 70 7

熊本県立菊池農業高等学校 132 65 58 9

熊本県立北稜高等学校 18 3 14 1

熊本県立水俣高等学校 58 17 38 3

熊本県立八代工業高等学校 269 199 66 4

熊本県立八代清流高等学校 131 49 82 ―

熊本県立八代東高等学校 100 43 56 1

沖学園高等学校 203 142 57 4

久留米信愛高等学校 154 29 120 5

東海大学付属福岡高等学校 367 211 148 8

東福岡高等学校 335 323 ― 12

福岡県立糸島高等学校 303 149 144 10

福岡工業大学附属城東高等学校 279 144 124 11

祐誠高等学校 132 71 58 3

その他九州・計 佐賀県 佐賀県立鳥栖工業高等学校 38 28 9 1

長崎県 海星高等学校 322 196 119 7

鹿児島県 樟南高等学校 81 45 35 1

九州以外 兵庫県 神戸村野工業高等学校 137 130 ― 7

福岡県

熊本県・計

熊本県・計

その他

九州・計

熊本市内

熊本市以外
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東海大学 文理融合学部 収容定員増に関するアンケート 【高校生】調査結果報告書 4
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回答者プロフィール
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高校設置者／高校所在エリア

東海大学 文理融合学部 新学部設置に関するアンケート 【高校生】調査結果報告書 6

■高校設置者（全体／対象リストより） (%)

公立 私立

【高校生】全体 (n=6,214) 42.4 57.6

男子 (n=3,519) 41.6 58.4

女子 (n=2,537) 44.0 56.0

熊本県・計 (n=3,863) 59.4 40.6

　熊本市内 (n=2,480) 36.7 63.3

　熊本市以外 (n=1,383) 100.0 ―

熊本県以外・計 (n=2,351) 14.5 85.5

　福岡県・計 (n=1,773) 17.1 82.9

　その他九州・計 (n=441) 8.6 91.4

　九州以外・計 (n=137) ― 100.0

※｢全体｣より　■=10ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上低い

高校生_設置者

性別

高校所在

エリア別

■高校所在エリア（全体／高校住所より分類） (%)

九州

以外

熊本市

内

熊本市

以外
福岡県 佐賀県 長崎県

鹿児島

県
兵庫県

*凡例

【高校生】全体 (n=6,214) 62.2

男子 (n=3,519) 58.3

女子 (n=2,537) 67.9

公立　 (n=2,634) 87.1

私立 (n=3,580) 43.9

※｢全体｣より　■=10ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上低い

高校生_高校所在エリア

熊本

県・計

高校

設置者別

熊本県 ・計

性別

その他九州・計

39.9

37.4

43.7

34.5

43.9

22.3

20.9

24.2

52.5

―

28.5

30.4

25.7

11.5

41.1

0.6

0.8

0.4

1.4

―

5.2

5.6

4.7

―

9.0

1.3

1.3

1.4

―

2.3

2.2

3.7

―

―

3.8
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性別／所属クラス

東海大学 文理融合学部 新学部設置に関するアンケート 【高校生】調査結果報告書 7

■性別　（全体／単一回答） (%)

男子 女子 その他 無回答

*凡例

【高校生】全体 (n=6,214)

熊本県・計 (n=3,863)

　熊本市内 (n=2,480)

　熊本市以外 (n=1,383)

熊本県以外・計 (n=2,351)

　福岡県・計 (n=1,773)

　その他九州・計 (n=441)

　九州以外・計 (n=137)

公立　 (n=2,634)

私立 (n=3,580)

　大学 (n=3,954)

　短期大学 (n=533)

　専門学校 (n=1,737)

高校生_F1

高校所在

エリア別

高校

設置者別

希望進路別

（複数）

56.6

53.1

53.1

53.1

62.4

60.3

61.0

94.9

55.6

57.4

59.0

29.8

45.1

40.8

44.6

44.7

44.4

34.6

36.7

37.0

―

42.4

39.7

38.6

68.3

52.8

0.5

0.5

0.5

0.4

0.6

0.7

0.2

―

0.3

0.7

0.5

0.9

0.3

2.0

1.8

1.7

2.1

2.4

2.3

1.8

5.1

1.7

2.2

2.0

0.9

1.7

■所属クラス　（全体／単一回答） (%)

文系 理系 どちらでもない 無回答

*凡例

【高校生】全体 (n=6,214)

男子 (n=3,519)

女子 (n=2,537)

熊本県・計 (n=3,863)

　熊本市内 (n=2,480)

　熊本市以外 (n=1,383)

熊本県以外・計 (n=2,351)

　福岡県・計 (n=1,773)

　その他九州・計 (n=441)

　九州以外・計 (n=137)

公立　 (n=2,634)

私立 (n=3,580)

　大学 (n=3,954)

　短期大学 (n=533)

　専門学校 (n=1,737)

高校生_F2

性別

高校所在

エリア別

高校

設置者別

希望進路別

（複数）

35.8

33.6

39.3

30.8

30.9

30.5

44.0

48.5

37.9

5.1

33.2

37.7

42.7

42.0

30.5

30.4

33.8

25.9

27.4

23.0

35.4

35.2

36.0

41.5

4.4

38.7

24.2

35.3

22.9

25.2

32.0

30.7

33.3

40.0

44.1

32.8

18.9

13.8

17.9

87.6

27.0

35.8

20.6

32.8

42.4

1.8

1.8

1.6

1.7

1.9

1.4

1.9

1.6

2.7

2.9

1.1

2.3

1.5

2.3

1.9
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高校卒業後の希望進路（すべて）

東海大学 文理融合学部 新学部設置に関するアンケート 【高校生】調査結果報告書 8

▶ 全体の81%が、高校卒業後は｢進学希望｣。

▶ 希望する進学先は、｢大学｣が64％と最も高く、次いで｢専門学校｣(28%)。

▶ 性別にみると、男子は女子よりも「大学」希望が高く、「大学のみ」希望の割合も54％と女子10ポイ
ント以上上回る。女子は男子に比べ、「専門学校」や「短期大学」希望の割合が高い。

▶ 高校所在別にみると、熊本県内においては、熊本市以外・計は「大学」希望の割合が5割を下回り、
「就職」希望が4割近くなる。熊本県以外・計の「大学」希望は76％と熊本県・計（56％）を大きく
上回る。

▶ 高校設置者別にみると、「大学」希望の割合は公立55％、私立70％と私立の方が高い。

■高校卒業後の希望進路（全体／複数回答） (%)

あなたは高校を卒業した後、どの進路に進みたいと思っていますか。以下、あてはまるものすべてに○をつけてください。

進学希望

大学 短期大学 専門学校

【高校生】全体 (n=6,214) 63.6 8.6 28.0 21.2 1.3 6.2 0.1 80.5 48.1 15.5 16.8 19.4

男子 (n=3,519) 66.3 4.5 22.3 23.7 1.6 7.4 0.1 77.6 53.5 12.8 11.3 22.3

女子 (n=2,537) 60.1 14.3 36.2 17.2 0.8 4.6 ― 84.7 40.7 19.4 24.6 15.2

熊本県・計 (n=3,863) 56.1 8.3 30.1 27.6 1.4 6.0 0.1 75.7 41.5 14.6 19.6 24.2

　熊本市内 (n=2,480) 61.9 7.6 31.3 21.0 1.7 6.7 0.1 80.7 46.2 15.8 18.8 19.2

　熊本市以外 (n=1,383) 45.7 9.5 28.0 39.5 0.7 4.6 0.1 66.7 33.1 12.6 21.0 33.3

熊本県以外・計 (n=2,351) 76.0 9.0 24.4 10.5 1.1 6.5 0.2 88.3 59.0 16.9 12.3 11.5

　福岡県・計 (n=1,773) 78.9 10.0 23.8 7.2 1.2 6.0 0.2 90.7 61.1 17.8 11.8 9.1

　その他九州・計 (n=441) 75.3 6.3 22.9 13.6 0.2 6.8 0.2 86.4 61.0 14.3 11.1 13.4

　九州以外・計 (n=137) 40.1 4.4 36.5 43.8 2.2 11.7 ― 63.5 25.5 14.6 23.4 36.5

公立　 (n=2,634) 54.9 9.1 27.9 31.5 1.2 4.0 0.1 73.6 40.4 14.5 18.7 26.3

私立 (n=3,580) 70.0 8.2 28.0 13.5 1.3 7.8 0.1 85.5 53.8 16.2 15.5 14.4

※｢全体｣より　■=10ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上低い

高校生_Q1

進学

希望

･計

その他就職
大学

以外を

希望

まだ

考えて

いない

無回答
大学

のみ

希望

他校種

も希望

進学

以外

希望

・計

性別

高校所在

エリア別

高校

設置者別

0

20

40

60

80

【高校生】全体

男子

女子

18



高校卒業後の希望進路（第１希望）

▶ 全体の57%が｢大学｣進学を第一希望。

▶ 「就職」と｢専門学校｣がほぼ同率（16%)で続く。

▶ 性別にみると、男女とも第一志望として最も高いのは「大学」。

✓男子は、①大学（60％）、②就職（18％）

✓女子は、①大学（53％）、②専門学校（23％）

▶ 高校所在別にみると、「大学」第一希望の割合は、熊本県内（49％）よりも熊本県以外の方
（70％）が高い。

✓熊本県内、特に熊本市以外は「就職」が3割を超える。

▶ 高校設置者別にみると、 「大学」第一希望の割合は公立49％、私立63％と私立の方が高い。

▶ 希望進路別（複数）にみると、大学を希望していた層では90％が「大学」を第一希望として挙げ
ている。

東海大学 文理融合学部 新学部設置に関するアンケート 【高校生】調査結果報告書 9

■高校卒業後の第一希望進路（全体／単一回答） (%)

最も希望する進路の番号を１つ選び、右下の回答欄に番号を記入してください。

進学希望

大学 短期大学 専門学校

【高校生】全体 (n=6,214) 56.9 2.8 15.9 16.3 0.9 6.2 1.1

男子 (n=3,519) 60.0 0.9 11.2 18.4 1.1 7.4 1.2

女子 (n=2,537) 52.9 5.4 22.5 13.1 0.6 4.6 1.0

熊本県・計 (n=3,863) 49.3 2.7 17.6 22.3 1.0 6.0 1.1

　熊本市内 (n=2,480) 54.2 2.2 18.2 16.0 1.3 6.7 1.4

　熊本市以外 (n=1,383) 40.3 3.6 16.6 33.6 0.7 4.6 0.6

熊本県以外・計 (n=2,351) 69.5 2.9 13.0 6.3 0.6 6.5 1.2

　福岡県・計 (n=1,773) 72.8 3.3 12.5 3.8 0.6 6.0 1.0

　その他九州・計 (n=441) 68.7 2.0 11.3 9.1 0.2 6.8 1.8

　九州以外・計 (n=137) 30.7 ― 24.8 30.7 0.7 11.7 1.5

公立　 (n=2,634) 48.7 3.1 15.9 26.7 0.9 4.0 0.8

私立 (n=3,580) 63.0 2.5 15.8 8.7 0.8 7.8 1.4

大学 (n=3,954) 89.5 1.2 5.6 2.2 0.3 ― 1.3

短期大学 (n=533) 40.7 32.3 17.4 4.7 0.2 ― 4.7

専門学校 (n=1,737) 30.2 2.6 56.7 7.6 0.6 ― 2.4

※｢全体｣より　■=10ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上低い

高校生_Q1SQ1

その他就職

まだ

考えて

いない

無回答

性別

高校所在

エリア別

高校

設置者別

希望進路別

（複数）

0

20

40

60

80

【高校生】全体

男子

女子
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進学先として興味がある分野

東海大学 文理融合学部 新学部設置に関するアンケート 【高校生】調査結果報告書 10

▶ 進学希望者の興味分野として最も高かったのは、｢経済・経営・商｣(21%)。
以下、②「体育・スポーツ」（18％）、③｢教育・保育｣(17%)、④｢医療｣（13％）、⑤｢工学｣「看
護」（12％）とつづく。

▶ 男子は、 ｢経済・経営・商｣｣が最多(26%)。

✓次いで② 「体育・スポーツ」 （27％）③｢工学｣（20％）④「理学」「情報」（14％）

▶ 女子は、｢教育・保育｣が最多(22%)。

✓次いで②｢看護｣(21%)、 ③ ｢医療・保健・衛生」（18％）、④｢経済・経営・商｣(15％）、

⑤｢美術・デザイン・音楽｣「人間・心理」（14％）

▶ 大学進学希望者では、｢経済・経営・商｣が最多（24%)。以下、全体傾向と同様。

✓全体でトップ項目の｢経済・経営・商｣ は、大学希望者に比べ短期大学や専門学校希望者では低くなる。
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■希望進路分野（進学希望者／複数回答） (%)

あなたは、進学先で学ぶ分野として、どの分野に興味を持っていますか。あてはまるものすべてに○をつけてください。

　

熊

本

市

内

　

熊

本

市

以

外

　

福

岡

県

・

計

　

そ

の

他

九

州

・

計

　

九

州

以

外

・

計

(n=5,000) (n=2,731) (n=2,150) (n=2,924) (n=2,002) (n=922) (n=2,076) (n=1,608) (n=381) (n=87) (n=1,939) (n=3,061) (n=3,954) (n=533) (n=1,737)

経済・経営・商 21.1 26.3 14.8 20.9 22.7 17.1 21.4 22.0 21.0 13.8 19.2 22.4 24.3 14.8 13.4

体育・スポーツ 18.2 26.7 7.3 16.9 19.7 10.8 19.9 19.7 21.0 19.5 11.0 22.7 20.0 9.6 15.0

教育・保育 17.0 13.1 22.0 17.7 17.4 18.4 16.0 16.1 17.3 8.0 15.7 17.8 17.5 34.1 13.6

医療 12.8 9.1 17.5 15.2 14.8 16.1 9.3 9.5 9.4 5.7 14.6 11.6 12.4 10.7 17.6

工学 12.4 20.0 2.8 11.7 10.5 14.4 13.3 13.6 12.9 10.3 15.4 10.5 14.0 9.8 7.9

看護 11.5 4.3 20.7 13.5 13.3 14.1 8.7 8.3 12.3 1.1 13.3 10.5 10.2 10.3 19.5

美術・デザイン・音楽 10.3 7.4 13.8 10.5 9.9 11.8 10.0 10.1 8.7 12.6 10.1 10.5 8.7 16.5 16.4

人間・心理 10.0 7.0 13.8 10.3 10.2 10.4 9.7 10.0 8.7 8.0 10.1 10.0 11.5 11.3 6.6

理学 10.0 13.6 5.0 9.0 8.2 10.6 11.4 12.3 8.7 5.7 11.0 9.3 11.5 6.6 7.1

外国語 9.5 6.4 13.4 9.6 10.4 7.9 9.3 9.9 5.8 14.9 8.7 10.0 10.7 11.1 7.6

情報 9.3 13.6 3.7 9.3 8.8 10.4 9.3 7.9 8.7 37.9 10.6 8.5 10.0 11.8 8.8

文化・地理・歴史 7.6 8.5 6.4 7.8 7.9 7.6 7.3 7.1 8.9 4.6 7.8 7.5 9.3 4.7 3.3

国際関係・国際文化 7.6 4.7 11.6 7.8 8.0 7.2 7.5 7.9 6.3 4.6 6.5 8.4 9.1 9.0 4.3

法律・政治 7.5 8.9 5.9 7.4 8.0 6.1 7.7 7.6 8.7 4.6 7.1 7.8 9.1 2.4 3.0

福祉 7.0 5.7 8.5 9.1 8.4 10.5 3.9 3.5 4.7 8.0 8.1 6.2 6.1 9.2 10.2

文学 5.5 4.8 6.4 5.8 5.3 6.7 5.2 4.9 6.6 3.4 6.4 5.0 6.5 5.6 2.6

コミュニケーション・メディア 5.4 4.2 6.7 6.3 6.7 5.2 4.1 3.6 5.8 5.7 5.7 5.1 5.4 6.6 6.0

社会 5.3 6.9 3.4 6.3 6.9 5.1 3.9 3.3 5.8 5.7 5.4 5.2 6.2 2.8 3.1

観光 5.2 3.0 8.1 5.5 5.8 4.8 4.8 4.9 5.2 2.3 5.2 5.3 5.5 9.9 5.1

医学・歯学 5.0 3.0 7.4 5.6 5.7 5.3 4.1 4.4 3.7 2.3 5.2 4.8 4.7 4.9 6.6

薬学 4.1 3.4 4.9 4.1 4.0 4.4 4.1 4.1 4.7 1.1 4.2 4.1 4.9 3.0 2.5

家政・生活科学 4.0 1.1 7.7 4.3 3.9 5.2 3.5 3.5 4.2 ― 4.4 3.7 3.5 10.1 4.5

哲学・宗教 1.7 1.6 1.7 2.0 2.1 1.7 1.3 1.0 1.8 4.6 1.8 1.7 2.1 2.1 1.2

その他 7.4 5.3 9.9 7.6 7.2 8.4 7.2 7.3 5.2 13.8 7.7 7.3 4.3 8.4 14.4

無回答 1.9 2.6 0.9 1.6 1.9 0.9 2.4 2.1 2.4 8.0 1.2 2.3 1.8 2.1 2.6

※｢全体｣より　■=10ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上低い

※｢全体｣降順ソート 高校生_Q2
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進学先検討時の重視項目（すべて）

▶ 進学希望者が進学先を選ぶ際に重視するのは、｢学びたい学部・学科・コースがあること｣が最多
(72%)。

✓性別、高校所在エリア別、高校設置者、希望進路別、いずれの層をみても、トップは同様。

▶ 以下、大きく離れて
②｢学生生活が楽しめること｣(42%)
③｢自分の興味や可能性が広げられること｣(41%)
④｢就職に有利であること｣(40%)
⑤｢資格取得に有利であること｣(39%)

▶ 男女別にみると、男子よりも女子のほうが重視度が高い項目が上位に目立つ。

✓全体値4位の「資格取得に有利」は、男子では31％で6位だが、女子では49％で3位と、特に男女差が大きい
項目。

▶ 高校所在エリア別にみると、熊本県・計と熊本県以外・計でスコア差はあるが上位項目の顔ぶれは全体
傾向とほぼ同じ。

▶ 高校設置者別にみると、公立では｢学びたい学部・学科・コースがあること｣と「学費が高くないこと」
を挙げる割合が全体値を5ポイント以上上回り、私立とのスコア差が大きい。

▶ 希望進路別にみると、大学希望者に比べ、（女子が多くを占める）短期大学希望者では全般的に重視度
が高い項目が多い。

✓大学希望者は上位4項目までは全体値と同じ顔ぶれだが、5位が「校風や雰囲気が良いこと」に入れ替わる。

✓専門学校希望者は、上位５項目の顔ぶれは全体値と同じだが、「就職に有利」よりも「資格取得に有利」を
挙げる割合が上回る点が特徴。

東海大学 文理融合学部 新学部設置に関するアンケート 【高校生】調査結果報告書 12
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東海大学 文理融合学部 新学部設置に関するアンケート 【高校生】調査結果報告書 13

■進学先検討時の重視項目（進学希望者／複数回答） (%)

あなたが進学先を選ぶ際に、どのようなことを重視しますか。以下、あてはまる項目すべてに○をつけてください。

熊

本

市

内

熊

本

市

以

外

福

岡

県

・

計

そ

の

他

九

州

・

計

九

州

以

外

・

計

(n=5,000) (n=2,731) (n=2,150) (n=2,924) (n=2,002) (n=922) (n=2,076) (n=1,608) (n=381) (n=87) (n=1,939) (n=3,061) (n=3,954) (n=533) (n=1,737)

学びたい学部・学科・コースがあること 71.8 64.5 81.6 75.8 73.3 81.1 66.3 65.9 67.5 67.8 79.4 67.0 72.1 76.7 72.7

学生生活が楽しめること 42.2 35.6 50.8 44.2 43.3 46.3 39.3 41.0 31.0 43.7 43.8 41.1 42.0 52.2 43.6

自分の興味や可能性が広げられること 40.6 37.2 45.3 42.7 41.2 46.1 37.6 38.7 31.2 43.7 42.5 39.4 40.8 45.6 42.1

就職に有利であること 40.3 37.2 44.5 41.8 42.5 40.2 38.2 39.8 32.8 33.3 40.5 40.2 41.2 46.7 40.4

資格取得に有利であること 38.9 30.8 49.3 41.7 42.1 40.7 34.9 36.6 29.4 27.6 41.6 37.1 37.6 49.3 45.2

校風や雰囲気が良いこと 37.7 32.1 45.1 38.6 37.7 40.5 36.5 38.5 28.1 35.6 38.9 36.9 38.9 45.0 37.3

卒業後に社会で活躍できること 33.6 30.8 37.2 34.3 33.7 35.6 32.7 34.1 27.3 31.0 33.9 33.5 34.2 38.8 34.7

学費が高くないこと 33.3 28.6 39.3 36.0 32.7 43.1 29.4 29.9 26.5 33.3 39.6 29.2 33.3 43.3 35.2

将来の選択肢が増えること 32.7 33.2 32.3 32.2 30.6 35.6 33.5 34.7 29.7 27.6 32.2 33.1 34.7 38.3 30.1

学習設備や環境が整っていること 28.3 22.7 35.6 29.7 28.2 32.8 26.4 27.0 23.4 29.9 30.8 26.7 29.0 30.4 28.3

社会で役立つ力が身につくこと 28.0 28.6 27.8 29.6 28.8 31.2 25.8 26.6 21.8 28.7 29.9 26.9 28.9 30.0 27.1

偏差値が自分に合っていること 27.3 23.7 32.2 28.4 27.6 29.9 25.9 27.1 19.7 31.0 30.5 25.4 28.6 34.9 27.0

交通の便が良いこと 24.7 20.1 30.5 23.8 21.7 28.2 26.0 28.1 15.0 34.5 26.7 23.4 24.8 33.4 25.5

勉強するのに良い環境であること 24.6 20.4 29.8 26.3 23.9 31.6 22.2 22.3 21.5 24.1 27.4 22.8 25.7 27.8 22.9

キャンパスがきれいであること 24.5 21.1 29.0 24.2 23.4 25.8 25.0 25.9 19.7 32.2 24.0 24.9 26.2 28.7 22.0

自宅から通えること 24.0 20.1 29.0 23.6 22.7 25.6 24.6 26.8 11.5 41.4 25.9 22.8 21.9 33.4 29.1

専門分野を深く学べること 23.3 17.1 30.6 26.4 24.9 29.6 18.9 19.5 15.7 21.8 27.0 21.0 17.9 30.8 39.2

活気がある感じがすること 20.7 19.2 22.8 20.9 20.2 22.2 20.4 21.5 15.7 19.5 19.9 21.2 21.3 20.1 19.6

周囲の人からの評判が良いこと 18.7 14.8 23.7 19.1 19.7 17.9 18.1 19.4 13.1 14.9 18.6 18.8 19.2 23.5 17.6

教育方針・カリキュラムが魅力的であること 17.2 14.5 20.7 17.8 17.3 18.9 16.3 16.5 14.4 20.7 19.7 15.6 18.3 17.8 15.7

クラブ・サークル活動が盛んであること 15.6 18.2 12.2 14.5 14.9 13.6 17.1 17.8 14.4 14.9 13.6 16.8 17.8 14.1 10.7

伝統や実績があること 14.7 15.6 13.7 14.0 14.1 13.9 15.8 15.9 16.5 9.2 13.4 15.6 15.6 12.0 11.7

寮や奨学金などが充実していること 13.8 11.2 17.2 14.2 12.6 17.7 13.2 13.4 11.3 18.4 15.4 12.8 14.4 19.7 13.8

学生の面倒見が良いこと 11.8 10.8 12.8 10.8 10.4 11.6 13.2 13.9 8.4 20.7 11.9 11.7 11.9 15.2 11.7

入試方法が自分に合っていること 11.7 9.7 14.3 11.5 10.7 13.0 12.0 12.2 8.9 21.8 12.4 11.2 12.0 15.0 13.1

教育内容のレベルが高いこと 10.9 10.2 11.7 10.9 10.6 11.5 11.0 11.4 10.2 5.7 11.2 10.7 12.1 7.5 7.9

教授・講師陣が魅力的であること 9.6 7.9 11.5 9.5 9.0 10.5 9.7 10.1 6.8 13.8 10.5 9.0 10.4 10.1 7.8

国際的なセンスが身につくこと 8.8 6.4 11.9 8.4 8.1 9.0 9.4 10.0 7.1 9.2 7.8 9.4 9.8 9.6 6.7

教養が身につくこと 8.0 6.0 10.3 8.3 7.5 10.0 7.7 7.8 6.3 10.3 8.3 7.9 8.6 10.1 6.2

先輩・卒業生が魅力的であること 5.8 5.8 5.9 5.6 5.7 5.2 6.2 6.9 2.4 9.2 5.2 6.2 5.4 6.2 6.4

学校が発展していく可能性があること 5.0 5.8 4.0 4.6 4.4 5.0 5.5 5.6 4.2 10.3 4.3 5.4 5.3 6.0 4.3

学生の学力が高いこと 4.5 4.7 4.2 4.2 4.1 4.2 4.9 5.3 3.7 2.3 4.5 4.4 5.5 1.9 1.1

無回答 1.0 1.5 0.3 0.8 0.8 0.7 1.2 0.9 2.1 3.4 0.7 1.1 0.9 0.6 1.3

※｢全体｣より　■=10ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上低い

※｢全体｣降順ソート 高校生_Q3
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進学先検討時の重視項目（もっとも）
▶ トップは、複数回答時と同様に｢学びたい学部・学科・コースがあること｣（29％）

▶ 2位以下の順位は入れ替わりが見られる。

②「就職に有利であること」 （複数回答では4位）

③「自分の興味や可能性が広げられること」 （複数回答では3位）

④「資格取得に有利であること」 （複数回答では5位）

⑤「学生生活が楽しめること」 （複数回答では2位）

✓複数回答時に6位の「校風・雰囲気が良いこと」は11位にダウン。

東海大学 文理融合学部 新学部設置に関するアンケート 【高校生】調査結果報告書 14
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■進学先検討時の重視項目：最も重視（進学希望者／単一回答） (%)

最も重視しているものを１つ選び、右下の回答欄に番号を記入し てください。

　

熊

本

市

内

　

熊

本

市

以

外

　

福

岡

県

・

計

　

そ

の

他

九

州

・

計

　

九

州

以

外

・

計

(n=5000) (n=2731) (n=2150) (n=2924) (n=2002) (n= 922) (n=2076) (n=1608) (n= 381) (n= 87) (n=1939) (n=3061) (n=3954) (n= 533) (n=1737) (n=5000)

学びたい学部・学科・コースがあること 29.4 25.8 34.3 31.2 30.1 33.7 26.8 25.3 33.3 25.3 34.3 26.3 30.5 29.6 26.0 71.8

就職に有利であること 8.9 9.7 8.0 8.9 9.2 8.0 9.0 9.7 6.3 6.9 8.3 9.3 9.1 9.0 8.1 40.3

自分の興味や可能性が広げられること 6.9 6.8 7.0 7.4 7.5 7.0 6.3 6.3 5.2 11.5 7.1 6.8 7.0 8.6 6.9 40.6

資格取得に有利であること 6.6 4.7 9.1 7.5 8.0 6.5 5.3 5.3 6.0 1.1 6.6 6.6 5.5 9.6 9.5 38.9

学生生活が楽しめること 5.4 5.4 5.5 5.6 5.8 5.3 5.1 5.5 3.4 4.6 5.2 5.6 5.2 6.2 6.0 42.2

将来の選択肢が増えること 5.1 6.7 3.2 4.6 4.8 4.2 5.7 6.0 4.7 5.7 4.1 5.7 5.7 4.3 4.3 32.7

学費が高くないこと 4.9 4.6 5.0 4.8 4.0 6.3 5.0 5.3 4.2 3.4 5.2 4.7 4.5 6.8 5.5 33.3

卒業後に社会で活躍できること 4.3 4.7 3.7 3.9 4.1 3.4 4.8 4.9 5.0 2.3 3.6 4.7 4.3 2.6 4.5 33.6

社会で役立つ力が身につくこと 3.8 4.7 2.7 4.1 4.2 3.7 3.4 3.5 2.6 4.6 3.7 3.9 3.9 3.4 4.0 28.0

専門分野を深く学べること 3.5 2.8 4.4 3.9 3.4 4.9 3.1 3.1 2.4 5.7 4.5 2.9 2.0 3.6 7.5 23.3

校風や雰囲気が良いこと 2.7 2.7 2.6 2.5 3.0 1.5 2.9 3.1 2.4 2.3 1.9 3.2 2.8 3.4 2.2 37.7

自宅から通えること 2.5 2.5 2.4 1.9 1.6 2.6 3.3 3.7 1.3 5.7 2.2 2.7 2.2 2.6 3.0 24.0

偏差値が自分に合っていること 2.3 2.6 1.9 2.3 2.2 2.4 2.3 2.2 2.6 2.3 2.8 2.0 2.5 1.7 2.4 27.3

クラブ・サークル活動が盛んであること 2.2 3.5 0.5 1.6 1.9 0.8 3.0 3.2 2.4 2.3 1.2 2.8 2.7 0.4 0.6 15.6

伝統や実績があること 1.3 1.6 1.0 1.0 1.1 0.5 1.9 1.5 3.9 ― 0.7 1.8 1.5 0.8 0.6 14.7

教育方針・カリキュラムが魅力的であること 1.1 0.7 1.6 0.9 0.8 1.1 1.3 1.2 1.6 ― 1.1 1.0 1.1 0.8 0.9 17.2

勉強するのに良い環境であること 1.1 1.4 0.8 1.0 0.6 1.7 1.3 1.2 1.8 ― 1.2 1.1 1.2 1.1 1.0 24.6

活気がある感じがすること 0.8 1.2 0.3 0.6 0.7 0.3 1.0 0.9 1.3 2.3 0.4 1.0 0.7 0.4 1.0 20.7

教育内容のレベルが高いこと 0.7 0.7 0.7 0.6 0.7 0.5 0.9 0.9 1.0 ― 0.7 0.8 0.8 0.2 0.4 10.9

学習設備や環境が整っていること 0.7 0.7 0.7 0.5 0.6 0.4 0.9 0.7 1.6 ― 0.5 0.8 0.8 0.4 0.3 28.3

国際的なセンスが身につくこと 0.5 0.4 0.7 0.5 0.4 0.8 0.5 0.6 0.3 ― 0.5 0.5 0.6 0.6 0.3 8.8

キャンパスがきれいであること 0.5 0.7 0.3 0.3 0.2 0.4 0.8 0.6 0.5 4.6 0.5 0.5 0.6 0.2 0.3 24.5

入試方法が自分に合っていること 0.5 0.3 0.6 0.5 0.6 0.2 0.4 0.4 0.5 ― 0.3 0.6 0.4 0.8 0.7 11.7

寮や奨学金などが充実していること 0.4 0.3 0.5 0.4 0.3 0.5 0.3 0.4 ― ― 0.6 0.3 0.4 0.8 0.3 13.8

周囲の人からの評判が良いこと 0.4 0.4 0.3 0.5 0.5 0.4 0.3 0.4 ― ― 0.4 0.4 0.5 0.2 0.3 18.7

教養が身につくこと 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4 0.3 0.4 0.4 ― 2.3 0.4 0.4 0.4 0.2 0.4 8.0

交通の便が良いこと 0.4 0.5 0.2 0.2 0.2 0.3 0.6 0.6 0.8 1.1 0.3 0.5 0.4 0.4 0.3 24.7

教授・講師陣が魅力的であること 0.3 0.1 0.5 0.3 0.3 0.2 0.3 0.3 0.3 ― 0.2 0.4 0.3 0.4 0.2 9.6

学生の学力が高いこと 0.2 0.2 0.1 0.2 0.1 0.4 0.1 0.1 ― ― 0.3 0.1 0.2 ― ― 4.5

学生の面倒見が良いこと 0.2 0.1 0.3 0.2 0.2 0.1 0.3 0.2 0.5 ― 0.1 0.3 0.2 ― 0.3 11.8

先輩・卒業生が魅力的であること 0.1 0.3 ― ― ― 0.1 0.3 0.4 ― ― 0.1 0.2 0.2 ― 0.1 5.8

学校が発展していく可能性があること ― 0.1 ― ― ― ― ― 0.1 ― ― 0.1 ― 0.1 ― ― 5.0

無回答 2.0 2.9 0.9 1.6 1.9 1.1 2.5 1.9 3.9 5.7 1.3 2.4 2.1 1.3 1.8 1.0

※｢全体｣より　■=10ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上低い
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新学部に対する評価

＜文理融合学部＞
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文理融合学部 各学科への興味度

東海大学 文理融合学部 新学部設置に関するアンケート 【高校生】調査結果報告書 18

以降では、進学希望者(5000人）に絞った回答結果をみる。

▶ 文理融合学部３学科の中で、進学希望者における「興味あり・計」の割合が最も高いのは経営学科
（31％）。

▶ 次いで「人間情報工学科」（20％）、「地域社会学科」（17％）。

■文理融合学部　各学科への興味度(進学希望者／単一回答） (%) (人)

卒業後の進路として、東海大学「文理融合学部」の各学科についてどの程度興味がありますか。

学科ごとに１つ選び〇をつけてください。

興味がある
やや

興味がある

どちらとも

いえない

あまり

興味はない
興味はない 無回答

*凡例

経営学科 (n=5,000) 30.8 44.8 1,539

地域社会学科 (n=5,000) 17.3 52.4 866

人間情報工学科 (n=5,000) 19.8 51.1 990

高校生_Q4

興味

あり・計

興味あり・計 興味なし・計

実数

興味

あり・計

興味

なし・計

8.8

3.4

4.3

21.9

13.9

15.5

23.3

28.9

27.8

16.6

20.1

19.3
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▶ 「文理融合学部 経営学科」に対し、進学先として｢興味がある｣のは進学希望者の9%。

｢やや興味がある｣を含めた｢興味あり･計｣は31%。

✓人数に換算すると、｢興味あり・計｣は1539人。

▶ ｢興味あり･計｣の割合は、女子(28%)よりも男子(34%)のほうが高い。

▶ 高校所在エリア別や高校設置者別による差はあまり見られない。

✓いずれも30％前後。

▶ 希望進路別にみると、大学希望者の｢興味あり･計｣は33％と、短期大学や専門学校希望者よりもやや
高め。

✓大学希望者における｢興味あり･計｣を人数に換算すると1316人。

■興味度：文理融合学部 経営学科（進学希望者／単一回答） (%) (人)

卒業後の進路として、東海大学「文理融合学部」の各学科についてどの程度興味がありますか。

学科ごとに１つ選び〇をつけてください。

興味がある
やや

興味がある

どちらとも

いえない

あまり

興味はない
興味はない 無回答

*凡例

【高校生】全体 (n=5,000) 30.8 44.8 1,539

男子 (n=2,731) 33.7 40.2 919

女子 (n=2,150) 27.9 50.0 600

熊本県・計 (n=2,924) 31.9 44.8 932

　熊本市内 (n=2,002) 33.0 42.3 661

　熊本市以外 (n=922) 29.4 50.2 271

熊本県以外・計 (n=2,076) 29.2 44.7 607

　福岡県・計 (n=1,608) 29.2 45.3 470

　その他九州・計 (n=381) 30.2 42.8 115

　九州以外・計 (n=87) 25.3 43.7 22

公立　 (n=1,939) 31.7 45.6 614

私立 (n=3,061) 30.2 44.3 925

大学 (n=3,954) 33.3 42.5 1,316

短期大学 (n=533) 28.3 44.1 151

専門学校 (n=1,737) 27.5 47.0 477

高校生_Q4_1
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▶ 「文理融合学部 地域社会学科」に対し、進学先として｢興味がある｣のは進学希望者の3%。

｢やや興味がある｣を含めた｢興味あり･計｣は17%。

✓人数に換算すると、｢興味あり・計｣は866人。

▶ ｢興味あり･計｣の割合は、男子(14%)よりも女子(21%)のほうが高い。

▶ 高校所在エリア別にみると、｢興味あり･計｣の割合は、熊本県以外よりも熊本県内の方がやや高め。

▶ 高校設置者別にみると、公立は｢興味あり･計｣が2割を超え、私立よりも高い。

▶ 希望進路別にみると、大学希望者と短大希望者の｢興味あり･計｣が同程度（19％）

✓大学希望者における｢興味あり･計｣を人数に換算すると748人。

■興味度：文理融合学部 地域社会学科（進学希望者／単一回答） (%) (人)

卒業後の進路として、東海大学「文理融合学部」の各学科についてどの程度興味がありますか。

学科ごとに１つ選び〇をつけてください。

興味がある
やや

興味がある

どちらとも

いえない

あまり

興味はない
興味はない 無回答

*凡例

【高校生】全体 (n=5,000) 17.3 52.4 866

男子 (n=2,731) 14.2 51.2 388

女子 (n=2,150) 21.4 53.7 460

熊本県・計 (n=2,924) 19.4 51.7 566

　熊本市内 (n=2,002) 19.0 50.5 381

　熊本市以外 (n=922) 20.1 54.3 185

熊本県以外・計 (n=2,076) 14.5 53.4 300

　福岡県・計 (n=1,608) 12.8 55.1 206

　その他九州・計 (n=381) 21.5 47.5 82

　九州以外・計 (n=87) 13.8 47.1 12

公立　 (n=1,939) 21.4 49.8 414

私立 (n=3,061) 14.8 54.0 452

大学 (n=3,954) 18.9 50.3 748

短期大学 (n=533) 19.1 49.5 102

専門学校 (n=1,737) 14.0 55.4 244
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▶ 「文理融合学部 人間情報工学科」に対し、進学先として｢興味がある｣のは進学希望者の4%。

｢やや興味がある｣を含めた｢興味あり･計｣は20%。

✓人数に換算すると、｢興味あり・計｣は990人。

▶ ｢興味あり･計｣の割合は、女子(17%)よりも男子(22%)のほうが高い。

▶ 高校所在エリア別にみると、｢興味あり･計｣の割合は、熊本県以外よりも熊本県内の方がやや高め。

▶ 高校設置者別にみると、公立は｢興味あり･計｣が24％と、私立よりも高い。

▶ 大学希望者の｢興味あり･計｣は21％、短期大学や専門学校希望者は19％と、希望進路の違いによる
差は小さい。

✓大学希望者における｢興味あり･計｣を人数に換算すると837人。

■興味度：文理融合学部 人間情報工学科（進学希望者／単一回答） (%) (人)

卒業後の進路として、東海大学「文理融合学部」の各学科についてどの程度興味がありますか。

学科ごとに１つ選び〇をつけてください。

興味がある
やや

興味がある

どちらとも

いえない

あまり

興味はない
興味はない 無回答

*凡例

【高校生】全体 (n=5,000) 19.8 51.1 990

男子 (n=2,731) 22.3 45.6 608

女子 (n=2,150) 16.7 58.0 359

熊本県・計 (n=2,924) 21.1 50.5 616

　熊本市内 (n=2,002) 20.4 50.1 409

　熊本市以外 (n=922) 22.5 51.3 207

熊本県以外・計 (n=2,076) 18.0 51.9 374

　福岡県・計 (n=1,608) 16.4 54.0 264

　その他九州・計 (n=381) 23.4 45.7 89

　九州以外・計 (n=87) 24.1 39.1 21

公立　 (n=1,939) 23.6 48.4 457

私立 (n=3,061) 17.4 52.8 533

大学 (n=3,954) 21.2 49.1 837

短期大学 (n=533) 19.3 52.7 103

専門学校 (n=1,737) 19.2 51.9 333
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▶ 文理融合学部３学科の中で、進学希望者における｢ぜひ受験したい~受験先の候補に入る｣と回答した
｢受験候補･計｣の割合が最も高いのは経営学科（29％）。

▶ 次いで「人間情報工学科」（22％）、「地域社会学科」（20％）。

■文理融合学部　各学科への受験意向＜マトリクス＞ (%) (人)

あなたは東海大学「文理融合学部」の各学科をどの程度受験したいと思いますか。

学科ごとに１つ選び〇をつけてください。

ぜひ

受験したい
受験したい

受験先の

候補には入る

受験したいと

思わない
無回答

*凡例

経営学科 (n=5,000) 6.7 28.6 334 1,430

地域社会学科 (n=5,000) 3.6 19.9 180 993

人間情報工学科 (n=5,000) 4.1 22.0 207 1,098

高校生_Q6
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▶ 「文理融合学部 経営学科」を、｢ぜひ受験したい~受験先の候補に入る｣と回答した｢受験候補･計｣は
進学希望者の29%。

✓人数に換算すると、 ｢受験候補･計｣は1430人。

▶ ｢受験候補･計｣の割合は、女子(22%)よりも男子(35%)のほうが高い。

▶ 高校所在エリア別にみると、熊本県（熊本市以外）では23％と他層に比べ低い。

▶ 高校設置者別にみると、公立よりも私立の方がやや高め。

▶ 希望進路別にみると、大学希望者の｢受験候補･計｣ は32％と、短期大学や専門学校希望者よりもやや
高め。

✓大学希望者における｢受験候補･計｣を人数に換算すると1263人。

▶ 経営学科興味度別にみると、興味あり層では66％ が｢受験候補･計｣となる 。

✓人数に換算すると1009人。

■受験意向：文理融合学部 経営学科（進学希望者／単一回答） (%) (人)

あなたは東海大学「文理融合学部」の各学科をどの程度受験したいと思いますか。

学科ごとに１つ選び〇をつけてください。

ぜひ

受験したい
受験したい

受験先の

候補には入る

受験したいと

思わない
無回答

*凡例

【高校生】全体 (n=5,000) 6.7 28.6 334 1,430

男子 (n=2,731) 8.8 34.5 239 943

女子 (n=2,150) 4.0 21.6 86 464

熊本県・計 (n=2,924) 6.2 27.1 181 791

　熊本市内 (n=2,002) 6.9 29.1 138 583

　熊本市以外 (n=922) 4.7 22.6 43 208

熊本県以外・計 (n=2,076) 7.4 30.8 153 639

　福岡県・計 (n=1,608) 7.2 30.7 116 494

　その他九州・計 (n=381) 7.6 31.2 29 119

　九州以外・計 (n=87) 9.2 29.9 8 26

公立　 (n=1,939) 5.3 26.3 103 509

私立 (n=3,061) 7.5 30.1 231 921

大学 (n=3,954) 7.5 31.9 298 1,263

短期大学 (n=533) 6.4 28.5 34 152

専門学校 (n=1,737) 5.8 25.3 101 439

興味あり・計 (n=1,539) 19.9 65.6 306 1,009

どちらともいえない (n=1,165) 1.6 27.0 19 315

興味なし・計 (n=2,239) 0.4 4.5 8 101

高校生_Q6_1
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▶ 「文理融合学部 地域社会学科」を、｢ぜひ受験したい~受験先の候補に入る｣と回答した｢受験候補･
計｣は進学希望者の20%。

✓人数に換算すると、 ｢受験候補･計｣は993人。

▶ ｢受験候補･計｣の割合は、女子(18%)よりも男子(22%)のほうがやや高め。

▶ 高校所在エリア別、高校設置者別による違いはあまり見られない。

▶ 希望進路別にみると、大学希望者は22％、短期大学希望者では23％と｢受験候補･計｣の割合は同程度。

✓大学希望者における｢受験候補･計｣を人数に換算すると866人。

▶ 地域社会学科興味度別にみると、興味あり層では59％ が｢受験候補･計｣となる 。

✓人数に換算すると509人。

■受験意向：文理融合学部 地域社会学科（進学希望者／単一回答） (%) (人)

あなたは東海大学「文理融合学部」の各学科をどの程度受験したいと思いますか。

学科ごとに１つ選び〇をつけてください。

ぜひ

受験したい
受験したい

受験先の

候補には入る

受験したいと

思わない
無回答

*凡例

【高校生】全体 (n=5,000) 3.6 19.9 180 993

男子 (n=2,731) 3.8 21.5 103 586

女子 (n=2,150) 3.2 18.2 69 391

熊本県・計 (n=2,924) 3.6 19.6 104 574

　熊本市内 (n=2,002) 3.9 20.2 78 405

　熊本市以外 (n=922) 2.8 18.3 26 169

熊本県以外・計 (n=2,076) 3.7 20.2 76 419

　福岡県・計 (n=1,608) 3.4 19.4 54 312

　その他九州・計 (n=381) 4.7 23.1 18 88

　九州以外・計 (n=87) 4.6 21.8 4 19

公立　 (n=1,939) 3.1 20.1 61 390

私立 (n=3,061) 3.9 19.7 119 603

大学 (n=3,954) 4.0 21.9 157 866

短期大学 (n=533) 4.9 22.7 26 121

専門学校 (n=1,737) 3.3 17.7 58 307

興味あり・計 (n=866) 16.5 58.8 143 509

どちらともいえない (n=1,444) 1.9 24.7 28 357

興味なし・計 (n=2,620) 0.3 4.7 9 122
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▶ 「文理融合学部 人間情報工学科」を、｢ぜひ受験したい~受験先の候補に入る｣と回答した｢受験候補･
計｣は進学希望者の22%。

✓人数に換算すると、 ｢受験候補･計｣は1098人。

▶ ｢受験候補･計｣の割合は、女子(15%)よりも男子(28%)のほうが高い。

▶ 高校所在エリア別、高校設置者別による違いは見られない。

▶ 希望進路別にみると、大学希望者と短期大学希望者の｢受験候補･計｣の割合は同程度（24％）

✓大学希望者における｢受験候補･計｣を人数に換算すると950人。

▶ 人間情報工学科興味度別にみると、興味あり層では63％ が｢受験候補･計｣となる 。

✓人数に換算すると626人。

■受験意向：文理融合学部 人間情報工学科（進学希望者／単一回答） (%) (人)

あなたは東海大学「文理融合学部」の各学科をどの程度受験したいと思いますか。

学科ごとに１つ選び〇をつけてください。

ぜひ

受験したい
受験したい

受験先の

候補には入る

受験したいと

思わない
無回答

*凡例

【高校生】全体 (n=5,000) 4.1 22.0 207 1,098

男子 (n=2,731) 5.6 27.7 153 756

女子 (n=2,150) 2.0 14.9 44 321

熊本県・計 (n=2,924) 4.0 21.6 118 631

　熊本市内 (n=2,002) 4.1 22.4 82 448

　熊本市以外 (n=922) 3.9 19.8 36 183

熊本県以外・計 (n=2,076) 4.3 22.5 89 467

　福岡県・計 (n=1,608) 4.1 22.3 66 358

　その他九州・計 (n=381) 4.7 22.8 18 87

　九州以外・計 (n=87) 5.7 25.3 5 22

公立　 (n=1,939) 4.1 22.0 79 426

私立 (n=3,061) 4.2 22.0 128 672

大学 (n=3,954) 4.5 24.0 179 950

短期大学 (n=533) 4.9 23.6 26 126

専門学校 (n=1,737) 4.1 20.1 72 350

興味あり・計 (n=990) 17.1 63.2 169 626

どちらともいえない (n=1,390) 2.1 24.8 29 345

興味なし・計 (n=2,553) 0.3 4.7 8 120
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以下は進学希望者かつ当該学科を受験候補とする者に絞った回答結果をみる

▶ 「文理融合学部３学科の中で、進学希望者かつ当該学科受験候補とした者における｢ぜひ入学したい＋
入学したい｣と回答した｢入学意向あり･計｣の割合が最も高いのは経営学科（28％）。

▶ 次いで「地域社会学科」（23％）、 「人間情報工学科」（22％）。

■文理融合学部　各学科への入学意向（進学希望者かつ当該学科受験候補者／単一回答） (%) (人)

東海大学「文理融合学部」の各学科を受験して合格した場合、あなたはどの程度入学したいと思いますか。

学科ごとに１つ選び〇をつけてください。

ぜひ

入学したい
入学したい

併願先の

合否によって

入学を検討

したい

入学先として

は考えない
無回答

*凡例

経営学科 (n=1,430) 27.6 77.6 395 1,109

地域社会学科 (n=993) 23.1 77.1 229 766

人間情報工学科 (n=1,098) 21.8 75.7 239 831
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▶ 「文理融合学部 経営学科」を、｢ぜひ入学したい＋入学したい｣と回答した入学意向者は、当該学科
を受験候補とする者の28%。

✓人数に換算すると、｢入学意向あり・計｣は395人。

▶ ｢入学意向あり・計｣の割合は、女子(21%)よりも男子(31%)のほうが高い。

▶ 高校所在エリア別にみると、熊本県と福岡県を除くその他九州・計では｢入学意向あり・計｣が33％と、
他層に比べ高め。

▶ 高校設置者別による違いはあまり見られない。

▶ 希望進路別にみると、大学希望者の「入学意向あり・計」は28％。短期大学や専門学校希望者よりも
やや高め。

✓大学希望者における｢受験候補･計｣を人数に換算すると358人。

▶ 経営学科受験意向別にみると、受験意向あり層では75％ が｢入学意向あり｣ 。

■入学意向：文理融合学部 経営学科（進学希望かつ当該学科受験候補者／単一回答） (%) (人)

東海大学「文理融合学部」の各学科を受験して合格した場合、あなたはどの程度入学したいと思いますか。

学科ごとに１つ選び〇をつけてください。

ぜひ

入学したい
入学したい

併願先の

合否によって

入学を検討

したい

入学先として

は考えない
無回答

*凡例

【高校生】全体 (n=1,430) 27.6 77.6 395 1,109

男子 (n=943) 31.0 80.1 292 755

女子 (n=464) 20.5 73.5 95 341

熊本県・計 (n=791) 28.6 79.0 226 625

　熊本市内 (n=583) 30.0 78.4 175 457

　熊本市以外 (n=208) 24.5 80.8 51 168

熊本県以外・計 (n=639) 26.4 75.7 169 484

　福岡県・計 (n=494) 24.3 74.3 120 367

　その他九州・計 (n=119) 32.8 78.2 39 93

　九州以外・計 (n=26) 38.5 92.3 10 24

公立　 (n=509) 26.3 80.9 134 412

私立 (n=921) 28.3 75.7 261 697

大学 (n=1,263) 28.3 78.1 358 986

短期大学 (n=152) 25.0 77.0 38 117

専門学校 (n=439) 26.4 74.9 116 329

受験意向あり・計 (n=334) 74.9 91.3 250 305

受験先の候補には入る (n=1,096) 13.2 73.4 145 804
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▶ 「文理融合学部 地域社会学科」を、｢ぜひ入学したい＋入学したい｣と回答した入学意向者は、当該
学科を受験候補とする者の23%。

✓人数に換算すると、｢入学意向あり・計｣は229人。

▶ ｢入学意向あり・計｣の割合は、男女同程度。

▶ 高校所在エリア別にみると、福岡県のみ｢入学意向あり・計｣の割合がやや低め。

▶ 高校設置者別による違いはあまり見られない。

▶ 希望進路別にみると、大学希望者の「入学意向あり・計」は24％。短期大学や専門学校希望者よりも
高い。

✓大学希望者における｢受験候補･計｣を人数に換算すると210人。

▶ 地域社会学科受験意向別にみると、受験意向あり層では91％ が｢入学意向あり｣。

■入学意向：文理融合学部 地域社会学科（進学希望かつ当該学科受験候補者／単一回答） (%) (人)

東海大学「文理融合学部」の各学科を受験して合格した場合、あなたはどの程度入学したいと思いますか。

学科ごとに１つ選び〇をつけてください。

ぜひ

入学したい
入学したい

併願先の

合否によって

入学を検討

したい

入学先として

は考えない
無回答

*凡例

【高校生】全体 (n=993) 23.1 77.1 229 766

男子 (n=586) 22.7 77.8 133 456

女子 (n=391) 22.8 76.7 89 300

熊本県・計 (n=574) 24.2 78.4 139 450

　熊本市内 (n=405) 25.2 76.8 102 311

　熊本市以外 (n=169) 21.9 82.2 37 139

熊本県以外・計 (n=419) 21.5 75.4 90 316

　福岡県・計 (n=312) 19.9 74.7 62 233

　その他九州・計 (n=88) 25.0 77.3 22 68

　九州以外・計 (n=19) 31.6 78.9 6 15

公立　 (n=390) 22.6 80.5 88 314

私立 (n=603) 23.4 75.0 141 452

大学 (n=866) 24.2 78.3 210 678

短期大学 (n=121) 14.9 75.2 18 91

専門学校 (n=307) 19.2 73.3 59 225

受験意向あり・計 (n=180) 65.6 91.1 118 164

受験先の候補には入る (n=813) 13.7 74.0 111 602
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▶ 「文理融合学部 人間情報工学科」を、｢ぜひ入学したい＋入学したい｣と回答した入学意向者は、当
該学科を受験候補とする者の22%。

✓人数に換算すると、｢入学意向あり・計｣は239人。

▶ ｢入学意向あり・計｣の割合は、女子(18%)よりも男子(23%)のほうが高い。

▶ 高校所在エリア別にみると、福岡県のみ｢入学意向あり・計｣の割合がやや低め。

▶ 高校設置者別による違いはあまり見られない。

▶ 希望進路別によるスコア差が小さい。

✓大学希望者における｢受験候補･計｣を人数に換算すると211人。

▶ 人間情報工学科受験意向別にみると、受験意向あり層では90％ が｢入学意向あり｣。

■入学意向：文理融合学部 人間情報工学科（進学希望かつ当該学科受験候補者／単一回答） (%) (人)

東海大学「文理融合学部」の各学科を受験して合格した場合、あなたはどの程度入学したいと思いますか。

学科ごとに１つ選び〇をつけてください。

ぜひ

入学したい
入学したい

併願先の

合否によって

入学を検討

したい

入学先として

は考えない
無回答

*凡例

【高校生】全体 (n=1,098) 21.8 75.7 239 831

男子 (n=756) 22.9 79.2 173 599

女子 (n=321) 18.1 68.2 58 219

熊本県・計 (n=631) 22.0 75.1 139 474

　熊本市内 (n=448) 21.4 73.9 96 331

　熊本市以外 (n=183) 23.5 78.1 43 143

熊本県以外・計 (n=467) 21.4 76.4 100 357

　福岡県・計 (n=358) 19.3 75.4 69 270

　その他九州・計 (n=87) 24.1 77.0 21 67

　九州以外・計 (n=22) 45.5 90.9 10 20

公立　 (n=426) 22.1 78.4 94 334

私立 (n=672) 21.6 74.0 145 497

大学 (n=950) 22.2 77.4 211 735

短期大学 (n=126) 20.6 75.4 26 95

専門学校 (n=350) 23.1 74.9 81 262

受験意向あり・計 (n=207) 67.6 89.9 140 186

受験先の候補には入る (n=891) 11.1 72.4 99 645
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0.5

0.7
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最も入学したい学科

東海大学 文理融合学部 新学部設置に関するアンケート 【高校生】調査結果報告書 30

複数学科に対して入学意向を示した者（197人）の「最も入学したい学科」をみる

▶ 複数学科に対し入学意向を示した者は197人

▶ それらの56％が「経営学科」を希望。人数換算すると109人に相当。

▶ ついで、「人間情報工学科」（19％）、「地域社会学科」（17％）

■最も入学したい学科（進学希望かつ複数学科を受験候補とし入学意向をもつ者／単一回答） (人)

複数の学科に合格した場合、最も入学したい学科を１つ選び〇をつけてください。

経営学科 地域社会学科
人間情報工学

科
無回答

*凡例

【高校生】全体 (n=197) 109 34 37

男子 (n=138) 80 21 26

女子 (n=53) 26 13 10

熊本県・計 (n=118) 62 25 21

　熊本市内 (n=91) 52 16 13

　熊本市以外 (n=27) 10 9 8

熊本県以外・計 (n=79) 47 9 16

　福岡県・計 (n=53) 31 7 11

　その他九州・計 (n=20) 12 1 5

　九州以外・計 (n=6) 4 1 0

公立　 (n=70) 35 21 12

私立 (n=127) 74 13 25

大学 (n=182) 100 29 37

短期大学 (n=15) 6 3 5

専門学校 (n=57) 33 10 11

経営学科

入学意向別
入学意向あり・計 (n=187) 109 29 32

地域社会学科

入学意向別
入学意向あり・計 (n=160) 91 34 21

人間情報

工学科入学意向

別

入学意向あり・計 (n=141) 73 17 37

高校生_Q7_2

実数

経営

学科

高校

設置者別

希望進路別

（複数）

地域

社会

学科

人間

情報

工学科

性別

高校所在

エリア別

55.3

58.0

49.1

52.5

57.1

37.0

59.5

58.5

60.0

66.7

50.0

58.3

54.9

40.0

57.9

58.3

56.9

51.8

17.3

15.2

24.5

21.2

17.6

33.3

11.4

13.2

5.0

16.7

30.0

10.2

15.9

20.0

17.5

15.5

21.3

12.1

18.8

18.8

18.9

17.8

14.3

29.6

20.3

20.8

25.0

―

17.1

19.7

20.3

33.3

19.3

17.1

13.1

26.2

8.6

8.0

7.5

8.5

11.0

―

8.9

7.5

10.0

16.7

2.9

11.8

8.8

6.7

5.3

9.1

8.8

9.9
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最も入学したいと思う学科／その理由（抜粋）

東海大学 文理融合学部 収容定員増に関するアンケート 【高校生】調査結果報告書 31

＜経営学科＞
★スポーツビジネス科目への興味・大

• 企業経営、スポーツビジネスに興味があるから。（福岡県、男子、入学意向＝◎）

• スポーツビジネス科目に興味があるから。スポーツにかかわる仕事に就きたいから。（熊本県、女子、入学意
向＝◎）

★将来経営に関わりたい・経営者になりたい／役に立ちそう

• 経営に興味があって、自分で会社を建てたいからです。（福岡県、男子、入学意向＝◎）
• 将来、経営者になりたいから。経営について深く学びたいため。理系でも経営学をまなべることにみりょくを
感じてるから。（福岡県、男子、入学意向＝◎）

• 経営学科にある、アグリビジネスは、農業経営学や園芸セラピーといった、あまり周りにみられない事が学べ
れるようなので、この学科は、日本農業の未来を作るとこになると思うので、ぜひ受験したいと考えています。
（熊本県、女子、入学意向＝◎）

• 農業経済学が学べるから。（熊本県、男子、入学意向＝◎）

＜地域社会学科＞
★熊本の発展につながる・貢献できる／地域の振興に取り組みたい

• 熊本の発展につながると思ったから。（熊本県、女子、入学意向＝◎）
• 将来、地域社会に貢献できそうだから。（熊本県、女子、入学意向＝◎）

• 地域の振興に自分から取り組みたいから。（福岡県、女子、入学意向＝◎）

★観光業、地域づくりに興味あり

• 地域観光科目、心理・広報メディア科目という科目に興味があり、社会学にも興味があるから。（福岡県、女
子、入学意向＝◎）

• 将来、まちづくりや、観光などの地域社会に関する仕事につきたいので、この学科が自分に合っているから。
（福岡県、男子、入学意向＝〇）

• 地域づくりをプロデュース・マネジメントできるというのに、興味がある。 （熊本県、女子、入学意向＝◎）

＜人間情報工学科＞
★医療工学、臨床工学に興味／医療に関わる仕事がしたい

• 知能情報から医療工学まで幅広く学ぶことが出来るから。 （熊本県、男子、入学意向＝◎）
• 情報工学について学びたいと考えている。また、臨床工学技士の受験資格を得られる点に魅力を感じたから。
（熊本県、男子、入学意向＝◎）

• 臨床工学技士などの医療機械系の資格取得がしたいから。（熊本県、男子、入学意向＝◎）

• 人間情報工学科を考えている理由は、人を助けるために薬を作る人になりたいと思っていて、コロナやガンな
どのワクチンを作ったり人のやくにたつことです。（福岡県、男子、入学意向＝◎）

★将来の選択肢が増える／今後役に立つ

• 将来の選択肢が増え、これからの社会に役立つものが多いから。（福岡県、男子、入学意向＝◎）
• 最もこれからの自分達に関係していると思ったから。 （福岡県、男子、入学意向＝〇）

• 今後はＡＩに強くないといけないと思うから。（熊本県、男子、入学意向＝〇）

入学意向＝ ◎：ぜひ入学したい 〇：入学したい）
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文理融合学部 特徴の魅力度

＜学部共通：５つ＞

▶ 最も「魅力あり・計」の割合が高かったのは、「ｇ．卒業後に目指すことができる進路や就職先」(60％）

▶ ついで「ｆ．自分が取得したいと考えている資格を取得することができる」（58％）

✓ “出口”に関連する項目への反応が高い。

＜各学科特徴＞

▶ 各学科に対する興味度や受験意向の高さ同様に、最も高いのは「ｂ．経営学科の特徴」（44％）。

▶ ついで「ｄ．人間情報工学科の特徴」（37％）、「c．地域社会学科の特徴」（34％）

東海大学 文理融合学部 新学部設置に関するアンケート 【高校生】調査結果報告書 32

■文理融合学部　特徴の魅力度（進学希望者／各単一回答） (%)

魅力あり・計 魅力なし・計

とても

魅力がある

ある程度

魅力がある

どちらとも

いえない

あまり

魅力がない

全く

魅力がない

(n=5,000)

*凡例

g 59.9 13.7

f 58.3 15.1

a 42.5 21.8

e 35.4 21.9

h 31.2 23.7

b 44.4 20.4

d 36.8 23.7

c 33.7 25.0

※学部共通、学科特徴ごとに｢魅力あり・計｣降順ソート 高校生_Q5_1

「経営学科」において、経営学を、企業経営、スポーツビジネス、

アグリビジネスなどの視点から学ぶことができる。

「人間情報工学科」において、知能情報、人間環境、医療工学などの

視点から学ぶことができる。

無回答
魅力

あり

・計

魅力

なし

・計

卒業後に目指すことができる進路や就職先。

自分が取得したいと考えている資格を取得することができる。

文系・理系の枠を超え複眼的視点を養う『文理融合』の考え方。

各学科において目指す「人間像」や、「専門科目の内容」。

農学部や全国に広がる他キャンパスで学べる「他学部・他学科履修制度」

・「キャンパス間留学制度」。

東海大学の「文理融合学部」には下表ａ～h の特徴があります。

これらの特徴にどの程度魅力を感じるか、それぞれの特徴ごとに、最もあてはまる番号を1 つ選び〇をつけてください。 ※詳細はお手元の別紙カラー資料をご覧ください。

「地域社会学科」において、地域社会を、地域観光、心理・広報メディアなど

の

視点から学ぶことができる。

学

部

共

通

学

科

特

徴

27.7

27.4

12.7

8.7

9.3

12.2

9.5

8.3

32.2

30.9

29.8

26.6

21.9

32.2

27.3

25.4

25.0

25.2

34.1

40.9

43.5

33.8

38.0

39.8

5.2

5.9

10.2

10.5

10.7

9.8

11.4

12.5

8.5

9.2

11.5

11.5

12.9

10.7

12.3

12.6

1.4

1.4

1.5

1.8

1.7

1.4

1.5

1.5
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文理融合学部 特徴の魅力度

✓性別にみると、「ｂ．経営学科の特徴」以外は女子が男子を上回り、特に男女差が目立つのは「ｈ．農学部や全国
に広がる他キャンパスで学べる「他学部・他学科履修制度」・「キャンパス間留学制度」」や「ｃ．地域社会学科
の特徴」

✓各学科入学意向あり層のスコアを比較してみると、学部共通項目では５項目中４項目で地域社会学科入学意向者の
スコアが最も高く、「ｆ．自分が取得したいと考えている資格を取得することができる」のみ人間情報工学科入学
意向者で最も高くなる。

✓地域社会学科入学意向あり層は、 「ｃ．地域社会学科の特徴」と「ｂ．経営学科の特徴」のスコアが同程度と、
両方に関心があることがうかがえる。

東海大学 文理融合学部 新学部設置に関するアンケート 【高校生】調査結果報告書 33

■文理融合学部　特徴の魅力度：「各魅力あり・計」の割合（進学希望者） (%)

東海大学の「文理融合学部」には下表ａ～h の特徴があります。 これらの特徴にどの程度魅力を感じるか、それぞれの特徴ごとに、最もあてはまる番号を1 つ選び〇をつけてください。 ※詳細はお手元の別紙カラー資料をご覧ください。
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【高校生】全体 (n=5,000) 59.9 58.3 42.5 35.4 31.2 44.4 36.8 33.7

男子 (n=2,731) 56.1 53.7 38.8 30.9 25.1 45.0 34.2 27.6

女子 (n=2,150) 65.5 64.8 48.4 41.5 39.4 44.7 40.7 42.2

熊本県・計 (n=2,924) 62.1 60.8 44.4 37.7 33.0 47.5 40.1 37.2

　熊本市内 (n=2,002) 60.6 59.6 43.2 37.3 31.8 49.2 38.8 36.5

　熊本市以外 (n=922) 65.4 63.3 46.9 38.4 35.8 43.8 43.0 38.9

熊本県以外・計 (n=2,076) 56.8 54.8 40.0 32.1 28.6 40.0 32.2 28.6

　福岡県・計 (n=1,608) 56.2 54.2 38.4 31.8 28.1 39.7 31.2 27.7

　その他九州・計 (n=381) 60.9 58.8 48.8 34.9 33.6 44.1 37.0 33.3

　九州以外・計 (n=87) 50.6 47.1 29.9 25.3 16.1 27.6 31.0 24.1

公立　 (n=1,939) 66.4 64.2 49.9 41.2 37.8 47.7 43.7 41.1

私立 (n=3,061) 55.8 54.5 37.9 31.7 27.0 42.3 32.4 28.9

大学 (n=3,954) 61.2 59.3 45.9 36.0 32.6 46.7 38.0 35.1

短期大学 (n=533) 62.3 62.1 39.4 35.1 31.9 42.4 37.0 33.4

専門学校 (n=1,737) 59.2 57.3 34.5 36.2 28.9 40.9 36.5 30.9

経営学科 入学意向別 入学意向あり・計 (n=395) 83.5 78.5 61.5 55.4 49.1 81.3 48.6 53.4

地域社会 学科 入学意向別 入学意向あり・計 (n=229) 88.6 81.2 69.4 67.2 64.6 75.1 58.5 75.5

人間情報 工学科 入学意向別 入学意向あり・計 (n=239) 86.2 84.5 67.8 64.0 51.9 63.2 78.7 52.3

※｢全体｣より　■=10ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上低い

※｢学部共通｣「学科特徴」ごとに降順ソート 高校生_Q5_2 

学部共通 学科特徴

性別

高校所在

エリア別

高校

設置者別

希望進路別

（複数）
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【高校生】全体

経営学科：入学意向あり・計

地域社会学科：入学意向あり・計

人間情報工学科：入学意向あり・計
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入学意向者数の算出

東海大学 文理融合学部 新学部設置に関するアンケート 【高校生】調査結果報告書 34

今回、文理融合学部において「経営学科」「地域社会学科」「人間情報工学科」のうち２つ以上を

受験候補とし、複数学科に入学意向を示す方の存在を踏まえて、『複数に合格した場合、最も入学したい学
科はどこか？』という質問を設定している。

条件に該当する方について、いずれかの学科に振り分けを行い、最終的な各学科の入学意向者数（推定）を
行うものとする。

ここまでの調査結果を再度まとめると

今回の調査回答対象全体 6214人、うち進学希望者 5000人

↓

5000人の中で、

東海大学 文理融合学部の

①経営学科を受験候補とする者＝1430人 →うち 入学意向を示す者＝395人

②地域社会学科を受験候補とする者＝993人 →うち 入学意向を示す者＝229人

③人間情報工学科を受験候補とする者＝1098人 →うち 入学意向を示す者＝239人

しかし、上記①②③はのべ人数のため、ローデータより実人数での算出を試みる。

★「東海大学の文理融合学部のいずれかの学科への入学意向を示した者」は

→582人（進学希望者の11.6％に相当）

１）582人の「最も入学したい学科（入学意向者数）」の内訳

各学科の予定定員と入学意向者数

経営学科：定員130名 ⇒入学意向者 322人 ◎
地域社会学科：定員100名 ⇒入学意向者 106人
人間情報工学科：定員70名 ⇒入学意向者 137人 ◎

⇒上記結果から、経営学科と人間情報学科については、入学定員数以上の入学希望者の出現を

見込むことができる。

残る、地域社会学科の入学者数見込みについては、１学科希望者と２学科希望者の合計数で

考えることができる為、もう１歩踏み込んで算出する。

■最も入学したい学科別　入学意向を示した学科数

（人）

１学科 2学科 ３学科

全体 582 385 124 73

経営学科 322 213 62 47

地域社会学科 106 72 24 10

人間情報工学科 137 100 21 16

経営学科or地域社会学科 14 14

経営学科か人間情報工学科 3 3

入学意向を示した学科数

最も

入学したい

学科

未選択

合計
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２）経営学科第一希望者における、“２学科希望者”の「学科組み合わせ」について

今回の調査票では、「第二希望学科」とは聞いていないが、前頁表内の「２学科希望」者の

希望学科の組み合わせをみることで、経営学科第一希望者の『第二希望学科』を確認する。

この結果、定員を大きくオーバーする入学意向者を見込める経営学科の希望者では、地域社会学科を
第二希望とする者が40名みられた。

経営学科の想定定員は130人のため、経営学科に不合格となった場合、この40名は

併願学科である地域社会学科への入学の可能性があると考えられる。

（※人間情報工学科でも5人出現するが、ここでは経営のみ考慮）

以上の分析を加え、あらためて地域社会学科の入学意向者をみると、

地域社会学科入学意向者

＝（前頁）最も入学したい106人＋上記第二希望者40人 =146人

程度を見込むことが出来る。

東海大学 文理融合学部 新学部設置に関するアンケート 【高校生】調査結果報告書 35

■最も入学したい学科別  2学科希望者の組み合わせ

（人）

２学科希望者数 経営 地域社会 人間情報工

経営学科 62 ＊ 40 22

地域社会学科 24 18 ＊ 6

人間情報工学科 21 16 5 ＊

最も

入学したい

学科

もう１つの希望学科
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調査票・提示資料
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調査票(1頁目）

東海大学 文理融合学部 新学部設置に関するアンケート 【高校生】調査結果報告書 37

大学に関するアンケート 
 

ご協力のお願い 
 

東海大学では、2022 年 4 月に新たに「文理融合学部経営学科／地域社会学科／人間情報工学科」の

新設を計画しています。 

このアンケートは、高校２年生の皆さんに卒業後の進路についての考えをお聞きし、現在計画している

内容をより充実したものにするための参考資料とさせていただくものです。 

ご回答内容についてはコンピュータで処理され、個人情報は使用されることはございません。本アンケ

ートの趣旨をご理解の上、何卒ご協力をいただけますようお願いします。 
※このアンケートに記載している新設学部学科の内容は構想中のものであり、今後変更の可能性があります。 

 

2020年 8月 

東海大学 

 
 

はじめに、皆さまご自身のことについてお聞きします。 
 
 

Ｆ１．性別（いずれかに○） 1．男子  2．女子 3.その他 4.無回答 
 

Ｆ2．所属クラス（ひとつに○） 1．文系  2．理系 3．どちらでもない 

 

Ｆ3．在籍高校名を記入してください                                 高等学校 
 
 

 

ここからは進学についての考え方をお聞きします。 
 
Ｑ1．あなたは高校を卒業した後、どの進路に進みたいと思っていますか。 

１）以下、あてはまるものすべてに○をつけてください。     ※複数回答可 
 

1．大学 2．短期大学 3．専門学校 4．就職 

5．その他（                     ） 6．まだ考えていない 
 

２）上記１）で複数選んだ場合、最も希望する進路の番号を１つ選び、右下の回答欄に番号を記

入してください。 
 

 
 
Ｑ２．あなたは、進学先で学ぶ分野として、どの分野に興味を持っていますか。 

あてはまるものすべてに○をつけてください。    ※複数回答可 

 
 

1．文化・地理・歴史 2．法律・政治 3．経済・経営・商 

4．社会 5．情報 6．観光 

７．コミュニケーション・メディア 8．国際関係・国際文化 9．外国語  

10．美術・デザイン・音楽 11．文学 12．人間・心理  

13．哲学・宗教 14．理学 15．工学  

16．医学・歯学 17．薬学 18．看護  

19．医療 20．福祉 21．体育・スポーツ  

22．家政・生活科学 23．教育・保育  

24．その他 （                ） 
 

---次のページにお進みください--- 
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調査票(2頁目）

東海大学 文理融合学部 新学部設置に関するアンケート 【高校生】調査結果報告書 38

Ｑ３．あなたが進学先を選ぶ際に、どのようなことを重視しますか。 

１）以下、あてはまる項目すべてに○をつけてください。 ※複数回答可 
 

1．伝統や実績があること 2．活気がある感じがすること 

3．校風や雰囲気が良いこと 4．学校が発展していく可能性があること  

5．学びたい学部・学科・コースがあること 6．教育方針・カリキュラムが魅力的であること  

7．教育内容のレベルが高いこと 8．自分の興味や可能性が広げられること  

9．資格取得に有利であること 10．就職に有利であること   

11．社会で役立つ力が身につくこと 12．国際的なセンスが身につくこと  

13．教授・講師陣が魅力的であること 14．先輩・卒業生が魅力的であること  

15．学生の学力が高いこと 16．学生の面倒見が良いこと  

17．卒業後に社会で活躍できること 18．将来の選択肢が増えること  

19．学習設備や環境が整っていること 20．キャンパスがきれいであること  

21．寮や奨学金などが充実していること 22．学生生活が楽しめること  

23．クラブ・サークル活動が盛んであること 24．周囲の人からの評判が良いこと  

25．入試方法が自分に合っていること 26．偏差値が自分に合っていること  

27．教養が身につくこと  28．専門分野を深く学べること  

29．自宅から通えること  30．交通の便が良いこと 

31．勉強するのに良い環境であること 32．学費が高くないこと 

 

２）上記１）で選んだ回答のうち最も重視しているものを１つ選び、右下の回答欄に番号を記入し

てください。 

 

 

  ◆最も重視している（番号） 
 
 
 
 
 
 

ここからは、「東海大学の学部・学科」のことについてお聞きします。 

別途配布したカラー資料に記載の内容をよくお読みいただきお答えください。 

 

 
 

Ｑ４．卒業後の進路として、東海大学「文理融合学部」の各学科についてどの程度興味がありますか。 

学科ごとに１つ選び〇をつけてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

---次のページにお進みください--- 

学部名
興味が
ある

やや
興味が
ある

どちらとも
いえない

あまり
興味は
ない

興味は
ない

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

学科名

人間情報工学科

経営学科

文理融合
学部

地域社会学科
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調査票(3頁目）
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Ｑ５．東海大学の「文理融合学部」には下表ａ～hの特徴があります。 

これらの特徴にどの程度魅力を感じるか、それぞれの特徴ごとに、最もあてはまる番号を 1つ 

選び〇をつけてください。  ※詳細はお手元の別紙カラー資料をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ６．あなたは東海大学「文理融合学部」の各学科をどの程度受験したいと思いますか。 

学科ごとに１つ選び〇をつけてください。 

---次のページにお進みください--- 

文理融合学部の特徴
（経営学科、地域社会学科、人間情報工学科）

とても
魅力が
ある

ある程度
魅力が
ある

どちらとも
いえない

あまり
魅力が
ない

全く
魅力が
ない

a 文系・理系の枠を超え複眼的視点を養う『文理融合』の考え方。 1 2 3 4 5

b
「経営学科」において、経営学を、企業経営、スポーツビジネス、アグリ
ビジネスなどの視点から学ぶことができる。

1 2 3 4 5

c
「地域社会学科」において、地域社会を、地域観光、心理・広報メディ
アなどの視点から学ぶことができる。

1 2 3 4 5

d
「人間情報工学科」において、知能情報、人間環境、医療工学などの
視点から学ぶことができる。

1 2 3 4 5

e 各学科において目指す「人間像」や、「専門科目の内容」。 1 2 3 4 5

f 自分が取得したいと考えている資格を取得することができる。 1 2 3 4 5

g 卒業後に目指すことができる進路や就職先。 1 2 3 4 5

h
農学部や全国に広がる他キャンパスで学べる「他学部・他学科履修制
度」・「キャンパス間留学制度」。

1 2 3 4 5

学部名
ぜひ

受験したい
受験したい

受験先の
候補には入る

受験したいと
思わない

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

学科名

経営学科

人間情報工学科

文理融合
学部

地域社会学科
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調査票(4頁目）

東海大学 文理融合学部 新学部設置に関するアンケート 【高校生】調査結果報告書 40

 

Ｑ７．１）東海大学「文理融合学部」の各学科を受験して合格した場合、あなたはどの程度入学したい

と思いますか。学科ごとに１つ選び〇をつけてください。 
     

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２）上記１）で複数の学科について、 

「1．ぜひ入学したい」 「2.入学したい」 「3.併願先の合否によって入学を検討したい」  

に○をつけた方にお聞きします。 

複数の学科に合格した場合、最も入学したい学科を１つ選び〇をつけてください。 
 

1．経営学科 

2．地域社会学科 

3．人間情報工学科  
 

３）上記のようにお考えの理由を教えてください。 

 

 

 

 

 
 
 

Ｑ８．東海大学全体に対するご意見・ご要望がありましたらご記入ください。 

 

 

 

 
      

質問はこれで終了です。ご協力いただきありがとうございました。 

学部名
ぜひ

入学したい
入学したい

併願先の合否
によって入学を
検討したい

入学先としては
考えない

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

学科名

経営学科

人間情報工学科

文理融合
学部

地域社会学科
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提示資料(表面）
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提示資料(裏面）
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【企業】
調査結果報告書

東海大学
新学部設置に関するアンケート
－熊本キャンパス：文理融合学部－

東海大学 御中

2021年2月

株式会社リクルートマーケティングパートナーズ

株式会社ディ・プラスD+

【資料⑪】
東海大学 新学部設置に関するアンケート －　熊本キャンパス：文理融合学部－
【 企業 】調査結果報告書 株式会社リクルートマーケティングパートナーズ 株式会社ディ・プラス
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【企業】調査 調査概要

▶ 調査目的

✓東海大学が2022年に熊本キャンパスに設置を計画している「文理融合学部（経営学科／地域社会学科
／人間情報学科）」について、東海大学への求人実績がある企業の新卒採用責任者・担当者に意見を聴
取し新学部の受容性を確認する。

▶ 調査対象

✓東海大学への求人実績がある企業の新卒採用責任者・担当者

▶ 調査方法

✓郵送配布・回収によるアンケート調査

▶ 調査期間

✓2020年10月30日（金）～2020年11月25日（水）※到着分までを入力・集計対象とした

▶ 有効回収数

✓発送数 500社

✓回収数 190社 （回収率 38.0 ％）

• 本報告書内では、ｎ数＝20以上の表側をコメントの対象としています。

東海大学 文理融合学部 新学部設置に関するアンケート 【企業】調査結果報告書 3

■企業所在地（全体／住所を記入回答）

調査数 構成比

全体 190社

北海道 3社 1.6% 北海道／東北／関東・計 59社 31.1%

青森 1社 0.5% 東海／甲信越・計 10社 5.3%

栃木県 1社 0.5% 関西／中四国・計 27社 14.2%

埼玉県 1社 0.5% 九州・計 94社 49.5%

東京都 42社 22.1%

神奈川県 11社 5.8%

新潟県 1社 0.5%

長野県 1社 0.5%

岐阜県 1社 0.5%

静岡県 1社 0.5%

愛知県 6社 3.2%

京都府 1社 0.5%

大阪府 12社 6.3%

兵庫県 1社 0.5%

岡山県 1社 0.5%

広島県 9社 4.7%

山口県 2社 1.1%

四国 愛媛県 1社 0.5%

福岡県 18社 9.5%

佐賀県 6社 3.2%

長崎県 2社 1.1%

熊本県 56社 29.5

大分県 2社 1.1

宮崎県 4社 2.1

鹿児島県 6社 3.2

九州

北海道／東北

関東

東海／甲信越

関西

中国
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回答企業プロフィール
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主業種／正社員数

＜主業種＞

▶ 最も多かったのは「卸売・小売業」(34%)。次いで｢製造業｣(26%) 。

＜正社員数＞

▶ ｢100～500人未満｣(44%)の割合が最も高く、次いで｢500～1000人未満｣ ｢1000～3000人未満｣
(20%)。

東海大学 文理融合学部 新学部設置に関するアンケート 【企業】調査結果報告書 6

■主業種　（全体／単一回答） (%)

卸

売

・

小

売

業

製

造

業

サ

ー

ビ

ス

業

建

設

業

情

報

処

理

関

連

業

運

輸

・

運

送

業

農

業

・

林

業

・

漁

業

・

鉱

業

総

合

商

社

不

動

産

業

電

気

・

ガ

ス

・

熱

供

給

・

水

道

業

旅

行

業

電

気

通

信

業

飲

食

店

金

融

業

（

銀

行

・

信

託

・

証

券

・

貸

金

）

官

公

庁

・

自

治

体

・

公

共

団

体

鉄

鋼

業

出

版

・

印

刷

関

連

産

業

航

空

関

連

業

保

険

業

医

療

機

関

（

病

院

）

福

祉

関

連

業

学

校

・

教

育

産

業

そ

の

他

無

回

答

【企業】全体 (n= 190) 34.2 26.3 8.9 7.9 5.3 4.2 3.2 2.1 2.1 1.6 1.1 1.1 1.1 0.5 0.5 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

■九州・計 (n= 94) 38.3 23.4 8.5 6.4 2.1 4.3 5.3 2.1 3.2 2.1 1.1 2.1 ― 1.1 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

　熊本県 (n= 56) 44.6 19.6 7.1 8.9 3.6 1.8 3.6 ― 5.4 1.8 ― 1.8 ― 1.8 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

　福岡県 (n= 18) 38.9 16.7 16.7 5.6 ― 5.6 ― 5.6 ― ― 5.6 5.6 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

　その他九州・計 (n= 20) 20.0 40.0 5.0 ― ― 10.0 15.0 5.0 ― 5.0 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

■関西＋中四国・計 (n= 27) 29.6 33.3 7.4 18.5 ― 3.7 ― 3.7 ― ― ― ― 3.7 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

■東海／甲信越・計 (n= 10) 30.0 30.0 ― 10.0 ― 10.0 ― 10.0 ― ― ― ― ― ― 10.0 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

■関東＋北海道／東北・計 (n= 59) 30.5 27.1 11.9 5.1 13.6 3.4 1.7 ― 1.7 1.7 1.7 ― 1.7 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

　　関東・計 (n= 55) 30.9 25.5 12.7 5.5 14.5 3.6 1.8 ― 1.8 1.8 1.8 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

　　　　東京都 (n= 42) 28.6 28.6 14.3 4.8 11.9 4.8 ― ― 2.4 2.4 2.4 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

１００人未満 (n= 16) 43.8 12.5 12.5 ― ― 6.3 18.8 ― 6.3 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

１００～５００人未満 (n= 84) 35.7 27.4 2.4 11.9 7.1 ― 3.6 1.2 2.4 2.4 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

５００～１，０００人未満 (n= 37) 27.0 37.8 8.1 5.4 8.1 2.7 ― 5.4 ― ― ― 2.7 2.7 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

１，０００人以上 (n= 52) 32.7 21.2 19.2 5.8 1.9 11.5 ― 1.9 1.9 1.9 1.9 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

※｢全体｣より　■=10ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上低い

※｢全体｣降順ソート 企業_Q1

正社員規模別

所在エリア別
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10

20

30

40

【企業】全体

■正社員数（全体／単一回答） (%)

１００人
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５００～
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人未満

１，０００

～３，００

０人未満

３，０００

人以上
無回答

*凡例

【企業】全体 (n= 190)

■九州・計 (n= 94)

　熊本県 (n= 56)

　福岡県 (n= 18)

　その他九州・計 (n= 20)

■関西＋中四国・計 (n= 27)

■東海／甲信越・計 (n= 10)

■関東＋北海道／東北・計 (n= 59)

　　関東・計 (n= 55)

　　　　東京都 (n= 42)

建設業 (n= 15)

製造業 (n= 50)

電気通信／情報処理関連業 (n= 12)

商社／卸売・小売業 (n= 69)

金融／不動産業 (n= 5)

サービス関連業 (n= 29)

その他・計／官公庁・自治体 (n= 10)
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過去3年の新卒採用者の最終学歴

▶ 回答企業のほとんどが、過去3年以内に新卒採用を実施。

▶ ｢大学・大学院卒｣を採用した企業は98％。

✓所在エリア別にみると、「大学卒」はいずれのエリアでも9割を超え、エリア差は小さい。

✓正社員規模別にみると、100人以上の3層では、ほとんどの企業において「大学卒」を採用。

東海大学 文理融合学部 新学部設置に関するアンケート 【企業】調査結果報告書 7

■過去3年の新卒採用者の最終学歴　（全体／複数回答） (%)

高

校

卒

短

大

卒

大

学

卒

大

学

院

卒

専

門

学

校

卒

そ

の

他

新

卒

の

採

用

は

な

か

っ

た

無

回

答

大

学

・

大

学

院

卒

　

計

【企業】全体 (n= 190) 63.7 43.2 97.9 50.0 52.6 9.5 0.5 ― 98.4

■九州・計 (n= 94) 67.0 44.7 96.8 28.7 46.8 7.4 1.1 ― 96.8

　熊本県 (n= 56) 69.6 46.4 96.4 25.0 48.2 7.1 1.8 ― 96.4

　福岡県 (n= 18) 50.0 33.3 100.0 33.3 44.4 ― ― ― 100.0

　その他九州・計 (n= 20) 75.0 50.0 95.0 35.0 45.0 15.0 ― ― 95.0

■関西＋中四国・計 (n= 27) 63.0 44.4 96.3 66.7 59.3 7.4 ― ― 100.0

■東海／甲信越・計 (n= 10) 70.0 50.0 100.0 70.0 40.0 ― ― ― 100.0

■関東＋北海道／東北・計 (n= 59) 57.6 39.0 100.0 72.9 61.0 15.3 ― ― 100.0

　　関東・計 (n= 55) 56.4 38.2 100.0 72.7 58.2 16.4 ― ― 100.0

　　　　東京都 (n= 42) 54.8 38.1 100.0 76.2 59.5 14.3 ― ― 100.0

建設業 (n= 15) 73.3 26.7 100.0 53.3 80.0 6.7 ― ― 100.0

製造業 (n= 50) 78.0 38.0 96.0 66.0 44.0 16.0 2.0 ― 98.0

電気通信／情報処理関連業 (n= 12) ― 41.7 100.0 75.0 75.0 25.0 ― ― 100.0

商社／卸売・小売業 (n= 69) 59.4 50.7 100.0 42.0 46.4 1.4 ― ― 100.0

金融／不動産業 (n= 5) 80.0 60.0 100.0 ― 80.0 ― ― ― 100.0

サービス関連業 (n= 29) 72.4 41.4 96.6 44.8 65.5 10.3 ― ― 96.6

その他・計／官公庁・自治体 (n= 10) 50.0 40.0 90.0 30.0 20.0 20.0 ― ― 90.0

１００人未満 (n= 16) 50.0 12.5 81.3 6.3 12.5 12.5 6.3 ― 81.3

１００～５００人未満 (n= 84) 63.1 40.5 98.8 41.7 48.8 6.0 ― ― 100.0

５００～１，０００人未満 (n= 37) 64.9 48.6 100.0 51.4 64.9 8.1 ― ― 100.0

１，０００人以上 (n= 52) 69.2 51.9 100.0 75.0 63.5 15.4 ― ― 100.0

※｢全体｣より　■=10ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上低い
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2020年4月の新卒採用状況_1

▶ 2020年4月の採用人数をたずねたところ、「1~9人」が4割を超え、次いで「10~49人」(37％）

▶ 新卒採用しなかった企業は4％

✓所在エリア別にみると、熊本県は「1~9人」が60％と全体値を10ポイント以上上回る。

✓正社員規模別にみると、正社員規模が大きいほど採用規模も増加。

• 500人未満の２層では「１~9人」が7割前後を占めるが、500人以上の２層におけるボリュームゾーンは「10~49人」 となる。

東海大学 文理融合学部 新学部設置に関するアンケート 【企業】調査結果報告書 8

■2020年4月の新卒採用状況（過去3年以内新卒採用実績企業／単一回答） (%)

１～９人
１０～

４９人

５０～

９９人

１００～

４９９人

５００人

以上

新卒は採用

しなかった

（０人）

無回答

*凡例

【企業】全体 (n= 189)

■九州・計 (n=  93)

　熊本県 (n=  55)

　福岡県 (n=  18)

　その他九州・計 (n=  20)

■関西＋中四国・計 (n=  27)

■東海／甲信越・計 (n=  10)

■関東＋北海道／東北・計 (n=  59)

　　関東・計 (n=  55)

　　　　東京都 (n=  42)

建設業 (n=  15)

製造業 (n=  49)

電気通信／情報処理関連業 (n=  12)

商社／卸売・小売業 (n=  69)

金融／不動産業 (n=   5)

サービス関連業 (n=  29)

その他・計／官公庁・自治体 (n=  10)

１００人未満 (n=  15)

１００～５００人未満 (n=  84)

５００～１，０００人未満 (n=  37)

１，０００人以上 (n=  52)
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2020年4月の新卒採用状況_2

▶ 全体（2020年4月に新卒採用ありと回答した企業）の49％が「東海大学卒業生を採用した」と回答。

✓所在エリア別にみると、熊本県では50％が「採用した」と回答。

• ■九州・計よりも、■関東・計（60％）や■関西＋中四国・計の方が高めの回答。

✓ 正社員規模別にみると、「採用した」割合が最も高いのは1000人以上層(58%)。

• 500人以上の2層では、 「採用した」割合が50％を超える。

東海大学 文理融合学部 新学部設置に関するアンケート 【企業】調査結果報告書 9

■2020年4月入社者における東海大学卒業生の採用有無（大学・大学院卒の新卒採用実績企業／単一回答） (%)

採用した 採用はなかった 未詳（わからない） 無回答

*凡例

【企業】全体 (n= 182)

■九州・計 (n= 88)

　熊本県 (n= 52)

　福岡県 (n= 17)

　その他九州・計 (n= 19)

■関西＋中四国・計 (n= 27)

■東海／甲信越・計 (n= 10)

■関東＋北海道／東北・計 (n= 57)

　　関東・計 (n= 53)

　　　　東京都 (n= 41)

建設業 (n= 14)

製造業 (n= 48)

電気通信／情報処理関連業 (n= 12)

商社／卸売・小売業 (n= 67)

金融／不動産業 (n= 5)

サービス関連業 (n= 27)

その他・計／官公庁・自治体 (n= 9)

１００人未満 (n= 11)

１００～５００人未満 (n= 81)

５００～１，０００人未満 (n= 37)

１，０００人以上 (n= 52)
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2021年4月の新卒採用方針

▶ 2021年4月入社の新卒採用数について、全体の45%が｢同程度｣、32%が｢増える｣と回答。

✓所在エリア別にみると、全体傾向に比べ「同程度」と思う割合が高いのは■関東・計（58％）。

• 熊本県は、「同程度」が全体傾向に比べ低め。やや「減る」と思う割合が高めとなる。

✓主業種別にみると、いずれの業種も「同程度」と思う割合がもっとも多いが、製造業では「増える」が38％
と全体傾向に比べやや高め。

✓正社員規模別にみると、100人以上の３層では「同程度」、100人未満の層のみ「増える」と思う割合が
もっとも多くなる。

東海大学 文理融合学部 新学部設置に関するアンケート 【企業】調査結果報告書 10

■2021年4月の新卒採用についての考え　（全体／単一回答） (%)
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【企業】全体 (n= 190) 32.1 45.3 17.9 1.1 3.7 ―

■九州・計 (n= 94) 34.0 36.2 22.3 2.1 5.3 ―

　熊本県 (n= 56) 30.4 39.3 21.4 3.6 5.4 ―

　福岡県 (n= 18) 44.4 16.7 33.3 ― 5.6 ―

　その他九州・計 (n= 20) 35.0 45.0 15.0 ― 5.0 ―

■関西＋中四国・計 (n= 27) 29.6 48.1 18.5 ― 3.7 ―

■東海／甲信越・計 (n= 10) 30.0 60.0 10.0 ― ― ―

■関東＋北海道／東北・計 (n= 59) 30.5 55.9 11.9 ― 1.7 ―

　　関東・計 (n= 55) 29.1 58.2 12.7 ― ― ―

　　　　東京都 (n= 42) 28.6 59.5 11.9 ― ― ―

建設業 (n= 15) 13.3 60.0 13.3 ― 13.3 ―

製造業 (n= 50) 38.0 46.0 12.0 4.0 ― ―

電気通信／情報処理関連業 (n= 12) 41.7 58.3 ― ― ― ―

商社／卸売・小売業 (n= 69) 27.5 43.5 26.1 ― 2.9 ―

金融／不動産業 (n= 5) 60.0 40.0 ― ― ― ―

サービス関連業 (n= 29) 27.6 44.8 20.7 ― 6.9 ―

その他・計／官公庁・自治体 (n= 10) 50.0 20.0 20.0 ― 10.0 ―

１００人未満 (n= 16) 62.5 18.8 6.3 6.3 6.3 ―

１００～５００人未満 (n= 84) 34.5 40.5 20.2 ― 4.8 ―

５００～１，０００人未満 (n= 37) 29.7 54.1 13.5 2.7 ― ―

１，０００人以上 (n= 52) 21.2 55.8 19.2 ― 3.8 ―

※｢全体｣より　■=10ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上低い
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新卒採用時に対象となる最終学歴

▶ 今後の新卒者の採用にあたり、すべての企業が｢大学・大学院卒｣の採用を考えている。

✓所在エリア別、主業種別、正社員規模別のいずれにでみても「大学卒」は100％採用対象。

• 正社員規模が大きくなるほど、「大学院卒」の割合は高くなる。

東海大学 文理融合学部 新学部設置に関するアンケート 【企業】調査結果報告書 11

■今後、新卒採用時に対象となる最終学歴　（全体／複数回答） (%)
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計

【企業】全体 (n= 190) 61.6 57.4 100.0 68.9 59.5 11.1 ― ― 100.0

■九州・計 (n= 94) 69.1 66.0 100.0 56.4 56.4 10.6 ― ― 100.0

　熊本県 (n= 56) 73.2 69.6 100.0 44.6 64.3 8.9 ― ― 100.0

　福岡県 (n= 18) 33.3 50.0 100.0 72.2 44.4 5.6 ― ― 100.0

　その他九州・計 (n= 20) 90.0 70.0 100.0 75.0 45.0 20.0 ― ― 100.0

■関西＋中四国・計 (n= 27) 63.0 59.3 100.0 81.5 70.4 7.4 ― ― 100.0

■東海／甲信越・計 (n= 10) 70.0 50.0 100.0 80.0 50.0 ― ― ― 100.0

■関東＋北海道／東北・計 (n= 59) 47.5 44.1 100.0 81.4 61.0 15.3 ― ― 100.0

　　関東・計 (n= 55) 45.5 43.6 100.0 81.8 60.0 16.4 ― ― 100.0

　　　　東京都 (n= 42) 40.5 38.1 100.0 83.3 54.8 14.3 ― ― 100.0

建設業 (n= 15) 66.7 46.7 100.0 53.3 73.3 6.7 ― ― 100.0

製造業 (n= 50) 76.0 54.0 100.0 82.0 52.0 18.0 ― ― 100.0

電気通信／情報処理関連業 (n= 12) ― 50.0 100.0 83.3 75.0 33.3 ― ― 100.0

商社／卸売・小売業 (n= 69) 53.6 56.5 100.0 60.9 53.6 1.4 ― ― 100.0

金融／不動産業 (n= 5) 80.0 80.0 100.0 40.0 60.0 20.0 ― ― 100.0

サービス関連業 (n= 29) 72.4 65.5 100.0 72.4 72.4 10.3 ― ― 100.0

その他・計／官公庁・自治体 (n= 10) 70.0 70.0 100.0 70.0 60.0 20.0 ― ― 100.0

１００人未満 (n= 16) 68.8 68.8 100.0 50.0 43.8 6.3 ― ― 100.0

１００～５００人未満 (n= 84) 57.1 56.0 100.0 60.7 61.9 11.9 ― ― 100.0

５００～１，０００人未満 (n= 37) 64.9 54.1 100.0 70.3 56.8 8.1 ― ― 100.0

１，０００人以上 (n= 52) 65.4 57.7 100.0 86.5 63.5 13.5 ― ― 100.0

※｢全体｣より　■=10ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上低い

企業_Q7

主業種別

正社員規模別

所在エリア別
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文理融合学部 各学科設置内容に対する関心度

東海大学 文理融合学部 新学部設置に関するアンケート 【企業】調査結果報告書 14

▶ 文理融合学部３学科の内容に対して、「関心あり・計」が最も高いのは経営学科（84％）。

▶ 次いで「地域社会学科」（77％）、 「人間情報工学科」（74％）

■設置内容に対する関心度〈３学科比較〉（全体／単一回答） (%) (社)

別紙資料記載の、東海大学「文理融合学部」の各学科の内容について、それぞれどの程度関心をお持ちいただけますか。

それぞれの学科について、貴社のお考えに最も近い番号を1つ選び〇をつけてください。

関心がある
ある程度

関心がある

どちらとも

いえない

あまり関心

がない
関心がない 無回答

*凡例

経営学科 (n=190) 84.2 3.7 75 160

地域社会学科 (n=190) 77.4 3.7 53 147

人間情報工学科 (n=190) 74.2 3.2 68 141

企業_Q9

実数

関心

あり・計

関心

なし・計

関心が

ある

関心

あり・計

関心あり・計 関心なし・計

39.5

27.9

35.8

44.7

49.5

38.4

11.6

18.4

22.6

3.7

3.7

3.2

―

―

―

0.5

0.5

―
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設置内容に対する関心度：経営学科
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▶ 文理融合学部経営学科の内容に対し、全体の40％が「関心がある」と回答。

▶ 「ある程度関心がある」まで合わせた「関心あり・計」は84％

✓所在エリア別にみると、熊本や福岡以外の九州他県では「関心あり・計」やや低め。それ以外ではいずれ
も8割を超える。

✓主業種別にみると、 「関心あり・計」が9割を超えるのは商社／卸売・小売業やサービス関連業。

✓正社員規模別にみると、規模が大きくなるほど「関心あり・計」が高くなる。

■設置内容に対する関心度：経営学科（全体／単一回答） (%) (社)

別紙資料記載の、東海大学「文理融合学部」の各学科の内容について、それぞれどの程度関心をお持ちいただけますか。

それぞれの学科について、貴社のお考えに最も近い番号を1つ選び〇をつけてください。

関心がある
ある程度

関心がある

どちらとも

いえない

あまり関心が

ない
関心がない 無回答

*凡例

【企業】全体 (n= 190) 84.2 3.7 75 160

■九州・計 (n= 94) 85.1 2.1 42 80

　熊本県 (n= 56) 83.9 1.8 23 47

　福岡県 (n= 18) 100.0 ― 12 18

　その他九州・計 (n= 20) 75.0 5.0 7 15

■関西＋中四国・計 (n= 27) 85.2 3.7 6 23

■東海／甲信越・計 (n= 10) 80.0 10.0 3 8

■関東＋北海道／東北・計 (n= 59) 83.1 5.1 24 49

　　関東・計 (n= 55) 81.8 5.5 22 45

　　　　東京都 (n= 42) 81.0 7.1 19 34

建設業 (n= 15) 66.7 ― 2 10

製造業 (n= 50) 72.0 6.0 15 36

電気通信／情報処理関連業 (n= 12) 91.7 8.3 3 11

商社／卸売・小売業 (n= 69) 94.2 2.9 33 65

金融／不動産業 (n= 5) 100.0 ― 4 5

サービス関連業 (n= 29) 93.1 ― 15 27

その他・計／官公庁・自治体 (n= 10) 60.0 10.0 3 6

１００人未満 (n= 16) 68.8 ― 6 11

１００～５００人未満 (n= 84) 82.1 6.0 28 69

５００～１，０００人未満 (n= 37) 86.5 ― 15 32

１，０００人以上 (n= 52) 90.4 3.8 25 47

※｢全体｣より　■=10ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上低い

企業_Q9_1
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設置内容に対する関心度：地域社会学科
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▶ 文理融合学部地域社会学科の内容に対し、全体の28％が「関心がある」と回答。

▶ 「ある程度関心がある」まで合わせた「関心あり・計」は77％

✓所在エリア別にみると、 「関心あり・計」が最も高いのはその他九州（90%)

• ■九州・計では「関心あり・計」が 84％と全体傾向に比べ高め。

✓主業種別にみると、「関心あり・計」が9割近いのはサービス関連業。

✓正社員規模別にみると、規模が大きくなるほど「関心あり・計」が高くなる。

■設置内容に対する関心度：地域社会学科（全体／単一回答） (%) (社)

別紙資料記載の、東海大学「文理融合学部」の各学科の内容について、それぞれどの程度関心をお持ちいただけますか。

それぞれの学科について、貴社のお考えに最も近い番号を1つ選び〇をつけてください。

関心がある
ある程度

関心がある

どちらとも

いえない

あまり関心が

ない
関心がない 無回答

*凡例

【企業】全体 (n= 190) 77.4 3.7 53 147

■九州・計 (n= 94) 84.0 3.2 26 79

　熊本県 (n= 56) 80.4 3.6 14 45

　福岡県 (n= 18) 88.9 5.6 7 16

　その他九州・計 (n= 20) 90.0 ― 5 18

■関西＋中四国・計 (n= 27) 63.0 3.7 4 17

■東海／甲信越・計 (n= 10) 90.0 ― 4 9

■関東＋北海道／東北・計 (n= 59) 71.2 5.1 19 42

　　関東・計 (n= 55) 70.9 5.5 16 39

　　　　東京都 (n= 42) 66.7 7.1 14 28

建設業 (n= 15) 53.3 ― 1 8

製造業 (n= 50) 66.0 6.0 12 33

電気通信／情報処理関連業 (n= 12) 83.3 8.3 2 10

商社／卸売・小売業 (n= 69) 81.2 4.3 22 56

金融／不動産業 (n= 5) 100.0 ― 3 5

サービス関連業 (n= 29) 89.7 ― 12 26

その他・計／官公庁・自治体 (n= 10) 90.0 ― 1 9

１００人未満 (n= 16) 62.5 ― 3 10

１００～５００人未満 (n= 84) 72.6 6.0 18 61

５００～１，０００人未満 (n= 37) 81.1 ― 12 30

１，０００人以上 (n= 52) 86.5 3.8 19 45

※｢全体｣より　■=10ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上低い
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設置内容に対する関心度：人間情報工学科
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▶ 文理融合学部人間情報工学科の内容に対し、全体の36％が「関心がある」と回答。

▶ 「ある程度関心がある」まで合わせた「関心あり・計」は74％

✓所在エリア別にみると、「関心あり・計」が最も高いのは ■関西＋中四国・計（89％）。

✓主業種別にみると、製造業やサービス関連業で「関心あり・計」は8割を超える。

✓正社員規模別にみると、規模が大きくなるほど「関心あり・計」が高くなる。

■設置内容に対する関心度：人間情報工学科（全体／単一回答） (%) (社)

別紙資料記載の、東海大学「文理融合学部」の各学科の内容について、それぞれどの程度関心をお持ちいただけますか。

それぞれの学科について、貴社のお考えに最も近い番号を1つ選び〇をつけてください。

関心がある
ある程度

関心がある

どちらとも

いえない

あまり関心が

ない
関心がない 無回答

*凡例

【企業】全体 (n= 190) 74.2 3.2 68 141

■九州・計 (n= 94) 68.1 4.3 32 64

　熊本県 (n= 56) 66.1 1.8 16 37

　福岡県 (n= 18) 77.8 5.6 9 14

　その他九州・計 (n= 20) 65.0 10.0 7 13

■関西＋中四国・計 (n= 27) 88.9 3.7 11 24

■東海／甲信越・計 (n= 10) 80.0 ― 3 8

■関東＋北海道／東北・計 (n= 59) 76.3 1.7 22 45

　　関東・計 (n= 55) 76.4 1.8 22 42

　　　　東京都 (n= 42) 76.2 2.4 18 32

建設業 (n= 15) 86.7 ― 7 13

製造業 (n= 50) 80.0 2.0 17 40

電気通信／情報処理関連業 (n= 12) 91.7 ― 9 11

商社／卸売・小売業 (n= 69) 63.8 4.3 19 44

金融／不動産業 (n= 5) 60.0 20.0 1 3

サービス関連業 (n= 29) 82.8 ― 12 24

その他・計／官公庁・自治体 (n= 10) 60.0 10.0 3 6

１００人未満 (n= 16) 56.3 ― 4 9

１００～５００人未満 (n= 84) 66.7 6.0 35 56

５００～１，０００人未満 (n= 37) 83.8 ― 11 31

１，０００人以上 (n= 52) 84.6 1.9 17 44

※｢全体｣より　■=10ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上低い
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文理融合学部 各学科で養成する人物像の必要度
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▶ 文理融合学部３学科で養成する人物像に対して、「必要・計」が最も高いのは経営学科（80％）。

▶ 次いで「地域社会学科」（71％）、 「人間情報工学科」（64％）

■養成する人物像の必要度〈３学科マトリクス〉（全体／単一回答） (%) (社)

東海大学「文理融合学部」の各学科で養成する人物像は、貴社にとって今後どの程度必要になると考えますか。

それぞれの学科について、貴社のお考えに最も近い番号を1つ選び〇をつけてください。

必要になる
ある程度

必要になる

どちらとも

いえない

あまり

必要に

ならない

必要に

ならない
無回答

*凡例

経営学科 (n=190) 79.5 3.2 77 151

地域社会学科 (n=190) 71.1 3.2 43 135

人間情報工学科 (n=190) 63.7 6.8 58 121
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養成する人物像の必要度：経営学科
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▶ 文理融合学部経営学科で養成する人物像に対して、全体の41％が「必要になる」と回答。

▶ 「ある程度必要になる」まで合わせた「必要・計」は80％。

✓所在エリア別による違いはあまり見られない。

✓主業種別にみると、関心度が高かったサービス関連業では「必要・計」が9割を超える。

✓正社員規模別にみると、100人以上の３層では規模が大きくなるほど「必要・計」の割合も高くなる傾向。

✓関心度別にみると、経営学科の内容に関心のある層では、「必要・計」が 89％。

■養成する人物像の必要度：経営学科（全体／単一回答） (%) (社)

東海大学「文理融合学部」の各学科で養成する人材像は、貴社にとって今後どの程度必要になると考えますか。

それぞれの学科について、貴社のお考えに最も近い番号を1つ選び〇をつけてください。

必要になる
ある程度

必要になる

どちらとも

いえない

あまり

必要に

ならない

必要に

ならない
無回答

*凡例

【企業】全体 (n= 190) 79.5 3.2 77 151

■九州・計 (n= 94) 79.8 2.1 43 75

　熊本県 (n= 56) 76.8 1.8 26 43

　福岡県 (n= 18) 94.4 ― 10 17

　その他九州・計 (n= 20) 75.0 5.0 7 15

■関西＋中四国・計 (n= 27) 77.8 3.7 9 21

■東海／甲信越・計 (n= 10) 80.0 10.0 3 8

■関東＋北海道／東北・計 (n= 59) 79.7 3.4 22 47

　　関東・計 (n= 55) 78.2 3.6 19 43

　　　　東京都 (n= 42) 83.3 4.8 17 35

建設業 (n= 15) 53.3 ― 1 8

製造業 (n= 50) 72.0 6.0 18 36

電気通信／情報処理関連業 (n= 12) 91.7 ― 4 11

商社／卸売・小売業 (n= 69) 84.1 4.3 34 58

金融／不動産業 (n= 5) 80.0 ― 4 4

サービス関連業 (n= 29) 93.1 ― 12 27

その他・計／官公庁・自治体 (n= 10) 70.0 ― 4 7

１００人未満 (n= 16) 87.5 ― 6 14

１００～５００人未満 (n= 84) 70.2 4.8 31 59

５００～１，０００人未満 (n= 37) 81.1 ― 18 30

１，０００人以上 (n= 52) 90.4 3.8 21 47

関心あり・計 (n= 160) 88.8 0.6 76 142

どちらともいえない (n= 22) 40.9 ― 1 9

関心なし・計 (n= 7) ― 71.4 0 0

※｢全体｣より　■=10ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上低い
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主業種別

正社員規模別

40.5

45.7

46.4

55.6

35.0

33.3

30.0

37.3

34.5

40.5

6.7

36.0

33.3

49.3

80.0

41.4

40.0

37.5

36.9

48.6

40.4

47.5

4.5

―

38.9

34.0

30.4

38.9

40.0

44.4

50.0

42.4

43.6

42.9

46.7

36.0

58.3

34.8

―

51.7

30.0

50.0

33.3

32.4

50.0

41.3

36.4

―

17.4

18.1

21.4

5.6

20.0

18.5

10.0

16.9

18.2

11.9

46.7

22.0

8.3

11.6

20.0

6.9

30.0

12.5

25.0

18.9

5.8

10.6

59.1

28.6

3.2

2.1

1.8

―

5.0

3.7

10.0

3.4

3.6

4.8

―

6.0

―

4.3

―

―

―

―

4.8

―

3.8

0.6

―

71.4

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
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養成する人物像の必要度：地域社会学科

東海大学 文理融合学部 新学部設置に関するアンケート 【企業】調査結果報告書 20

▶ 文理融合学部地域社会学科で養成する人物像に対して、全体の23％が「必要になる」と回答。

▶ 「ある程度必要になる」まで合わせた「必要・計」は71％。

✓所在エリア別にみると、■九州・計では「必要・計」が78％と他層に比べ高い。

✓主業種別にみると、 「必要・計」が全体傾向に比べ高いのは商社/卸売・小売業やサービス関連業。

✓正社員規模別にみると、規模が大きくなるほど「必要・計」の割合も高くなる傾向。

✓関心度別にみると、地域社会学科の内容に関心のある層では、「必要・計」が 87％。

■養成する人物像の必要度：地域社会学科（全体／単一回答） (%) (社)

東海大学「文理融合学部」の各学科で養成する人材像は、貴社にとって今後どの程度必要になると考えますか。

それぞれの学科について、貴社のお考えに最も近い番号を1つ選び〇をつけてください。

必要になる
ある程度

必要になる

どちらとも

いえない

あまり

必要に

ならない

必要に

ならない
無回答

*凡例

【企業】全体 (n= 190) 71.1 3.2 43 135

■九州・計 (n= 94) 77.7 2.1 24 73

　熊本県 (n= 56) 73.2 1.8 11 41

　福岡県 (n= 18) 83.3 5.6 9 15

　その他九州・計 (n= 20) 85.0 ― 4 17

■関西＋中四国・計 (n= 27) 66.7 3.7 3 18

■東海／甲信越・計 (n= 10) 80.0 ― 3 8

■関東＋北海道／東北・計 (n= 59) 61.0 5.1 13 36

　　関東・計 (n= 55) 60.0 5.5 11 33

　　　　東京都 (n= 42) 61.9 7.1 10 26

建設業 (n= 15) 46.7 ― 0 7

製造業 (n= 50) 58.0 4.0 8 29

電気通信／情報処理関連業 (n= 12) 83.3 ― 2 10

商社／卸売・小売業 (n= 69) 76.8 5.8 19 53

金融／不動産業 (n= 5) 100.0 ― 2 5

サービス関連業 (n= 29) 79.3 ― 10 23

その他・計／官公庁・自治体 (n= 10) 80.0 ― 2 8

１００人未満 (n= 16) 50.0 ― 2 8

１００～５００人未満 (n= 84) 64.3 4.8 14 54

５００～１，０００人未満 (n= 37) 75.7 ― 11 28

１，０００人以上 (n= 52) 84.6 3.8 15 44

関心あり・計 (n= 147) 87.1 ― 43 128

どちらともいえない (n= 35) 20.0 2.9 0 7

関心なし・計 (n= 7) ― 71.4 0 0

※｢全体｣より　■=10ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上低い

企業_Q10_2

必要なし・計

関心度別：

地域社会学科

所在エリア別

主業種別

正社員規模別

必要・計

実数

必要・

計

必要

なし・計

必要に

なる

必要・

計

22.6

25.5

19.6

50.0

20.0

11.1

30.0

22.0

20.0

23.8

―

16.0

16.7

27.5

40.0

34.5

20.0

12.5

16.7

29.7

28.8

29.3

―

―

48.4

52.1

53.6

33.3

65.0

55.6

50.0

39.0

40.0

38.1

46.7

42.0

66.7

49.3

60.0

44.8

60.0

37.5

47.6

45.9

55.8

57.8

20.0

―

25.8

20.2

25.0

11.1

15.0

29.6

20.0

33.9

34.5

31.0

53.3

38.0

16.7

17.4

―

20.7

20.0

50.0

31.0

24.3

11.5

12.9

77.1

28.6

3.2

2.1

1.8

5.6

―

3.7

―

5.1

5.5

7.1

―

4.0

―

5.8

―

―

―

―

4.8

―

3.8

―

2.9

71.4

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
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養成する人物像の必要度：人間情報工学科

東海大学 文理融合学部 新学部設置に関するアンケート 【企業】調査結果報告書 21

▶ 文理融合学部人間情報工学科で養成する人物像に対して、全体の31％が「必要になる」と回答。

▶ 「ある程度必要になる」まで合わせた「必要・計」は64％。

✓所在エリア別にみると、「必要・計」が最も高いのは ■関西＋中四国・計（78％）。

✓主業種別にみると、 関心度が高かった製造業やサービス関連業での「必要・計」は7割弱と全体傾向よりも
やや高め。

✓正社員規模別とはあまり連動がみられない。

✓関心度別にみると、地域社会学科の内容に関心のある層では、「必要・計」が 79％。

■養成する人物像の必要度：人間情報工学科（全体／単一回答） (%) (社)

東海大学「文理融合学部」の各学科で養成する人材像は、貴社にとって今後どの程度必要になると考えますか。

それぞれの学科について、貴社のお考えに最も近い番号を1つ選び〇をつけてください。

必要になる
ある程度

必要になる

どちらとも

いえない

あまり

必要に

ならない

必要に

ならない
無回答

*凡例

【企業】全体 (n= 190) 63.7 6.8 58 121

■九州・計 (n= 94) 59.6 8.5 24 56

　熊本県 (n= 56) 53.6 5.4 11 30

　福岡県 (n= 18) 66.7 16.7 8 12

　その他九州・計 (n= 20) 70.0 10.0 5 14

■関西＋中四国・計 (n= 27) 77.8 3.7 10 21

■東海／甲信越・計 (n= 10) 70.0 10.0 2 7

■関東＋北海道／東北・計 (n= 59) 62.7 5.1 22 37

　　関東・計 (n= 55) 61.8 5.5 20 34

　　　　東京都 (n= 42) 66.7 7.1 16 28

建設業 (n= 15) 86.7 ― 6 13

製造業 (n= 50) 68.0 2.0 13 34

電気通信／情報処理関連業 (n= 12) 83.3 ― 8 10

商社／卸売・小売業 (n= 69) 53.6 13.0 17 37

金融／不動産業 (n= 5) 40.0 20.0 1 2

サービス関連業 (n= 29) 65.5 3.4 9 19

その他・計／官公庁・自治体 (n= 10) 60.0 10.0 4 6

１００人未満 (n= 16) 62.5 ― 1 10

１００～５００人未満 (n= 84) 57.1 11.9 28 48

５００～１，０００人未満 (n= 37) 62.2 5.4 11 23

１，０００人以上 (n= 52) 75.0 1.9 17 39

関心あり・計 (n= 141) 79.4 1.4 58 112

どちらともいえない (n= 43) 20.9 14.0 0 9

関心なし・計 (n= 6) ― 83.3 0 0

※｢全体｣より　■=10ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上低い

企業_Q10_3

必要・計

実数

必要・

計

必要

なし・計

必要に

なる

必要・

計

必要なし・計

関心度別：

人間情報

工学科

所在エリア別

主業種別

正社員規模別

30.5

25.5

19.6

44.4

25.0

37.0

20.0

37.3

36.4

38.1

40.0

26.0

66.7

24.6

20.0

31.0

40.0

6.3

33.3

29.7

32.7

41.1

―

―

33.2

34.0

33.9

22.2

45.0

40.7

50.0

25.4

25.5

28.6

46.7

42.0

16.7

29.0

20.0

34.5

20.0

56.3

23.8

32.4

42.3

38.3

20.9

―

29.5

31.9

41.1

16.7

20.0

18.5

20.0

32.2

32.7

26.2

13.3

30.0

16.7

33.3

40.0

31.0

30.0

37.5

31.0

32.4

23.1

19.1

65.1

16.7

6.3

8.5

5.4

16.7

10.0

3.7

―

5.1

5.5

7.1

―

2.0

―

13.0

20.0

3.4

―

―

10.7

5.4

1.9

1.4

11.6

83.3

0.5

―

―

―

―

―

10.0

―

―

―

―

―

―

―

―

―

10.0

―

1.2

―

―

―

2.3

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
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文理融合学部 各学科卒業生の採用意向

▶ 文理融合学部３学科の卒業生対する「採用対象・計」が最も高いのは経営学科（88％）。

▶ 次いで「地域社会学科」（83％）、 「人間情報工学科」（76％）

▶ 文理融合学部 各学科卒業生を「採用対象になる＋おそらく採用対象になる」と考える企業の数は

・経営学科：168社

・地域社会学科：157社

・人間情報工学科：145社

東海大学 文理融合学部 新学部設置に関するアンケート 【企業】調査結果報告書 22

■卒業生の採用意向〈３学科マトリクス〉（全体／単一回答） (%) (社)

東海大学「文理融合学部」の各学科の卒業生に対し、貴社としてどの程度採用意向をお持ちいただけますか。

採用対象

になる

おそらく

採用対象

になる

どちらとも

いえない

あまり

採用対象

にならない

採用対象

にならない
無回答

*凡例

経営学科 (n=190) 88.4 3.2 122 168

地域社会学科 (n=190) 82.6 4.7 99 157

人間情報工学科 (n=190) 76.3 3.7 109 145

企業_Q11

実数

採用

対象・

計

採用

対象

外・計

採用

対象に

なる

採用

対象・

計

採用対象・計 採用対象外・計

64.2

52.1

57.4

24.2

30.5

18.9

8.4

12.6

20.0

3.2

4.7

3.2

―

―

0.5

―

―

―
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卒業生の採用意向：経営学科

▶ 文理融合学部経営学科の卒業生に対して、全体の64％が「採用対象になる」と回答。

▶ 「おそらく採用対象になる」まで合わせた「採用対象・計」は88％。

✓所在エリア別にみると、■九州・計では「採用対象・計」が90％。

✓主業種別にみると、関心度が高かった「サービス関連業」では「採用対象・計」が100％。

✓正社員規模別にみると、 100人以上の３層では規模が大きくなるほど「採用対象・計」の割合も高く、1000人以
上層では9割を超える。

✓養成人物の必要度別にみると、必要と思う層における「採用対象・計」は97％。
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■卒業生の採用意向：経営学科（全体／単一回答） (%) (社)

東海大学「文理融合学部」の各学科の卒業生に対し、貴社としてどの程度採用意向をお持ちいただけますか。

それぞれの学科について、貴社のお考えに最も近い番号を下表から1つ選び〇をつけてください。

採用対象に

なる

おそらく

採用対象に

なる

どちらとも

いえない

あまり

採用対象に

ならない

採用対象に

ならない
無回答

*凡例

【企業】全体 (n= 190) 88.4 3.2 122 168

■九州・計 (n= 94) 90.4 3.2 67 85

　熊本県 (n= 56) 89.3 5.4 38 50

　福岡県 (n= 18) 94.4 ― 14 17

　その他九州・計 (n= 20) 90.0 ― 15 18

■関西＋中四国・計 (n= 27) 88.9 ― 14 24

■東海／甲信越・計 (n= 10) 80.0 10.0 6 8

■関東＋北海道／東北・計 (n= 59) 86.4 3.4 35 51

　　関東・計 (n= 55) 85.5 3.6 32 47

　　　　東京都 (n= 42) 85.7 2.4 25 36

建設業 (n= 15) 73.3 6.7 4 11

製造業 (n= 50) 80.0 8.0 29 40

電気通信／情報処理関連業 (n= 12) 100.0 ― 10 12

商社／卸売・小売業 (n= 69) 92.8 ― 49 64

金融／不動産業 (n= 5) 100.0 ― 4 5

サービス関連業 (n= 29) 100.0 ― 20 29

その他・計／官公庁・自治体 (n= 10) 70.0 10.0 6 7

１００人未満 (n= 16) 93.8 ― 10 15

１００～５００人未満 (n= 84) 82.1 4.8 48 69

５００～１，０００人未満 (n= 37) 89.2 2.7 24 33

１，０００人以上 (n= 52) 96.2 1.9 39 50

必要・計 (n= 151) 97.4 ― 115 147

どちらともいえない (n= 33) 57.6 9.1 6 19

必要なし・計 (n= 6) 33.3 50.0 1 2

※｢全体｣より　■=10ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上低い

企業_Q11_1

採用対象外・計

養成人物

必要度別：

経営学科

所在エリア別

主業種別

正社員規模別

採用対象・計

実数

採用

対象・

計

採用

対象

外・計

採用

対象に

なる

採用

対象・

計

64.2

71.3

67.9

77.8

75.0

51.9

60.0

59.3

58.2

59.5

26.7

58.0

83.3

71.0

80.0

69.0

60.0

62.5

57.1

64.9

75.0

76.2

18.2

16.7

24.2

19.1

21.4

16.7

15.0

37.0

20.0

27.1

27.3

26.2

46.7

22.0

16.7

21.7

20.0

31.0

10.0

31.3

25.0

24.3

21.2

21.2

39.4

16.7

8.4

6.4

5.4

5.6

10.0

11.1

10.0

10.2

10.9

11.9

20.0

12.0

―

7.2

―

―

20.0

6.3

13.1

8.1

1.9

2.6

33.3

16.7

3.2

3.2

5.4

―

―

―

10.0

3.4

3.6

2.4

6.7

8.0

―

―

―

―

10.0

―

4.8

2.7

1.9

―

9.1

50.0

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
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卒業生の採用意向：地域社会学科

▶ 文理融合学部地域社会学科の卒業生に対して、全体の52％が「採用対象になる」と回答。

▶ 「おそらく採用対象になる」まで合わせた「採用対象・計」は83％。

✓所在エリア別にみると、■九州・計では「採用対象・計」が88％。

✓主業種別にみると、養成人物の必要度が高かった「商社/卸売・小売業」では「採用対象・計」が87％と高め。

✓正社員規模別にみると、 規模が大きくなるほど「採用対象・計」の割合も高くなる傾向。

✓養成人物の必要度別にみると、必要と思う層における「採用対象・計」は98％。
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■卒業生の採用意向：地域社会学科（全体／単一回答） (%) (社)

東海大学「文理融合学部」の各学科の卒業生に対し、貴社としてどの程度採用意向をお持ちいただけますか。

それぞれの学科について、貴社のお考えに最も近い番号を下表から1つ選び〇をつけてください。

採用対象に

なる

おそらく

採用対象に

なる

どちらとも

いえない

あまり

採用対象に

ならない

採用対象に

ならない
無回答

*凡例

【企業】全体 (n= 190) 82.6 4.7 99 157

■九州・計 (n= 94) 88.3 3.2 54 83

　熊本県 (n= 56) 87.5 5.4 28 49

　福岡県 (n= 18) 83.3 ― 12 15

　その他九州・計 (n= 20) 95.0 ― 14 19

■関西＋中四国・計 (n= 27) 81.5 7.4 10 22

■東海／甲信越・計 (n= 10) 70.0 ― 5 7

■関東＋北海道／東北・計 (n= 59) 76.3 6.8 30 45

　　関東・計 (n= 55) 76.4 7.3 27 42

　　　　東京都 (n= 42) 78.6 4.8 21 33

建設業 (n= 15) 60.0 6.7 3 9

製造業 (n= 50) 80.0 6.0 22 40

電気通信／情報処理関連業 (n= 12) 91.7 ― 10 11

商社／卸売・小売業 (n= 69) 87.0 2.9 38 60

金融／不動産業 (n= 5) 100.0 ― 2 5

サービス関連業 (n= 29) 82.8 6.9 18 24

その他・計／官公庁・自治体 (n= 10) 80.0 10.0 6 8

１００人未満 (n= 16) 68.8 6.3 6 11

１００～５００人未満 (n= 84) 79.8 3.6 34 67

５００～１，０００人未満 (n= 37) 86.5 2.7 22 32

１，０００人以上 (n= 52) 88.5 7.7 36 46

必要・計 (n= 135) 97.8 ― 90 132

どちらともいえない (n= 49) 49.0 12.2 9 24

必要なし・計 (n= 6) 16.7 50.0 0 1

※｢全体｣より　■=10ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上低い

企業_Q11_2

採用対象外・計

養成人物

必要度別：

地域社会学科

所在エリア別

主業種別

正社員規模別

採用対象・計

実数

採用

対象・

計

採用

対象

外・計

採用

対象に

なる

採用

対象・

計

52.1

57.4

50.0

66.7

70.0

37.0

50.0

50.8

49.1

50.0

20.0

44.0

83.3

55.1

40.0

62.1

60.0

37.5

40.5

59.5

69.2

66.7

18.4

―

30.5

30.9

37.5

16.7

25.0

44.4

20.0

25.4

27.3

28.6

40.0

36.0

8.3

31.9

60.0

20.7

20.0

31.3

39.3

27.0

19.2

31.1

30.6

16.7

12.6

8.5

7.1

16.7

5.0

11.1

30.0

16.9

16.4

16.7

33.3

14.0

8.3

10.1

―

10.3

10.0

25.0

16.7

10.8

3.8

2.2

38.8

33.3

4.7

3.2

5.4

―

―

7.4

―

6.8

7.3

4.8

6.7

6.0

―

2.9

―

6.9

10.0

6.3

3.6

2.7

7.7

―

12.2

50.0

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
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卒業生の採用意向：人間情報工学科

▶ 文理融合学部人間情報工学科の卒業生に対して、全体の57％が「採用対象になる」と回答。

▶ 「おそらく採用対象になる」まで合わせた「採用対象・計」は76％。

✓所在エリア別にみると、 「採用対象・計」が最も高いのは ■関西＋中四国・計（85％）。

✓主業種別にみると、養成人物の必要度が高かった「製造業」では「採用対象・計」が84％と全体傾向よりも高い。

✓正社員規模別にみると、 規模が大きくなるほど「採用対象・計」の割合も高くなる傾向。

✓養成人物の必要度別にみると、必要と思う層における「採用対象・計」は94％。
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■卒業生の採用意向：人間情報工学科（全体／単一回答） (%) (社)

東海大学「文理融合学部」の各学科の卒業生に対し、貴社としてどの程度採用意向をお持ちいただけますか。

それぞれの学科について、貴社のお考えに最も近い番号を下表から1つ選び〇をつけてください。

採用対象に

なる

おそらく

採用対象に

なる

どちらとも

いえない

あまり

採用対象に

ならない

採用対象に

ならない
無回答

*凡例

【企業】全体 (n= 190) 76.3 3.7 109 145

■九州・計 (n= 94) 77.7 2.1 52 73

　熊本県 (n= 56) 76.8 1.8 27 43

　福岡県 (n= 18) 77.8 5.6 11 14

　その他九州・計 (n= 20) 80.0 ― 14 16

■関西＋中四国・計 (n= 27) 85.2 7.4 19 23

■東海／甲信越・計 (n= 10) 70.0 10.0 6 7

■関東＋北海道／東北・計 (n= 59) 71.2 3.4 32 42

　　関東・計 (n= 55) 70.9 3.6 29 39

　　　　東京都 (n= 42) 76.2 ― 23 32

建設業 (n= 15) 86.7 ― 9 13

製造業 (n= 50) 84.0 ― 28 42

電気通信／情報処理関連業 (n= 12) 91.7 ― 11 11

商社／卸売・小売業 (n= 69) 69.6 7.2 36 48

金融／不動産業 (n= 5) 60.0 ― 2 3

サービス関連業 (n= 29) 75.9 ― 17 22

その他・計／官公庁・自治体 (n= 10) 60.0 20.0 6 6

１００人未満 (n= 16) 68.8 6.3 6 11

１００～５００人未満 (n= 84) 70.2 4.8 45 59

５００～１，０００人未満 (n= 37) 81.1 2.7 24 30

１，０００人以上 (n= 52) 84.6 1.9 33 44

必要・計 (n= 121) 94.2 ― 92 114

どちらともいえない (n= 56) 50.0 5.4 15 28

必要なし・計 (n= 13) 23.1 30.8 2 3

※｢全体｣より　■=10ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上低い

企業_Q11_3

採用対象・計

実数

採用

対象・

計

採用

対象

外・計

採用

対象に

なる

採用

対象・

計

採用対象外・計

養成人物

必要度別：

人間情報

工学科

所在エリア別

主業種別

正社員規模別

57.4

55.3

48.2

61.1

70.0

70.4

60.0

54.2

52.7

54.8

60.0

56.0

91.7

52.2

40.0

58.6

60.0

37.5

53.6

64.9

63.5

76.0

26.8

15.4

18.9

22.3

28.6

16.7

10.0

14.8

10.0

16.9

18.2

21.4

26.7

28.0

―

17.4

20.0

17.2

―

31.3

16.7

16.2

21.2

18.2

23.2

7.7

20.0

20.2

21.4

16.7

20.0

7.4

20.0

25.4

25.5

23.8

13.3

16.0

8.3

23.2

40.0

24.1

20.0

25.0

25.0

16.2

13.5

5.8

44.6

46.2

3.2

2.1

1.8

5.6

―

7.4

10.0

1.7

1.8

―

―

―

―

5.8

―

―

20.0

6.3

3.6

2.7

1.9

―

3.6

30.8

0.5

―

―

―

―

―

―

1.7

1.8

―

―

―

―

1.4

―

―

―

―

1.2

―

―

―

1.8

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
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文理融合学部 各学科卒業生の採用見込み人数

• 文理融合学部各学科の卒業生を「採用対象外」と回答した企業以外の方に、おおよその採用人数をお答えいただいた

▶ ３学科とも「１名」という割合が最も多く、「２名」までを合わせた割合はいずれも8割弱。

▶ 各カテゴリーの回答件数表を用いて、採用見込み人数換算した結果、

いずれも想定定員を大きく上回る見込み。

・経営学科：291人 相当

・地域社会学科：260人 相当

・人間情報工学科：273人 相当
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（社）

■回答社数

経営学科 (n=184) 109 34 17 2 11 11

地域社会学科 (n=181) 116 26 11 1 11 16

人間情報工学科 (n=183) 112 31 15 1 10 14

■採用見込み人数換算 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ （人）

経営学科 (n=184) 109 68 51 8 55 → 291

地域社会学科 (n=181) 116 52 33 4 55 → 260

人間情報工学科 (n=183) 112 62 45 4 50 → 273

※「５名以上」は、一律「５人」として算出しています。

３名 ４名 ５名

以上
無回答１名 ２名

■卒業生の採用見込み人数〈３学科マトリクス〉（各学科卒業生を採用対象外とする企業以外／単一回答） (%)

文理融合学部の卒業生について、何名程度の採用が見込めますか。

おおよその人数で結構ですので、貴社のお考えに最も近い人数を下表から1つ選び〇をつけてください。

１名 ２名 ３名 ４名 ５名以上 無回答

*凡例

経営学科 (n=184)

地域社会学科 (n=181)

人間情報工学科 (n=183)

企業_Q12

59.2

64.1

61.2

18.5

14.4

16.9

9.2

6.1

8.2

1.1

0.6

0.5

6.0

6.1

5.5

6.0

8.8

7.7
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卒業生の採用見込み人数：経営学科

• 文理融合学部経営学科の卒業生を「採用対象外」と回答した企業以外の方に、おおよその採用人数をお答えいただいた

▶ 最も多かったのは「１名」（59％）。次いで「２名」（19％）。

✓所在エリア別にみると、■九州・計では「１名」（57％）、「２名」（23％）と、全体傾向よりもやや採用見込
み数の多い企業の割合が高め。

✓正社員規模別にみると、規模が大きくなるほど「１名」の割合は減り、 ２名以上の割合が多くなる。
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■卒業生の採用見込み人数：経営学科（採用対象外とする企業以外／単一回答） (%)

文理融合学部の卒業生について、何名程度の採用が見込めますか。

おおよその人数で結構ですので、貴社のお考えに最も近い人数を下表から1つ選び〇をつけてください。

１名 ２名 ３名 ４名 ５名以上 無回答

*凡例

【企業】全体 (n= 184)

■九州・計 (n= 91)

　熊本県 (n= 53)

　福岡県 (n= 18)

　その他九州・計 (n= 20)

■関西＋中四国・計 (n= 27)

■東海／甲信越・計 (n= 9)

■関東＋北海道／東北・計 (n= 57)

　　関東・計 (n= 53)

　　　　東京都 (n= 41)

建設業 (n= 14)

製造業 (n= 46)

電気通信／情報処理関連業 (n= 12)

商社／卸売・小売業 (n= 69)

金融／不動産業 (n= 5)

サービス関連業 (n= 29)

その他・計／官公庁・自治体 (n= 9)

１００人未満 (n= 16)

１００～５００人未満 (n= 80)

５００～１，０００人未満 (n= 36)

１，０００人以上 (n= 51)

企業_Q12_1

所在エリア別

主業種別

正社員規模別

59.2

57.1

58.5

38.9

70.0

66.7

66.7

57.9

58.5

63.4

71.4

78.3

58.3

49.3

40.0

44.8

77.8

68.8

63.8

61.1

49.0

18.5

23.1

22.6

44.4

5.0

22.2

11.1

10.5

11.3

9.8

7.1

15.2

8.3

21.7

40.0

20.7

22.2

18.8

17.5

16.7

19.6

9.2

9.9

9.4

16.7

5.0

3.7

11.1

10.5

9.4

4.9

7.1

4.3

―

14.5

―

13.8

―

6.3

8.8

8.3

11.8

1.1

―

―

―

―

3.7

―

1.8

1.9

2.4

―

―

―

―

―

6.9

―

―

1.3

―

2.0

6.0

5.5

3.8

―

15.0

―

11.1

8.8

9.4

12.2

―

―

25.0

7.2

20.0

6.9

―

―

2.5

5.6

13.7

6.0

4.4

5.7

―

5.0

3.7

―

10.5

9.4

7.3

14.3

2.2

8.3

7.2

―

6.9

―

6.3

6.3

8.3

3.9

80



卒業生の採用見込み人数：地域社会学科

• 文理融合学部地域社会学科の卒業生を「採用対象外」と回答した企業以外の方に、おおよその採用人数をお答えいただいた

▶ 最も多かったのは「１名」（64％）。次いで「２名」（14％）。

✓所在エリア別にみると、■九州・計では「１名」（62％）、「２名」（21％）と、経営学科と同様に全体傾向よ
りもやや採用見込み数の多い企業の割合が高め。

✓正社員規模別にみると、規模が大きくなるほど「１名」の割合は減り、 ２名以上の割合が多くなる。
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■卒業生の採用見込み人数：地域社会学科（採用対象外とする企業以外／単一回答） (%)

文理融合学部の卒業生について、何名程度の採用が見込めますか。

おおよその人数で結構ですので、貴社のお考えに最も近い人数を下表から1つ選び〇をつけてください。

１名 ２名 ３名 ４名 ５名以上 無回答

*凡例

【企業】全体 (n= 181)

■九州・計 (n= 91)

　熊本県 (n= 53)

　福岡県 (n= 18)

　その他九州・計 (n= 20)

■関西＋中四国・計 (n= 25)

■東海／甲信越・計 (n= 10)

■関東＋北海道／東北・計 (n= 55)

　　関東・計 (n= 51)

　　　　東京都 (n= 40)

建設業 (n= 14)

製造業 (n= 47)

電気通信／情報処理関連業 (n= 12)

商社／卸売・小売業 (n= 67)

金融／不動産業 (n= 5)

サービス関連業 (n= 27)

その他・計／官公庁・自治体 (n= 9)

１００人未満 (n= 15)

１００～５００人未満 (n= 81)

５００～１，０００人未満 (n= 36)

１，０００人以上 (n= 48)

企業_Q12_2

所在エリア別

主業種別

正社員規模別

64.1

61.5

62.3

50.0

70.0

72.0

60.0

65.5

66.7

70.0

71.4

78.7

66.7

52.2

60.0

51.9

100.0

86.7

67.9

58.3

56.3

14.4

20.9

20.8

38.9

5.0

20.0

10.0

1.8

2.0

―

7.1

12.8

―

22.4

―

14.8

―

―

17.3

13.9

12.5

6.1

4.4

3.8

5.6

5.0

―

10.0

10.9

9.8

7.5

―

4.3

―

7.5

―

14.8

―

―

1.2

11.1

12.5

0.6

―

―

―

―

―

―

1.8

2.0

2.5

―

―

―

―

20.0

―

―

―

―

―

2.1

6.1

6.6

3.8

5.6

15.0

―

10.0

7.3

7.8

10.0

―

―

25.0

7.5

―

11.1

―

―

3.7

5.6

12.5

8.8

6.6

9.4

―

5.0

8.0

10.0

12.7

11.8

10.0

21.4

4.3

8.3

10.4

20.0

7.4

―

13.3

9.9

11.1

4.2
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卒業生の採用見込み人数：人間情報工学科

• 文理融合学部人間情報工学科の卒業生を「採用対象外」と回答した企業以外の方に、おおよその採用人数をお答えいただいた

▶ 最も多かったのは「１名」（61％）。次いで「２名」（17％）。

✓所在エリア別にみると、■九州・計では「１名」（71％）、「２名」（14％）と、経営学科や地域社会学科とは
反対に、全体傾向よりもやや採用見込み数が少ない企業の割合が高め。

✓正社員規模別にみると、規模が大きくなるほど「１名」の割合は減り、 ２名以上の割合が多くなる。
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■卒業生の採用見込み人数：人間情報工学科（採用対象外とする企業以外／単一回答） (%)

文理融合学部の卒業生について、何名程度の採用が見込めますか。

おおよその人数で結構ですので、貴社のお考えに最も近い人数を下表から1つ選び〇をつけてください。

１名 ２名 ３名 ４名 ５名以上 無回答

*凡例

【企業】全体 (n= 183)

■九州・計 (n= 92)

　熊本県 (n= 55)

　福岡県 (n= 17)

　その他九州・計 (n= 20)

■関西＋中四国・計 (n= 25)

■東海／甲信越・計 (n= 9)

■関東＋北海道／東北・計 (n= 57)

　　関東・計 (n= 53)

　　　　東京都 (n= 42)

建設業 (n= 15)

製造業 (n= 50)

電気通信／情報処理関連業 (n= 12)

商社／卸売・小売業 (n= 64)

金融／不動産業 (n= 5)

サービス関連業 (n= 29)

その他・計／官公庁・自治体 (n= 8)

１００人未満 (n= 15)

１００～５００人未満 (n= 80)

５００～１，０００人未満 (n= 36)

１，０００人以上 (n= 51)

企業_Q12_3

所在エリア別

主業種別

正社員規模別

61.2

70.7

78.2

52.9

65.0

44.0

55.6

54.4

54.7

64.3

60.0

72.0

33.3

53.1

60.0

62.1

100.0

93.3

61.3

61.1

52.9

16.9

14.1

12.7

23.5

10.0

40.0

22.2

10.5

11.3

7.1

20.0

24.0

8.3

17.2

―

13.8

―

―

20.0

13.9

17.6

8.2

4.3

―

17.6

5.0

8.0

22.2

12.3

11.3

7.1

6.7

2.0

25.0

9.4

―

13.8

―

―

7.5

5.6

13.7

0.5

―

―

―

―

―

―

1.8

1.9

2.4

―

―

―

―

20.0

―

―

―

―

―

2.0

5.5

6.5

3.6

5.9

15.0

―

―

7.0

7.5

9.5

―

2.0

25.0

6.3

―

6.9

―

―

2.5

8.3

9.8

7.7

4.3

5.5

―

5.0

8.0

―

14.0

13.2

9.5

13.3

―

8.3

14.1

20.0

3.4

―

6.7

8.8

11.1

3.9
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文理融合学部 特徴の魅力度

＜学部共通：５つ＞

▶ 最も「魅力あり・計」の割合が高かったのは、「ａ．文系・理系の枠を超え複眼的視点を養う
『文理融合』の考え方。」(91％）

▶ ついで「h．農学部や全国に広がる他キャンパスで学べる「他学部・他学科履修制度」・「キャン
パス間留学制度」」（82％）、「ｇ．卒業後に目指すことができる進路や就職先」（81％）

＜各学科特徴＞

▶ 各学科に対する興味度や受験意向の高さ同様に、最も高いのは「ｂ．経営学科の特徴」（90％）。

▶ ついで「c．地域社会学科の特徴」（85％）、「ｄ．人間情報工学科の特徴」（81％）。
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■文理融合学部の特徴の魅力度＜マトリクス＞（全体／各単一回答） (%)

魅力あり・計 魅力なし・計

とても

魅力がある

ある程度

魅力がある

どちらとも

いえない

あまり

魅力がない

全く

魅力がない

(n=190)

*凡例

a 90.5 1.6

h 81.6 2.6

g 80.5 2.1

e 78.9 1.1

f 65.3 4.2

b 89.5 2.6

c 84.7 4.2

d 81.1 1.6

※学部共通、学科特徴ごとに｢魅力あり・計｣降順ソート 企業_Q8_1

「経営学科」において、経営学を、企業経営、スポーツビジネス、アグリビジネスなど

の視点から学ぶことができる。

「地域社会学科」において、地域社会を、地域観光、心理・広報メディアなどの視

点から学ぶことができる。

無回答
魅力

あり

・計

魅力

なし

・計

文系・理系の枠を超え複眼的視点を養う『文理融合』の考え方。

農学部や全国に広がる他キャンパスで学べる「他学部・他学科履修制度」・「キャ

ンパス間留学制度」。

学生が卒業後に目指す進路や就職先。

各学科において目指す「人間像」や、「専門科目の内容」。

各学科において取得可能な資格を取得した人材。

東海大学の「文理融合学部」には下表ａ～h の特徴があります。

学生が学ぶ場として、これらの特徴にどの程度魅力をお感じになるか、それぞれの特徴ごとに、最もあてはまる番号を1 つ選び〇をつけてください。 ※詳細はお手元の別紙カラー資料をご覧ください。

「人間情報工学科」において、知能情報、人間環境、医療工学などの視点から

学ぶことができる。

学

部

共

通

学

科

特

徴

44.7

35.3

32.1

30.5

27.4

35.8

23.2

30.5

45.8

46.3

48.4

48.4

37.9

53.7

61.6

50.5

7.9

15.8

17.4

20.0

30.5

7.9

11.1

17.4

1.6

2.6

1.6

1.1

3.7

2.1

3.2

1.1

―

―

0.5

―

0.5

0.5

1.1

0.5

―

―

―

―

―

―

―

―
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文理融合学部 特徴の魅力度

✓各学科の『採用対象・計』ごとに「魅力あり・計」の割合をみたところ、スコアの高さも順序はほぼ同
様。

✓全体値の順位と入れ替わりがみられるのは、 「h．農学部や全国に広がる他キャンパスで学べる「他学
部・他学科履修制度」・「キャンパス間留学制度」」と「ｇ．卒業後に目指すことができる進路や就職
先」。

３つの『採用対象・計』ではいずれも、「ｇ（卒業後の進路）」が「ｈ（他学部・他学科履修制度、
キャンパス間留学制度）」を上回る。
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■文理融合学部の特徴：「魅力あり・計」の割合（全体／単一回答） (%)

東海大学の「文理融合学部」には下表ａ～h の特徴があります。 学生が学ぶ場として、これらの特徴にどの程度魅力をお感じになるか、それぞれの特徴ごとに、最もあてはまる番号を1 つ選び〇をつけてください。 

※詳細はお手元の別紙カラー資料をご覧ください。

ａ

．

文

系

・

理

系

の

枠

を

超

え

複

眼

的

視

点

を

養

う

『

文

理

融

合

』

の

考

え

方

。

ｈ

．

農

学

部

や

全

国

に

広

が

る

他

キ

ャ

ン

パ

ス

で

学

べ

る

「

他

学

部

・

他

学

科

履

修

制

度

」

・

「

キ

ャ

ン

パ

ス

間

留

学

制

度

」

。

ｇ

．

学

生

が

卒

業

後

に

目

指

す

進

路

や

就

職

先

。

ｅ

．

各

学

科

に

お

い

て

目

指

す

「

人

間

像

」

や

、

「

専

門

科

目

の

内

容

」

。

ｆ

．

各

学

科

に

お

い

て

取

得

可

能

な

資

格

を

取

得

し

た

人

材

。

ｂ

．

「

経

営

学

科

」

に

お

い

て

、

経

営

学

を

、

企

業

経

営

、

ス

ポ

ー

ツ

ビ

ジ

ネ

ス

、

ア

グ

リ

ビ

ジ

ネ

ス

な

ど

の

視

点

か

ら

学

ぶ

こ

と

が

で

き

る

。

ｃ

．

「

地

域

社

会

学

科

」

に

お

い

て

、

地

域

社

会

を

、

地

域

観

光

、

心

理

・

広

報

メ

デ

ィ

ア

な

ど

の

視

点

か

ら

学

ぶ

こ

と

が

で

き

る

。

ｄ

．

「

人

間

情

報

工

学

科

」

に

お

い

て

、

知

能

情

報

、

人

間

環

境

、

医

療

工

学

な

ど

の

視

点

か

ら

学

ぶ

こ

と

が

で

き

る

。

【企業】全体 (n=190) 90.5 81.6 80.5 78.9 65.3 89.5 84.7 81.1

■九州・計 (n=94) 91.5 84.0 78.7 75.5 67.0 92.6 89.4 77.7

　熊本県 (n=56) 91.1 82.1 82.1 69.6 62.5 92.9 89.3 76.8

　福岡県 (n=18) 94.4 88.9 83.3 88.9 88.9 94.4 88.9 83.3

　その他九州・計 (n=20) 90.0 85.0 65.0 80.0 60.0 90.0 90.0 75.0

■関西＋中四国・計 (n=27) 92.6 74.1 88.9 88.9 63.0 88.9 70.4 88.9

■東海／甲信越・計 (n=10) 100.0 80.0 70.0 80.0 40.0 90.0 100.0 90.0

■関東＋北海道／東北・計 (n=59) 86.4 81.4 81.4 79.7 67.8 84.7 81.4 81.4

　　関東・計 (n=55) 87.3 80.0 81.8 80.0 67.3 83.6 81.8 81.8

　　　　東京都 (n=42) 83.3 78.6 81.0 78.6 64.3 85.7 83.3 85.7

建設業 (n=15) 93.3 80.0 80.0 73.3 66.7 93.3 86.7 80.0

製造業 (n=50) 90.0 80.0 74.0 76.0 58.0 86.0 76.0 78.0

電気通信／情報処理関連業 (n=12) 91.7 75.0 91.7 91.7 75.0 83.3 91.7 91.7

商社／卸売・小売業 (n=69) 88.4 81.2 82.6 76.8 66.7 88.4 81.2 76.8

金融／不動産業 (n=5) 100.0 100.0 80.0 100.0 80.0 100.0 100.0 80.0

サービス関連業 (n=29) 93.1 86.2 89.7 86.2 69.0 96.6 96.6 89.7

その他・計／官公庁・自治体 (n=10) 90.0 80.0 60.0 70.0 60.0 90.0 100.0 90.0

１００人未満 (n=16) 87.5 100.0 81.3 81.3 62.5 87.5 93.8 68.8

１００～５００人未満 (n=84) 90.5 83.3 71.4 72.6 58.3 89.3 77.4 77.4

５００～１，０００人未満 (n=37) 89.2 75.7 86.5 83.8 81.1 91.9 91.9 86.5

１，０００人以上 (n=52) 92.3 76.9 90.4 84.6 65.4 88.5 88.5 86.5

採用対象・計 (n=168) 93.5 83.3 86.9 82.1 69.0 92.9 88.7 82.7

採用対象・計 (n=157) 94.9 84.7 89.2 83.4 70.7 93.6 91.1 86.6

採用対象・計 (n=145) 93.8 82.8 88.3 82.8 71.0 91.7 87.6 90.3

※｢全体｣より　■=10ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上高い　／　■=5ポイント以上低い

※｢学部共通｣「学科特徴」ごとに降順ソート 企業_Q8_2

人間情報工学科採用意向別

学部共通 学科特徴

経営学科採用意向別

地域社会学科採用意向別

所在エリア別

主業種別

正社員規模別

0

20

40

60

80

100

【企業】全体

経営学科：採用対象・計

地域社会学科：採用対象・計

人間情報工学科：採用対象・計
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調査票(1頁目）

34東海大学 文理融合学部 新学部設置に関するアンケート 【企業】調査結果報告書

 

 

東海大学 新学部に関するアンケート 
 

 

調査ご協力のお願い 
 
 

謹啓 貴社におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。また、平素より、本学に対し

深いご理解とご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。 

さて、東海大学では、教育・研究環境の一層の充実を図るため、2022 年４月に熊本校舎に「文理融合学

部」の設置を計画しております。 

そこで、このたびの設置計画をより充実させるために、本学への求人実績がある企業の新卒採用ご責任

者・ご担当者の皆さまから率直な意見をお聞きし、学部新設の参考にさせていただきたいと思い、アンケー

トを実施することとなりました。 

ご回答内容についてはコンピュータで処理され、個人情報が使用されることはございません。 

このような状況下においての依頼となり大変恐縮ではございますが、本調査の主旨をご理解の上、何卒

ご協力いただきたくお願い申し上げます。 

謹白 

2020年 11月 

東海大学 
 
 

 

●調査回答の謝礼 締切日までにご回答いただいた方 
 全員に謝礼（図書カード 500円分）をお送りいたします。 
 

    ●調査締切日 2020年 11月 20日（金）：当日消印有効 
    ※同封の返信用封筒（切手不要）にてご投函下さい。 

 

 

謝礼をお送りする際に必要となりますので、下欄へのご記入をお願いいたします 

（謝礼の送付がご不要な方は、お名前・ご住所のご記入は結構です） 

 

 

謝礼不要の場合、 

右欄に○印をお願いします→ 

 

 

お名前 
 

貴社名 
 

謝礼 

送付用 

ご住所 

〒   - 
 

電話         （        ） 

 
 

※本調査の実施は、所定の契約を結んだ上、下記調査会社に業務委託しております。 
      （調査委託会社） 
       株式会社ディ・プラス 担当：高石、橋口 
       住所：〒102-0093 東京都千代田区平河町 1-3-6 BIZMARKS 麹町 604 
       電話：03-5776-3805  e-mail：post@dplusd.co.jp 
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調査票(2頁目）

東海大学 文理融合学部 新学部設置に関するアンケート 【企業】調査結果報告書 35

 

 

問１．貴社の主業種をお選びください。（ひとつに○） 
 

1．農業・林業・漁業・鉱業 2．建設業 3．製造業 

4．鉄鋼業 5．出版・印刷関連産業 6．電気・ガス・熱供給・水道業 

7．運輸・運送業 8．航空関連業 9．旅行業 

10．電気通信業 11．情報処理関連業 12．卸売・小売業 

13．総合商社 14．飲食店 15．金融業（銀行・信託・証券・貸金） 

16．保険業 17．不動産業 18．サービス業 

19．医療機関（病院） 20．福祉関連業 21．学校・教育産業 

22．官公庁・自治体・公共団体 23．その他（            ） 

 

問 2．貴社の正社員数をお選びください。（ひとつに○） 

1．100 人未満 2．100～500 人未満 3．500～1,000 人未満 

4．1,000～3,000 人未満 5．3,000 人以上 

 

問 3．貴社で過去 3年以内に採用した新卒者の「最終学歴」をお選びください。（いくつでも○）  
 

1．高校卒 2．短大卒 3．大学卒 4．大学院卒 

5．専門学校卒 6．その他（                         ） 

7．新卒の採用はなかった →問 6 へお進みください 

 

問 4．貴社の 2020年 4月入社の新卒採用状況についてお聞きします。 

大学・大学院卒の方の採用数としてあてはまるものをお選びください。（ひとつに○） 

 

1．1～9 人 2．10～49 人 3．50～99 人 4．100～499 人 

5．500 人以上 6．新卒は採用しなかった（0 人） →問 6 へお進みください 
 
 
問 5．2020年 4月入社における本学卒業生の採用実績としてあてはまるものをお選びください。 
 

1．採用した 2．採用はなかった 3．未詳（わからない） 

 

問 6．2021年 4月入社の新卒採用数について、現時点でどのようにお考えですか。 

貴社の方針に近いものをお選びください。（ひとつに○）  

※すでに採用活動が終了されている場合は、貴社採用結果にあてはまるものをお選びください。 
 

1．2020 年よりも増えると思う 2．2020 年と同程度だと思う 3．2020 年よりも減ると思う 

4．新卒の採用は行わない予定  5．未定（わからない） 

 

問 7．今後の新卒者の採用にあたり、どのような「最終学歴」の方の採用をお考えですか。 

貴社にとって採用対象となると思われるものをすべてお選びください。（いくつでも○）  
 

1．高校卒 2．短大卒 3．大学卒 4．大学院卒 

5．専門学校卒 6．その他（         ）  7．新卒の採用は行わない予定 

 

はじめに、貴社についてお聞きします。 
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東海大学 文理融合学部 新学部設置に関するアンケート 【企業】調査結果報告書 36

 

 
 
 
 

問 8．東海大学の「文理融合学部」には下表ａ～hの特徴があります。 

学生が学ぶ場として、これらの特徴にどの程度魅力をお感じになるか、それぞれの特徴ごとに、最もあ

てはまる番号を 1つ選び〇をつけてください。  ※詳細はお手元の別紙カラー資料をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 9．別紙資料記載の、東海大学「文理融合学部」の各学科の内容について、それぞれどの程度関心をお持ちい

ただけますか。それぞれの学科について、貴社のお考えに最も近い番号を１つ選び〇をつけてください。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

学部名
関心が
ある

ある程度
関心が
ある

どちらとも
いえない

あまり
関心が
ない

関心が
ない

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

学科名

文理融合
学部

経営学科

地域社会学科

人間情報工学科

文理融合学部の特徴
（経営学科、地域社会学科、人間情報工学科）

とても
魅力が
ある

ある程度
魅力が
ある

どちらとも
いえない

あまり
魅力が
ない

全く
魅力が
ない

a 文系・理系の枠を超え複眼的視点を養う『文理融合』の考え方。 1 2 3 4 5

b
「経営学科」において、経営学を、企業経営、スポーツビジネス、アグリビジネ
スなどの視点から学ぶことができる。

1 2 3 4 5

c
「地域社会学科」において、地域社会を、地域観光、心理・広報メディアなど
の視点から学ぶことができる。

1 2 3 4 5

d
「人間情報工学科」において、知能情報、人間環境、医療工学などの視点か
ら学ぶことができる。

1 2 3 4 5

e 各学科において目指す「人間像」や、「専門科目の内容」。 1 2 3 4 5

f 各学科において取得可能な資格を取得した人材。 1 2 3 4 5

g 学生が卒業後に目指す進路や就職先。 1 2 3 4 5

h
農学部や全国に広がる他キャンパスで学べる「他学部・他学科履修制度」・
「キャンパス間留学制度」。

1 2 3 4 5

ここからは、2022年 4月に設置予定の「東海大学の新しい学部学科」のことについてお聞きします。 

別途お配りしたカラー資料に記載の内容をよくお読みいただき、お答えください。 
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1 

問 10．東海大学「文理融合学部」の各学科で“養成する人材像”は、貴社にとって今後どの程度必要
．．．．．．．．．．．．．．

になる

と考えますか。それぞれの学科について、貴社のお考えに最も近い番号を１つ選び〇をつけてください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

問 11．東海大学「文理融合学部」の各学科の卒業生に対し、貴社としてどの程度採用意向
．．．．．．．．．．．．．

をお持ちいただ

けますか。それぞれの学科について、貴社のお考えに最も近い番号を下表から１つ選び〇をつけてくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 12．問 11で、1～３と回答された学科について、文理融合学部の卒業生について、何名程度の 

採用が見込めますか。おおよその人数で結構ですので、貴社のお考えに最も近い人数を下表か 

ら１つ選び〇をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

問 13．「東海大学」全体に対するご意見・ご要望がございましたら、どのようなことでも構いませんの 

でご記入ください。   
 
 
 
 
 
 
 

 

質問はこれで終了です。 ご協力いただきまして誠にありがとうございました。 

学部名

必要になる
ある程度
必要になる

どちらとも
いえない

あまり必要に
ならない

必要に
ならない

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

学科名

国際
学部

国際教養学科

国際コミュニケーション
学科

学部名
必要に
なる

ある程度
必要に
なる

どちらとも
いえない

あまり
必要に
ならない

必要に
ならない

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

学科名

文理融合
学部

経営学科

地域社会学科

人間情報工学科

学部名
採用対象に

なる

おそらく
採用対象に

なる

どちらとも
いえない

あまり
採用対象に
ならない

採用対象に
ならない

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

学科名

文理融合
学部

経営学科

地域社会学科

人間情報工学科

学部名 １名 ２名 ３名 ４名 ５名以上

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

学科名

文理融合
学部

経営学科

地域社会学科

人間情報工学科
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提示資料(裏面）
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